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本報告書は、中央自動車道建設に先立ち発掘調査された一連の遺跡のうち、山梨県東八代郡

御坂町二之宮地内に所在する二之宮遺跡について、その成果をまとめたものであります。

御坂町は、甲府盆地の北東縁に位置し、古墳時代後期ごろより中枢地の一つをなす地域で、

隣接する一宮町とともに後期古墳が密集しております。当遺跡のすぐ北側には東日本最大規模

の横穴式石室をもつ県指定史跡姥塚古墳があり、その周辺には中小古墳が濃厚に分布しており

ます。さらにこの地は律令時代にも引き続き政治・文化の中心地として繁栄し、北西には平安

時代の国府跡といわれる国簡の地があり、東方金川の対岸一宮町には国分寺・国分尼寺が置か

れ、現在もその跡が国の史跡に指定されております。また「和名抄」所載の郷が最も濃密に分

布するのも、この地方であります。

二之宮遺跡は金川扇状地の末端に位置し、国道137号線を挟んで東側の姥塚遺跡と連なってい

ますが、調査の結果、両遺跡は一つの遺跡として把握すべきものであることが判明いたしまし

た。両遺跡を合わせますと550軒に近い住居杜が発見されましたが、そのほとんどが古墳時代か

ら奈良・平安時代に至るもので、集落杜としては県下最大の規模であります。

このうち二之宮遺跡は、1979年12月から1981年10月にかけて調査され、その結果、縄文時代住

居杜１軒、同弥生時代３軒、同古墳時代157軒、同奈良時代24軒、同平安時代198軒、年代不明９

軒の合計392軒の住居杜、それに平安時代の井戸杜１基が検出されました。各住居杜などからは

大量の遺物が出土いたしましたが、土師器、須恵器、灰紬陶器についての編年研究上の貴重な

資料はもちろん、銅嫉や馬具それに鏡など当時の政治・文化を究明するに必要な資料なども得

られております。住居杜は古墳時代と平安時代の両時期のものが最も多く、このうち古墳時代

のものは姥塚古墳の造られた時期に該当するものが多く、当古墳の築造に直接関与した集落と

も考えられます。その後、奈良時代には住居数が減少しますが、甲斐国府が国簡の地に置かれ

たと推定される平安時代には以前にも増して多くの住居が見られるようになり、集落の変遷過

程を究明する重要な資料を提供しております。さらに古墳時代と平安時代のある時期に住居に

大小の規模の組み合わされたような住居の配置をみることができ、集落内になんらかの変化が

あったことを推定できるかもしれません。なおここは『和名抄」にいう山梨郡井上郷に属した

と思われますが、この付近の郷の配置はかなり複雑であり、異説も存在しております。

以上、本報告書の概要を述べましたが、二之宮遺跡は隣接する姥塚遺跡と一体をなしており

ますので、別冊で刊行されます同遺跡の報告書と併せてご利用いただければ幸甚です。

末筆ながら、種々ご協力を賜わった関係機関各位、地元の方々並びに直接調査に従事してい

ただいた方々に厚く御礼申し上げます。

1987年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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１．本書は1979～1981年に日本道路公団から受託した中央自動車道西宮線の建設に伴う山梨県

東八代郡二之宮に所在する二之宮遺跡（二之宮・二之宮西）の発掘調査報告である。なお本

遺跡は集落杜として国道137号線を挟んだ東側まで続くが、東側は姥塚遺跡として別途調査報

告される。

２．整理作業は1981年度～1986年度の間、日本道路公団より受託事業として実施した。

３．発掘調査は山梨県教育庁文化課が実施し、整理作業は1982年度より山梨県埋蔵文化財セン

ターで行った。

整理は文化財主事坂本美夫、米田明訓、末木健、保坂康夫が担当した。

４．整理作業は1981年～1983年度まで土器洗い、注記、復元作業を中心に行い、1984年～1986年

度からは遺物実測、遺構トレース、図版作成、執筆作業を併行して行った。

５．本報告書の執筆、編集は坂本が行った。

６．写真撮影は遺構を坂本、米田、末木、保坂が行い、遺物は塚原明生（日本写真家協会員）

が行った。

７．本遺跡の石材鑑定は（財）山梨文化財研究所第６研究室長河西学氏に依頼したｏ

８．鉄製品の処理、実測は保坂が主に行った。253号住居並出土の馬具の実測は大谷猛氏による。

９．発掘調査から報告書作成に至るまでの間、下記の機関、方々からご協力、ご教示をいただ

いた。記して感謝申し上げたい。

道路公団東京第二建設局、県土木部用地課、道路課、御坂町教育委員会、同二之宮区・井

之卜反

服部敬史、斎藤孝正、福田健司、大谷猛、国平健三、河野喜映、瀬川裕市郎、平林将信、

志村博、高橋一夫、宮昌之、堀内真、（敬称略）

１０．本報告書にかかる出土品及び記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保

管してある。

11．整理参加者（復元、遺物実測、遺構トレース、図版作成）

出月俊江、石川操、池谷美江子、小笠原睦子、岡田牧子、長田久江、河西学、梶本優子、

弦間文代、小林千ゑ子、後藤良美、佐野正美、斎藤多喜子、斎藤つね子、佐野勝広、滝沢み

ち子、強矢明子、寺本由美子、土肥正治、名執洋子、永井由美子、内藤真千子、新津重子、

野田昭人、林部光、日向千恵、広瀬勝子、平野修、平出知恵子、古屋みや子、掘ノ内泉、松

野和美、宮沢公雄、矢崎喜美江、若尾澄子、若尾悦子、和田宏美、渡辺節子、渡辺義訓、渡

辺礼子



地山

1．図版の縮尺は原則として遺構を1／60、遺物のうち土器、石器を1／3、鉄製品を1／2とした

が、適当でないものは任意の縮尺とした。

２．図版中のスクリーン・トーンは次のような内容を示している。

焼土（焼土ブロックないし焼土混入土）

粘土

霧鱗

Ⅲ川川｜

■■

カマド石組・磯

凡 例

須恵器

緑紬陶器

赤彩土器

黒色十器

灰紬陶器の図中の矢印は紬の範囲を示す。

遺構平面図内のナンバーは、各遺構よりＨ

■
■

〈
叩
ご
ｎ
ｍ
〉
“
勾
如
“
『
△４．遺構平面図内のナンバーは、各遺構より出土した土器のナンバーで、遺物図版中のナンバー

と一致する。またＳは石器を、Ｆは鉄製品をあらわし、そのナンバーは土器と同様である。

５．住居並の主軸はカマドの設置壁と、その反対側の壁の方向とし、カマドの不明な例、ある

いはコーナーカマドの例などは長軸を主軸とし、その角度は原則として北を起点とした。

６．遺構のうち次のもの欠番である。

５０，５７，１２４，１５６，１９２，２２１，222,223,233,234,235,248，２４９，２７４，３Ｏ２

なお西43号住居祉については、遺構は明確にならなかった。
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76号住居社・カマド平面図

７７．７８号住居杜・カマド平面図

79号住居祉・カマド平面図

80号住居杜・カマド平面図

７９．８０号住居杜遺物出土状況

81号住居杜・カマド平面図

82号住居杜・カマド平面図

83号住居杜・カマド平面図

84号住居土1t・カマド平面図

85号住居杜・カマド平面図

８６．８７．８８号住居杜平面図・８６号

住居杜カマド平面図

８９．９０号住居杜平面図

91号住居杜・カマド平面図，

９２．９３号住居杜・カマド平面図

94号住居祉・カマド平面図

95号住居杜・カマド平面図

９６．９７号住居杜平面図・９７号住居

杜カマド平面図

９８．９９号住居杜平面図・９９号住居

杜カマド平面図

100.101号住居杜平面図・１００

号住居祉カマド平面図

102.103号住居杜平面図・１０２

号住居祉カマド平面図

104号住居杜・カマド平面図

105号住居杜・カマド平面図

106号住居杜・カマド平面図

107.108号住居祉平面図

109号住居杜平面図

110.111号住居杜平面図

112.113号住居杜平面図

１１４．１１５．１１６号住居杜平面図

117.118号住居杜平面図

119.120号住居杜平面図・１１９

号住居杜カマド平面図
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165

166

167

162号住居杜・カマド平面図

163号住居杜・カマド平面図

164.165号住居杜・カマド平面

図

166号住居杜平面図

167号住居杜・カマド平面図

168号住居杜・カマド平面図

169.170号住居杜平面図・１６９

号住居杜カマド平面図

171号住居杜・カマド平面図

172号住居杜・カマド平面図

173.174号住居祉平面図・’７４

号住居杜カマド平面図

175.176号住居杜平面図・１７６

号住居杜カマド平面図

177.178号住居杜平面図

177.178号住居杜カマド平面図

179.180号住居杜平面図・１８０

号住居杜カマド平面図

181号住居祉・カマド平面図

182号住居杜平面図

182号住居杜カマド平面図

183.184号住居杜平面図・１８３

号住居杜カマド平面図

185号住居杜・カマド平面図

１８６．１８７．１８８号住居杜平面図

189号住居杜・カマド平面図

１９０．１９１．１９３号住居杜平面図

194.195号住居杜平面図・１９４

号住居杜カマド平面図

196号住居杜・カマド平面図

１９７．１９８．１９９号住居祉平面図

197号住居杜カマド平面図

198.199号住居祉カマド平面図

200.201住居杜平面図

202.203住居杜平面図
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247号住居杜平面図

250.251号住居杜平面図・２５０

号住居杜カマド平面図

252号住居祉・カマド平面図

253号住居杜・カマド平面図

254.255号住居杜・カマド平面

図

256号住居杜・カマド平面図

257号住居杜・カマド平面図

258号住居祉平面図

259号住居杜・カマド平面図

260.261号住居杜平面図・２６１

号住居祉カマド平面図

262号住居祉・カマド平面図

263号住居祉・カマド平面図

264号住居祉・カマド平面図

265号住居杜・カマド平面図

266号住居杜・カマド平面図

267.268号住居杜平面図・２６８

号住居祉カマド平面図

269号住居杜・カマド平面図

270号住居杜・カマド平面図

271.272号住居祉平面図

273.274号住居祉平面図

275.276号住居杜平面図・２７５

号住居杜カマド平面図

277号住居杜・カマド平面図

278住居祉平面図

279号住居杜・カマド平面図

280号住居杜平面図

281号住居杜・カマド平面図

282.283号住居杜平面図

284号住居杜・カマド平面図

285.286号住居杜平面図

287‐１．２８８号住居杜平面図

287-2号住居杜・カマド平面図

図版第１８１
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図版第

図版第

図版第

図版第

図版第

289号住居杜・カマド平面図

290号住居杜・カマド平面図

２９１．２９２．２９３号住居杜平面図

291.292号住居杜カマド平面図

294号住居杜平面図

294号住居杜カマド平面図

295号住居杜平面図

296号住居杜・カマド平面図

297号住居城・カマド平面図

298.299号住居杜平面図

299号住居靴カマド平面図・３００

号住居杜平面図

301号住居杜・カマド平面図

303号住居並平面図

304号住居祉・カマド平面図

305号住居杜・カマド平面図

306号住居杜平面図・遺物出土状

況

307号住居祉・カマド平面図

308.309号住居吐平面図

310.311号住居杜平面図

312号住居杜・カマド平面図

313号住居杜・カマド平面図

314号住居杜平面図

314号住居靴カマド平面図

315号住居杜・カマド平面図

316号住居杜・カマド平面図

317号住居杜・カマド平面図

318号住居杜・カマド平面図

319号住居杜・カマド平面図

320号住居杜・カマド平面図

312.322号住居杜平面図

323号住居杜・カマド平面図

324号住居祉平面図

西１号住居杜・カマド平面図

西２号住居杜・カマド平面図
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図版第

図版第

図版第

西46号住居杜遺物出土状況平面図

西47号住居杜・カマド平面図

西47号住居杜・カマド平面図

西48号住居靴平面図

西49号住居杜・カマド平面図

西50号住居杜・カマド平面図

西５１．５２号住居杜平面図・５２号住

居杜カマド平面図

西53号住居靴・カマド平面図

西５４．５５号住居杜平面図

西56号住居杜カマド平面図

西５７．５８号住居杜平面図・５７号住

居杜カマド平面図

西59号住居吐平面図

西60号住居杜・カマド平面図

西６１．６２号住居杜平面図・６１号住

居杜カマド平面図

西６３．６４号住居杜平面図・６３号住

居杜カマド平面図

西65号住居杜・カマド平面図

西66号住居杜・カマド平面図

西６７．６８号住居杜平面図・６８号住

居杜カマド平面図

西69号住居杜・カマド平面図

西70号住居:t''二・カマド平面図

西７１．７２号住居靴平面図

西７３．７４号住居杜・カマド平面図

西75号住居並平面図

西76号住居杜・カマド平面図

西７７．７８号住居杜平面図・７７号住

居杜カマド平面図

西７９．８０号住居杜平面図

西81号住居杜平面図

西82号住居杜・カマド平面図

西83号住居杜・カマド平面図

西井戸祉
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図版第２４６西３．４号住居杜・カマド平面図

図版第２４７西５号住居杜・カマド平面図

図版第２４８西６号住居杜・カマド平面図

図版第２４９西７号住居靴・カマド平面図

図版第２５０西８．９号住居杜平面図

図版第２５１西10号住居靴・カマド平面図

図版第２５２西11号住居杜平面図

図版第２５３西12号住居靴・カマド平面図

図版第２５４西13号住居靴・カマド平面図

図版第２５５西14号住居杜平面図

図版第２５６西15号住居杜・カマド平面図

図版第２５７西１６．１７号住居吐平面図

図版第２５８西18.19号住居靴平面図

図版第２５９西2０・２１号住居杜平面図

図版第２６０西22.23号住居杜平面図

図版第２６１西24号住居杜・カマド平面図

図版第２６２西25号住居杜平面図

図版第２６３西26号住居杜・カマド平面図

図版第２６４西27.28号住居杜平面図・２７号住

居牡カマド平面図

図版第２６５西29号住居杜・カマド平面図

図版第２６６西30号住居杜・カマド平面図

図版第２６７西３１．３２号住居杜平面図・３２号住

居靴カマド平面図

図版第２６８西33号住居杜・カマド平面図

図版第２６９西34号住居杜・カマド平面図

図版第２７０西35号住居杜・カマド平面図

図版第２７１西３６．３７号住居杜平面図・３７号住

居杜カマド平面図

図版第２７２西38号住居杜平面図

図版第２７３西39号住居杜・カマド平面図

図版第２７４西40号住居杜・カマド平面図

図版第２７５西41号住居杜・カマド平面図

図版第２７６西４２．４４号住居祉平面図

図版第２７７西45号住居杜・カマド平面図

図版第２７８西46号住居靴・カマド平面図
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図版第３０８西井戸杜２号溝

図版第３０９西１号溝状遺構

図版第３１０１号住居吐出土遺物（１）

図版第３１１１号住居吐出土遺物（２）

図版第３１２１号住居土1t出土遺物（３）
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図版第５３７

図版第５３８
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図版第５１７

図版第５１８



図版第５４９２８４号住居杜出土遺物

図版第５５０２８５．２８６．２８７－１号住居吐出土遺

物

図版第５５１２８７－２．２８８号住居吐出土遺物

図版第５５２２８９号住居吐出土遺物（１）

図版第５５３２８９号住居吐出土遺物（２）

図版第５５４２９０．２９１号住居吐出土遺物

図版第５５５２９２号住居吐出土遺物

図版第５５６２９３号住居吐出土遺物

294号住居吐出土遺物（１）

図版第５５７２９４号住居吐出土遺物（２）

図版第５５８２９５号住居吐出士遺物

図版第５５９２９６．２９７号住居吐出土遺物

図版第５６０２９８．２９９号住居吐出土遺物

301号住居杜出土遺物（１）

図版第５６１３０１号住居吐出土遺物（２）

303号住居吐出土遺物

図版第５６２３０４号住居吐出士遺物（１）

図版第５６３３０４号住居吐出土遺物（２）

図版第５６４３０５号住居吐出土遺物

図版第５６５３０６号住居吐出士遺物（１）

図版第５６６３０６号住居吐出土遺物（２）

図版第５６７３０６号住居杜出土遺物（３）

図版第５６８３０７号住居吐出土遺物

図版第５６９３０８．３１０．３１１号住居吐出土祉遺

物

図版第５７０３１２号住居吐出土祉遺物

313号住居杜出土遺物（１）

図版第５７１３１３号住居吐出土遺物（２）

図版第５７２３１４号住居吐出土遺物（１）

図版第５７３３１４号住居吐出士遺物（２）

図版第５７４３１４号住居吐出土遺物（３）

図版第５７５３１４号住居吐出土遺物（４）

図版第５７６３１５号住居吐出土遺物（１）

図版第５７７３１５号住居吐出士遺物（２）

316号住居吐出土遺物

317号住居吐出士遺物

318.319号住居吐出土遺物

３２０．３２１．３２２号住居吐出土遺物

323号住居吐出士遺物

西１号住居杜出土遺物（１）

西１号住居杜出土遺物（２）

西２号住居杜出土遺物

西３．西４．西５号住居吐出土遺物

図版第５７８３１６号住居吐出土遺物

図版第５７９３１７号住居吐出士遺物

図版第５８０３１８．３１９号住居吐出土遺物

図版第５８１３２０．３２１．３２２号住居吐出』

図版第５８２３２３号住居吐出士遺物

図版第５８３西１号住居杜出土遺物（１）

図版第５８４西１号住居杜出土遺物（２）

図版第５８５西２号住居杜出土遺物

図版第５８６西３．西４．西５号住居吐出

図版第５８７西６号住居吐出土遺物

図版第５８８西７号住居吐出士遺物

図版第５８９西８号住居吐出土遺物（１）

図版第５９０西８号住居吐出土遺物（２）

図版第５９１西８号住居吐出土遺物（３）

図版第５９２西９号住居吐出土遺物（１）

図版第５９３西９号住居吐出士遺物（２）

図版第５９４西10号住居吐出土遺物（１）

図版第５９５西10号住居:tlt出土遺物（２）

図版第５９６西10号住居吐出士遺物（３）

図版第５９７西１１．西12号住居吐出土遺物

図版第５９８西13号住居杜出土遺物

図版第５９９西１４．西15号住居吐出土遺物

図版第６００西16号住居吐出土遺物（１）

図版第６０１西16号住居杜出土遺物（２）

図版第６０２西16号住居社出土遺物（３）

図版第６０３西17号住居吐出土遺物

図版第６０４西18号住居吐出土遺物

図版第６０５西19号住居吐出土遺物

図版第６０６西20号住居吐出土遺物

西21号住居吐出土遺物（１）

図版第６０７西21号住居吐出土遺物（２）

図版第６０８西21号住居吐出土遺物（３）

図版第６０９西24号住居吐出土遺物（１）

図版第６１０西24号住居吐出土遺物（２）

図版第６１１西24号住居杜出土遺物



西47号住居社出土遺物

西48号住居杜出土遺物（１）

西48号住居吐出土遺物（２）

西49号住居杜出土遺物

西５０．西５１．西52号住居吐出土遺物

西53号住居吐出土遺物

西54号住居吐出土遺物

西55号住居吐出土遺物

西56．西57号住居吐出土遺物

西58号住居吐出土遺物

西５９．西６０．西61号居祉出土遺物
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図
図
図
図
図
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図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

図版第６１２西26号住居吐出士遺物（１）

図版第６１３西26号住居杜出土遺物（２）

図版第６１４西26号住居吐出土遺物（３）

図版第６１５西27号住居杜出土遺物

図版第６１６西28号住居吐出土遺物

図版第６１７西29号住居吐出土遺物（１）

図版第６１８西29号住居吐出土遺物（２）

図版第６１９西29号住居吐出土遺物（３）

図版第６２０西30号住居吐出土遺物

図版第６２１西31号住居吐出土遺物

図版第６２２西32号住居吐出土遺物（１）

図版第６２３西32号住居吐出土遺物（２）

西33号住居吐出土遺物

図版第６２４西34号住居吐出土遺物

図版第６２５西３５．西36号住居吐出土遺物

図版第６２６西37号住居吐出土遺物（１）

図版第６２７西37号住居吐出土遺物（２）

図版第６２８西38号住居吐出土遺物

図版第６２９西39号住居吐出土遺物（１）

図版第６３０西39号住居吐出土遺物（２）

図版第６３１西40号住居吐出土遺物

図版第６３２西41号住居吐出土遺物（１）

図版第６３３西41号住居吐出土遺物（２）

図版第６３４西41号住居吐出土遺物（３）

図版第６３５西41号住居吐出土遺物（４）

図版第６３６西42号住居杜出土遺物

図版第６３７西43号住居靴出土遺物

西44号住居吐出土遺物（１）

図版第６３８西44号住居吐出土遺物（２）

図版第６３９西45号住居杜出土遺物

図版第６４０西46号住居杜出土遺物（１）

図版第６４１西46号住居吐出土遺物（２）

図版第６４２西46号住居吐出土遺物（３）

図版第６４３西46号住居吐出土遺物（４）

図版第６４４西46号住居吐出土遺物（５）
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西80号住居吐出土遺物

西81号住居吐出土遺物（１）

西81号住居杜出土遺物（２）

西81号住居杜出土遺物（３）

西82・西83号住居吐出土遺物

西83号住居祉・１号土拡・西井戸祉

図版第６７９

図版第６８０

図版第６８１

図版第６８２

図版第６８３

図版第６８４

鉄製品（１）

鉄製品（２）

鉄製品（３）

鉄製品（４）

鉄製品（５）

鉄製品（６）

鉄製品（７）

石器

石器

石器

石器・土製品

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

石器

出土遺跡

グリッド出土遺跡（１）

グリッド出土遺跡（２）

グリッド出土遺跡（３）

グリッド出土遺跡（４）

グリッド出土遺跡（５）

グリッド出土遺跡（６）

グリッド出土遺跡（７）

グリッド出土遺跡（８）

グリッド出土遺跡（９）

グリッド出土遺跡（10）

グリッド出土遺跡（11）

グリッド出土遺跡（12）

グリッド出土遺跡（13）

グリッド出土遺跡（14）

グリッド出土遺跡（15）

グリッド出土遺跡（16）

グリッド出土遺跡（17）

グリッド出土遺跡（18）

グリッド出土遺跡（19）

グリッド出土遺跡（20）

グリッド出土遺跡（21）

グリッド出土遺跡（22）

グリッド出土遺跡（23）

グリッド出土遺跡（24）

グリッド出土遺跡（25）

グリッド出土遺跡（26）

グリッド出土遺跡（27）

グリッド出土遺跡（28）

図版第６８５

図版第６８６

図版第６８７

図版第６８８

図版第６８９

図版第６９０

図版第６９１

図版第６９２

図版第６９３

図版第６９４

図版第６９５

図版第６９６

図版第６９７

図版第６９８

図版第６９９

図版第７００

図版第７０１

図版第７０２

図版第７０３

図版第７０４

図版第７０５

図版第７０６

図版第７０７

図版第７０８

図版第７０９

図版第７１０

図版第７１１

図版第７１２

石製・土製品類（１）

石製・土製品類（２）

グリッド出土遺跡（29）

グリッド出土遺跡（30）

グリッド出土遺跡（31）

グリッド出土遺跡（32）

墨書・刻書土器（１）

墨書・刻書土器（２）



図版第７７６ 79号住居祉カマドおよび遺物出土

状況

79号住居杜貯蔵穴。８２号住居杜

84号住居杜・同カマド

85号住居杜・同カマド

８９．９３号住居杜

９４．９７号住居杜

99号住居祉・同遺物出土状況

106号住居祉カマド

125.126号住居杜

125号住居杜カマド

128号住居杜・同遺物出土状況

129号住居杜・同遺物出土状況

130号住居杜・同カマド

132号住居杜・同カマド

135号住居杜・同カマド

136.137号住居杜

138号住居杜・同炉

144.147号住居杜

148号住居杜・同カマド

148号住居祉鋤先土出状況

154号住居杜

1５９．１60号住居祉

161.166号住居祉

167.171号住居杜

172.174号住居杜

182号住居土止カマド・同貯蔵穴

200.203号住居杜

204.206号住居杜

207号住居杜・同カマド

210号住居杜・同カマド
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213号住居杜カマド・215号住居杜

225.226号住居杜

239.244号住居杜

246.252号住居杜

図版第７４６調査風景・調査前風景

図版第７４７１号住居杜・同カマド

図版第７４８５号住居杜・同カマド

図版第７４９６．７号住居杜

図版第７５０８．９号住居杜

図版第７５１１０．１１．１８号住居靴

図版第７５２１１号住居カマド・１２号住居杜

図版第７５３１７．２０号住居カマド・１２号住居杜

カマド

図版第７５４２１号住居杜・同カマド

図版第７５５２１号住居杜カマド（土層）

２４号住居杜

図版第７５６２４号住居杜カマド

図版第７５７２９号住居杜・同カマド

図版第７５８３９号住居杜・同カマド

図版第７５９４０号住居杜・同カマド

図版第７６０４７．４９号住居杜

４９号住居祉カマド

図版第７６１５３．５４号住居杜

図版第７６２５４号住居杜カマド

図版第７６３５９．６０号住居杜

図版第７６４６０号住居吐出土遺物

６２号住居杜

図版第７６５６２号住居杜カマド・貯蔵穴

図版第７６６６３．６４号住居祉

図版第７６７６４号住居祉カマド・貯蔵穴

図版第７６８６５．６９号住居杜

図版第７６９６９号住居杜遺物出土状況・同カマド

内遺物出土状況

図版第７７０６９号住居杜カマド・遺物出土状況

図版第７７１６９号住居土11遺物出土状況

図版第７７２７２号住居杜・同カマド

図版第７７３７５．７６号住居杜

図版第７７４７７号住居杜・同カマド

図版第７７５７８号住居並カマド・７９号住居杜



図版第８１９

図版第８２０

図版第８２１

252号住居jhlニカマド

253号住居杜

253号住居祉カマド･同馬貝出土

状況

254号住居杜・同カマド

256.258号住居杜

257号住居:1211二・同カマド

259.260号住居祉

261号住居杜・同カマド

262号住居杜・同カマド

263.264号住居杜

264号住居祉カマド・265号住居

杜

266号住居杜・同カマド

267号住居杜

268号住居祉置カマド出土状況同

図版第８０８

図版第８０９

図版第８１０
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図
図
図
図

図版第８３８２９４号住居杜

図版第８３９２９４号住居杜カマド

図版第８４０２９４号住居杜石器出土状況

図版第８４１２９５号住居杜・同カマド

図版第８４２２９５号住居祉石器出土状況

296号住居杜

図版第８４３２９７号住居杜・同カマド

図版第８４４２９８．２９９号住居祉

図版第８４５２９９号住居杜カマド・同金環出土

状況

図版第８４６３００．３０１号住居杜

図版第８４７３０３号住居杜

図版第８４８３０４号住居杜・同カマド

図版第８４９３０４号住居祉遣物出土状況

306号住居靴カマド

図版第８５０３０７．３０９号住居杜

図版第８５１３１０．３１１号住居杜

図版第８５２３１２．３１３号住居杜

図版第８５３３１４．３１５号住居杜

図版第８５４３１６．３１７号住居杜

図版第８５５３１９号住居靴・同カマド

図版第８５６３２３号住居杜

図版第８５７西１号住居祉・同カマド

図版第８５８西２号住居杜・同カマド

図版第８５９西２号住居杜貯蔵穴・同置カマド

出土状況

図版第８６０西３．西４号住居杜・西３号住居

杜カマド

図版第８６１西５号住居杜・同カマド

図版第８６２西６号住居杜・同カマド

図版第８６３西７号住居祉・同鉄製品出土状況

図版第８６４西８．西９号住居杜

図版第８６５西９号住居杜カマド・同貯蔵穴

図版第８６６西10号住居杜

図版第８６７西11号住居杜・同鉄鍍出土状況

カマド

269号住居杜・同カマド

270号住居杜・同カマド

271.272号住居杜

273号住居祉遣物出土状況

275号住居杜

275号住居杜カマド

277号住居杜・同カマド

277号住居祉カマド

278号住居杜

279号住居杜・同カマド

281号住居杜・同カマド

283号住居杜

284号住居祉・同カマド

287-2号住居杜・同カマド

287-1.288同住居杜

289号住居祉・同カマド

290号住居杜・同カマド

２９１．２９２．２９３号住居祉
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西12号住居杜・同カマド

西13号住居杜・同カマド

西14号住居杜・同カマド

西15号住居杜・同カマド

西１６．西17号住居祉

西１８．西19号住居祉

西２０．西21号住居祉

西23号住居祉

西24号住居祉・同カマド

西25号住居杜・同遺物出土状況

西26号住居杜・同カマド

西２７．西28号住居祉

西29号住居吐・同カマド

西29号住居杜カマド

西30号住居杜・同カマド

西３１．西32号住居祉

西33号住居杜・同カマド

西34号住居杜・同カマド

西35号住居祉・同カマド

西３７・西38号住居祉

西３９．西40号住居祉

西41号住居1211二・同カマド

西４２．西45号住居祉

西46号住居祉

西46号住居杜カマド・同遺物出土

状況

西46号住居祉銅錨出土状況・同貯

蔵穴

４７．西49号住居祉

西49号住居杜カマド･西50号住居吐

西５１．西52号住居祉

西53号住居杜・同カマド

西５４．西56号住居祉

西５７・西58号住居北

西58号住居杜紡錘車出土状況

図版第８６８

図版第８６９

図版第８７０

図版第８７１

図版第８７２

図版第８７３

図版第８７４

図版第８７５

図版第８７６

図版第８７７

図版第８７８

図版第８７９

図版第８８０

図版第８８１

図版第８８２

図版第８８３

図版第８８４

図版第８８５

図版第８８６

図版第８８７

図版第８８８

図版第８８９

図版第８９０

図版第８９１

図版第８９２

図版第９０１

図版第９０２

カマド

西６３．西64号住居｡Ｌ''二

西65号住居杜・同カマド

西66号住居杜・同カマド

７号住居祉

西68号住居杜・同カマド

西６９・西70号住居祉

西71号住居祉

西71号住居杜遺物出土状況

西71号住居杜遺物出土状況

西71号住居杜遺物出土状況

同貯蔵穴

西７２．西73号住居祉

西７３・西74号住居杜カマド

西75号住居土止・同カマド

西76号住居杜・同カマド

西77号住居杜・同カマド

西79号住居杜・同管玉出土状況

西82号住居杜・同遺物出土状況

西82号住居杜遺物出土状況

西83号住居杜

西59号住居祉

西60号住居杜・同カマド

西６１．西62号住居杜・西61号住居杜
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西83号住居祉炉・同紡錘車出土状況

西井戸祉

西井戸祉

西井戸祉

西井戸杜セクション・同排水溝

１号住居吐出士遺物

２．３．５号住居吐出土遺物

６．９号住居杜出土遺物

10号住居吐出土遺物

11号住居杜出土遺物

12号住居吐出土遺物
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図版第８９３

図版第８９４

図版第８９５

図版第８９６

図版第８９７

図版第８９８

図版第８９９

図版第９００



図版第９７５
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13.14号住居吐出土遺物

１５．１６．１７号住居吐出士遺物

17.20号住居吐出土遺物

21.22号住居吐出土遺物

23.24.26.27号住居吐出土遺物

２９．３０．３１号住居吐出土遺物

３２．３４．３７号住居吐出土遺物

３８．４０号住居杜出土遺物

４０．４１号住居吐出土遺物

42.43号住居杜出土遺物

45.49号住居杜出土遺物

５１．５３号住居吐出士遺物

53号住居吐出土遺物

54号住居吐出土遺物

５５．５６号住居吐出土遺物

５８．５９号住居吐出土遺物

60号住居吐出士遺物

60.62号住居吐出土遺物

６４．６５号住居吐出土遺物

6６．６８．６９号住居吐出土遺物

69号住居杜出土遺物

69号住居杜出土遺物

69.70.72号住居吐出士遺物

７５．７６．７７号住居吐出土遺物

７８．７９号住居吐出土遺物

７９．８１号住居吐出士遺物

82号住居吐出土遺物

83.84.86.87.89号住居吐出土遺物

９１．９２．９３．９４号住居杜出土遺物

９５．９７．９９号住居杜出土遺物

１００．１０１．１０３．１０５号住居吐出

土遺物

１１１．１１２．１１７．１１９．１２１号住

居吐出土遺物

１２２．１２５．１２７号住居吐出士遺物
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図版第９７１

図版第９７２

図版第９７３

図版第９７４

128号住居吐出土遺物

129号住居吐出土遺物

130.132号住居吐出土遺物

１３２．１３３．１３４号住居吐出土遺物

１３５．１３７．１３８．１３９．１４０号住

居杜出土遺物

１４３．１４４．１４５．１４７号住居吐出

土遺物

148号住居吐出土遺物

１５０．１５１．１５５．１５８．159号住

居吐出土遺物

１６１．１６８．１７０．１７２号住居吐出

土遺物

１７２．１７３．１７４．１７６号住居杜出

土遺物

１７７．１７８．１７９．１８０．１８２号住

居吐出土遺物

182号住居杜出土遺物

１８３．１９１．１９７．２０３．２０５．２０

６号住居吐出土遺物

206.207号住居吐出土遺物

２０８．２０９．２１０号住居吐出士遺物

２１０．２１１．２１２号住居吐出土遺物

２１３．２１５．２１６号住居吐出土遺物

２１７．２１８．２２４号住居杜出土遺物

２２５．２２６．２２７．２２９号住居杜出

土遺物

２３２．２３７．２３８．２３９号住居吐出

士遺物

２３９．２４０．２４１号住居杜出土遺物

244.245号住居吐出士遺物

246号住居吐出土遺物

２４７．２５２．２５３号住居吐出土遺物

２５４．２５５．２５６号住居吐出土遺物

256.257号住居杜出土遺物

図版第９７６

図版第９７７

図版第９７８
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図版第９８５
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図版第９６３

図版第９６５



図版第９９２２５９．２６０．２６２．２６３号住居吐出

土遺物

図版第９９３２６４．２６５．２６６．２６８号住居吐出

土遺物

図版第９９４２６８号住居吐出土遺物

図版第９９５２６９．２７０号住居吐出士遺物

図版第９９６２７０．２７１．２７３号住居吐出土遺物

図版第９９７２７５．２７６号住居吐出土遺物

図版第９９８２２７号住居杜出土遺物

図版第９９９２２８．２７９号住居吐出土遺物

図版第1000281.283号住居吐出土遺物

図版第1001284.287-1.287-2．289号住居

吐出土遺物

図版第1００２２８９．２９０．２９１・293号住居吐出

土遺物

図版第１００３２９４．２９５．２９６号住居杜出土遺物

図版第１００４２９７．２９８．２９９．３０３．304号住

居吐出土遺物

図版第１００５３０４．３０５．３０６号住居吐出土遺物

図版第１００６３０６．３０８．３１０．３１１．３１２．３１

３号住居吐出土遺物

図版第1007314号住居北出土遺物

図版第1008315号住居吐出土遺物

図版第１００９３１７．３１８．３１９号住居吐出土遺物

図版第1010322.323号住居吐出土遺物

図版第1011西１．西2号住居吐出土遺物

図版第1012西６．西８．西9号住居吐出土遺物

図版第1013西10号住居吐出土遺物

図版第1014西１０・西１２．西１３．西14号住居吐出

土遺物

図版第1015西１５．西１６．西19号住居吐出土遺物

図版第1016西２１．西24号住居吐出土遺物

図版第1017西26号住居杜出土遺物

図版第１018西２７．西28号住居吐出土遺物

図版第1019西29．西30号住居吐出土遺物

図版第1020西３１．西３２．西３３・西34号住居吐出

図版第1021
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土遺物

西３５．西３６．西３７．西39号住居吐出

土遺物

西４０・西41号住居吐出土遺物

西４２・西４３・西44号住居吐出土遺物

西４５．西46号住居吐出土遺物

西４６．西47号住居吐出土遺物

西４８・西４９．西53号住居吐出土遺物

西５４．西５５．西５６．西58号住居吐出

土遺物

西５９．西６１．西63号住居:止止出土遺物

西６５．西66号住居杜出土遺物

西６８．西６９．西71号住居杜出土遺物

西71号住居杜出土遺物

西71号住居吐出土遺物

西７２．西７３．西75号住居吐出土遺物

西７５．西７６．西７７．西７８．西80号住

居吐出土遣物

西83号住居祉・グリッド出土遺物

金属製品類（１）

金属製品類（２）

金属製品類（３）

石器類（１）

石器類（２）

石器類（３）

石器類（４）

石器類（５）

石器類（６）

石器類（７）

石器類（８）

石器類（９）

石器類（10）

石器類（11）

石器類（12）

石製品・土製品類（１）

石製品・土製品類（２）



(現小淵

第１節調査に至るまで

１．発掘調査事務経過

昭和54年11月21日文化庁に発掘通知を提出する。

昭和54年12月18日文化庁より県教育委員会へ発掘通知の受理通知書が送付されるｏ

昭和54年12月３日第一次調査を開始する。

昭和55年６月30日第一次調査を終了するｏ

昭和55年９月７日第二次調査を開始するｏ

昭和56年10月12日第二次調査を終了する。

なお、調査終了後に石和警察署へ発見通知を提出する。

2．調査組織

○発掘調査

調査主体

調査担当者

山梨県教育委員会

二之宮・二之宮西坂本美夫（県文化財主事）

〃 〃 米田明訓（県文化財主事）

二之宮西末木健（県文化財主事）

〃 保坂康夫（県文ｲﾋ財主事）

山路恭之助（現須玉町教育委員会）、神沢博子、須田愛子、佐野勝広

沢町教育委員会）

第１章調査の実施と経過

調査員

渡辺儀訓（現山中湖小学校教諭）、山秋泰（日本大学）、飯田文恵（山梨県立

女子短期大学）、桑原敏（山梨大学）、岩本教之、梅田恵智子、服部照子、菅

沢ふみよ、丹羽紀子、堀口京子、羽鳥端子、青木崇、成瀬晃司、千葉啓蔵

相原紫納、青木栄、浅川玲子、朝日正美、芦沢なが子、

雨宮恵美、雨宮正和、荒川奈津江、荒木邦明、有田博幸、

飯田文恵、飯島紀男、石川与平、石川貴子、石田一人、

石原昭仁、石原恵理子、石原静江、石原秀一、石原尚子、

石原徳幸、石部司、伊藤公子、池田ユキ子、稲沢圭一郎、

今井良、岩間寿子、岩間卓夫、岩間啓乃、岩間満支子、

岩間む津美、上野七五三子、上野きく江、上野昌哉、上村一彦、

内田裕一、海野真由美、江波戸比沙恵、大沢武、大沢寛和、

大間春美、大野昂子、大里一男、小笠原良一、岡田牧子、

緒方木水、緒方民子、荻原俊文、小口武、小栗久幸、

調査補助員

作業員

今
一
二
口
。
“
ロ
ロ
ニ



長田喜代子、

乙黒幸年、

風間菊男、

梶原ひろみ、

金丸克夫、

唐沢明浩、

川崎富江、

菊島和美、

橘田さつき、

桑原園枝、

弦間由樹、

小林厚美、

小林秀行、

斎藤つね子、

塩川浩正、

島津孝、

下倉茂雄、

神宮司庫造、

杉原恵、

鈴木富子、

鈴木学、

其田弘毅、

田中弘、

土屋たか枝、

恒川和子、

樋泉岳二、

仲田せい子、

中村和久、

名取鴻之助、

萩田時一、

樋口茂治、

深田春子、

古屋茂美、

保坂栄子、

前田浩二、

宮川亮二、

小沢典子、

小野綾子、

河西みや子、

梶原結花、

神座恵、

川井輝恵、

河村良子、

菊島宏幸、

北村省三、

熊沢永俊、

小池つや子、

小林かおる、

小宮山梅子、

佐藤靖子、

篠原悦子、

清水和夫、

下倉はる子、

神宮司八千代、

鈴木幾久雄、

鈴木直美、

鈴木米子、

高野守、

千塚正博、

筒井ひさ美、

天川友子、

富田常雄、

中川明美、

中村加代子、

名取とも子、

羽鳥靖子、

広川健慈、

深沢和夫、

古屋たれ子、

堀内照美、

松田直久、

宮沢まさみ、

小沢裕美、

小野朱実、

柏木一浩、

梶原ふじ乃、

神谷光二、

川井正夫、

神沢良仁、

菊島文雄、

清原憲秋、

弦間浩一、

小池君彦、

小林悟、

近藤明男、

佐藤敦、

篠原ひろ子、

清水静江、

下倉義次、

進藤稔、

鈴木梅子、

鈴木和子、

須藤昭仁、

高橋英子、

千葉啓蔵、

角田辰己、

天川輝子、

永井由美子、

仲川恵美子、

中村初子、

セツ村茂、

花田竹子、

平良恵子、

深沢正子、

古屋春仁、

堀内きみ子、

松原博、

向山正子、

－２－

小沢由美、小田切澄枝、

小野三郎、小野研吉、

梶原朝子、梶原智恵美、

勝部照子、金塚清隆、

神谷けさ子、栢尾章彦、

川口純一、川口絹江、

神沢和子、菊島昭子、

橘田昭子、橘田一女、

楠世紀、久保田永子、

弦間賢二、弦間裕朗、

後藤真由美、後藤まさの、

小林圭一、小林高広、

斎藤和彦、斎藤正、

佐野正美、佐野三男、

篠原輝子、島田慶子、

清水司、清水文雄、

志村秀樹、城之内美代子、

菅沢ふみよ、強矢明子、

鈴木寿美恵、、鈴木武俊、

鈴木秀男、鈴木フサノ、

関本ひでみ、関本利枝、

武川康昭竹越和枝、

塚越あきの、土屋アツ子、

角田昇、角田濃子、

天川良江、寺本由美子、

長尾美恵子、長尾美子、

中込美雄、中込達也、

中村誠、永見尚、

成瀬晃司、野田昭人、

原田剛志、林成紀、

平野良明、深田竹子、

福田和秀、藤田市郎ら

別符信治、保坂洋子、

堀内幸子、堀雅治、

水上優子、三沢勲、

小沢徳子
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望月

矢野

山本

渡辺

八木強、

山口小百合、

若尾紀子、

村松由美子、

矢ケ崎二男、

山ノ内康文、

若林正人、

第２節調査の実施

１．発掘区の設定と調査方法

二之宮遺跡は中央自動車道の中でも、バスストップの設置される部分にあたり、道路幅が他の

地点に比べ一段と広い。調査対象地域は国道137号線の西側に広がり、工事用杭のSTANo517＋

00から同521＋20までのおおよそ長さ400ｍ、幅約6077zの範囲である。

このＳＴＡＮｏの間は北側に緩やかに膨らむカーブをえがいており、かつ既存家屋の取壊しや

工事の工程などとの関係から東側から西側、あるいは西側から東側へといった順序よく調査を

実施したのではなく、調査のできる部分から順次実施することになった。このため住居杜番号

も混在した状況にある。

このような状況から調査区域の設定は、調査可能な場所にある東西のＳＴＡ杭をセンターラ

インとし、その南側と北側とに５×５ｍのグリッドを設定した。各グリッドの呼称は南側をＳ、

北側をＮとし、グリッド番号はセンターライン状の杭を１（Ｎ,）とし、その左右に２．３………

と付けた。

グリッドの設定は以上の要領で行ない、設定場所は次の６ケ所である。

ＳＴＡＮｏＬ５１７＋20～517＋４０

ＳＴＡNo.517＋60～518＋２０

ＳＴＡＮｏＬ５１８＋20～519＋Ｏ０

ＳＴＡＮｏ５１９＋60～520＋Ｏ０

ＳＴＡＮｏ５２０＋00～520＋４０

ＳＴＡＮｏ５２０＋40～521＋0０

２．調査の経過

５ケ所の地点に調査区域を設定したが、この調査の進行は次の様な順序で行った。

ＳＴＡＮｏＬ５２０＋００～520＋４０

ＳＴＡＮｏＬ５２０＋４０～521＋0０
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ＳＴＡＮｏＬ５１７＋20～517＋４０

ＳＴＡＮＯＬ５１９＋60～520＋ＯＯ

ＳＴＡＮｑ５１８＋20～519＋Ｏ０

ＳＴＡＮｑ５１７＋60～518＋２０

このうちＳＴＡN0.517＋20～517＋40の区間は、排水溝工事の幅に設定したトレンチ状の調査区

であった。
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第２章遺跡周辺地域の状況

第１節遺跡の位置と立地

１．遺跡の位置

二之宮遺跡の所在する東八代郡御坂町は、甲府盆地の南東部に位置する。北を石和町、一宮町、

東を南東方向に連なる御坂山地の稜線を境として大月市、東山梨郡大和村、南都留郡河口湖町、

南を芦川村、西を八代町に接する東西16km、南北5.5kmの東西に細長い町域をもち、北側の町境

付近を金川が東から西に向かって流れている。二之宮遺跡はこの町域の西端近く、同町二之宮

に位置する。国鉄中央本線石和駅より南東方向約３kmの距離である。

２．地理的環境

御坂町は100077Zを越す御坂山地が背後にひかえ、町のほぼ中央に位置する上黒駒地区より南

側は山間地的様相を強める。この御坂山地に源を発する金川が町の北側の境付近にほぼ沿うよ

うな形で東より西に向かって流れ出し、やがて盆地中央を南流する笛吹川に合流する。この間

に広大な扇状地を形成する。金川扇状地である。上黒駒より西側の殆どの地域はこの扇状地の

左岸に立地している。

金川扇状地は扇頂を同町若宮の標高400ｍ付近に、扇端を石和町と接する町の西端部の標高

20077z付近に置き、長さ約5.5kmに渡る地域を覆う。二之宮遺跡の立地する付近は扇央部分にあた

ると考えられるが、その中でも扇端部に近い位置にあり、傾斜はやや緩やかさを見せる。標高

300ｍ付近にある。

第２節遺跡周辺の歴史的環境

二之宮遺跡の所在する御坂町地域は、原始時代より古代に至る間の遺跡が濃密に分布する地

域であるが、特に後者の時期に顕著な地域といえる。

縄文時代の遺跡は町の東部にあたる山間地ないし金川扇状地の扇頂近くに濃厚な分布が知ら

れる。金川右岸の上黒駒相沢にある中丸遺跡は、「黒駒土偶」と呼ばれる怪奇な形相をした土

偶を出土したことで著名であり、また近接する金川左岸の柱野台地上に形成された柱野遺跡か

らは特徴ある渦巻文を施した縄文中期の土器の出土を見る。さらに金川水系からは離れるが、

町の南東部にあたる竹居地区に縄文前期の諸磯式土器の標式遺跡として知られる花鳥山遺跡、

あるいは縄文時代の早期から晩期に渡る長期で、かつ大型大珠を出土した三光遺跡などが見ら

れる。

一方、扇端付近においても縄文時代の遺跡が散見されるｏ二之宮遺跡に近い二之宮北通1456

番地(註')からは縄文時代前期の土器片が採集されている。このほか夏目原宮の前遺跡、同赤根田
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鼠甲塚古墳５．甲斐国分僧寺６．甲斐国
四シ塚古墳群８．国分古墳溜

第１図遺跡位置図

遺跡、同柿ノ木遣跡、喬塚首中根遺跡など、小規模と考えられる遺跡が散見される。

弥生時代の遺跡はやや不鮮明であるが、町内から散見される。その中で扇端部近くに立地す

る二之宮、下井之上、成田地区の湧水地帯に集中する傾向が認められ(註2)、この地域から今後大

規模な集落杜の発見も予想される。

本県の古墳時代の中心は、最初本町の南西方向にある東八代郡中道町地域にあった。やがて

５世紀代に至り本町の地域にも、古墳築造の風潮が確実に波及してくるようである。成田地域

に所在する亀甲塚古墳がそれであり、本町最古の古墳といえる。しかし本町で古墳の造墓が活

発になるのは、その中核地であった中道町地域勢力の衰退に伴い盆地北縁地域へ中心の移る６
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世紀以降のことであるｏ後期古墳の時期にあたり、本町の古墳は金川扇状地の扇央部にほとん

ど占地し、錦生古墳群を形成する。約30基ほどから成り、その盟主墳である姥塚古墳は６世紀

後半ころの築造と考えられている古墳である。直径45ｍ、高さ'077zほどを測る大古墳で、内部に

奥壁幅3.377z、長さ17.577zといった巨大な横穴式石室を持つ。

姥塚古墳を中核とする錦生古墳群は、県下の古墳分布状況、規模などから、大化改新によっ

て「御坂勢力」の評として分割され、やがて律令体制下の郡へと移行していったものと考えら

れるほどの内容を持っている(註3)。

奈良．平安時代は国司を頂点とする山梨郡、八代郡、巨麻郡、都留郡の４郡制による支配体

制が確立する。本町は二之宮遺跡の北側の地に『和名抄』に見られる山梨郡井上郷の遣称とさ

れる井上地区が存在し、これからすれば山梨郡に属する地域といえるｏしかし『和名抄」には

合せて「甲斐国府は八代郡に在る」とも記されており、二之宮遺跡のやはり北側に井上地区と

接して国府の遣称とされる国簡地区があり、これからすれば八代郡に属する地域ともいえるわ

けであり、山梨郡と八代郡とが錯綜する地域と考えられている。しかし本町の土師器の分布状

況を見れば町内全域に認められるものの、その中でも二之宮遺跡を含めた二之宮から国衝地域

にかけて、大きくかつ濃厚なまとまりを見せ、さらにこの分布域は今回の発掘調査から古墳時

代初めごろより平安時代末ごろまで連綿と続いた伝統的集落杜と考えられる状況から、姥塚古

墳と切り離すことはできず、この分布地域の様子からすれば八代郡とする蓋然性も高くなろうｏ

さらに井上地区と接する本町の金川原地区には、既に木下良氏によって指摘された「方八町｣(制
なる地名が存在し、国府との関連が注目され、かつ錦生古墳群の分布範囲に入るものと捉えら

れるところから、本町のほぼ全域が八代郡下にあったと想定することもできよう。また全域と

いかないまでも、国簡周辺地域が当時八代郡下であっても、それほど不都合はないであろうと

する同じ様な考え方が、既に提示されている(註5）
０

本町地域は古代における郡境の複雑な事情が投影されている地域といえるが、この一方では

古代甲斐国への玄関口でもあった。東海道横走駅より分かれた官道甲斐路が御坂峠より金川沿

いに通過し、国簡に至る。この甲斐路沿いには駒留、上・下黒駒などの大字名、御馬休所、東・

西馬鞭などの小字名が存在し、「日本書紀」や『扶桑略記」に見られる「甲斐の黒駒」の産地と

も考えられる地域でもある。しかし牧祉と捉えるよりも『延喜式』に見られる「水市駅」に比定

する説が提示され(証6)、今日では有力な説となっているｏ

周辺地域を見ると北3.5kmの東山梨郡春日居町に国府、本県最古の寺本廃寺杜、北東2.7kmの東

八代郡一宮町に国分僧寺、国分尼寺などの地名や遺構が存在し、本町を含めた周辺地域は本県

の古代史上に大きな比重をもった地域といえるｏ
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第３章遺構と遺物

第１節住居吐と出土遺物

本遺跡における住居靴と出土遺物の概略について記述していくが、その中で住居杜の帰属時

期については、これまでに確立している本県の土師器編年を次の順序に組立て使用した。

坂本・末木１９８４『古墳時代土器の研究一山梨県』（古墳時代土器研究会）。

坂本・末木・堀内真１９８３『奈良・平安時代土器の諸問題一甲斐地域』（神奈川考古第１４

号）

坂本１９８６『古代末期～中世における在地系土器の諸問題一甲斐国』（神奈川考古第21号）

特に、この中で奈良・平安時代の土器編年と古代末期の土器編年の接続については重複部分

があるため、奈良・平安時代Ⅲ期（10世紀第４四半世紀）に古代末１期（10世紀第４四半世紀）

以降を接続させ、呼称を古代末１期を皿期としⅨ期まで区分した。

なお住居祉の詳しい時期区分については本文末に一覧表として示した。

○１号住居辻（第１．３１０～313図）

520＋35Ｓ1,520＋25Ｓ1,520＋25Ｎ2,520＋35Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するが、北東隅を３号、８号住居杜によって切られている。規模は東西５ｍ、

南東4.9ｍを測る。主軸方向はＮ－２１ｏ－Ｗを指す。

壁はわずかに外傾し、確認された壁高は東壁13cl7z、西壁12.5Ｃｌ､、南壁10.5Ｃｌ､、北壁16.5cwz、平

均壁高13c7IIを測る。カマドは北壁のほぼ中央に設置されているが、その北東部分を３号住居杜

によって切られている。石組はカマド正面の左右のものがしっかりと埋めこまれており、袖石

と確認できる。しかしこれ以外に石組を構成すると考えられるものがないことから、総石組カ

マドではなく、袖石と粘土を併用した構造と考えられる。焼土ブロックが２ケ所ほど検出され

た。

床は平坦に仕上げられている。柱穴と考えられるピットが３ケ所確認されたが、残りの北東

部の柱穴と考えられるピットは検出できなかった。

遺物はカマドとその正面あたりに集中しており、坪、高杯、鉢、髪、砥石、土製支脚などが見

られる。このうち髪はカマド周辺から、支脚はカマドより１ｍほど離れた位置から出土した。

出土した遺物はほとんど古墳時代後期（鬼高期）のものであった。

重複遺構は３．８号住居杜であり、切合い関係、出土遺物などから新旧関係は３．８号住居

杜（新）→１号住居杜（古)であった。

○２号住居杜（第314図）

520＋40Ｓ3,520＋45Ｓ3グリッド杭の外側で、発掘地域外に位置する。

この住居杜は調査の頭初において数ケ所の試掘抗（1.5×1.5）ｍを設定し、土層、遺物の包含
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状況、遺構の存在状況を確認した際の１つから検出された住居杜であり、1号住居杜の南東方向

22ｍほどにある。調査を実施する予定であったが、その後工事用道路部分となり未調査となっ

たため、住居杜のプランや規模等は明らかでない。

試掘時に焼土や操が検出され、住居杜のカマドであったと考えられる。このカマド付近から

遺物が出土し、杯、髪、円筒形土器、須恵器蓋杯などが見られる。いずれも古墳時代後期（鬼高

期）のものであるが、このほか試掘抗から平安時代と考えられる土器も出土しており、平安時

代の住居杜が重複していたものと考えられる。

○３号住居杜（第２．３１５図）

520＋35Ｎ,、520＋25Ｎ,、520＋25Ｎ2,520＋35Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。試掘抗によって南壁部の一部を切られている。規模は東西３２２ｍ、南

北3.1277zと比較的小型の住居杜である。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指す。

壁はやや外傾し、確認された壁高は東壁12”、西壁2伽、南壁U5cwl、北壁２７”を測るが、

南壁の東半分は明瞭でなかった。東壁の南コーナー寄りに数センチメートルの厚さに焼土が認

められ、カマドと考えられるが、袖石などは残存していなかった。

床は東壁側がやや低まっているようであった。柱穴については全く確認できなかった。

遺物は細片のものが多く杯、雲、鉄製品などが見られるが、図示できるものは少ない。杯は

内面のみこみまで暗文の施されたもので、平安時代の初めころのものと考えられる。底には墨

書と思われる痕跡が認められる。

重複遺構は１号住居杜であり、切合いなどから新旧関係は３号住居祉（新）→１号住居杜

(古）といえる。

○４号住居杜（第２．３１５図）

520＋30Ｎ1,520＋20Ｎ１，５２０＋20Ｎ3,520＋30Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.35ｍ、南北3.877zを測る。主軸方向はＮ－１２ｏ－Ｅを指す。

壁はやや外傾して立ち上がり、東壁13.5c7n、西壁13Ｃｌ､、南壁21c7n、北壁１７ｍを測る。北壁と

東壁の２ケ所において焼土が確認され、このうち東壁のものは薄い堆積のものであることから、

北壁の焼土をカマドと考えた。北壁のカマドはほぼ中央に設置されているが、焼土のみで袖石

に利用された篠などは全く遺存していなかったｏ焼土の広がりは東西0.777z×南北1.1577zほどで

あった。

床は東西、南北ともほぼ平坦に作られている。柱穴については全く確認されていない。

遺物は坪、高台付坪、皿、髪などであるが細片が多く、図示できたのは杯と髪の２点のみで

あった。坪は内面に暗文の施されているのは確認できるが、内面みこみ部については不明であ

る。なお高台付坪の内面みこみには暗文が認められる。皿は外面の器体部下半から底にかけて

回転へラ削りの施されるものである。以上から本住居杜は平安時代前半に置かれるものといえ

る。
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重複遺構は10号住居杜であり、切合いなどから４号住居杜（新）→10号住居杜（古）といえる。

○５号住居杜（第３．３１５～317図）

520＋25Ｎ,、520＋15Ｎ1,520＋15Ｎ3,520＋25Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.38ｍ、南北4.45ｍを測る。主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｅを指す。

壁は北壁を除き比較的良好に存在しており、東壁54.5ｍ、西壁44.5cWZ、南壁４９c7n、北壁１９c711

を測る。カマドは北壁の中央よりやや東壁寄りに設置されている。カマドは袖部が石組の構造

であるが、左袖部の石組はすべて抜きとられており、その堀方のみが検出された。また煙道部

が長さ1.4ｍにわたって作られている。外側に向って緩やかな上げ勾配に、直径20c71z前後のトン

ネル状に作られており、一部に焼土化している部分も検出された。

床は東西、南北とも平坦に仕上げられている。柱穴については全く確認できなかった。

遺物はカマド周辺および東壁寄りに、比較的良好な状況で検出された｡土師器坪、高台付杯、

皿、高台付皿、蜜、置カマド、須恵器壷、鉄製品（刀子ほか）、管玉などが見られる。杯は器体

部内面に放射状の暗文、底を回転糸切り後周囲へラ削りするのを基調とするが、みこみへの暗

文は見られない。皿は器体部下半から底を回転へラ削りするのを基調とする。管玉は混入品で

あろう。平安時代前半に置かれるものといえる。

重複遺構は１０．４４．４６．５３号住居杜であり、切合い関係などから新旧関係は44号住居土止（新）

→５→４６．５３．１０号住居杜（古）といえる。

○６号住居社（第４．３１８図）

520＋30Ｓ3,520＋25Ｓ3,520＋25Ｓ2,520＋30Ｓ２のグリッドに位置する。

平面はほぼ方形を呈する。本住居杜は第55～57号住居杜と重複する部分が多いため、プラン

検出が困難であった。このためトレンチなどを設定して範囲を確定した。そのため北壁と、東

壁の一部がトレンチによって切られている。規模は東西、南北ともに2.7ｍを測る。主軸方向は

北壁のトレンチにおいて焼土が若干確認され、カマドと考えられるところからＮ－４５２Ｅを指

す。

壁は遺構の検出が困難な状況のため東壁２c7n、西壁5.5c7n、南壁3.5cnl､北壁1.5”といった残

存状況となっている。カマドは北壁のほぼ中央あたりに位置するが、焼土が若干検出されたに

すぎず、また袖石などは全く確認されなかった。

床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されていない。

遺物は土師器杯、皿、髪、鉄製品（刀子？）などが見られる。坪、皿は器体部下半Iこへラ削り

が見られず、底が回転糸切り未調整のものを主体とするものと見られ、平安時代中ころに置か

れるものと考えられる。

重複遺構は55～57号住居杜であり、本住居杜の南半分あたりで複雑に切り合っている。新旧

関係は切合い、出土土器などから、５５号住居杜（新）→６→56号住居杜（古）である。５７号住居

杜については遺物が少なく明確にできない。
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○７号住居土止（第４．３１８図）

520＋30Ｓ2,520＋20Ｓ2,520＋20Ｓ1,520＋30Ｓ１のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに2.94ｍを測る。主軸方向はＮ－１２９ｏ－Ｅを指す。

壁は東壁４CWz、南壁3.5Cl､、北壁12Ｃｌ､、西壁に至っては床面がかろうじて検出されたにすぎな

い。カマドは東壁のほぼ中央において焼土がわずかに確認されたにすぎず、石組などは全く見

られなかった。なお焼土の広がりは東西70Ｃｌ､、南北50～90c7mであった。

床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されていない。

遺物はカマドの設置されている東半分に集中して見られる。土師器杯、髪、羽釜、灰紬陶器

壷などが見られるものの細片が多く羽釜、灰紬陶器壷を図示できるにすぎなかった。坪は器体

部下半がへラ削りされる時期から、主にへう削りを施されなくなる時期と考えられるものであ

り、底部も回転糸切り未調整のものが見られる。平安時代中ころに置かれるものといえる。

重複遺構はない。

○８号住居吐（第５．３１８図）

520＋35Ｓ１，５２０＋30Ｓ,、520＋30Ｎ2,520＋35Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。北西隅を試掘抗によって切られている。規模は東西2.4677z、南北３．０

６ｍを測る。主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

壁は検出が困難であったため、東壁５c71z、西壁6.5cwI、南壁３Ｃｌ､、北壁４cwzを確認できたにす

ぎない。カマドは北壁の中央よりやや東壁寄りに設置されていたが、わずかに焼土の堆積が確

認され、かろうじてカマドと判明した。また焼土のほぼ中央に立石が認められ、自然石を利用

した支柱と考えられる。焼土範囲は東西、南北とも５０cwzほどであった。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物は細片が多く、土師器坪が図示できるのみであった。器体部内面に放射状暗文を施す器

形であり、平安時代前半に置かれるものといえる。

重複遺構は１号住居杜で、新旧関係は８号住居杜（新）→１号住居杜（古）であった。

○９号住居杜（第５．３１９図）

520＋40Ｎ4,520＋30Ｎ4,520＋30Ｎ6,520＋40Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.75ｍ、南北3.3677zを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを

指す。

壁はやや外傾し、確認された壁は東壁16.5c7n、西壁11Ｃｌ､、南壁14Ｃｌ､、北壁１２ｍを測る。カマ

ドは東壁の中央よりやや北壁寄りに設置され長さ1.3277z、幅77clmほどの大きさである。焼土を

多量に含む土が厚さ10C77Z前後に堆積している。袖部が石組で片側のみ残存している。また中央

あたりの焼土混入土層の上に操が置かれており、支脚の役目をした可能性もある。

床は壁から内側に向って徐々に低く作られている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物は豊富で、ほぼ全体から出土し、土師器坪、皿、髪などが見られる。坪は器体部下半をへ
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ラ削り、底が回転糸切り後へラ削りされるものと、器体部下半および底ともにへう削りの全く

施されないものとが、ほぼ同じ位の量で見られる。平安時代中ころのものと考えられる。

重複遺構はない。

○１０号住居杜（第６．３２０図）

520＋30Ｎ2,520＋15Ｎ2,520＋15Ｎ4,520＋30Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈するが、南側の大半を４．５号住居杜によって切られている。規模は東西

6.1777z、南北6.71ｍを測る。主軸方向はカマドが明確にならず不明である。

壁はやや外傾し、確認された壁高は東壁18ｍ、西壁７c7n、南壁10.5Ｃｌ､、北壁１７c7mを測る。カ

マドは石組が全く確認されず、かつ焼土も全面に薄く散布していることから、位置を確定する

ことができなかった。

床は本住居杜が操の比較的多い場所に作られていることから、黄褐色土を貼って全体的には

平坦に仕上げているが、それでも細い凹凸が目につく。周溝は見られず、柱穴は確認するに至

らなかった。

遺物は全体から確認されたが、北壁のやや内側において北壁に沿うような位置で、やや集中

している状況が見られた。土師器坪、高郷、塊、髪、須恵器蓋坪、杯、石製紡錘車、士玉、滑石

製品などがある。須恵器蓋坪と坪との間には若干の時間差を見なければならないが、古墳時代

後期前半代（鬼高式）に置かれるものであった。

重複遺構は４．５．５３号住居土''二であり、新旧関係は４．５号住居jLll二（新）→10→53号住居杜

(古）であった。

○１１号住居杜（第７．３２１．３２２図）

520＋25Ｓ4,520＋l5S4、520＋15Ｓ2,520＋25Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.2577z、南北３ｍを測る。主軸方向はＮ－１３０ｏ－Ｅを指す。

壁はやや外傾し、確認された壁高は東壁25.5c71z、西壁25c7m、南壁21.5c7n、北壁１４c71zを測る。

カマドは東壁の中央よりやや北壁寄りに設置されている。袖部が石組の形態のものであり、残

存は比較的良好である。正面の左右袖石間には偏平な平石がさし渡されており、天井部をなし

ている。幅35cwZ、長さ６０cWZ、厚さ１０c7n前後ほどに焼土および焼土混入土が見られる。なおカマ

ド構築の掘方は幅1.277z、長さ1.05ｍほどを測るｏ

床は、南北方向はほぼ水平であるが、東西方向は西から東に向って緩やかに低くなっている。

この床はカマド付近で明確に貼った状況が確認でき、おおよそ４c1m前後に黒褐色土をつき固め

ている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物はカマドおよび住居杜の中心付近に集中して出土した。土師器坪、高台付杯、皿、髪、羽

釜、須恵器髪、用途不明鉄製品などがある。杯、皿は器体部下半Iこへラ削りが見られず、底が回

転糸切り未調整のものが主体を占めており、平安時代後半に主体が置かれるものと考えられる。

重複遺構は18号住居杜であり、新旧関係は11号住居杜が18号住居杜を切って構築されており
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11号住居祉（新）→18号住居杜（古）となる。

○１２号住居杜（第８．３２３～324図）

520＋０５Ｎ2,519＋95Ｎ2,519＋95Ｎ4,520＋O5N4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するが、北西コーナー付近は畑の境界である石垣が作られており、確認でき

なかった。規模は3.96ｍ、南北3.8577zを測る。主軸方向はＮ－１１５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁1伽、西壁17c,7z、南壁10”、北壁１０c,,zを測る。カマドは

東壁の中央に設置されている。袖部が石組の形態で残存は良好であった。焼土ブロックは認め

られなかったが、厚さ15ｃｍ前後に焼土混入土の堆積が認められた。

床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物は比較的多く、特にカマドの右脇付近には集中していた。土師器坪、皿、髪、鉄製刀子な

どが見られる。杯は内面に暗文が無く、器体部下半にへう削り、底を回転糸切り後へラ削りす

るものと、器体部下半と底とも全くへラ削りの見られないものとが相半ばする状況である。平

安時代中ころに置かれるものと考えられる。

重複遺構はない。

○１３号住居杜（第９．３２４～326図）

520＋45Ｎ4,520＋40Ｎ4,520＋40N5,520＋45Ｎ5のグリッドに位置するｏ

住居杜の床、壁の立上りが確認できなかった。このため遺物の出土状況などから、平面が方

形で規模が一辺5.577z前後を推定した。主軸方向はＮ－１４ｏ－Ｅを測る。

炉は推定プランの中央よりやや南西寄りに設置されているが、床面が軟弱なため床面として

確認できず掘下げたため検出時には浮いたような状況となってしまった。焼土および焼土混入

土の範囲は東西方向に長い、東西80cwI、南北6伽、厚さ１２c71z前後を測る。

遺物も炉と同様に検出時には浮いた状況となってしまったが、炉を中心に大型の破片などが

見られた。土師器蓋、器台、高杯、小型壷、髪などがある。高杯の中には脚部に幾つもの孔を配

するものも存在する。髪の中にはＳ字口縁台付髪が確認できる。おおよそ古墳時代前～中期の

時期に置かれるものと考えられる。

重複遺構は見られないようであった。

○１４号住居杜（第１０．１１．３２７図）

520＋00Ｎ,、519＋95Ｎ1,519＋95Ｎ3,520＋OON3のグリツトに位置する。

平面は方形を呈すると思われるが、西部は畑の境界である石垣が積まれており、確認できな

かった。規模は東西3.7ｍ以上、南北3.8577zを測る。主軸方向はＮ－１７ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁235c7Iz、南壁27.5c71Z、北壁１０clmを測る。西壁は不明であ

る。カマドは北壁の中央付近に設置されたものと考えられる。袖部が石組の形態で袖石の存在

状況も比較的良好であった。カマドの中央付近に直径20Ｃｌ､前後、厚さ２ｃｍ前後の焼土層が認め
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られた。なおカマドの掘方は長さ177z、幅0.877zほどの大きさであったｏ

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く認められなかった。遺物はカマド内から土師器髪、

羽釜などが発見されたのをはじめ、カマドの周辺に遺物の集中が認められた。土師器坪、皿、

高台付坪（？）、鉢、髪、羽釜、小壷などが見られる。坪、皿のいずれも器体部下半にへう削り

がなく、底が回転糸切り未調整のものであり、平安時代後半のものであった。

重複遺構は１５．１９号住居杜であり、新旧関係は14号住居杜（新）→19→15号住居杜（古）であっ

た。なお14と19号住居杜との間には、時間的差はほとんど認められなかった。

○１５号住居杜（第１０．１１．３２８図）

520＋05Ｎ,、519＋95Ｎ１，５１９＋95Ｎ3,520＋O5N3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈すると考えられるが、南半分を１４．１９号住居杜によって切られている。規模

は東西3.7877z、南北は存在部で２３ｍを測る。主軸方向はＮ－１１９ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は南壁を除き東壁９c7n、西壁４cmz、北壁7.5c71zを測る。カマドは

東壁の北壁側に寄って設置されている。カマドは袖部が石組の構造と考えられるが、検出状況

が悪く、焼土のみが確認され袖石などの残存は見られなかった。焼土範囲は東西５５c7n、南北６５

”、厚さ１５c１mほどを測る。床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物はカマド内より出土した土師器皿、蜜のほか、杯、高台付杯などがある。このうち杯は

器体部下半Iこへラ削りを施すが内面には暗文は見られない。平安時代前半のものと考えられる。

重複遺構は１４．１９号住居杜のほかに３４．３５．４１．４２号住居杜などであり、新旧関係は１４．１９．

３４．３５．１９号住居杜（新）→15→４１．４２号住居杜（古）であったが、このうち３４．３５号住居杜と

の切合い関係はやや明確でなく、新旧関係は流動的である。

○１６号住居辻（第１２．３２８．３２９図）

520＋35Ｎ4,520＋25Ｎ4,520＋25Ｎ5,520＋35Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するものと考えられるが、壁の立ち上りは確認できず、主に遺物の出土状況

などから推定している。この推定によれば規模は東西、南北ともに４５ｍを測る。主軸方向はＮ－

１０ｏ－Ｅを指す。カマドは浮いた状況で北壁の中央より東壁寄りから検出されたが、長さ８伽、

幅60c,nほどを測る袖部が石組の形態のものである。袖石は左側壁のものが基部をしっかり埋め

込んだ状況で確認された。しかし右側壁にはこの状況は確認されなかった。カマドの中央あた

りに長さ４０c71z、幅35c1m、厚さ４c77z前後の焼土層が確認された。なお中央よりやや外側にカマド

の支脚と考えられる立石が見られるが、位置からして断定できない。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物はカマドの前面から集中して発見された。土師器坪、皿、蜜、羽釜、用途不明鉄製品など

が見られる。杯、皿ともに器体部下半Iこへラ削りを施すものを主体としているが、坪の内面に

暗文は見られない。少量の坪、皿が器体部下半Iこへラ削りを施さず、底が回転糸切り未調整の

ものであった。平安時代中ころと考えられる。
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重複遺構は22号住居杜であり、新旧関係は22号住居杜（新）→16号住居杜（古）と考えられる。

なお遺物から見れば時間的差はほとんど見られない。

○１７号住居杜（第１３．３３０～332図）

520＋20Ｓ2,520＋10Ｓ2,520＋10Ｎ1,520＋20Ｎ1のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西4.23ｍ、南北4.16ｍを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁18ｍ、西壁27c71z、南壁22.5ｍ、北壁24.5ｍを測る。カマ

ドは東壁のほぼ中央に設置され、袖部が石組の構造をとる。袖石は左右とも比較的良好な状況

で残存していた。長さ1.5577z、幅6伽ほどを測る。焼土ブロック、焼土混入土が厚さ３０clmほど

に堆積している。このうち焼土混入土の間に焼土を混入しない黒褐色土が介在していることか

ら、大きく２回に渡り使用されたものと考えられる。

床は平坦に仕上げられているが、カマドの右脇に１カ所、住居杜の中央やや北寄りに２ケ所

のピットが見られる。このうち中央やや北寄りのものは柱穴の位置としては、やや不自然な位

置である。またカマド脇のピットは貯蔵穴的な性格をもつものかもしれないが、断定できない。

住居祉中央には直径6伽、高さ15clmほどの粘土塊が確認された。柱穴と考えられるピットは

全く確認されなかった。

遺物はカマドを中心に検出された。土師器杯、皿、蜜、羽釜、灰粕陶器雲などがある。杯、皿

はほとんど器体部下半Iこへラ削りを施すものであるが、杯の内面には暗文が見られない。平安

時代前期と考えられる。

重複遺構は20号住居杜であり、新旧関係は17号住居杜（新）→20号住居杜（古）であった。

なお、時間的関係はわずかなものである。

○１８号住居杜（第１４．３３２図）

520＋25Ｓ3,520＋15Ｓ3,520十15Ｓ2,520＋25Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するが、南東部分を11号住居杜によって切られている。主軸方向はカマドが

確定できず不明である。規模は東西3.26ｍ、南北3.45ｍを測る。壁は外傾し、確認された壁高は

東壁9.5cl7z、西壁17”、南壁1伽、北壁16clmを測る。住居祉内に多数の操が存在していたが、カ

マドの石組と考えられるものは認められなかった。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物はほとんどが細片のものであり、図示できるものはほとんどなかった。土師器杯がわず

かに図示できた。内面に暗文がなく器体部下半をへう削り、底部を回転糸切り後へラ削りする

もので、平安時代前半のものと考えられる。

重複遺構は11号住居杜であり、１１号住居杜に切られていることから新旧関係は11号住居土''二（新）

→18号住居杜（古）であった。

○１９号住居杜（第１５．３３２図）
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520＋05Ｎ１，５１９＋95Ｎ,、519＋95Ｎ3,520＋O5N3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するが西部の大半を14号住居杜によって切られている。規模は東西295ｍ以

上、南北4.63ｍを測る。主軸方向はＮ－４０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認できた壁高は西壁を除き東壁２１ｍ、南壁23.5clll、北壁１６c7mを測る。カマド

は東壁と北壁のコーナーに設置され、袖部が石組の形態である。石組の残存状況は良好である。

コーナーに設置されたため袖の左右に石を東壁と北壁まで延して積み上げており、特に左袖は

２段に渡って積み上げられている状況が捉えられた。長さ20cwz、幅30c7n、厚さ５clnほどの焼土ブ

ロックが認められたｏカマドの掘方は長さ1.277z、幅1.777zほどの範囲であったｏ

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物はカマド左袖の上部から砥石が出土したほか、土師器皿などが確認された。このうち図

示できるのは数点であった。カマド内より出土した皿は器体部lこへラ削りをもたない底が回転

糸切り未調整のものと考えられる。これをとれば平安時代後半といえる。

重複遺構は１４．１５号住居杜であり、新旧関係は19号住居杜（新）→14→15号住居杜（古）と考

えられる。

○２０号住居杜（第１６．３３３図）

520＋20Ｓ3,520＋10Ｓ３，５２０＋10Ｓ,、520＋20Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.1ｍ、南北3.9577zを測る。主軸方向はＮ－１１７ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁20C77z、西壁18cwz、南壁８c77z、北壁21clIzを測るｏカマドは東

壁の中央より南壁に寄って設置されているが、ほとんど石組が残存しておらず、焼土混入土が

長さ1.177z、幅60c7mの範囲に散在するのを確認できたにすぎないｏ

床は平坦に仕上げられているが、南壁の中央やや西壁寄りに深さ２０c7m前後のピットが認めら

れた。しかしその性格は不明である。柱穴は全く確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、髪、大鉢、灰紬陶器皿などがある。このうち杯、皿は器体部下半Iこへラ

削りを施し、底が回転糸切り後へラ削りされるものである。しかし杯の内面には暗文が全く施

されないもので、平安時代前半と考えられる。

重複遺構は17号住居上''二であり、切合いや遺物の面から17号住居杜（新）→20住居杜（古）であ

る。しかしその時期差はわずかなものといえる。

○２１号住居杜（第１７．３３４図）

520＋20Ｓ2,520＋15Ｓ2,520＋15Ｓ1,520＋20Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西３２７ｍ、南北３２７７zを測る。主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁25.5c7n、西壁23.5”、南壁10.5c7n、北壁２２c7nを測る。カマ

ドは北壁の中央よりやや東壁寄りに設置され、袖部が石組の構造である。袖石の残存状況は左

右とも良好である。また右袖石から天井石と考えられる偏平な角材がカマドの内側に落下して

いる。焼土および焼土粒子混入土が厚さ30ｍほどに堆積している。
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床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物はカマドの中より土師器羽釜、周辺より土師器杯、皿、髪が出土した。杯、皿は器体部下

半にへう削りを施し、底が回転糸切り後へラ削りされているものである。杯の内面には暗文は

見られないが、杯、皿、ともに口唇部形態は玉縁になっていない。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は17号住居杜が隣接する以外無い。

○２２号住居祉（第１８．３３４．３３５図）

520＋30Ｎ4,520＋25Ｎ4,520＋25Ｎ6,520＋30Ｎ6のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西4.2ｍ、南北4.4ｍを測る。主軸はＮ－１００ｏ－Ｅを指す。

壁は壁高がわずかに確認できたにすぎない。カマドは東壁のほぼ中央に位置するが、焼土が

確認されたにすぎない。

床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物は土師器杯、皿、髪、鉄鑑、砥石、石製紡錘車などがある。このうち石製紡錘車は混入品

と考えられる。杯、皿ともに器体部下半にへう削りを施すものは少なく、おおくが器体部下半

にへう削りを施さず、底が回転糸切り未調整のものであった。またわずかに内面に暗文を持つ

ものが見られる。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は24.25号住居祉で、新旧関係は22号住居杜（新）→24→25号住居杜（古）であったｏ

○２３号住居杜（第１９．３３６図）

520＋50Ｎ5,520＋45Ｎ5,520＋45Ｎ7,520＋50Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.05ｍ、南北29277zを測る。北西コーナー部分が未掘である。

主軸はＮ－１４０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁20Cl､、西壁145Ｃｌ､、南壁21cm!、北壁10c〃1を測る。カマド

は東壁のほぼ中央に設置され、袖部が石組の形態である。しかし、石組の残存はわるく、原位

置のものはほとんど見られない。焼土層が長さ30ｍ、幅70clllに渡り見られ、また焼土混入土は長

さ1.277z、幅80c71zほどにわたって堆積があったｏカマドの掘方は長さ1.377z、幅0.95ｍほどであっ

た。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物はカマド内より土師器羽釜が出土したほか、カマド周辺に濃厚に見られ、土師器坪、皿、

鉢、灰紬陶器高台付塊などがある。杯、皿は器体部が無調整、底が回転糸切り未調整のものが

ほとんどである。灰紬陶器は光ケ丘窯祉生品と考えられる。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は見られない。

○２４号住居杜（第２０．３３７図）

520＋30Ｎ5,520＋20Ｎ5,520＋20Ｎ7,520＋30Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.9ｍ、南北4.177zほどを測る。主軸はＮ－５ｏ－Ｅを指す。
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壁は外傾し、確認された壁高は東壁18c7Il、西壁14c71z、南壁15c7n、北壁12c7nを測る。カマドは北

壁の中央に設置されている。袖部に石がほとんど見られないところから、粘土を主体として構

築された構造と考えられる。また煙道部に向って一部レンガ状化した焼土の筋が見られた。カ

マド内に堆積した土には焼土、カーボンが含まれているｄ

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されなかった。なお南壁の中央あたりに粘土

が遣存していた。

遺物はカマド周辺と、南壁寄りを中心にしたあたりに集中していた。土師器杯、鉢、喪、須恵

器短頚壷、鉄鍍（？）などが見られる。古墳時代後期前半ころと考えられる。

重複遺構は22.25号住居杜であり、新旧関係は22号住居杜（新）→25→24号住居祉（古）であっ

た。

○２５号住居土止（第２１．３３８図）

520＋30Ｎ4,520＋25Ｎ4,520＋25Ｎ6,520＋30Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに2.977zを測る。主軸方向はＮ－９９ｏ－Ｅを指す。

２５号住居杜はその大部分を22号住居jhtと重複しており、カマドと考えられる焼土がわずかに

確認されたにすぎない。

遺物は土師器杯、髪などがある。杯は器体部下半にへう削りを施し、かつ内面に暗文も施す

ものであり、平安時代前半ころと考えられるものである。

重複遺構は２２．２４号住居祉があり、新旧関係は22号住居杜（新）→25→24号住居杜（古）であっ

た。

○２６号住居杜（第２２．３３８図）

520＋30Ｓ4,520＋20Ｓ4,520＋20Ｓ3,520＋30Ｓ３のグリッドに位置する。

本住居杜は他の住居杜との重複が著しく壁の確定ができず、主に遺物の出土状況などによっ

て平面形を推定した。平面は方形を呈するものと考えられる。規模は未掘の部分があり東西3.3

577z、南北3.45ｍ以上を測る。主軸方向はＮ－５１ｏ－Ｅを指す。

カマドは東壁の中央付近に操の散乱が見られ、若干の焼土も確認されたので、カマドと考え

た。袖部が石組の形態であるが残存状況は悪い。

遺物には土師器杯、皿、髪、用途不明鉄製品などが見られる。杯、皿ともに器体部下半にへう

削りを施し、底が回転糸切り後へラ削りするものが主体である。なお杯の内面には暗文は見ら

れない。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は２７．２８号住居杜であるが、遺物の出土状況などからこの他にも確定できなかった

幾つかの重複住居杜があったと考えられる。新|日関係は26号住居杜（新）→28→27号住居杜（古）

であった。

○２７号住居社（第２２．３３９図）
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520＋30Ｓ4,520＋20Ｓ4,520＋20Ｓ3,520＋30Ｓ３のグリッドに位置する。

本住居杜は他の住居杜との重複が著しく、壁のごく一部が検出されたにすぎず､遺物の出土状

況などから平面形を推定した部分が多い。平面は方形プランを呈するものと考えられるｏ規模

は未掘の部分が多く、現状で推定できる範囲として東西2.3ｍ、南北1.977zを測るｏ主軸方向は

Ｎ－１６ｏ－Ｅを指す。

壁の壁高の確認されたのは東壁のみで、約20”を測る。カマドは北壁に設置され、袖部が石

組の形態をとる。袖石の残存状況は比較的良好であった。焼土ブロックが中央部に点在するほ

か、焼土混入士は堆積土の全体に見られた。

床は平坦である。柱穴、貯蔵穴は全く確認されなかった。

遺物はカマドとその周辺から出土している。土師器杯、高杯、髪、須恵器高坪、それに土製支

脚などが見られる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は26.28号住居杜で、新旧関係は26.28号住居杜（新）→27号住居杜（古）である。

○２８号住居杜（第２２．３３９図）

520＋30Ｓ4,520＋20Ｓ4,520＋20Ｓ3,520＋30Ｓ３のグリッドに位置する。

本住居祉は他の住居杜との重複が著しく、壁の確定ができず主に遺物の出土状況などによっ

て平面形を推定したｏ平面は方形を呈するものと考えられる。規模は東西が377z、南北が残存

部で2.4577zを測る。主軸方向はＮ－９５ｏ－Ｅを指す。

カマドの石組などは確認できなかったが、東壁寄りに焼土の認められる部分が確認され、こ

こをカマドと推定しておきたい。

柱穴などのピットや貯蔵穴などは全く確認されていない。

遺物は細片が多く図示できる資料は、雲のみであった。平安時代の髪と考えられ、南関東地

域などとの関係が考えられるものである。重複関係から平安時代前半と考えられる。

重複遺構は26.27号住居杜であり、新旧関係は26号住居祉（新）→28→27号住居祉（古）であっ

た。

○２９号住居杜（第23.340図）

520＋10Ｎ1,520＋００Ｎ１，５２０＋00Ｎ3,520＋10Ｎ3のグリッドに位置するｏ

平面は長方形を呈する。規模は東西3.1ｍ、南北2.877zを測るｏ主軸方向はＳ－２０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁11”、西壁12clIz、南壁17”、北壁15ｍを測る。カマドは南

壁のほぼ中央に設置され、袖部が石組の形態をとる。袖部の残存状況はほぼ良好といえる。焼

土ブロックがわずかに存在する。このほか焼土はカマド内の堆積土のいずれにも確認できた。

カマドの規模は長さ1.3577z、幅0.3ｍほどであった。

床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴などは全く確認できなかった。

遺物は全体から確認されたが、土師器杯、皿、高台付杯、灰粕陶器高台付坑が見られる。坪、

皿はいずれも器体部下半Iこへラ削りの施されない、底が回転糸切り未調整のものであった。平
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安時代後半と考えられる。

重複遺構は３１．３３．３５．３６号住居杜であり、新旧関係は29号住居杜（新）→３１．３５．３３→36号

住居杜（古）であった。なお29号住居杜から36号住居杜までほとんど時間的な開きはない。

○３０号住居杜（第２４．３４１図）

520＋10Ｎ2,520＋00Ｎ2,520＋00Ｎ4,520＋10Ｎ4のグリッドに位置するｏ

平面は長方形を呈するo規模は東西3.177z、南北3.0777zを測るｏ主軸方向は２ケ所に見られる

焼土のうちコーナー部分のものをカマドと考えていることから不明である。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁３１c77z、西壁３１”、南壁24c77z、北壁36Ｃｌ､を測る。カマドは

焼土が中央よりやや西寄りと、南東コーナーの２ケ所に認められたが、このうちコーナーの焼

土をカマドと考えた。石組カマドと思われるが、石組の残存は全く見られない。カマド内の焼

土は上下２層に渡って見られた。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、髪などが見られる。杯、皿は器体部下半に全くへラ削りを施さず、かつ

底が回転糸切り未調整のもののみである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は３１．３２．３７号住居杜であり、新旧関係は30号住居杜（新）→３１．３２→37号住居杜

(古）である。このうち３１．３２号住居杜との間にはほとんど時間差が無いものと考えられる。

○３１号住居杜（第25.342図）

520＋10Ｎ2,520＋OON2、520＋００Ｎ3,520＋10Ｎ3のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.45ｍ、南北3577zを測る。主軸方向はＮ－１１３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁4.1cWZ、西壁４c7n、南壁12.5c7n、北壁35Ｃｌ､を測る。カマド

は東壁の南壁近くに設置され、袖部が石組の形態をとる。袖石の残存状況は比較的良好といえ

る。袖石は正面の部分において左右方向に石積される形態と考えられる。焼土は長さ６０c7,,幅

40Ｃｌ､、厚さ５C7nの範囲に認められる。このほかカマド内の堆積土に焼土の混入が見られる。

遺物は土師器杯、皿、緑軸陶器などが見られる。杯、皿はいずれも器体部Iこへラ削りの施さ

れない、底が回転糸切り未調整のものを主体とするものである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は２９．３０．３７号住居祉である。新旧関係は２９．３０号住居祉（新）→31→37住居杜（古）

である。このうち29～30号住居杜の間にはそれほどの時間差は認められない。

○３２号住居杜（第２６．３４２．３４３図）

520＋10Ｎ1,520＋00Ｎ1,520＋00Ｎ4,520＋10Ｎ4のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.45ｍ、南北3.48ｍを測る。主軸方向はＮ－１２０ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認できた壁高は東壁20.5c7Iz、西壁37.5Cwz、南壁７c加、北壁４９c71zを測る。カマ

ドは、東壁の中央よりやや北壁寄りに設置されている。袖部を石組する形態と考えられるが、
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袖石などの残存は認められず、焼土などの堆積が直径70cllzほどに渡り見られる。

床は平坦に仕上げられている。柱穴などは確認されなかった。北西コーナー付近に操が見ら

れたが、焼土の存在は認められなかった。

遺物は土師器坪、皿、緑紬陶器などがある。杯、皿は器体部下半にへう削りの施されたもの

と、施されないものとが見られた。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は３０．３７号住居:L止であり、新旧関係は30号住居杜（新）→32→37号住居杜（古）であっ

た。

○３３号住居杜（第26.343図）

520＋10Ｎ1,520＋00Ｎ,、520＋OON3、520＋10Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.2ｍ、南北3.3577zを測る。主軸方向はＮ－１Ｗｑ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁17Ｃｌ､、西壁７”、南壁14”、北壁９c7mを測る。カマドは、

東壁の中央よりやや北壁寄りに設置されている。わずかにカーボン、焼土の堆積と立石が見ら

れる。立石は袖石の一部と見られるが断定できない。床は平坦に仕上げられている。柱穴など

は確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、饗などが見られる。杯、皿は器体部下半Iこへラ削りがみられず、底が回

転糸取り未調整のものが主体である。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は29.42号住居杜であり、新旧関係は29号住居杜（新）→３３→42号住居杜（古）で

あった。２９．３３号住居杜との間にはほどんど時間差はない。

○３４号住居杜（第27.344図）

520＋05Ｎ2,519＋95Ｎ2,519＋95Ｎ3,520＋O5N3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.777z、南北2.77ｍを測る。主軸方向はＮ－１１６．－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁2.5cWz、西壁29.6c71z、南壁10C71Z、北壁８cllzを測る。カマド

は、東壁の中央よりやや南壁寄りに設置されている。石組カマドと考えられるが、袖石の残存

はほとんど見られない。焼土が長さ75cl71、幅50”、厚さ１０Ｃｌ､前後に堆積している。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物はカマド内、その周辺から土師器坪、皿などが見られる。杯、皿は器体部下半にへう削

りを施さず、底が回転糸切り未調整のものを主体とするようである。平安時代中ころと考えら

れる。

重複遺構は１４．１５．３５．３６．４１号住居杜である。このうち41号住居杜との関係は、３４号住居杜

が41号住居杜の上に載って構築されている。新旧関係は14号住居杜（新）→３４．３５．１５．３６→４１

号住居杜（古）であった。なお、１５号住居杜との関係はやや明確でなく、流動的である。

○３５号住居土止（第28.344図）
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520＋O5N2、520＋00Ｎ2,520＋00Ｎ3,520＋O5N3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.5ｍ、南北３ｍを測る。主軸方向はＮ－１０６ｏ－Ｅを指す。

壁は南西コーナー付近を34号住居杜で切られている。外傾し、確認された壁高は東壁１０c7m、

西壁11.5c7m、南壁15.5c7m、北壁２c7nを測る。カマドは東壁の中央よりやや北壁寄り、北東コーナー

近くに設置されている。石組カマドであるが残存状況は良くない。また一部を29号住居杜によっ

て切られている。焼土混入土が長さ5伽、幅55c7m、厚さ５clmほどに堆積している。

床は平坦に仕上げられている。柱穴などは全く確認されていない。

遺物は土師器皿が図示できたにすぎない。器体部下半Iこへラ削りが施されず、底が回転糸切

り未調整のものである。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は１５．３４．３６．４１．４２号住居:L1tなどであり、新旧関係は３４．３５号住居上''二（新）→15.

36→41.42号住居杜（古）であった。３４号住居杜との時間差はほとんど無いと考えられる。３６号

住居祉を切り込んで構築されている。

○３６号住居土止（第29図）

520＋05Ｎ2,520＋00Ｎ2,520＋00Ｎ4,520＋O5N4のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈するものと考えられるが、南半分を34.35号住居杜によって切られている。

規模が東西3.9977zを測り、南北は2.9ｍ以上を測る。主軸方向はＮ－２７ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁14.5c加、北壁２clmを測る。西壁はわずかな壁高が確認さ

れたにすぎず、南壁は不明である。

カマドは北壁の中央よりやや西壁寄りに設置されている。石組カマドと考えられるが、石組

の残存は全くなく、わずかに焼土混入土の堆積が確認されたにすぎない。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物は図示できるものは全くない。３４．３５号住居杜との切合い関係から、平安時代中ころと

考えられる。

重複遺構は２９．３４．３５．３７号住居杜であり、新旧関係は29号住居杜（新)→３４．３５→37号住居

杜（古）である。

○３７号住居杜（第３０．３４４図）

520＋10Ｎ2,520＋00Ｎ2,520＋00Ｎ5,520＋lON5のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は現状で東西7.977z、南北6.877zを測る。南部を３１．３５．３６号住居杜

などによって切れている。

住居杜の平面形は一応確認できたものの、明確に判断を下せない状況であった。カマドは確

認できなかった。

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認てきなかった。

遺物は土師器杯、雲、甑、須恵器高杯であった。須恵器高坪は短脚のもので横位のハケメを

持つのを特徴とする。古墳時代後期前半に置かれるものと考えられる。
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重複遺構は２９．３０．３１．３２．３４．３５．３６号住居杜と多い。新旧関係は２９．３０．３４号住居:世止（新）

→３１．３２．３５．３６→37号住居杜（古）であり、この一群において37号住居:t''二が最も古い時期の住

居杜といえる。

○３８号住居杜（第３０．３４５図）

520＋45Ｎ5,520＋35Ｎ5,520＋35Ｎ7,520＋45Ｎ7のグリッドに位置するｏ

本住居杜は39号住居杜の北側で焼土がわずかに確認さたもので、この焼土を中心にして方形

の平面形が推定されたにすぎず、不明な点が多い。

遺物は焼土付近から出土した土師器杯が図示できたにすぎない。坪は器体部下半にへう削り

を全く施さず、底が回転糸切り未調整のものである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は39.40号住居杜である。新旧関係は直接的な切合い関係が不明なため遺物から推

定すると、３９号住居杜（新）→38→40号住居杜（古）である◎

○３９号住居杜（第31.345図）

520＋40Ｎ5,520＋35Ｎ5,520＋35Ｎ6,520＋40Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.377z、南北は3.7ｍを測る。主軸方向はＮ－４８．－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁30”、西壁21c7n、南壁19cwz、北壁29c7nを測り、比較的良

好な状況で検出された。カマドは北壁のほぼ中央に設置され、袖部を石組する形態で袖石など

の残存は極めて良好であった。左右袖石はいずれも３個の平石を立てて袖となし、その中央部

の石の上にやや小型の石材を載せている。また袖石の入口と奥との位置にそれぞれ左右から長

手の平石をさし渡し、天井部としている。中央に焼土の５c77zほどの堆積が見られた。またカマ

ドの正面付近に薄く焼土や炭化物、灰の層が確認された。

床は壁側から中央に向ってわずかに上り気味に仕上げられている。柱穴などは全く確認され

なかった。

遺物は土師器台付皿、羽釜などが見られる。台付皿は底が回転糸切り未調整のものである。

羽釜は胎士がやや硬く、器面にハケメがほとんど見られないものである。平安時代後半と考え

られる。

重複遺構は38.40号住居杜であり、新旧関係は39号住居杜（新）→38→40号住居杜（古）であっ

た。

○４０号住居杜（第３２．３４５～347図）

520＋40Ｎ5,520＋30Ｎ5,520＋30Ｎ7,520＋40Ｎ7のグリッドに位置する。

平面はほぼ方形を呈する。規模は東西4.2577z、南北435ｍを測る。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｗを

指す◎

壁は外傾し、確認された壁高は東壁28ｍ、西壁35ｍ、南壁48c7n、北壁28cwzを測り、比較的良

好であった。カマドは北壁の中央に設置されたカマドである。袖石となる操の存在が袖部正面

－３０－



の１点にすぎず、総石組カマドとするより袖石と粘土を併用した構造と考えられる。またレン

ガ化した焼土が左右に平行して見られる。この焼土が壁とは直交していないことから壁に斜め

に取付けられたものといえよう。

床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴などは全く確認できなかった。

遺物はカマド内とその周辺に集中して発見された。特に髪、甑どはカマド内に遣存が高かっ

た。土師器杯、高杯、雲、甑などがある。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は３８．３９号住居杜であり、新旧関係は最も古く位置ずけられ、３９．３８号住居杜（新）

→40号住居杜（古）であった。

○４１号住居杜（第３３．３４８図）

520＋05Ｎ１，５１９＋95Ｎ１，５１９＋95Ｎ3,520＋O5N3のグリッドに位置するｏ

平面は矩形を呈する。規模は東西2.6577z、南北2.5577zを測る小型の住居杜である。主軸方向は

Ｎ－１０７ｏ－Ｅを指す。

壁はわずかに外傾し、確認された壁高は東壁18ｍ、西壁３１c7n、南壁３伽、北壁３３c77zほどを測

る。カマドは東壁の北壁際に設置されている。焼土などが70C7n×40c77zの範囲に認められる。しか

し袖石などの操は遣存していなかった。おそらく袖石と粘土を併用した構造ではないかと考え

られる。

床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴などは全く確認されなかった。

遺物はカマドの脇あたりから重った状態で土師器碗、杯などや、また南西コーナーあたりか

ら杯が出土した。このほか蜜が見られる。古墳時代末ころと考えられる。

重複遺構は１５．１９．３４．３５．４２号住居杜であり、このうち１５．１９．３４．３５号住居杜は本住居杜

の上部に構築されている。４２号住居祉はカマドの残存状況からは本住居杜に切られている。新

旧関係は１５．１９．３４．３５号住居杜（新）→41→42号住居杜（古）である。

○４２号住居吐（第３３．３４８図）

520＋０５Ｎ,、520＋00Ｎ１，５２０＋00Ｎ3,520＋O5N3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.7577z、南北2.9ｍを測る。主軸方向は不明であるｏ

壁は外傾するものと思われる。確認された壁高は東壁4.5c7n、南壁105c7m、北壁１７”、西壁は

41号住居杜によって切られている。カマドは不明である。

床は平坦に仕上げられている。柱穴などは全く確認されなかった。

遺物には土師器杯、皿、髪、鉢、須恵器高台付杯などが見られるが検出状況は良好ではなかっ

た。そのために帰属時期は平安時代、奈良時代、古墳時代に渡る時期のものがある。しかし41号

住居杜との切合い関係からすれば古墳時代後期の時期と考えられ、雲がその時期に該当するも

のといえる。

重複遺構は１５．３５．４１号住居杜があり、新旧関係は１５．３５号住居祉（新）→41→42号住居杜

(古）となる。
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○４３号住居杜（第３４．３４９．３５０図）

520＋20Ｓ4,520＋10Ｓ4,520＋10Ｓ2,520＋20Ｓ２のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.25ｍ、南北3.45ｍを測る。主軸方向はＮ－１０１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９cl1z、西壁12Ｃｌ､、南壁13c7n、北壁13clmを測る。カマドは

東壁の中央よりわずか北壁寄りに設置されている。焼土が確認されたのみで、その範囲は80c77z

×70叩ほどであった。

、床はほぼ平坦に仕上げられている。柱穴などは全く確認されなかった。

遺物はカマドを中心に検出され、土師器杯、皿、蓋、小型髪、羽釜、灰紬壷、鉄製品（刀子、

鉄嫉ほか）などが見られる。杯、皿は器体部下半にへう削りを施すものと施さないものとが見

られ、前者が主体を占める。しかし内面に暗文を施すものは全く見られなかった。平安時代中

ころと考えられる。

重複遺構は52号住居杜があり、新旧関係はわずかであるが43号住居杜（新）→52号住居杜（古）

となる。

○４４号住居杜（第35図）

520＋20Ｎ１，５２０＋15Ｎ1,520＋15Ｎ2,520＋20Ｎ2のグリッドに位置する。

カマドとその周辺の壁がわずかに検出されたにすぎない。５号住居杜の南東コーナーと重複

するが、両住居祉の切合い関係が明瞭とならず、まず５号住居杜から掘り下げた。その結果４４

号住居杜が新しい時期であったにもかかわらず44号住居杜の壁が切られた状況となった。５．４

６号住居杜の上面に構築されている。

カマドは東壁に設置されている。カマドの位置が東壁のどのあたりに位置しているかは明確

にならないが、東壁と南壁の隅に設置されたものでないことは、壁がカマドからさらに延びて

いることから明らかといえる。カマドは袖部を石組する形態である。

床は軟弱であったが、ほぼ平坦に作られている。柱穴などは全く確認できなかった。

遺物はカマド内より土師器の小破片が出土している。ヘラ削りを器体部下半に施していない

ことから平安時代後半と考えられる。

重複遺構は５．４６号住居祉があり、新旧関係は44号住居杜（新）→５→46号住居杜（古）であっ

た。

○４５号住居杜（第３５．３５０図）

520＋15Ｓ,、520＋10Ｓ,、520＋10Ｎ2,520＋15Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.45ｍ、南北3.3ｍを測る。主軸方向はＮ－５ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７”、西壁24ｍ、南壁19cml、北壁３c77zを測る。カマドは

北壁の中央に設置され、袖部を石組する形態である。袖部は右袖がカマドの中央に倒れている

石を袖石とすると、左右とも２枚を組合せたものと考えられる。焼土が２０c71z×２５cm､、厚さ５c7n

に堆積している。
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床は中央部が若干高まっているようである。柱穴は全く確認されなかった。

遺物はカマドの前から出土した土師器書が図示できたにすぎない。口唇部の内側がくびれて

いるのを特徴とする。古墳時代末期ころと考えられる。

重複遺構は46号住居杜であり、新旧関係は切合い状況から45号住居吐（新）→46号住居杜（古）

となる。

○４６号住居辻（第３６．３５１図）

520＋20Ｎ1,520＋10Ｎ,、520＋10Ｎ3,520＋20Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西6.4577z、南北6.5577zを測る。主軸方向はＮ－３８ｏ－Ｅを指す。

壁は検出状況が悪く、確認できた壁高は４壁ともわずか２ｍ前後を測れたにすぎない。カマ

ドは北壁のほぼ中央あたりに設置されているものと考えられる。しかし、ここに５号住居杜が

切り込んで構築されたためか袖石などの残存は見られず、2.5ｍ×３ｍの範囲に焼土やカーボン

が薄く検出されたのみであった。

床は一部で良好な状況で検出されたが、壁際では不明瞭なところが多かった。平坦に仕上げ

られている。柱穴などは全く確認できなかった。

遺物は少なく、土師器坪、高坪、塊、土玉、滑石製臼玉、滑石製品などであった。坪の形態な

どから古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は５．４４．４５号住居杜である。このうち44号住居杜は本住居杜の上部に５．４５号住居

杜は本住居祉を切り込んで構築している。このため新旧関係は４４．５号住居杜（新）→45→46住

居杜（古）となる。

○４７号住居杜（第３７．３５１図）

520＋15Ｎ7,520＋05Ｎ7,520＋05Ｎ8,520＋15Ｎ8のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈するものと考えられる。規模は東西3.2577zを測り、南北は北側に未掘部分を

残しており2.7ｍ以上を測るものといえる。主軸方向はＮ－１ｏ－Ｗを指す。

壁は検出状況が悪く、最高で東壁の７cwlを測るにすぎない。北壁は不明である。

カマドは東壁と南壁との隅に設置され、袖部を石組する形態である。袖石は左右に見られる

がわずかであった。この袖石間は30c7m強を測る。
も

床は平坦に仕上げられている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物は少なく、図示できたのはカマド内より出土した土師器髪の小破片にすぎない。この髪

の胎土は硬く、ハケメが不鮮明なものであり、平安時代後半と考えられる。

重複遺構は４８．４９．５１号住居杜であるが、これらを全て切って構築されていることから新旧

関係は47号住居杜（新）→４８．４９．５１号住居杜（古)となる。

○４８号住居杜（第３８．３５１図）

520＋15Ｎ7,520＋10Ｎ7,520＋10Ｎ8,520＋15Ｎ8のグリッドに位置する。
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平面は方形を呈する。規模は東西2.85ｍ、南北2.977zを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁19”、西壁10cl7z、南壁11.5ｍ、北壁２２clnを測る。カマド

は東壁と南壁との隅に設置され、袖部を石組する形態である。袖石の石組は右側のみに残存が

見られた。焼土混入土は長さ８０c77z、幅4伽、厚さ１伽前後を測る。

床は平坦である。柱穴は全く確認できなかった。

遺物は少なく、土師器杯、蜜、用途不明鉄製品が図示できたにすぎない。坪は器体部下半に

へう削りを施した内黒土器であり、平安時代前半ころと考えられる。しかしカマドの設置場所

が隅とすれば、平安時代後半の要素が見られ、遺物と遺構との間に鮒鋸を持つことになる。

重複遺構は４７．４９号住居杜であり、４７号住居杜に切られ、４９号住居杜を切って構築されている。

新旧関係は４７．４８号住居祉（新）→49号住居杜（古）である。

○４９号住居杜（第３９．３５２図）

520＋15Ｎ6,520＋10Ｎ6,520＋10Ｎ8,520＋15Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するｏ規模は東西3.977z、南北3.9577zを測る。主軸方向はＮ－９０ｏ－Ｅを指す。

壁はやや外傾し、確認された壁高は東壁14.5c7m、西壁10cw2、南壁5.5c71z、北壁１５”を測る。

カマドは東壁の中央に設置され、袖部を石組する形態である。袖は右袖の中央に石が抜き取ら

れたような空間が見られている以外、残存状況は良好といえる。袖石間は５０c7m強を測り、入口

部の袖石間には長手の平石が２個さし渡され、天井部を構築していたような状況が見られた。

また袖石の空隙には褐色士で壁を構築している。焼土はブロック状に厚さ５c7n前後の堆積が見

られた。

遺物はカマド内より土師器坪、雲、それに皿などが見られる。このうち坪は器体部下半Iこへ

ラ削りを施すが、内面には暗文の見られないもののみである。平安時代前半と考えれる。

重複遺構は４７．４８号住居杜であり、いずれの住居杜からも切られている。新旧関係は４７．４８号

住居杜（新）→49号住居杜（古）であった。

○５１号住居吐（第４０．３５２．３５３図）

520＋20Ｎ7,520＋10Ｎ7,520＋10Ｎ8,520＋20Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈すると考えられるが、大半が未掘である。規模は東西3.55ｍ、南北29577z以上

測る。主軸方向はＮ－１０３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁２２cllz、西壁13ｍ、南壁23.5cllzを測る。カマドは東壁のほ

ぼ中央に設置されたと考えられる。袖部を石組する形態と考えられるが、袖の残存状況は悪い。

焼土を含んだ堆積土は長さ２５c1,,幅30Ｃｌ､、厚さ１０c711ほどであった。

床は平坦に作られている。柱穴は全く確認されなかった。

遺物は土師器杯、皿、霊、須恵器杯、砥石などがある。坪は器体部下半にへう削りを施し、か

つ内面に暗文を施するものが主体を占め、また皿は器体部下半を回転へラ削りするものである。

平安時代前半と考えられる。
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重複遺構は47号住居祉であり、４７号住居杜によって西壁の上部を切られているｏ新旧関係は

47号住居杜（新）→51号住居杜（古）となる。

○５２号住居杜（第４１．３５３図）

520＋20Ｓ4,520＋10Ｓ4,520＋10Ｓ2,520＋20Ｓ２のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈するが、４３号住居祉によって大きく切られている。規模は東西2.7577z、南北

2.7ｍを測る。主軸方向はＮ－１１０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12.5c1n、西壁11.5”、北壁１７c7nを測る。カマドは東壁の

中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されている。焼土部分がわずかに確認されたにす

ぎず、袖石などの遣存は見られなかった。

床は平坦に仕上げられている。柱穴などは全く確認されなかった。

遺物の量は多くないが、カマドを中心に土師器杯、皿、小型髪、須恵器髪、壷などが見られる。

杯、皿、は器体部下半にへう削りを施すもので占められているが、内面に暗文は見られない。

平安時代前半と考えられる。

重複遺構は43号住居土11二であり、新旧関係は43号住居杜（新）→52号住居杜（古）となる。

○５３号住居杜（第４２．３５４．３５５図）

520＋20Ｎ2,520＋15Ｎ2,520＋15Ｎ4,520＋20Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられるが、大半を５．１０号住居祉と重なってお

り、明確にできなかった。このため規模、主軸方向は不明である。壁は西、北壁の一部が確認さ

れたにすぎない。いずれも外傾し、確認された壁高は西壁19c7m、北壁１７c77zを測る。カマドは全

く不明であった。

床は平坦であった。柱穴などは全く確認できなかった。

遺物は土師器杯、高杯、髪、甑、滑石製臼玉それに盤状形土製品がある。古墳時代後期前半こ

ろと考えられる。

重複遺構は５．１０号住居杜である。このうち５号住居杜は本住居杜を切り込んで構築されて

いる。１０号住居杜については本住居靴とどのように切合うのか平面から確認できなかった。ま

た床面はほぼ同一レベルで作られていたため、床面から平面形の広がりをつかむこともできな

かった。新旧関係のうち５号住居杜（新）→１０．５３号住居杜（古）は切合い関係で明らかとなっ

たが、１０．５３号住居並の新旧関係は遺構からは明確にならなかった。このため別々の住居杜で

あったか否か問題も残る。遺物から見た場合は、近接した時期であるが遺物の様相の上に若干

の違いがある。５３号住居杜の遺物は、１０号住居杜の遺物に比べ丹塗りされたものが多く、５３号住

居杜が10号住居杜に比べて先行するものではないかと考えられる。

○５４号住居杜（第４３．３５６．３５７図）

520＋30Ｓ4,520＋20Ｓ4,520＋20Ｓ3,520＋30Ｓ３のグリッドに位置するｏ
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平面は方形ないし長方形を呈すると考えられるが、南部に未掘部分を大きく残す。規模は東

西が6.15ｍを測る。南北は現状の確認できる部分で3.377zを測る。主軸方向はＮ－３０ｏ－Ｗを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁13”、西壁13.2”、北壁９ｍを測る。カマドは北壁の中

央に設置されている。石組は全く見られず粘土カマドといえる。袖石として土師器の蜜を倒置

して据え付けている。煙道部が緩ゆかな上り勾配で、0.9ｍほどの長さに確認された。またカマ

ド内から円筒形土器の基部が見つかり、天井石ないし支脚の用途が推定される。

床は平坦に作られている。深さ２５Ｃｌ､前後のピットが２ケ所確認され、位置から柱穴と考えら

れる。また北壁のカマドと西壁の中間あたりで、浅い落込みが見つかり、貯蔵穴の可能性があ

る。

遺物はカマドを中心として分布しており、土師器杯、高坪、鉢、蜜、甑、円筒形土器などがあ

る。古墳時代後期前半と考えられる６

重複遺構は２６．２７．２８．５８号住居祉であるが、２６～28号住居杜が切り込み、あるいは上部に構

築されている。５８号住居杜の平面は明確にならず、切合い関係は不明である。しかし遺物から

は58号住居杜が古い時期に置かれる。新旧関係は26～28号住居杜（新）→54→58号住居杜（古）

となる。

○５５号住居杜（第４４．３５８図）

520＋30Ｓ4,520＋20Ｓ4,520＋20Ｓ2,520＋30Ｓ２のグリッドに位置するｏ

６．５６号住居杜に接した南側に設定した住居杜である。石組のような藤や焼土が確認された

ために55号住居杜として調査を進めたが、おおよそ東西、南北４ｍほどの広さに同一時期と考え

られる土師器の分布を確認できたにすぎず、平面プランを明確にできなかった。

遺物は土師器杯、皿、高台付坪、高台付皿、蜜などである。坪、皿は器体部下半にへう削りを

全く施さないものが主体を占めている。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は６．５６号住居杜である。新旧関係は切合い関係から直接明らかにならなかったが、

遺物から見ると55号住居杜（新）→６．５６号住居杜（古）となる。

○５６号住居杜（第４４．３５９図）

520＋30Ｓ3,520＋20Ｓ3,520＋20Ｓ2,520＋30Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.6577z、南北2.5577zを測る。主軸方向はＮ－１２３ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７ｍ、西壁10”、南壁10.5c"lを測る。北壁は６号住居杜

との切合いで不明である。カマドは東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。石

組カマドと考えられるが、焼土などが確認されたにすぎない。

床は平坦に作られている。柱穴などは全く確認できなかった。

遺物はカマド内や脇などに集中していた。土師器杯、皿、蜜などがある。杯、皿は器体部下半
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Iこへラ削りを施したものであるが、内面に暗文は見られない。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は６．５５号住居杜であり、その新旧関係は55号住居杜（新）→６→56号住居杜（古）

である。

○５８号住居杜（第360～362図）

520＋30Ｓ4,520＋20Ｓ4,520＋20Ｓ2,520＋30Ｓ２のグリッドに位置する。

２８．５４号住居杜の北側に設定した住居杜であったが、平面プランは明らかにできなかった。

しかし出土した遺物の中に大きな混乱した状況は見られず、住居杜が存在していたと考えられ

る。

遺物は土師器坪、高坪、碗、鉢、蜜、須恵器蓋杯それに円筒形土器および鉄嫉などがある。古

墳時代後期前半ころと考えられる。

重複遺構は２８．５４号住居杜である。新旧関係は28.54号住居杜（新）→58号住居杜（古）であ

る。

○５９号住居土止（第４５．３６３図）

520＋90Ｎ4,520＋80Ｎ4,520＋80Ｎ6,520＋90Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は西、北壁が東、南壁に比べて短く矩形を呈する。規模は中央で東西3.077z、南北3.177zを

測る。主軸方向はＮ－１８ｏ－Ｅを指す。

壁は平面プランの検出が思うようにいかなかったため、いずれの壁も３c7n前後という状況で

あった。カマドは東壁と南壁とのコーナーに設置されていたと考えられる。しかし石組などは

残存せず、わずかに焼土が検出されたにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは全く確認されなかった。

遺物はコーナーに設置されたと考えられるカマドを中心に分布が見られた。土師器杯、高台

付坪、髪などがある。杯は器体部下半にへう削りを施すものであるが、高台付坪は全くへラ削

りの施されていないものとの両者が見られ、明らかに時間差のあることを示している。カマド

がコーナーに設置された住居杜とすれば後者の高台付坪が伴出遺物と考えられ、平安時代後半

に置かれるものといえる。

重複遺構はないが、６３．６８号住居杜と壁を接している。

○６０号住居杜（第４５．４６．３６３～365図）

520＋95Ｎ3,520＋85Ｎ3,520＋85Ｎ5,520＋95Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.5ｍ、南壁４．０ｍを測る。主軸方向はＮ－５２ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾しており、確認された壁高は東壁11.5c7n、西壁14ｍ、南壁6.5cWz、北壁18.5c77zを測る。

カマドは東壁の中央よりやや南壁側に寄って設置されている。粘土カマドと考えられるが、袖

部の正面左右に操を１個づつ配して袖石としている。袖石間は３５c7nほどを測るが、天井石など

は架してなかった。しかしカマドの前面において直径約１０c7n、長さ４７”以上の円筒形土器が見
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られ、天井石としての可能性もある。焼土は長さ２５cwz、幅30c7m、厚さ５c71zほどに確認された。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心とした周辺に集中していた。土師器杯、高杯、鉢、蜜、須恵器蓋杯それに

円筒形土器などがある。このうち特に高坪は脚部が太い大型品で、特徴的である。古墳時代後

期前半と考えられる。

重複遺構は72号住居杜であり、本住居杜が72号住居杜を切り込んで構築されている。このた

め新旧関係は60号住居杜（新）→72号住居:tl上（古）となる。また西壁の南壁寄りに士が見られ

たが、本住居杜を切り込んでおり、貯蔵穴とはならない。

○６１号住居杜（第４７．３６６図）

520＋00Ｎ6,520＋90Ｎ6,520＋90Ｎ7,520＋O0N7のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.3ｍ、南壁3.3ｍを測る。主軸方向はＳ－８ｏ－Ｗを指す。

壁はわずかに立ち上がりが確認できたにすぎず、４壁とも５”前後を測る。カマドは南壁の

中央より東壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態で、両袖とも２枚の石を

組合せて構築している。手前の袖石の上部には左右から差し渡した様な形で平石が２枚存在し

ている。おそらく天井部を構成したものと考えられる。袖石間は４０c１mほどを測る。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認されていない。

遺物はカマド内から土師器坪が出土しており、一点は丹塗りのものである。古墳時代後期前

半と考えられる。

重複遺構は109号住居杜であり、本住居杜が切り込んで構築している。このため新旧関係は６１

号住居並（新）→109号住居杜（古）となる。

○６２号住居杜（第４８．３６６～368図）

521＋10Ｎ5,520＋95Ｎ5,520＋95Ｎ7,521＋10Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.55ｍ、南壁5.677zを測る。主軸方向はＮ－１６ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁16Cl､、西壁13.5Ｃｌ､、南壁15.5”、北壁９c7mを測る。カマ

ドは北壁の中央に設置されており、袖石を持つ粘土カマドである。袖石間は４０c7mほどを測る。

床は平坦に作られているが、この床面には炭化材が残存していた。柱穴は確認できなかった。

貯蔵穴と考えられるピットがカマドと東壁との間に北壁に接して見られた。長方形を呈し東西0.

85ｍ、南北0.6ｍで、深さ0.377zほどであった。中より杯が重つた状態で出土している。

遺物はカマドおよび貯蔵穴の周辺に集中が見られる。土師器杯、高杯、髪、甑などがある。古

墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は６６．７６．１０３号住居祉である。このうち66.76号住居杜は本住居杜を切り込みある

いは本住居杜の上部に構築されている。103号住居杜は本住居杜に切り込まれている。従って新

旧関係は６６．７６号住居杜（新）→62→103号住居社（古）となる。
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○６３号住居杜（第４９．３６９図）

520＋90Ｎ5,520＋80Ｎ5,520＋80Ｎ6,520＋90Ｎ6のグリッドに位置する。

平面はやや矩形を呈する。規模は東西3.3ｍ、南北3.5ｍを測る。主軸方向はＮ－１０７ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁１２c77z、西壁6.5cwz、南壁25cwI、北壁6.5c77zを測る。カマド

は東壁の中央よりやや南壁側に設置されている。袖部を石組する形態であるが、向って右側の

袖石のみが残存する。しかし左側の袖石については残存しないものの、石を据えた際の堀り込

みが認められた。焼土は幅40c71z、長さ80ｍ、厚さ１０cW2前後の堆積がある。

床は東壁から西壁に向って緩やかに傾斜している。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器坪、髪、鉢などがある。坪は器体部下半にへう削りを施し、かつ暗文も施され

たものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は６７．６８．１３３号住居杜であるが、いずれも本住居杜が切り込んで、あるいは上部に

構築されている。従って新旧関係は63号住居杜（新）→６７．６８．１３３号住居杜（古）となる。

○６４号住居土止（第５０．３６９～371図）

521＋OON2、520＋90Ｎ2,520＋90Ｎ4,521＋O0N4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.277z、南北5.45ｍを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｗを指す。

住居杜中央の農道は未掘である。

壁は外傾し、確認できた壁高は東壁20cwz、西壁l2c7n、南壁34c7m、北壁20c7mを測る。カマドは

北壁の中央に位置しており、粘土カマドである。焼土がブロック状に見られるほかは不明。

南壁は中央より西壁寄りの位置で外方に幅1.4ｍほどの方形状に突出し、中に貯蔵穴と考えら

れる皿状のピットが掘られていたｏこのピットは直径0.977z前後、深さ25ｃｍほどを測り、中に髪

が埋設していた。

壁は平面に作られている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物はカマドの周辺に集中していた。土師器坪、髪、須恵器杯などがある。杯は丹塗りのも

のが目につく。また髪は６個体以上と多い。須恵器杯は２個体あるが、時間差が見られる。古

墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は72号住居靴であり、本住居杜が72号住居靴を切り込んで構築している。従って新

旧関係は64号住居杜（新）→72号住居並（古）となる。

○６５号住居杜（第５１．３７２図）

521＋10Ｎ2,521＋００Ｎ2,521＋00Ｎ4,521＋10Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに4.1577zを測る。主軸方向はＮ－３３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁25.5ｃｍ、西壁４５”、南壁11.5cl7z、北壁１５c肌を測る。カマ

ドは北壁に設置されていたものと考えられる。ほとんど形を残していないが、焼土が北壁中央

より北壁側に寄った位置で確認され、カマドと推定した。
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床は平坦に作られている。柱穴は確認されなかった。

遺物は土師器蜜などがある。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は73.74号住居杜である。このうち74号住居杜を切り込んで本住居杜が構築されて

いる。７３号住居杜とは一応本住居杜が切り込んでいるものと捉えられたが、十分には捉えきれ

なかった。新旧関係は65号住居杜（新）→73.74号住居杜（古）となる。

○６６号住居杜（第５１．３７３図）

521＋10Ｎ5,521＋OON5、521＋００Ｎ6,521＋ｌ０Ｎ６のグリッドに位置するｏ

本住居杜は６２．７６号住居祉の東側に設定した住居杜であるが、平面プランは南壁を中心とし

た一部が推定されたにすぎない。

遺物は南東コーナー付近から集中して発見された。土師器杯、皿、須恵器壷などがある。杯、

皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものであるが、暗文は見られない。平安時代前半ごろと考え

られる。

重複遺構は６２．７６号住居杜であり、本住居杜は両住居杜の上部に構築されたものであるが、

不明な部分が多い。新旧関係は66号住居杜（新）→62.76号住居杜（古）である。

○６７号住居杜（第５２．３７３図）

520＋90Ｎ5,520＋80Ｎ5,520＋80Ｎ7,520＋90Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。東西4.25ｍ、南北3.7577zを測る。主軸方向はＮ－４０ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾するが、確認できた壁高はいづれも５ｍ前後を測るにすぎない。カマドは北壁のほ

ぼ中央に設置れている。しかし残存状況は悪く、焼土などが確認されたにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物は土師器高杯、境、須恵器坪などがある。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は６３．６９．１３２．１３３号住居杜である。６３号住居杜に切り込まれている以外は本住居祉

が切り込んで構築しているようである。新旧関係は63号住居杜（新）→67→６９．１３２．１３３号住居

杜（古）となる。

○６８号住居吐（第５３．３７４図）

520＋95Ｎ5,520＋85Ｎ5,520＋85Ｎ6,520＋95Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は隅丸長方形を呈する｡規模は東西3.977z、南北4.6ｍを測る。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｗを

指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15Ｃｌ､、西壁１１Ｃｌ､、南壁21.5”、北壁17.5c71zを測る。

床はほぼ平坦に作られている。床面の上部に炭化材が見られ、焼失家屋の観を呈する。住居

杜の中央よりやや北東寄りに地床炉が設置してある。直径30c,､前後の焼土と、この焼土の南側

に接して長手の石材が埋めこまれており、枕石と考えられる。柱穴は全く確認できなかった。

遺物は土師器高坪、増、Ｓ字口縁台付蜜、壷などがある。また住居杜北東隅からは長さ１０c7n
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前後の長手の石が８個まとまって発見されており、ムシロ編用石錘かと考えられる。古墳時代

前期ころと考えられる。

重複遺構は63.71号住居杜である。６３号住居杜は本住居杜を切り込み、本住居杜が71号住居杜を

切り込んで構築している。従って新旧関係は、６３号住居杜（新）→68→71号住居杜（古）となる。

○６９号住居杜（第５４．５５．３７５～378図）

520＋95Ｎ5,520＋85Ｎ5,520＋85Ｎ8,520＋95Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する｡規模は東西6.3577z、南北６ｍを測る。主軸方向はＮ－４ｏ－Ｗを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁32.5C7n、西壁23C77z、南壁29Cl､、北壁30.5c71zを測り比較的

良好な状況で検出された。カマドは北壁の中央に設置されている。粘土カマドであり、袖部の

一部にはレンガ化した部位も認められた。トンネル状に掘り窪めた細長い煙道部が緩やかに傾

斜しながら住居祉外に延びており、長さ1.277zほどを測る。燃焼部の幅は50c77zほどであり、中に

柱状の藤が2個ほぼ東西の向きに等間隔に認められた。このうち西側のものは掘り込んでしっか

りと据えられており、支脚と考えられる。東側のものも確認された時は倒れた状況であったが、

西側のものが燃焼部の隅に寄っているところから、東壁のものも支脚と考えてさしつかえない

ものといえよう。

床はほぼ平坦に作られている。貯蔵穴は見られなかった。柱穴は確認されなかった。

遺物はカマドを中心とした北壁際に集中していた。カマドの中からは蜜２個が転倒したような

状況で確認された。またカマドの東側に髪と杯とが小範囲に集中する場所が見られた。

土師器坪、高杯、境、鉢、髪、甑、須恵器蓋杯、杯、短頚壷、鉄鍍、琉狛玉などが見られる。

特に甑と髪（長胴髪）は２対ずつある。杯は24個体と多量であり、このうち6個体が黒色処理さ

れた坪であった。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は６７．７０．７１．１４９号住居杜である。６７号住居杜は本住居杜を切り込んで構築してい

る。７０．７１．１４９号住居杜は本住居杜が切り込んでいる。新旧関係は67号住居杜（新）→69→149.

70.71号住居杜（古)となる。

○７０号住居吐（第５６．３７９図）

520＋95Ｎ5,520＋90Ｎ5,520＋90Ｎ7,520＋95Ｎ7のグリッドに位置するｏ

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられるが、西側を大きく６９号住居杜によって切

られている。規模は南北が４ｍを測る。東西は2.2ｍ以上となる。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁27c77z、南壁20ｍ、北壁３１c77zを測る。カマドは検出された

壁の部分からは確認されていない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は北東隅あたりから集中して見つかった。土師器坪、蓋、蜜、甑などがある。このうち蓋

については本住居杜に伴出するものとは考えられず混入品といえる。坪はいずれも半球形のも

のであった。古墳時代後期後半と考えられる。
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重複遺構は６９．７１号住居杜であり、６９号住居杜は本住居靴を切り込み、７１号住居杜は本住居杜

に切り込まれている。従って新旧関係は69号住居杜（新）→70→71号住居杜（古）となる。

○７１号住居吐（第56.380図）

520＋95Ｎ5,520＋85Ｎ5,520＋85Ｎ6,520＋95Ｎ6のグリッドに位置する。

平面の確定がそれほど明確にできなかった住居杜である。一応方形ないし長方形と考えられ

るが、東壁が曲線をもっていることから隅丸となる可能性もあるｏ規模は南北4.177zを測るが、

東西は３ｍ以上になる。

壁は外傾し、確認できた壁高は東壁、南壁ともに10c1nほどを測る。炉は確認できなかった。

床はほぼ平坦に作られていた。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器蓋、高杯などが、わずかに確認されたにすぎない。古墳時代前期と考えられる。

重複遺構は６８．６９．７０号住居杜である。６９．７０号住居杜に切られている。６８号住居杜との関係

はそれほど明確ではないが、平面プラン確認時においては一応68号住居杜が本住居祉を切って

いる状況が捉えられた。従って新旧関係は６９．７０．６８号住居杜（新）→71号住居杜（古）となる。

○７２号住居杜（第５７．３８０．３８１図）

521＋05Ｎ3,520＋90Ｎ3,520＋90Ｎ6,521＋O5N6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西8.0677z、南北7.88ｍを測る大型住居杜である。主軸方向はＮ－

５．－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁28clII、西壁20.5c71z、南壁20cwz、北壁２５ｍを測る。カマド

は北壁中央よりやや西壁側に寄ったところに設置されている。粘土カマドと考えられるが､左右

袖部の正面にのみ柱状に石を据え、袖石となしている。この袖石間は約５０叩ほどあるが、この

上部には角状の平石が差し渡されて天井をなしている。この袖石から煙道部側には石が見られ

ず、粘土を盛り上げた状況が観察された。しかし左袖部の外側には頭大の藤が複数見られ、あ

たかも袖部を押えているかのようであった。煙道部が緩やかに傾斜して住居杜の外方に突出し

ているのが確認できた。焼土は幅40cWl、長さ５０c71z、厚さ１０cwzほどに見られた。

床は平坦に作られているが、東から西に緩やかな傾斜をもっている。中央南東寄りに焼土、

カーボンの広がっている面が見られた。柱穴は明確にできなかった。しかし支柱穴と考えられ

る小ピットが、東壁の外側で４ケ所確認された。直径20c71z前後で深さ１０～20c7nほどであった。

周溝が確認され、幅20ｍ、深さ１０”ほどであった。

遺物はカマドを中心に見られた。土師器杯、高杯、鉢、喪、甑、須恵器蓋坪、鉄製刀子、砥石、

土製紡錘車などである。坪、高杯などには丹塗りの施されたものが多く見られた。須恵器蓋杯

は破片であったが口縁部に稜をもち、かつ口唇部が凹している形態が主体を占めている。古墳

時代後期前半と考えられる。

重複遺構は６０．６４号住居杜であり、いずれの住居杜も本住居杜を切り込んで構築している。

新旧関係は60号住居祉（新）→64→72号住居杜（古）となる。
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○７３号住居杜（第58図）

521＋10Ｎ,、521＋００Ｎ,、521＋00Ｎ4,251＋10Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西40577z、南北４ｍを測るｏ主軸方向は不明ｏ

壁は４壁とも壁高を確認できる状況ではなかった。また焼土などもほとんど見られず、カマ

ドの位置も不明である。

遺物は土師器の小破片が検出されたにすぎない。おおよそ古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は６５．７４号住居杜である。新旧関係は出土遺物より65号住居杜（新）→73→74号住居

並（古）と考えられる。

○７４号住居杜（第５８．３８２図）

521＋15Ｎ2,521＋00Ｎ2,521＋00Ｎ5,521＋l5N5のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西6.1ｍ、南北6.277Zを測る。主軸方向はＮ－２３ｏ－Ｗと考えら

れる。

壁は４壁とも壁高を確認できる状況ではなかった。

床は平坦に作られている。住居杜の中央やや北東寄りにおいて、直径４０c7nほどに焼土の分布

が見られ、地床炉と考えられる。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器高坪、Ｓ字状口縁台付書、壷などがある。Ｓ字状口縁台付書は肩部に横走する

ハケメをもつものが主体のようである。古墳時代前期と考えられる。

重複遺構は６５．７３号住居吐であり、新旧関係は65号住居杜（新）→73→74号住居杜（古）と考

えられる。

○７５号住居辻（第５９．３８２図）

521＋10Ｎ5,521＋05Ｎ5,521＋05Ｎ7,521＋l0N7のグリッドに位置するｏ

平面は矩形を呈する。規模は東西3.2577z、南北3.2277zを測る。主軸方向はＮ－７６ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７cl7I、西壁３c7n、南壁4.5c7n、北壁7.5c7nを測る。カマドは

西壁の中央より北壁側に寄って設置されている。袖部を石組する形態と考えられるが、袖石は

１個残存するにすぎない。焼土は幅55ｍ、長さ60c耐、厚さ１０c77z前後で見られた。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器坪、須恵器蓋坪などが見られる。杯は盤状形のものである。奈良時代と考えら

れる。

重複遺構は66号住居杜であり、新旧関係は66号住居杜（新）→75号住居杜（古）であった。

○７６号住居杜（第６０．３８３図）

521＋０５Ｎ5,521＋００Ｎ5,521＋00Ｎ7,521＋O5N7のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.9ｍ、南北3.5ｍを測る。主軸方向はＮ－７４ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁４３”、西壁28.5”、南壁43.5cllz、北壁24.5cl7Iを測る。カマ
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ドは西壁の中央より北壁側に寄って設置されている。袖部を石組する形態で残存状況は良好で

あった。左右の袖部はいずれも平石を３枚組合せて構築されている。煙道部がトンネル状に細

長く、緩やかな角度を持って住居外に延び、一部レンガ化した部分も認められた。袖石間は５５

c１mほどを測るが、この燃焼部に柱状の立石が南北方向に２個埋め込まれており、支柱と考えら

れる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、蜜、鉢などがある。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は６２．６６号住居杜である。６２号住居杜については本住居杜が切り込んで構築してい

る。６６号住居杜は本住居並の上部に構築されている。新旧関係は66号住居:tl上（新）→76→62号住

居杜（古）となる。

○７７号住居杜（第61.384図）

520＋90Ｓ3,520＋80Ｓ3,520＋80Ｓ,、520＋90Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形と考えられるが、南側に未掘部分を残す。また北壁に添って浅い水

道管埋設の溝、東壁側に水道管埋設の溝、および撹乱部分が見られる。規模は確認できる範囲

で西壁が3.1ｍ、北壁が3.9ｍほどを測る。主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

壁は西壁６Ｃｌ､、北壁4.5clnほどが確認されたにすぎない。カマドは北壁の中央付近に設置され

たものと考えられる。袖石と考えられる操が１個見られる。焼土は幅70Ｃｌ､、長さ55c71z、厚さ25CllZ

ほどに認められた。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心に分布しており、土師器杯、高杯、塊、鉢、髪、須恵器杯などがある。こ

のうち坪、高杯などには丹塗りされたものが多い。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は７８．１１３号住居杜である。このうち113号住居杜とは撹乱部分を介在するため重複関

係は不明である。７８号住居杜との関係もそれほど明確にできなかったが、一応78号住居杜が本

住居杜を切って構築していると考えられた。従って新旧関係は78号住居土''二（新）→77号住居杜

(古）となる。

７８号住居杜（第６１．３８５．３８６図）

520＋90Ｓ3,520＋75Ｓ3,520＋75Ｓ2,520＋90Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形と考えられるが、北壁沿いの部分のみで、大部分が未掘である。ま

た北壁の西壁側もそれほど明確ではなかった。規模は東西のみが確認できたにすぎず、おおよ

そ８ｍを測る。主軸方向はＮ－１６ｏ－Ｅとほぼ真北を指す。

壁は北壁がわずか５c7n前後確認できたにすぎない。カマドは北壁のほぼ中央に設置されてい

る。石組などは見られなかった。燃焼部付近にレンガ化した焼土が東西方向にブロック状に認

められ、袖部と考えられる。おおよそ４０ｍの間隔を持つ。

床は平坦に作られたと考えられる。貯蔵穴などは確認されていない。

遺物はカマドの周辺からまとまって見つかった。カマドの脇から喪が２個体並べられた様な
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状況で発見された。また前面からは円筒形土器が検出された。土師器杯、高坪、境、髪、甑、円

筒形土器などがある。杯、高杯には丹塗りのものが見られる。古墳時代後期前半ころと考えら

れる。

重複遺構は77号住居杜で、新旧関係は78号住居杜（新）→77号住居杜（古）であった。

○７９号住居杜（第６２．３８７～390図）

520＋85Ｓ3,520＋75Ｓ3,520＋75Ｎ1,520＋85Ｎ,のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西877z、南北7.477zを測る大型の住居並である。なお住居杜の

東から西へ斜めに水道管埋設溝が掘られていた。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁２１c7n、西壁23cllz、南壁15c7n、北壁30c71zを測る。カマドは

北壁の中央に設置されている。粘土カマドであるが、袖部の入口部には石を柱状に立てている。

この袖石間は３０c7mほどを測る。細長い煙道部が緩やかな傾斜をもって住居外に延びている。

貯蔵穴と考えられるピットが南壁に見られる。南壁の中央より西壁寄りの位置に「．」の字

状に幅1.2ｍ、長さ0.977zほどの突出部があり、この中に南北方向に幅0.4ｍ、長さ1.1ｍ、深さ0.

877zのピットが掘られているｏさらにこのピットの住居祉側（北側）には高さ１０c7m前後で半円形

にピットを取り囲むように土堤が周っている。

床は北から南に向って上り勾配に作られている。柱穴と考えられるピットが４個確認された。

直径0.6ｍ、深さ0.9ｍ前後を測る。

遺物はカマドの周辺に集中していた。土師器杯、塊、鉢、髪、甑、須恵器坪、土製品などがあ

る。このうち須恵器坪は他の土器類との間に時間的開きが感じられる。杯類には丹塗りのもの

が見られる。また書類は総数９個体を数える。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は80号住居祉であり、本住居靴が80号住居杜を切り込んで構築している。従って新

旧関係は79号住居杜（新）→80号住居杜（古）となる。

○８０号住居杜（第６３．６４．３９０．３９１図）

520＋90Ｓ2,520＋75Ｓ2,520＋75Ｎ2,520＋90Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西8.777z、南北8.5ｍを測る大型の住居杜である。なお北東隅

を東から西へ斜めに農耕のための溝が走る。主軸方向はＮ－１２ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12c7n、西壁２１Ｃｌ､、南壁13cm､、北壁12c7nを測る。カマドは

北壁中央よりやや西壁寄りに設置されている。粘土カマドであるが、東側の袖部と考えられる

位置には角喋を柱状に２個配置している。また西側の袖部付近に見られる角喋も袖部を構成し

ていたものと考えられる。さらにカマドの正面に見られる角膜は長さが60C71zほどのものである。

断面図からすればカマドの幅は５０”ほどが推定されるところから、天井石と考えられる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認された。直径0.6ｍ、深

さ１ｍ前後を測る。

遺物はカマドの中と脇とに集中していたが、柱穴内からの出土も見られた。土師器杯、塊、
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鉢、髪、甑などがある。杯類は丹塗りされた半球形の杯がほとんどであった。古墳時代後期前

半と考えられる。

重複遺構は79号住居杜であり、新旧関係は79号住居杜（新）→80号住居靴（古）である。

○８１号住居杜（第６５．３９２図）

521＋10Ｓ3,521＋OOSl、521＋ＯＯＳｌ、521＋10Ｓ３のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するｏ規模は東西3.8ｍ、南北3.65ｍを測る。主軸方向はＮ－１１４ｏ－Ｅを指す。

本住居杜は床面付近で検出されたため、東壁で５ｍほどの壁高が確認されたにすぎず、他の

壁高は確認できなかった。カマドは東壁中央に設置されたものと考えられるが、わずかに焼土、

カーボンが確認されたにすぎない。

床は平坦に作られている。柱穴は全く確認できなかった。

遺物はわずかな量が見られたにすぎない。土師器皿、高台付坪（皿）が見られる。いずれも器

体部Iこへラ削りの全く見られない、底が回転糸切り未調整のものであった。平安時代後半と考

えられる。

重複遺構は８７．８９．９５．１０８．124号住居杜であり、本住居杜は87号住居杜を除きその上部に構

築されている。８７号住居杜とは微妙な関係であるが、遺物からは本住居杜がわずかに先行する

ようである。従って新旧関係は81号住居杜（新）→８７．８９．９５．１０８→124号住居杜（古）である。

○８２号住居杜（第６６．３９３～396図）

520＋80Ｓ2,520＋65Ｓ2,520＋65Ｎ2,520＋80Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西5.2ｍ、南北６ｍを測る｡住居土1t中央に東から西へ水道管

埋設溝が走っている。主軸方向はＮ－３４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12.5c711、西壁10C耐、南壁８５c7m、北壁７叩を測る。カマド

は北壁のほぼ中央に設置されている。袖石と考えられる操は全く見られず、焼土が幅７０c〃、長

さ８０cwz、厚さ１０c71zほどに見られる。なお、この焼土のほぼ中央あたりに角状の操が存在し、支

柱の可能性もある。

床はわずかに東から西に向って傾斜している。床面の南壁側にも焼土の分布が見られる。柱

穴は全く確認できなかった。

遺物はカマドを中心としたあたりと、中央南寄りのあたりとに集中して見られた。土師器杯、

高坪、髪、甑、須恵器杯などがある。杯は半球形のものに限られ、饗も球胴形のものが主体を占

めている。須恵器杯は口唇部が凹む形態のものである。古墳時代中～後期前半と考えられる。

重複遺構は北西隅で何らかの遺構と重なっているようであったが、この遺構が何なのかは明

確にならなかった。

○８３号住居杜（第６７．３９７図）

521＋10Ｓ2,521＋O0S2、521＋00Ｎ１，５２１＋10Ｎlのグリッドに位置する。
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平面は方形を呈する。規模は東西3.577z、南北3.5777zを測る。主軸はＮ－６０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁１１c7m、西壁3.5Ｃｌ､、南壁２cllz、北壁7.5c71zを測る。カマド

は東壁の中央より南壁寄りに設置されている。袖部が石組の形態であり、両袖とも３～４枚の

石を組合せている。袖石間は４０c7nを測る。焼土は幅40cw2、長さ７０c7m、厚さ５cwz前後を測る。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器杯、耳皿、髪、八稜鏡などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施さないもの

がほとんどである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構には８６．１１６．１１９．１２１号住居杜であり、新旧関係は86号住居杜（新)→83→119→116.

121号住居祉（古）である。

○８４号住居杜（第６８．３９７図）

521＋00Ｓ2,520＋95Ｓ2,520＋95Ｎ１，５２１＋OON1のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西2.8ｍ、南北3.05ｍを測る。主軸はＮ－９３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認できた壁高は東壁１２c7n、西壁６ｍ、南壁７c71z、北壁７c7mを測る。カマドは

東壁中央よりわずかに南壁寄りに設置されている。袖部が石組される形態で正面の左右に角藤

が若干内側に倒れた状況に据えられ、袖石と考えられる。袖石間は４０c7nほどを測る。焼土はブ

ロック状に幾つか見られた。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、用途不明鉄製品などがある。杯はいずれも内面に暗文の見られない器

体部下半Iこへラ削りを施すものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は９６．１１７．１１８号住居杜であり、本住居杜はこれらの住居杜の上部に構築されている。

従って新旧関係は84号住居杜（新）→１１７．１１８．９６号住居杜（古）となる。

○８５号住居杜（第６９．３９７図）

521＋OOSl、520＋90Ｓ,、520＋90Ｎ2,521＋O0N2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.9577z、南北3.977zを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指すｏ

住居杜の南壁際に沿って、南北方向に水道管埋設溝が走る。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12C7n、西壁5.5c7m、南壁８Cl､、北壁8.5”を測る。カマド

は東壁と南壁との隅に設置されている。袖部を石組する形態であるが、左右の袖とも若干湾曲

しながら２重に石組がなされ、これらの石組の隙間にやや小振りの長細い操を埋め込んで構築

している。袖石間45cllzほどを測る。焼土は８c7n前後の厚さに堆積していた。

床は平坦に作られている。柱穴は確認されなかった。

遺物は土師器皿、灰紬陶器台付皿などがある。土師器皿はすべて器体部Iこへラ削りの見られ

ないものである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は９４．９６．１０２．１０７．１１１．118号住居杜である。本住居杜はこれらの住居杜の上部に

構築されたものである。新旧関係は85号住居杜（新）→94→１０２．１１１．１０７．１０８．９６号住居杜
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(古）である。

○８６号住居吐（第７０．３９７図）

521＋15Ｓ2,521＋O5S2、521＋O5N1、521＋15Ｎ1のグリッドに位置する。

本住居杜はわずかに平面の輪郭とカマドなどが検出されたにすぎない。

平面は方形を呈する。規模は東西３１ｍ、南北3.2577zを測る。主軸方向はＮ－２６ｏ－Ｅを指す。

壁はほとんど確認できなかった。カマドは北壁中央より東壁寄りに設置されている。袖石と

考えられる角喋２個と焼土とが確認された。袖石間は55c7nを測る。

床は平坦に作られている。柱穴は確認されなかった。

遺物は土師器高台付杯がある。器体部Iこへラ削りの全く施されないものである。平安時代後

半と考えられる。

重複遺構は８３．９０．１１６号住居杜であり、新旧関係は86号住居杜（新）→83→９０．１１６号住居杜

(古）である。

○８７号住居杜（第７０．３９８図）

521＋10Ｓ3,521＋OOS3、521＋OOS1、521＋10Ｓ１のグリッドに位置するｏ

本住居杜は平面の輪郭とカマドの位置が明らかになったにすぎない。

平面は方形を呈する。規模は東西2.8ｍ、南北2.85ｍを測る。主軸方向はＳ－１６ｏ－Ｅを指す。

壁はほとんど確認できなかった。カマドは南壁のほぼ中央に設置されている。しかし焼土が

わずかに検出されたにすぎない。

床は平坦に作られている。柱穴は確認出来なかった。

遺物は土師器皿、高台付坪がある。いずれも器体部にへう削りの施されないものである。平

安時代後半と考えられる。

重複遺構は８１．８８．１０８．１２１号住居杜であり、新旧関係は87号住居杜（新）→８８．８１→108→1

21号住居杜（古）である。

○８８号住居杜（第７０．３９８図）

521＋10Ｓ3,521＋OOS3、521＋OOS2、521＋10Ｓ２のグリッドに位置するｏ

本住居祉はわずかに平面の輪郭が確認されたにすぎない。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.85ｍ、南北3.8ｍを測る。長軸方向はＮ－３３ｏ－Ｅを指

す。

壁はほとんど確認できなかった。カマドは不明。

床は平坦に作られている。柱穴は確認されなかった。

遺物は土師器皿がある。器体部Iこへラ削りの施されないものである。平安時代後半と考えら

れる。

重複遺構は８７．１２１号住居杜である。新旧関係は87号住居靴（新）→88→121号住居杜（古）で

－５０－



あった。しかし８７．８８号住居杜との時間差はわずかと考えられる。

○８９号住居杜（第７１．３９８図）

521＋15Ｓ3,521＋O5S3、521＋05Ｓ1,521＋15Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4177z、南北3.80ｍを測る。長軸方向はＮ－１１３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し確認された壁高は東壁18C77z、西壁8.5cwz、南壁15.5c77z､北壁１４c7nを測る。カマドは

不明。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器坪、蓋、鉄鑑（？）、馬具（轡）などがある。杯はいずれも器体部Iこへラ削りの

見られないものである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は８１．９５．１０８．１２１号住居杜であり、新旧関係は81号住居杜（新）→89→９５．１０８．

１２１号住居杜（古）である。

○９０号住居土止（第71図）

521＋15Ｓ2,521＋O5S2、521＋05Ｎ１，５２１＋15Ｎ,のグリッドに位置する。

本住居杜はわずかに平面の輪郭が確認されたにすぎない。

平面は方形を呈するものと考えられる。規模は東西3.577z以上、南北3.777zを測る。

壁はほとんど確認できなかった。カマドは不明。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物も土師器の小破片がわずかに見られるにすぎない。105号住居杜との関係から平安時代後

半と考えられる。

重複遺構は８６．８３．１０５号住居杜で、新旧関係は86.83号住居杜（新）→90→105号住居杜（古）

である。

○９１号住居杜（第７２．３９９図）

520＋85Ｎ6,520＋75Ｎ6,520＋75Ｎ8,520＋85Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈すると考えられるが、北部に未掘部分を残すｏ規模は東西677z、

南北5.3ｍ以上を測る。主軸はＮ－１０６ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁24ｍ、南壁26c呪を測る。カマドは東壁の中央あたりに設

置されたものと考えられる。袖石の一部と考えられる操が残存する。焼土を含んだ堆積土が幅

20cw1、長さ1.3ｍ、厚さ２０c7m前後に認められる。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器杯、蜜、手裡土器、鉄鍍（？）などがある。杯は盤状の杯である。奈良時代と考

えられる。

重複遺構は９２．１３２．１３７号住居:l止であり、新旧関係は９２．１３７号住居杜（新）→91→132号住居

杜（古）である。
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○９２号住居杜（第７３．４００図）

520＋85Ｎ7,520＋80Ｎ7,520＋80Ｎ8,520＋85Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.4ｍ、南北2.4577zを測る。主軸方向はＮ－１１１ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁17.5c711,西壁18c7n、南壁20clll、北壁１９c71zを測る。カマド

は東壁の中央より南壁際に設置されている。袖石は左右とも２枚組で構築されるが、南側の袖

石はさらに壁側に１個が据えられている。袖石間は45”を測る。焼土を含んだ堆積土が幅45”、

長さ75ｍ、厚さ15Ｃｌ､前後に認められた。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物はカマドを中心に分布が見られ、土師器杯、皿、饗などがある。杯、皿ともに器体部にへ

う削りを施すものが主体を占める｡平安時代前半と考えられる。

重複遺構は91号住居杜であり、新旧関係は92号住居杜（新）→91号住居杜（古）であった。

○９３号住居杜（第７３．４００図）

521＋Ｏ５Ｓ１、521＋OＯＳ,、521＋00Ｎ2,521＋O5N2のグリッドに位置する◎

本住居杜はわずかに平面の輪郭とカマドが検出されたにすぎない。

平面は方形を呈するものと考えられるが、北側に未掘部分がある◎規模はおおよそ東西2.677z、

南北2.4ｍ以上を測る。主軸方向はＳ－５ｏ－Ｅを指すｏ

壁はほとんど確認できなかった｡カマドは南壁の中央より東壁側に寄って設置されているｏ

袖部を石組する形態である。袖石と考えられる操が２個認められ、焼土がわずかに確認されたｏ

遺物は土師器杯、鉄鍍、ガラス製小玉などがある。いずれも器体部Iこへラ削りの全く見られ

ないものである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は９４．１１９．１２０号住居杜である。新旧関係は93号住居祉（新）→119→９４．１２０号住居

杜（古）である。

○９４号住居杜（第７４．４０１．４０２図）

521＋05Ｓ１，５２０＋95Ｓ1,520＋95Ｎ2,521＋O5N2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.75ｍ、南北5.3577zを測る。主軸方向はＮ－１．－Ｅとほぼ

真北を指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁49c7n、西壁26Ｃｌ､、南壁9.5clIz、北壁24cllzを測る。カマドは

北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。粘土カマドであり、東壁側の

袖部正面には蜜が袖石代りに据えられていた。左右袖石間は55c7nを測る。トンネル状の煙道部

が住居祉外に細長く延びている。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの周辺を中心に分布しており、土師器杯、髪、甑、羽釜、置カマド（？）、須恵

器杯、鉄鍍などがある。杯には半球形のものと盤状形の２形態が見られる。このうち後者が本
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住居祉に伴うものと考えられる。古墳時代後期後半～奈良時代と考えられる。

重複遺構は８５．９３．１１７．１２０号住居杜である。新旧関係は85.93号住居杜（新）→94→107.

117.120号住居祉（古）であった。

○９５号住居杜（第７５．４０３図）

521＋15Ｓ3,521＋O5S3、521＋O5S1、521＋ｌ５Ｓ１のグリッドに位置するｏ

本住居祉はわずかに平面の輪郭とカマドが検出されたにすぎない。

平面は方形を呈するものと考えられる。規模は東西3.5ｍ、南北3.7577zを測る。主軸はＳ－２５ｏ

－Ｗを指す。

壁はほとんど確認できなかった。カマドは南壁の中央より東壁側に寄った位置に設置されて

いる。袖部と考えられる藤が残存していた。焼土を含む堆積土が幅50c'､、長さ80c71z、厚さ５ｍ前

後に認められた。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器高台付坪、皿、髪、羽釜、灰粕陶器、用途不明鉄製品などがある。坪、皿は器体

部Iこへラ削りを全く施さないもののみである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は８１．８９．１０４．１０８号住居杜であり、新旧関係は81.89号住居杜（新）→95→104.1

08号住居杜（古）であった。

○９６号住居杜（第７６．４０３図）

521＋OOS2、520＋90Ｓ2,520＋90Ｎ1,521＋OON1のグリッドに位置するｏ

重複する遺構が多く、部分的な残存であり、平面の輪郭、カマドの位置が確認されたにすぎ

ない。

平面は長方形を呈するものと考えられる。規模は東西6377z、南北5.777zを測る。主軸方向は

Ｓ－４２ｏ－Ｅを指す。

壁はほとんど確認できなかったが、わずかに南壁において7.5clnほどを測る部分があった。カ

マドは南壁の中央付近に設置されたものと考えられる。しかし南壁の中央付近に焼土、カーボ

ンが幅2.7ｍ、長さ1.477zの広い範囲に見られるのみで、カマド本体の残存はなかったｏ

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器坪、髪、手裡土器、円筒形土器、須恵器蓋杯、坪などがある。杯は丹塗りのもの

が目につく。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は８４．８５．９８．１０１．１０２．１０７．１１０．１１１．１１７．１１８号住居jLll二である。新旧関係は８４．

８５．１０１．１０２号住居杜（新）→96号住居杜（古）である。なお９８．１０７．１１８号住居杜との関係は

明確にならなかった。遺物からすれば９８．１０７号住居杜は後出的で、118号住居杜は先行的要素が

窺える。

○９７号住居杜（第７６．４０４図）
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521＋05Ｎ7,520＋90Ｎ7,520＋90Ｎ8,521＋O5N8のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.08ｍ、南北377zを測る。主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁27.5c7n、西壁６c71l、南壁26.5c711、北壁7.5c7mを測る。カマ

ドは北壁の中央より東壁側に寄った位置に設置されている。カマドは北側に未掘部分を残す。

袖石と見られる操が並列して存在し、この間は4伽を測る。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器坪、髪などがある。このうち髪は混入品と考えられる。杯は盤状形を呈する。

奈良時代と考えられる。

重複遺構は103.109号住居杜である。新旧関係は97号住居杜（新）→103.109号住居社（古）

であった。

○９８号住居杜（第７７．４０４図）

520＋95Ｓ2,520＋85Ｓ2,520＋85Ｎ１，５２０＋95Ｎ,グリッドに位置する。

本住居杜は重複する遺構が多く、輪郭の一部が検出されたにすぎない。

平面は方形ないし長方形と考えられる。規模は南北5.577zを測る。

壁はほとんど確認できず、またカマドの位置も不明である。

床は平坦に作られている。柱穴などは不明である。

遺物はわずかに確認されたにすぎない。土師器などがある。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は９６．１０１．１０７．１１０．１１１号住居杜である。新旧関係は101.110.111号住居杜（新）

→98→107.96号住居杜（古）である。なお111号住居杜との関係は明確でないが、遺物からは

111号が後出的要素を示すものといえる。

○９９号住居杜（第７７．４０４．４０５図）

521＋OOS3、520＋90Ｓ3,520＋90Ｓ1,521＋OOS1のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.55ｍ、南北3.2577zを測る。主軸方向はＮ－９９．－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁26ｍ、西壁10c7m、南壁24c711、北壁19C71Zを測る。カマドは

東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組のカマドであり、残存状況

も比較的良好である。袖石間は５５cw'ほどを測る。カマド内には焼土を混入した堆積土が充填し

ていた。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物はカマドを中心に全体に見られた｡土師器杯、皿、髪、須恵器杯、髪などがある。坪、皿

は器体部Iこへラ削りを施しかつ内面にも暗文を施すのを基本とする形態である。須恵器杯は一

部に褐色部分が認められ酸化焔焼成の状況も見られる。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は１００．１１４．１１８号住居杜であり、新旧関係は99号住居杜（新）→１００．１１４．１１８号住

居杜（古）であった。
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○100号住居辻（第７８．４０６図）

521＋O0S3、520＋90Ｓ3,520＋90Ｓ1,521＋OOS1のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.6577z、南北4.3ｍを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁17c7n、西壁16c77z、南壁15.5C71z、北壁12.5c7nを測るｏカマ

ドは北壁の中央より東壁に近い位置に設置してある。残存状況は良くない。このカマドは袖石

と考えられる篠と残存する焼土との関係からするとカマドの主軸が北壁に直角に据え付けられ

ず、若干斜めに据え付けられたものと考えられる。

床はカマドの正面あたりが、他に比べて高い作りのようである。柱穴などは確認できなかっ

た。

遺物は髪類がカマド付近に集中していた。土師器杯、塊、鉢、髪などがある。古墳時代後期後

半ころと考えられる。

重複遺構は９９．１１４．１１５．１１８号住居杜である。新旧関係は99号住居杜（新）→１１５．１００．１１４

→118号住居杜（古）である。

○101号住居吐（第７８．４０７図）

520＋90Ｓ2,520＋85Ｓ2,520＋85Ｎ,、520＋95Ｎ,グリツトに位置する。

本住居杜はわずかに平面の輪郭とカマドなどが検出されたにすぎない。

平面は方形を呈する。規模は東西2.97ｍ、南北2.977zを測る。北西隅を農耕時の溝で切られて

いる。主軸方向はＮ－８３ｏ－Ｅを指す。

壁は東壁で高さ１３c7nほどを測る意外は、ほとんど残存しない。カマドは東壁の中央より南壁

寄りに設置されている。わずかに焼土、カーボンが確認されたにすぎない。

床は東から西に向って傾斜して作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は少なく、土師器坪が図示できたにすぎない。やや身の深い盤状形を呈する。奈良時代

と考えられる。

重複遺構は９６．９８．１１１号住居杜であり、101号住居杜（新）→98→１１１．９６号住居杜（古）で

ある。

○102号住居吐（第７９．４０７図）

521＋ＯＯＳｌ、520＋90Ｓ,、520＋90Ｎ１，５２１＋00Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.3477z、南北2.7677zを測る。住居杜の中央上面を南北に走

る水道管埋設溝がある。主軸方向はＮ－８ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10Ｃｌ､、西壁15.5C711,南壁20c7m、北壁１７c7nを測る。カマド

は北壁の中央よりわずかに東壁に寄った位置に設置されている。焼土がレンガ化した部分が見

られ袖部を推測させる。

床面は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は少なく土師器杯、髪、須恵器杯､高台付杯がある。このうち高台付坪は混入品と考えら
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れる。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は８５．９６．１０７．１１１．１１７号住居杜である。新旧関係は85号住居杜（新）→102→96.

107.111号住居杜（古）である。

なお117号住居杜との直接的な関係は不明である。

○103号住居杜（第７９．４０７．４０８図）

521＋05Ｎ6,520＋95Ｎ6,520＋95Ｎ8,521＋O5N8のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西445ｍ、南北44477zを測る。主軸方向はＳ－８ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁20Ｃｌ､、西壁11.5cl7z、南壁10cllz、北壁17.5clmを測る。カマ

ドは南壁のほぼ中央に設置されているが、焼土、カーボンが確認されたにすぎない。

床面は平坦に作られている。柱穴は確認されなかった。

遺物は土師器杯、高杯、髪、鉄製刀子などである。古墳時代後期前半の中ころが上限と考え

られる。

重複遺構は62.97.109号住居杜である。

新旧関係は97.62号住居杜（新）→103→109号住居杜（古)である。

○104号住居杜（第８０．４０９図）

521＋15Ｓ3,521＋05Ｓ3,521＋O5S1、521＋15Ｓ１のグリッドに位置するｏ

本住居杜は平面の輪郭とカマドがある程度捉えられたにすぎない。

平面は長方形を呈すると考えられる。規模は東西4.377z、南北3.277zを測るｏ主軸方向はＮ－７

９ｏ－Ｗを指す。

壁はほとんど確認できなかった。カマドは東壁と南壁の隅に設置されている。しかし遺物と

の年代から異和観を持つ。袖石が左右に存在し、焼土を混入した堆積土が厚く存在する。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、蜜などかある。坪は器体部Iこへラ削りを施すものである。平安時代前

半と考えられる。

重複遺構は９５．１０８．１１２号住居杜であり、新旧関係は95号住居祉（新）→104→108→112号住

居杜（古）である。

○105号住居杜（第８１．４０９図）

521＋15Ｓ2,521＋10Ｓ2,521＋10Ｎ1,521＋15Ｎ1のグリッドに位置する。

住居杜の北側および東側に未掘部分が残る。平面は方形ないし長方形と考えられる。規模は

東西3.877z、南北3.4ｍ以上であるｏ

壁は外傾し、確認された壁高は南壁10c,､、西壁10c7nを測る。カマドは東壁と南壁とのコーナー

に設置された袖部を石組する形態である。南側の袖石は２枚確認され、さらに裾の脇から南壁

の間には操が置かれている。焼土がブロック状に認められた。

－５６－



遺物はカマドとその周辺に集中しており、土師器杯、皿、髪、鉄製品（ノミ？）である。杯、

皿は器体部Iこへラ削りを施すもので占められている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は８６．９０号住居杜であり、新旧関係は86.90号住居杜（新）→105号住居祉（古）で

ある。

○106号住居杜（第８２．４１０図）

521＋00Ｓ4,520＋90Ｓ4,520＋90Ｓ3,521＋O0S3のグリッドに位置する。

本住居杜は北側の一部が確認できたにすぎず、南側に未掘部分が大きく残る。平面は方形な

いし長方形を呈するものと考えられる。規模は東西間で6.3577zを測る。北壁の中央付近に斜め

に水道管埋設溝が走る。主軸方向はＮ－４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁48.5ｍ、西壁34c7m、北壁41.5”を測る。カマドは北壁の

中央よりわずかに東壁に寄った位置に設置されている。粘土カマドである。左右の袖石間は３５

c7mを測る。細長い煙道部がやや強く傾斜しながら住居外に延びている。

遺物はカマドとその周辺から検出され、土師器坪、塊、髪などがある。杯､塊には丹塗りのも

のも見られる。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は114.115号住居杜であり、新旧関係は106号住居杜（新）→114.115号住居杜（古）

であった。

○107号住居杜（第８３．４１０図）

521＋ＯＯＳ１、520＋90Ｓ1,520＋90Ｎ2,521＋OON2のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西4577z、南北4.577zを測る。主軸方向はＮ－８１ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況はそれほど良くない。確認された壁高は東壁３c7m、西壁７c7m、南壁３c7m、北壁

15.5clmを測る。カマドは東壁のほぼ中央に設置されていたものと考えられ、わずかに焼土が確認

された。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はわずかに確認できたにすぎない。土師器坪がある。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は８５．９４．９６．１０２．１１１．117号住居並である。新旧関係は８５．９４．１０２．１１１号住居

杜（新）→107→９６．１１７号住居杜（古）である。

○108号住居杜（第８３．４１１図）

521＋10Ｓ3,521＋O5S3、521＋O5S1、521＋１０Ｓ,のグリッドに位置する。

本住居杜は他の住居杜との重複部分が多く住居杜の南側の一部が確認されたにすぎない。

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられる。規模は現状で東壁1.5ｍ、南壁1.5ｍを

測る。

壁は東壁と南壁が確認されたにすぎない。いずれも確認できた壁高は５c,､前後を測るにすぎ

ない。カマドの位置は不明であった。
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床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

出土遺物は土師器坪、高台付皿、鉢などがある。坪は器体部Iこへラ削りを施すもののみであ

る。高台付皿と雲は混入品と考えられる。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は８１５８７．８９．９５．１０４．１１２．１２１号住居杜であり、新旧関係は８１．８７．８９．９５．１０４

号住居杜（新）→１０８．１１２．１２１号住居杜（古）である。なお104と108号住居杜との間にはそれ

ほどの時間差は認められない。

○109号住居杜（第８４．４１１図）

521＋O5N6、520＋90Ｎ6,520＋90Ｎ8,521＋O5N8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西6.7477z、南北6.677zを測る。長軸方向はＮ－１００ｏ－Ｅを指すｏ

北西部に未掘部分を残す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁30c71z、西壁28ｍ、南壁30.5Ｃｌ､、北壁8.5clnを測る。カマド

は現在確認されている壁の部分からは見つかっていない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなきった。

遺物は土師器蓋、杯、髪、台付髪などがある。杯は丹塗りされたものである。なお、蓋は他の

遺物より高い位置から出土したもので、混入品と考えられる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は６１．９７．１０３号住居杜であり、新旧関係は９７．６１．１０３号住居:t''二（新）→103号住居

杜（古）となる。

○110号住居杜（第８５．４１２図）

520＋95Ｓ3,520＋90Ｓ3,520＋90Ｓ1,520＋95Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は矩形を呈する。規模は東西3.3ｍ、南北2.9477zを測る。主軸方向はＮ－５ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁16.5Ｃｌ､、西壁12c7m、南壁17cl7z、北壁２c7mを測る。カマド

は北壁の中央よりやや東壁側に寄った位置に設置されている。しかしカマドの大部分を南北に走

る水道管埋設溝によって切られており、焼土がわずかに認められたにすぎない。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなきった。

遺物は少量であり、土師器坪、髪が図示できたにすぎない。杯は平底のやや深味のあるもの

である。奈良時代と考えられる。

重複遣溝は９６．９８．１１１号住居杜であり新旧関係は１１０．９８号住居杜（新）→９６．１１１号住居

杜（古)である。なお98と110号住居杜との関係は明確でない。

○111号住居杜（第８５．４１２図）

521＋OOS2、520＋85Ｓ2,520＋85Ｎ1,521＋OON1のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.6ｍ、南北5.4577zを測る。長軸方向はＮ－１１４ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５cl7I、西壁8.5cw2、南壁4.5clll、北壁６ｍとわずかである。

カマドの位置は不明である。
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床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は北西コーナー付近でわずかに確認されたにすぎない。土師器塊、高杯、髪、土玉など

がある。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は８５．９６．９８．１０１．１０２．１０７．１１０号住居杜であり、新旧関係は８５．１０１．９８．１１０．１

０２号住居杜（新）→111→１０７．９６号住居杜（古)である。

○112号住居吐（第８６．４１２図）

521＋ｌ５Ｓ４、521＋OOS4、521＋00Ｓ2,521＋15Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は隅丸方形を呈する。規模は東西5.977z、南北5.2577zを測る。北東コーナー付近に撹乱部

分がある。主軸方向はＮ－３０ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁６C71z、西壁13”、南壁９cl7z、北壁5.5c7nを測る。

床は平坦に作られている。炉は住居の中央やや北西寄りに設置されており東西35cwz、南北

55c7nの範囲に焼土がわずかに認められた。貯蔵穴あるいは柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居の南半分に集中しており、土師器Ｓ字状口縁台付髪、髪、器台などがある。Ｓ字

状口縁台付書は肩部に横走ハケメの施されないものである。古墳時代前期後半と考えられる。

重複遺構は104.108号住居杜であり、新旧関係は104.108号住居祉（新）→112号住居並（古）

であった。

○113号住居土止（第８６．４１３図）

520＋95Ｓ4,520＋90Ｓ4,520＋90Ｓ2,520＋95Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられるが、西部に撹乱部分が見られ、南部に未

掘部分を残す。規模は南北4.24ｍを測り、東西は277z以上となる。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁６c711、南壁15.5c7n、北壁2.5c77zを測る。カマドは現在確認

された壁の部分には存在しないようである。

床は平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。北東コーナー付近に炭化材が遺存して

いた。

遺物はわずかで、土師器杯、髪がある。坪は丹塗りされている。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は114号住居杜であり、新旧関係は113号住居靴（新）→114号住居杜（古)であった。

○114号住居杜（第87図）

521＋OOS4、520＋90Ｓ4,520＋90Ｓ2,521＋OOS2のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられるが、西および南側が明確にならない。規

模はいずれも東西2.477z、南北5.4ｍ以上となる。

壁はほとんど確認できなかった。カマドの位置は北壁において薄い焼土の散布を見たが、特

定できなかった。

床は平坦に作られているｏ115号住居杜とほとんど同一面をなしていて、新旧関係は明確にで
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きなかった。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片がわずかに見られたにすぎず、図示できなかった。周辺の住居杜との重複関係か

ら古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は９９．１００．１０６．１１３．１１５号住居杜であり、新旧関係は99.100.106号住居杜（新）→

１１３．１１４．１１５号住居杜（古)である。なお114は113号住居杜より若干先行、115号住居杜よりは

後出するものといえる。

○115号住居吐（第８７．４１３図）

521＋OOS4、520＋95Ｓ4,520＋95Ｓ2,521＋OOS2のグリッドに位置するｏ

本住居杜は平面の輪郭がわずかに確認されたにすぎない。平面は方形ないし長方形を呈する

ものと考えられるが、西および南側が不明である。規模は東西3.1577z、南北4.55ｍ以上になる。

壁はほとんど確認できなかった。わずかに東壁が６ｍほどの高さを測ったにすぎない。カマ

ドの位置は不明である。

床はほぼ平坦に作られているが、114号住居杜とほとんど同一面にあり、明確に区別できなかっ

た。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、鉢、喪などがある。杯は半球形を呈するもののみであった。古墳時代後期

前半と考えられる。

重複遺構は100.106.114号住居杜であり、新旧関係は100.106号住居杜（新）→114.115号

住居杜（古)であった。なお114号住居杜より若干先行するものといえる。

○116号住居杜（第８７．４１４図）

521＋10Ｓ１，５２１＋00Ｓ１，５２１＋OON1、521＋10Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.25ｍ、南北3.38ｍを測る。東壁に便所があったため、未

掘部分として残った。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁14.5c7n､西壁12.5ｍ、南壁25.5cllzを測る。カマドの位置は

不明である。

床は中央がわずかに低くなっている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、髪、甑などがある。杯は半球形で丹塗りされている。古墳時代後期前半と

考えられる。

重複遺構は８３．８６．９０号住居杜であり、新旧関係は８３．８６号住居杜（新）→116号住居杜（古）

であった。なお90号住居杜との関係は明確にならない。

○117号住居土止（第８８．４１４図）

521＋OOS1、520＋90Ｓ1,520＋90Ｎ2,521＋O0N2のグリッドに位置する。

本住居杜は他の住居杜との重複部分が多く、平面プランの輪郭の一部と、カマドの設置され

ていたと思われる焼土範囲を確認できたにすぎない。平面は方形ないし長方形を呈すると考え
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られる。規模は一辺が777z前後と思われる。主軸方向はＮ－８２ｏ－Ｅを指す。

壁は東壁と南壁の一部が確認されたにすぎない。その壁高は東壁6.5c71z、南壁２c7mほどである。

カマドは東壁の中央付近に設置されたものと考えられるが、焼土がわずかに検出されたのみで

ある。

床は平坦に作られていた。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、高杯､甑などのほか、住居杜の北東コーナーあたりからムシロ編に使用したと

考えられる長手の操が17点ほど見つかった。杯は器体部中央に稜をもつものであり古墳時代後

期前半と考えられる。

重複遺構は８４．８５．９４．９６．１０２．１０７．１１８．１１９．１２１号住居杜である。新旧関係は８５．８４．１１

９．９４．９６．102号住居杜（新）→１１７．１１８．１２１号住居杜（古)であった。

○118号住居杜（第８８．４１５図）

521＋O0S2、520＋95Ｓ2,520＋95Ｓ1,521＋OOS1のグリッドに位置する。

本住居杜は他の住居杜との重複部分が多く、平面プランの壁と考えられるごく一部が長さ

1.77ｍほど確認されたにすぎない。このため規模、主軸方向は全く不明である。

遺物は土師器杯が図示できたにすぎない。杯は内外面に丹塗りされたものが見られる。古墳

時代後期前半と考えられる。

重複遺構は８４．９６．９９．１００．１１７号住居杜である。新旧関係は８４．９９号住居杜（新）→９６．１０

０．１１７号住居杜（古)であった。

○119号住居杜（第８９．４１５図）

521＋Ｏ５Ｓ１、521＋OＯＳ,、521＋００Ｎ１，５２１＋０５Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.55ｍ、南北2.55ｍを測る。主軸方向はＮ－２８ｏ－Ｅを指す。

壁は確認されたものの壁高は東壁６cwz、西壁２cwz、南壁4.5”、北壁2.5ｍとわずかである。

カマドは北壁のほぼ中央に設置されているが、袖石と考えられる操が１個、それに焼土がわず

かに確認されたにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は少なく、土師器杯が図示できたにすぎない。杯は盤状を呈するもので、奈良時代と考

えられる。

重複遺構は８３．９３．１１７．１２１号住居杜である。新旧関係は83.93号住居杜（新）→119→117.

121号住居杜（古)であった。

○120号住居杜（第８９．４１５図）

521＋O5S1、521＋OOS1、521＋00Ｎ2,521＋O5N2のグリッドに位置する｡

本住居杜は平面プランの東壁と西壁のコーナーの一部が確認されたにすぎず、カマドの位置、

規模などは不明である。東壁は2.5577z、南壁は1.477zほどの部分が明らかになった｡
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床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器が図示できるにすぎない。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は９３．９４号住居杜である。９３号住居杜の下部から確認されているが、９４号住居杜との

関係は明確にできなかった。新旧関係は93.94号住居杜（新）→120号住居杜（古）であった。

○121号住居杜（第９０．４１５図）

521＋10Ｓ3,521＋10Ｓ3,520＋95Ｎ１，５２１＋10Ｎ１のグリッドに位置する。

平面は隅丸方形を呈する。規模は東西７ｍ、南北6.55ｍを測る。長軸方向はＮ－８３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁27c71z、西壁4.5c77z、南壁47.5Ｃｌ､、北壁21.5cllzを測り比較的

良好な状況で確認できた。炉は確認できなかった。また炉の位置を推定できるような焼土も見

られなかった。

床はほぼ平坦に硬く作られていた。柱穴などは確認できなかった。

遺物は床面と壁際などからわずかに確認されたにすぎない。土師器髪、Ｓ字状口縁台付書、

増などである。古墳時代前期と考えられる。

重複遺構は多く８１．８３．８７．８８．８９．１０８．１１７．１１９号住居杜であるがいづれの住居杜よりも

古く、新旧関係は８１．８３．８７．８８．８９．１０８．１１９．１１７号住居杜（新）→121号住居杜（古）であっ

た。

○122号住居杜（第９１．４１６図）

520＋85Ｎ6,520＋75Ｎ6,520＋75N8,520＋85N8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.8577z、南北2.98ｍを測る。主軸方向はＮ－１０２ｏ－Ｅを指す。

壁は東壁と南壁の一部がわずかに検出されたにすぎず、また他の平面プランは輪郭をわずか

に推定できたにすぎない。確認された壁高は南壁６c7nを測る。カマドは東壁の中央よりわずか

に南壁に寄った位置に設置されている。袖石の一部と考えられる磯と焼土が認められたにすぎ

ない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。なお中央付近に平な操が見ら

れた。

遺物はカマドと、南壁あたりに集中しており、北西コーナー付近では鉄製品が出土した。

土師器杯、皿、羽釜、蜜、灰粕陶器、鉄製刀子などがある。杯、皿はいずれも器体部下半Iこへ

ラ削りを施すものであるが、暗文は見られない。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は９１．１３２号住居杜であり、新旧関係は122号住居杜（新）→９１．１３２号住居靴（古）

であった。

○123号住居杜（第417図）

520＋85Ｎ7,520＋75Ｎ7,520＋75Ｎ8,520＋85Ｎ8のグリッドに位置する。

本住居杜は91号住居杜の下部から、住居杜のコーナーらしいごく一部分が確認されたもので、
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そのほとんどが未掘部分であり、形態などは全く不明である。

遺物はわずかに出土している。土師器杯であるが細片である。古墳時代後期前半ころと考え

られるものである。

重複遺構は91号住居土1tであり、９１号住居靴が本住居:l止の上に構築されており、新旧関係は91号

住居杜（新）→123号住居杜（古）となる。

○125号住居吐（第９１．９２．４１７～419図）

520＋85Ｎ2,520＋75Ｎ2,520＋75Ｎ4,520＋85Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.8577z、南北3.9577zを測るｏ主軸方向はＮ－１０７ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁32.5Cwl、西壁1.5Ｃｌ､、南壁52Cl､、北壁31.5c7mと比較的良好

に検出された。カマドは東壁のほぼ中央に設置されている。袖石と考えられる操がわずかに認

められ、焼土を混入した堆積土が認められた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心として存在しており、土師器杯、皿、羽釜、置カマド、鉄鍍などが見られ

る。杯、皿は体部下半Iこへラ削りを施すものがほとんどである。しかし暗文を施すものは見ら

れない。置カマドは上縁と下縁の一部分だけであった。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は１２６．１２７．１２９．１３０号住居杜である。新|日関係は125号住居杜（新）→126.127→

129.130号住居杜（古）であった。

○126号住居杜（第９１．９２．４２０図）

520＋85Ｎ2,520＋75Ｎ2,520＋75Ｎ4,520＋85Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西４ｍ、南北3.95ｍを測る。住居の南東部を125号住居杜に切

られている。主軸方向はＮ－１７ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁28.5cwI、西壁24c7n、南壁34.5c77z、北壁18.5c77zと比較的良

好な状況で検出された。カマドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されてい

る。袖石と考えられる操はほとんど見られなかったものの、焼土ないし焼土混入土の堆積は２０．

C7m前後に認められた。

床はほぼ平坦に作られていた。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心に出土し、土師器杯、髪、須恵器杯、蓋杯、鉄製品（刀子）などがある。

坪は底径のやや大きい盤状に近い形態で、かつ内面に暗文の施された例も見られる。奈良時代

末～平安時代初頭と考えられる。

重複遺構は125.129.130号住居杜である。新旧関係は125号住居並（新）→126→129.130号

住居祉（古）であった。

○127号住居杜（第９３．４２０図）
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520＋80Ｎ1,520＋75Ｎ１，５２０＋75Ｎ3,520＋80Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.777z、南北2.5577zを測る。主軸方向はＮ－１１５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁7.5c71z、西壁９cwz、南壁7.5”を測る。カマドは東壁の南壁

に寄った位置に設置されている。わずかに焼土と袖石と考えられる藤が存在するにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は南壁に寄った位置から多く出土し、土師器坪、髪などがある。坪は器体部下半Iこへラ

削りを施し、かつ内面に暗文を施すものがほとんどを占る。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は125.129号住居杜である。新旧関係は125号住居杜（新）→127→129号住居杜（古）

であった。

○128号住居杜（第９３．９４．４２１～424図）

520＋90Ｎ2,520＋80Ｎ2,520＋80Ｎ4,520＋90Ｎ4のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.15ｍ、南北2.9ｍを測る。主軸方向はＳ－３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁20.5clll、西壁21.5clll、南壁１１c711,北壁13.5ｍと比較的良

好な状況であった。カマドは南壁のほぼ中央に設置されていた。袖石と考えられる操が左右に

１個づっ認められ袖石間は40ｃ１７ｚを測る。さらにこの間の上部に差し渡したような状況で長手の

磯が横たわり、天井石と考えられる。焼土あるいは焼土混入士が30ｍほどの厚さで認められた。

床はほぼ平坦に作られている。なお若干であるが炭化材が認められた。柱穴などは確認でき

なかった。

遺物はカマドを中心に住居杜の全面に渡って認められた。カマド内からは髪の下半部が埋っ

た状況で見つかった。土師器杯、高杯、腺、鉢、蜜、甑、須恵器腺などであり、かなり量的には

多い。杯、高坪などには丹塗りの例が認められる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は129.130.131号住居杜である。新旧関係は128号住居吐く新）→129.130→131号

住居杜（古）であった。

○129号住居杜（第９５．９６．４２５～429図）

520＋90Ｎ1,520＋75Ｎ,、520＋75Ｎ3,520＋90Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに7.3ｍを測る。住居の南壁と西壁のコーナー付

近には、農耕時の溝が走っている。主軸方向はＮ－１０ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁８”、西壁17.5c7m、南壁１２Ｃｌ､、北壁８c71zを測る。カマド

は北壁の中央よりわずかに西壁に寄った位置に設置されている。しかし北西部を125号住居杜に

よって切られている。袖石らしい篠が東壁側に見られ、これより直線状にレンガ化した焼土が

北壁に向って認められた。また中央には柱状の操が据えられ、支柱と考えられる。床は中心

に向ってわずかずつ傾斜して作られている。中央に炭が、また南東コーナーには粘土塊が認め

られた。

遺物はカマド周辺、特に東側からは土器が重なった状況で発見された。土師器杯、高杯、髪
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などであり、特に髪は大小14個体が確認された。ほとんどが球胴に近い形態のものであった。

また杯は半球形のものに限られている。古墳時代中期後半～後期前半と考えられる。

重複遺構は１２５．１２６．１２７．１２８．１３０．１３１．１３４号住居杜である。新旧関係は１２５．１２６．１２７．１

３４．１２８．130号住居杜（新）→129→131号住居杜（古）であった。

○130号住居杜（第９７．４３０．４３１図）

520＋90Ｎ2,520＋75Ｎ2,520＋75Ｎ5,520＋90Ｎ5のグリッドに位置する。

本住居杜は北側に未掘部分を残す。平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられる。規

模は東西6.5577zを測り、南北は現状で577Zを測る。主軸方向はＮ－７６ｏ－Ｗを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁３１c7n、西壁15.5cwz、南壁12c77zを測る。カマドは西壁のほ

ぼ中央付近に設置されている。カマドの入口部の左右に篠を立て袖石となし、さらに壁に向っ

て小振りの藤が見られる。また袖石間は45cwlほどを測り、その前に長手の操が遣存している。

さらに中央付近にも細長い藻が存在し、これは支柱かと考えられる。焼士ブロックが２０c7n×３０

c77z、厚さ５叩ほどに認められた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器坪、高郷、髪、鉢、甑、須恵器蓋杯、土玉などがある。杯は偏平な半球形と稜を

持つものとが見られる。髪は長胴形を呈する。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は１２５．１２６．１２７．１２８．129.131号住居杜である。新旧関係は125～128号住居杜（新）

→130→129.131号住居杜であった。

○131号住居杜（第９３．４３２図）

520＋90Ｎ,、520＋80Ｎ,、520＋80Ｎ3,520＋90Ｎ3のグリッドに位置するｏ

本住居杜は128～130号住居杜によって住居の大半を切られ、東壁および南壁の一部の輪郭が

わずかに確認されたにすぎない。平面は隅丸方形ないし長方形を呈するものと考えられる。規

模は南北で577z前後の大きさと推定されるｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁23c7n、南壁245c7mを測る。

床はほぼ平坦に作られている。

遺物には高杯、壷、髪などが見られるが、細片である。壷の中には胴部に凸帯を持つものが

見られる。古墳時代前期～中期と考えられる。

重複遺構は128～130号住居杜であり、新旧関係は128～130号住居杜（新）→131号住居杜（古）

である。

○132号住居吐（第９８．４３２～435図）

520＋80Ｎ6,520＋75Ｎ6,520＋75Ｎ8,520＋85Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西435ｍ、南北4.4577zを測る。主軸方向はＮ－２６ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁33CWz、西壁37.5c77z、南壁29c7m、北壁32.5”と比較的良好
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に検出された。カマドは北壁の中央よりやや東壁側に寄った位置に設置されている。袖石が袖

部の入口部のみに据えられるものであり、袖石間は４０Cl､を測る。長さ３伽、幅３５ｍ、厚さ４cln

ほどに焼土が認められる。またカマド内の堆積土中に長手の石が見られ、支脚かと考えられる。

床は中心に向って緩やかに傾斜をして作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心にほぼ全面に認められた。特にカマド周辺には髪、甑、ガラス小玉１，

土玉４などが集中していた。土師器杯、高坪、髪、甑などがある。杯は外面に稜を持つもののみ

のようである。書類は大小９個体が確認された。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は６７．９１．１２２．１３３号住居杜であり、新旧関係は６７．１２２．９１号住居靴（新）→132→

133号住居杜（古）であった。

○133号住居杜（第９９．４３６図）

520＋85Ｎ5,520＋75Ｎ5,520＋75Ｎ7,520＋85Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西42977z、南北5.05ｍを測る。長軸方向はＮ－１０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁19ｍ、西壁22.8c77z、南壁19ｍ、北壁18.2c77Iを測り、比較

的良好な状況で検出された。カマドは確認できなかった。またカマドを推定できる焼土も認め

られなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、南東コーナー付近から甑が出土した。土師器杯、蜜、甑などである。坪は丹塗

りされた偏平な半球形と、外面に稜をもつ形態とが見られる。甑は底部に一条の止め部を持っ

ている。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は６３．６７．１３２．１３８号住居杜であり、新旧関係は63.67号住居杜（新）→132→133号

→138号住居杜（古）である。

○134号住居杜（第９９．４３７図）

520＋80Ｎ1,520＋70Ｎ1,520＋70Ｎ3,520＋80Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.35ｍ、南北2.5ｍを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指

す。住居杜の中央を東西方向に走る農耕時の溝によって切られている。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁8.5ｍ、西壁6.5cl71、南壁７Ｃｌ､、北壁11.5ｍを測る。カマド

は確認できなかったが、東壁と南壁のコーナー付近に焼土が認められ、このあたりに設置され

ていたものと考えられる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺と、南壁際に集中して発見された。土師器杯、皿、饗などがある。杯は器体

部下半Iこへラ削りを施すものと、施さないものとの両者が見られる。平安時代中ころと考えら

れる。

重複遺構は129号住居靴である。新旧関係は134号住居杜（新）→129号住居杜（古）である。な

お158号住居靴と近接するが、158号住居杜の平面プランがやや明確にならず、重複するか否か
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Iま不明である。

○135号住居土止（第100.437～439図）

520＋75Ｎ7,520＋70Ｎ7,520＋70Ｎ8,520＋75Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.4ｍ、南北3.1ｍを測る。主軸方向はＮ－１１２ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁225cwI、西壁27.5Ｃｌ､、南壁26.5cw2、北壁25”を測り、比較

的良好な状況で確認された。カマドは東壁の南壁に近い位置に設置され、残存状況は良好であ

る。袖部が総石組の形態をとるもので３～４個の石を組合せている。また壁際の袖部の間には

長手の石が横たわっており、天井部を構成したものかと考えられる。この袖石間は４５cwl前後を

測る。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺に密集している。またカマドの右側の袖部と南壁との間には須恵器大謹の

底部が据え付けられた様な状況で検出れた。土師器杯、高台付坪、皿、羽釜、髪、灰紬陶器雲が

ある。杯、皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものがほとんどを占めている。平安時代前半と考

えられる。

重複遺構は９１．１３７．１４３号住居杜であり、新旧関係は135号住居杜（新）→137→９１．１４３号住

居杜（古）である。

○136号住居杜（第101.439図）

520＋80Ｎ6,520＋70Ｎ6,520＋70Ｎ8,520＋80Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.1577z、南北3.2ｍを測る。主軸方向はＳ－６５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁l4cwz、西壁20.5cl7z、南壁21.5c7n、北壁２１CWzを測る。カマ

ドは東壁の南壁際に設置されており、南側の袖部は南壁に接する状況である。袖部が石組の形

態をとり、３個が組合せられる。このうち南側の袖部の東壁際の石は他の袖石が小口面を上に

柱状に設置されているのに対して、広口面を上面として据えられている。あるいは南壁との関

係かとも考えられる。袖石間は３５c7mほどを測る。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はわずかに確認されたにすぎず、土師器蜜、羽釜、用途不明鉄製品が見られる。平安時

代後半と考えられる。

重複遺構は122号住居杜であり、新|日関係は136号住居並（新）→122号住居杜（古）である。

○137号住居杜（第102.440図）

520＋80Ｎ7,520＋70Ｎ7,520＋70Ｎ8,520＋80Ｎ8のグリッドに位置する。

本住居杜は北側に未掘部分を大きく残す。カマドと東壁、南壁の一部が確認されたにすぎな

い。平面は方形ないし長方形と考えられる。規模は現在確認されている部分で東壁1.777z、南壁

2677zを測るｏ
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壁は外傾し、東壁26.5Ｃｌ､、南壁24.5C771が確認された。カマドは東壁の南壁に近い位置に設置さ

れている。袖部が石組の形態をとる。この袖部は柱状に据えた石の上部の空隙部に小操を埋め

込む状況が見られる。左右の袖石間は40c7nを測る。また中央付近に支柱が設置されている。

遺物は土師器坪、皿などがある。坪、皿は器体部下半にへう削りを施すもので、杯にはさら

に暗文が施されている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は９１．１３５．１４３号住居杜であり、新旧関係は135号住居杜（新）→１３７．９１．１４３号住

居杜（古）であった。

○138号住居吐（第103.440図）

520＋85Ｎ4,520＋75Ｎ4,520＋75Ｎ6,520＋85Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西577z、南北4.977zを測る。主軸方向はＮ－５０ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁8.5”、西壁10.5ｍ、南壁9.5cllz、北壁12c7nを測る。

床はほぼ平坦に作られている。中央より北東にわずか寄った位置に炉が設置されている。東

西43Ｃｌ､、南北40Clmほどの地床炉で、長さ３７c7,,幅1伽、厚さ２０cl7zほどの操が枕石として設置さ

れている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認できた。深さは45～65cllzほどであった。

遺物は少なく土師器壷、蜜などがある。壷は有段あるいは折返しの口縁のものである。髪は

台付髪の底部である。古墳時代前期中ころと考えられる。

重複遺構は６３．１３３号住居杜であり、新旧関係は63号住居杜（新）→133→138号住居杜（古）

である。

○139号住居杜（第104.105.440図）

520＋70Ｎ7,520＋60Ｎ7,520＋60Ｎ9,520＋70Ｎ9のグリッドに位置する。

本住居杜は北西部に未掘部分を大きく残している。平面は方形ないし長方形を呈するものと

考えられるが、東壁と南壁の輪郭およびカマドと考えられる焼土とが確認されたにすぎない。

規模は現状で東壁2.477z、南壁2.8577zを測る。主軸方向はＮ－１１０ｏ－Ｅを指す。

壁はわずかに確認されたにすぎない。カマドは東壁の南壁近くに設置されたものと考えられ

る。しかし焼土がわずかに確認されたにすぎず、袖石などは全く見られなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。なお南壁に接して直径５０c,､、深さ

７”前後の浅い士拡が見られる。中から土器片の出土を見るが、本住居祉との関係は不明であ

る。

遺物は土師器杯、皿、蜜などである。杯、皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものである。平安

時代前半と考えられる。

重複遺構は140号住居杜であり、本住居祉に載って140号住居杜が構築されている。したがって

新旧関係は140号住居杜（新）→139号住居杜（古）となる。

○140号住居杜（第１０４．１０５．４４１図）
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520＋70Ｎ6,520＋60Ｎ6,520＋60Ｎ8,520＋70Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.5ｍ、南北5.3ｍを測る。主軸方向はＮ－１１０ｏ－Ｅを指す。

壁は確認されたが、その壁高は、東壁５c7m、西壁２C77z、南壁６cWZ、北壁６c77zとわずかを測るに

すぎない。カマドは東壁の中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石

組の形態をとり、袖石間は５０c71zほどを測る。焼土ブロックを含んだ堆積土が厚く見られる。ま

た左脇にはカマドの用材と思われる石が存在する。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド内およびその周辺を中心に分布しており、土師器坪、皿、髪などがある。杯、皿

は器体部下半Iこへラ削りを施さないものが主体を占めている。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は１３９．１４２．１４３号住居杜であり、新旧関係は140号住居杜（新）→139→143.142号

住居杜（古）である。

○141号住居杜（第106図）

520＋80Ｎ4,520＋70Ｎ4,520＋70Ｎ6,520+80Ｎ6のグリッドに位置する。

本住居杜は南側に大きく未掘部分を残す。また平面プランの輪郭とカマドの設置場所と推定

される焼土がわずかに確認されたにすぎない。平面は方形ないし長方形を呈するものと考えら

れる。規模は東西4.477zを測り、南北は３ｍ以上になるものといえる。主軸方向はＮ－１１７ｏ－Ｅ

を指す。

壁の確認された壁高は４c17z前後と悪い。カマドは東壁に設置されたものと考えられる。しか

し東壁の未掘部分付近に焼土がわずかに認められるにすぎず、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片に砕けたものがわずか発見されたにすぎず、図示できなかった。また年代を判定

できる良好なものも見られなかった。

重複遺構はない。

○142号住居杜（第106.441図）

520＋70Ｎ5,520＋60Ｎ5,520＋60Ｎ7,520＋70Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は東壁が短いため矩形を呈する。規模は中央で東西4.9577z、南北5.277zを測るｏ長軸方向

はＮ－８ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は、東壁11.5c7n、西壁2.5c7n、南壁145c7m、北壁１４c7nを測る。炉

は確認できなかったが、南壁の中央付近に薄く堆積した焼土が存在する。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく土師器高坪、境、Ｓ字状口縁台付喪などがある。Ｓ字状口縁台付髪は肩部に横

走するハケメを施すものと、施さないものとの両者が見られるようである。古墳時代前期と考

えられる。

重複遺構は140号住居杜であり、新旧関係は140号住居杜（新）→142号住居杜（古）であった。

－６９－



○143号住居杜（第107.442図）

520＋80Ｎ6,520＋65Ｎ6,520＋65Ｎ8,520＋80Ｎ8のグリッドに位置する。

本住居杜は北側に未掘部分を大きく残す。平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられ

る。規模は東西7.5ｍを測り、南北は5.5ｍ以上と考えられる。主軸方向はＳ－１２ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は、東壁2伽、西壁４c77Z、南壁57clnを測る。カマドは若干浮い

た様な状況であるが、南壁の東壁際に設置されていた。藤が数個とわずかに焼土の堆積を認め

られるにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、境、髪などがある。坪は半球形のものである。また雲は球胴気味のもので

ある。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は９１．１３５．１３７．１４０号住居杜であり、新旧関係は１４０．１３５．１３７号住居杜（新）→９１

→143号住居杜（古）であった。

○144号住居杜（第108.442.443図）

520＋70Ｓ2,520＋60Ｓ2,520＋60Ｎ1,520＋70Ｎ1のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.8577z、南北5.4ｍを測るｄ主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は、東壁30Ｃｌ"、西壁20c"I、南壁l25c7n、北壁２４c7wlを測り、比較

的良好に検出された。カマドは北壁の中央よりわずかに西壁に寄った位置に設置されている。

袖石と考えられる磯は全く存在しなかったが、焼土ないし焼土混入土が長さ177Z、幅1.1577Zの

範囲に認められた。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は主にカマド周辺、および東壁際から発見された。土師器杯、蜜などがある。杯には偏

平な半球形のものと、稜をもつものの２形態が見られ、このうち後者には丹塗りのものも存在

する。髪は長胴髪が見られる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は145.148号住居杜であり、新旧関係は148号住居杜（新）→144→145号住居杜（古）

であった。なお145号住居杜との間にはそれほど時間差は認められない。

○145号住居土止（第109.443図）

520＋75Ｓ3,520＋60Ｓ3,520＋60Ｎ1,520＋75Ｎ1のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西5.8577z､南北6.4ｍを測る。長軸方向はＮ－２５ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は、東壁15.5c771、西壁７Ｃｌ､、南壁４ｍ、北壁１１c77zを測る。カマ

ドは確認されなかったが東壁際付近で焼土ブロッや炭化物などが広範囲に認められるところか

ら、東壁にカマドの存在していた可能性もある。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片が多かった。土師器坪、高杯、髪、小型壷、甑、須恵器杯、高坪などがある。杯は
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偏平な半球形のものと、稜をもつものとの２形態が見られる。前者と高坪とには丹塗りのもの

も見られる。甑は小型の鉢形のものである。須恵器高杯は長脚２段透しのものである。古墳時

代後期前半と考えられる。

重複遺構は144.148号住居靴であり、新旧関係は148.144号住居杜（新）→145号住居杜（古）

であった。

○146号住居杜（第109図）

520＋80Ｎ3,520＋75Ｎ3,520＋75Ｎ4,520＋80Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は平面の輪郭がわずかに確認されたにすぎない。方形ないし長方形を呈するものと

考えられるが、東側が大きく126号住居杜によって切られている。規模は南北2.7ｍを測り、東西

は確認された現状で0.85ｍを測る。

壁は比較的良好な状況で検出され、確認された壁高は西壁16c7n、南壁20c7n、北壁16C7nを測る。

カマドは確認されず、また位置を推定するような焼土の存在も確認された壁付近では見られな

かった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片がわずかに出土したのみであり、かつ図示できるものはなかった。細片は平安時

代を示す遺物であったが、細い時期は不明である。

重複遺構は126号住居杜であり、新旧関係は146号住居杜（新）→146号住居杜（古）である。

○147号住居杜（第110.444図）

520＋80Ｎ3,520＋70Ｎ3,520＋70Ｎ4,520＋80Ｎ4のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.45ｍ、南北3.3ｍを測る。主軸方向はＮ－１１１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は、西壁7.5c加、南壁８Ｃｌ､、北壁７ｍを測る。東壁はほとんど見

られず、わずかに輪郭が確認されたにすぎない。カマドは東壁の中央に設置されている。袖部

が石組の形態であり、脇には袖石間に差し渡し天井石となしたと考えられる長手で偏平な石が

残存している。袖石間は４５c71Iほどを測る。焼土、カーボンなどが厚く堆積しているのが認めら

れる。床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺それに南壁際に多く見られた。土師器坪、皿、羽釜、蓋などがある。坪、皿

は器体部Iこへラ削りを施すものと、全く施さないものの２形態が見られる。平安時代中ころと

考えられる。

重複遺構は193号住居杜であり、新旧関係は147号住居吐（新）→193号住居杜（古)であった。

○148号住居杜（第１１１．４４５．４４６図）

520＋65Ｓ2,520＋55Ｓ2,520＋55Ｎ,、520＋65Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられるが、東南部を他住居によって大きく切ら

れている。規模は南北5.35ｍを測り、東西は確認された現状で477zを測る。主軸方向はＮ－２５ｏ－
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Ｗを指す。

壁の検出状況はそれほど良くなく、確認された壁高は西壁４c7n、南壁13c77z、北壁12Ｃｌ､を測る。

カマドは北壁の西壁近くに寄った位置に設置されている。袖部の入口部のみに袖石を設置する

形態のものである。この袖石間は３５c71Zを測る。またこの袖石間には雲が差し渡されたような状

況で発見され、髪によって天井部を構築した可能性もある。焼土ないし焼土混入土が多量に遺

存している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの正面付近から集中して出土している。土師器坪、高杯、塊、鉢、雲などのほか

土製の支柱がある。坪は半球形のものと稜をもつものとの２形態が見られる。高坪、塊などに

は丹塗りの見られるものがある。髪は長胴蜜が主体である。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は144.145.157号住居靴であり、新旧関係は148号住居杜（新）→144.145→157号

住居祉（古）であった。

149号住居土止（第112.447図）

520＋95Ｎ7,520＋85Ｎ7,520＋85Ｎ8,520＋95Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられるが、北側に大きく未掘部分を残す。規模

は東西6.0577zを測るが、南北は確認された現状で2.75ｍを測る。壁は外傾し、確認された壁高は

東壁22.5Ｃｌ､、西壁23.5cllz、南壁21.5Ｃｌ､と比較的良好な状況であった。カマドは確認できなかった。

また現在確認されてる壁の周辺にカマドの存在を推定させる焼土やカーボンの遺存も見られな

かった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、土師器杯、甑などが図示できたにすぎない。杯は半球形のもののみであった。

古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は69号住居祉であり、新旧関係は69号住居社（新）→149号住居杜（古）であった。

○150号住居杜（第113.114.447.448図）

520＋75Ｎ3,520＋65Ｎ3,520＋65Ｎ4,520＋75Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は南壁が北壁に比べて短かく矩形を呈するｏ規模は中央で東西3.377z、南北2.977zを測る。

主軸方向はＮ－９５ｏ－Ｅを指す。

壁の検出は悪く、確認された壁高は東壁3.5”、西壁6.5c7n、南壁４c71Z、北壁５C71Zを測る。カマ

ドは東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されていた。袖部が石組の形態のもので、この

袖石間は４３c'１zほどを測る。またカマドの中央には支柱と考えられる石が据えられていた。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの正面あたりに集中していた。土師器杯、皿、雲、羽釜、灰紬陶器（長頚壷）が

ある。杯、皿、は器体部下半にへう削りを施すものがほとんどである。暗文を施した杯もごく

わずか見られるようである。平安時代前半と考えられる。
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重複遺構は１５１．１５２．１６８．１９１．１９３号住居:t''二であり、新旧関係は152号住居杜（新）→150→

１５１．１６８．１９１．１９３号住居杜（古）であった。

○151号住居吐（第１１３．１１４．４４９図）

520＋75Ｎ2,520＋65Ｎ2,520＋65Ｎ4,520＋75Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭がわずかに確認されたにすぎない。平面は方形を呈する。規模

は東西4.477z、南北4.3ｍを測る。東壁から西壁に向かって斜めに農耕時の溝が走るｏ主軸方向

はＮ－８５ｏ－Ｅを測る。

壁は東壁で5.5c77zほどが測られたにすぎない。カマドは東壁のほぼ中央付近に設置されている。

袖石の操の残存は見られず、わずかに焼土を確認できたにすぎない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの正面付近に分布が濃く見られた。土師器杯、蜜、用途不明鉄製品などがある。

杯は器体部下半Iこへラ削りを施すもので、このうち大型のものには暗文も認められる。平安時

代前半と考えられる。

重複遺構は150.168.183.184号住居並であり、新旧関係は150号住居杜（新）→151→168.

183.184号住居杜（古）であった。なお168号住居杜との間はわずかな時間差といえる。

○152号住居杜（第115.449図）

520＋75Ｎ3,520＋65Ｎ3,520＋65Ｎ5,520＋75Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.177z、南北3.15ｍを測る。主軸方向はＮ－６２ｏ－Ｅを指

す。

壁はわずかに検出され、確認できた壁高は東壁4.5c77z、西壁７cwz、南壁4.5ｍ、北壁５c71zを測る。

カマドは東壁の南壁近くに設置されている。袖部が石組の形態をとるものといえるが、右袖部

の石組はすでに抜きとられており残存しない。焼土が長さ４０cwz、幅２５c7n、厚さ１０clmほどに認め

られる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。北西コーナー付近に平たい石が見

られる。

遺物は細片が多い。土師器杯、台付杯、灰紬陶器境などがある。杯は器体部にへう削りの全

く見られないもので占められている。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は１５０．１６９．１９０．１９１号住居杜であり、新旧関係は152号住居靴（新）→150→169.

190.191号住居杜（古）であった。

○153号住居杜（第116.450図）

520＋70Ｎ3,520＋60Ｎ3,520＋60Ｎ5,520＋70Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は東壁が西壁に比べて短かく、矩形を呈する。規模は中央で東西27577z、南北2.5577zを測

る。主軸方向はＮ－１１２ｏ－Ｅを指す。
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壁は外傾し、確認された壁高は東壁９c77z、西壁9.5c77I、南壁６c77z、北壁10c7nを測る。カマドは

東壁の中央よりやや南壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組の形態のもので、両袖

とも３～４個の石を組合せている。袖石間は45叩ほどを測る。焼土および、カーボン混入土が

厚く堆積しているのが認められる。カマド中央に柱状の石が据えられており、支脚と考えられ

る。床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

．遺物はカマド周辺に集中がみられた。土師器杯、髪、灰紬陶器境などがある。土師器杯は器

体部下半Iこへラ削りの施されたもののみである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は169号住居杜であり、新旧関係は153号住居杜（新）→169号住居祉（古）であった。

○154号住居杜（第117.450図）

520＋75Ｎ1,520＋65Ｎ,、520＋65Ｎ3,520＋75Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.1ｍ、南北3.55ｍを測る。主軸方向はＮ－２５ｏ－Ｅを指

す。

壁はわずかに確認されたにすぎない。その確認された壁高は東壁3.5c7m、南壁4.5cWz、北壁４

”を測る。西壁は平面プランの輪郭がわずかに確認されたにすぎない。カマドは北壁の中央よ

りわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組される形態であるが、一部の残

存を見るにすぎない。袖石間は４０c'nほどを測る。焼土が厚さ８ｍほどに見られる。

床は平坦に作られているが、西壁際は明確にはならなかった。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、土師器坪などがある。坪は器体部下半にへう削りが施され、かつ内面に暗文

の施される例がほとんどである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は185号住居杜である。本住居杜が185号住居祉の上部に構築されていることから新

旧関係は154号住居杜（新）→185号住居杜（古）となる。

○155号住居杜（第118.450図）

520＋70Ｎ2,520＋60Ｎ2,520＋60Ｎ4,520＋70Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は西壁部を撹乱などで明確にできなかった。また東壁から西壁に向って農耕時の溝

が走っているｏ平面は長方形を呈するものと考えられる。規模は東西3.8577z、南北3.877zほどを

測る。主軸方向はＮ－１０４ｏ－Ｅを指す。

壁はわずかに検出されたにすぎない。確認された壁高は東壁３５c71z、南壁4.5c77z、北壁４c77zを

測る。カマドは東壁の中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組の

形態をとるものであるが、左袖部は耕作時の溝で壊されている。焼土が１０c7n前後の厚さで認め

られる。

床はほぼ平坦に作られている。カマドの前面に平石が認められた。

遺物は南半分から多く出土した。土師器坪、皿、羽釜などである。坪、皿は器体部下半Iこへラ

削りを施すもので占められている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は見られないようである。
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○157号住居並（第119.450図）

520＋65Ｓ3,520＋50Ｓ3,520＋50Ｎ１，５２０＋65Ｎ,のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭がわずかに確認されたにすぎない。平面は隅丸方形を呈するも

のと考えられる。規模は東西577z、南北5.35ｍを測る。主軸方向はＮ－２２ｏ－Ｅを指す。

壁はほとんど確認できなかった。

床はほぼ平坦に作られている。住居の中央北西よりに長径60c7n、短径45c7nほどに焼土が認め

られ、炉と考えられる。

遺物は細片がわずかに出土したにすぎない。土師器高坪などがある。受部が大きく広がり、

脚部には孔を穿っている。古墳時代前期と考えられる。

重複遺構は148号住居杜であり、新旧関係は148号住居杜（新）→157号住居杜（古)であった。

○158号住居杜（第119.451図）

520＋75Ｓ１，５２０＋70Ｓ１，５２０＋70Ｎ2,520＋75Ｎ2のグリッドに位置する。

本住居杜はカマドのみが確認でぎたにすぎず、住居の平面形態、および規模などは不明であ

る。

カマドは南壁に設置されたものと考えられる。カマドの主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｗを指す。袖部

が総石組の形態をとるものである。両袖部とも残存状況は比較的よく３～４個の石を組合せて

いる。袖石間は３０c7nを測る。焼土の堆積が10c7m前後見られる。

遺物はカマド内および正面付近からわずかに出土した。土師器皿、羽釜である。皿は器体部

Iこへラ削りを全く施さないものである。羽釜は華著な感じを受ける鍔が取り付けられるが、口

縁を連続して回るものでなく、３ケ所で切れるものである。底は木葉痕の見られる平底を呈す

る。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は184号住居杜と重複するものと思われるが、本住居杜の平面形態を捉えられず不明

である。

○159号住居辻（第120.452図）

520＋55Ｓ4,520＋45Ｓ4,520＋45Ｓ2,520＋55Ｓ２のグリッドに位置するｏ

本住居杜は南側に未掘部分を残す。平面は長方形ないし矩形を呈するものと考えられる。規

模は中央で東西３．０５ｍを測り、南北は現状で3.2577Zを測る。

壁は東壁が確認高５c77Zを測る以外、ほとんど認められなかった。カマドは確認できなかった。

しかし現在のプランの壁付近からは焼土も確認されず、南壁か、南東コーナー付近に設置され

たものと考えられる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居の東南付近に集中が見られ、土師器坪、高台付坪などがある。杯、高台付杯は器体

部下半Iこへラ削りの全く施されないもので占められている。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は見られなかった。
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○160号住居土止（第120.452図）

520＋50Ｎ2,520＋45Ｎ2,520＋45Ｎ4,520＋50Ｎ4のグリッドに位置するｏ

平面は西壁が東壁に比べて短く、矩形を呈する。規模は中央で東西３ｍ、南北2.977zを測るｏ

主軸方向はＮ－１２５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁は東壁14Cl7z、西壁10c71z、南壁８Ｃｌ､、北壁10C7nを測る。カマドは東

壁の中央よりわずかに北壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組のものと考えられる

が袖石の残存は悪い。焼土混入士が20”前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はそれほど多くなくカマドの正面付近に集中が見られた。土師器杯、羽釜などがある。

杯は器体部下半Iこへラ削りを施すものと、施さないものとの２形態がある。平安時代中ころと

考えられる。

重複遺構は見られない。

○161号住居杜（第121.452図）

520＋50Ｓ4,520＋40Ｓ4,520＋40Ｓ2,520＋50Ｓ２のグリッドに位置する。

本住居杜は南側に未掘部分を残す。平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられる。規

模は東西2.977zを測り、南北は現状で2.3577zを測る。主軸方向はＮ－８７ｏ－Ｅを指す。

壁の状況は悪く、確認された壁高は東壁４”、西壁５c7n、北壁５cwzを測る。カマドは東壁の

ほぼ中央付近に設置されたものと考えられる。袖部を石組とする形態で残存状況も良い。この

袖石間は35clmほどを測る。厚さ４Ｃｌ､前後の焼土が認められる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はわずかに出土した程度であった。土師器杯、皿、蜜、羽釜などがある。杯、皿は器体部

下半Iこへラ削りを施すものと施さないものとが見られる。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は174.188号住居杜であり、新旧関係は161号住居祉（新）→174→188号住居杜（古）

であった。なお161.174号住居杜との間にはほとんど時間差を認められない状況といえる。

○162号住居杜（第122.453図）

520＋55Ｎ4,520＋45Ｎ4,520＋45Ｎ6,520＋55Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに377zを測る。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁33Ｃｌ､、西壁32Ｃｌ､、南壁39.5cwz、北壁26.5”を測り、比較

的良好に検出された。カマドは北壁のほぼ中央に設置されていた。袖部には袖石と考えられる

藤の残存は全く認められず、粘土カマドと考えられる。煙道部は住居外に突出して長さ177z前

後、直径2伽前後のトンネル状に作られたと思われる。しかしその上部は削平されており確認

できない。また燃焼部から煙道部にかけての壁は厚さ１C7m前後にレンガ化している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく土師器坪、蜜などがある。杯は半球形を呈する。古墳時代後期後半と考えられ
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る。

重複遺構は163号住居杜であり、新旧関係は162号住居杜（新）→163号住居杜（古)であった。

○163号住居杜（第123.453図）

520＋55Ｎ4,520＋45Ｎ4,520＋45Ｎ6,520＋55Ｎ6のグリッドに位置する。

本住居杜は西壁部が明確にならなかった。また南壁も北壁と角度が違い、やや不安定な状況

といえる。平面は長方形ないし方形を呈するものと考えられる。規模は南北577zを測り、東西

は現状で477zほどを測る。主軸方向はＮ－３ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁18c7n、南壁１１c7m、北壁7.5c7mを測る。カマドは北壁のほぼ

中央あたりに設置されたものと考えられるｏ袖部には石は見られなかったｏ焼土は長さ0.877z、

幅0.677z、厚さ１０c1m前後に認められた。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、高杯、境、鉢、髪、土玉などがある。杯は稜をもつものみであり、丹塗りさ

れた例も見られる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は162号住居杜であり、新旧関係は162号住居杜（新）→163号住居杜（古)であった。

○164号住居杜（第124図）

520＋60Ｎ4,520＋50Ｎ4,520＋50Ｎ6,520＋60Ｎ6のグリッドに位置するｏ

本住居祉は平面プランの輪郭とカマドの位置が確認されたにすぎない。平面は方形を呈する

が、北西コーナー付近は明確にならなかった。規模は東西377z、南北2.9ｍを測る。主軸方向は

Ｎ－１１３ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、ほとんど壁高を確認できなかった。カマドは東壁のほぼ中央に設置さ

れたものと考えられるが、わずかに焼土などが確認されたにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はほとんど確認できなかった。

重複遺構は見られない。

○165号住居杜（第124図）

520＋60Ｎ4,520＋50Ｎ4,520＋50Ｎ5,520＋60Ｎ5のグリッドに位置するｏ

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドの位置などが確認できたにすぎない。平面は方形を呈

する。なお東壁から西壁に向って農耕時の溝が走る。規模は東西3.35ｍ、南北3.5ｍを測る。主

軸方向はＮ－２６ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、ほとんど壁高を確認できない状況であった。カマドは北壁の中央より

やや東壁側に寄った位置に設置されている。しかし、焼土などがわずかに確認されたにすぎな

い。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認されなかった。
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重複遺構は見られなかった。

○166号住居土止（第125.454図）

520＋50Ｓ2,520＋40Ｓ2,520＋40Ｎ1,520＋50Ｎ1のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.377z、南北4.45ｍを測る。長軸方向はＮ－２２ｏ－Ｅを指す。

壁はわずかに確認され、確認された壁高は東壁７cwz、西壁５Ｃｌ､、南壁８Ｃｌ､、北壁５c7nほどを

測る。カマドの位置は確認できなかった。

遺物は少量確認されたにすぎない。土師器坪、髪それに置きカマドがある。杯は器体部下半

Iこへラ削りを施すものと、施さないものとの２形態が見られる。置きカマドはごく細片であっ

た。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構はない。

○167号住居杜（第126.454図）

520＋45Ｓ3,520＋35Ｓ3,520＋35Ｓ2,520＋45Ｓ２のグリッドに位置するｏ

平面は南壁が北壁に比べて短く、矩形を呈する。規模は中央で東西3.177z、南北32577zを測る。

主軸方向はＮ－１１４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９ｍ、西壁9.5Ｃｌ､、南壁９c71I、北壁7.5ｍを測る。カマドは

東壁の南壁際に設置されている。袖部は石組と考えられるが、まったく残存していない。住居

並中央付近に偏平で細長い石が見られ、あるいはカマドの構築材とも考えられる。焼土、カー

ボン混入土層が厚さ１０c7n前後に見られる。

遺物はカマド周辺に多く見られ、土師器杯、皿、鉢、蕊、灰粕陶器瓶がある。坪、皿は器体部

下半Iこへラ削りを施すものがほとんどのようである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は見られない。

○168号住居杜（第127.455）

520＋75Ｎ2,520＋65Ｎ2,520＋65Ｎ4,520＋75Ｎ4のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈するものと考えられるが、南壁は農耕時の溝で切られ、また西壁は輪郭が確

認されたにすぎない。規模は東西2.9ｍを測り、南北は現状で3ｍを測る。主軸方向はＮ－１０８ｏ－

Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は東壁7.5c71z、北壁4.5c77zを測るにすぎない。カマドは

東壁のほぼ中央に設置されている。袖部が石組の形態である。右袖部は良好な残りであった。

左右の袖石間は40c1nほどを測る。焼土混入土が厚さ１０”前後に認められた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、鉢、髪などがある。このほか東壁のカマドの脇付近からムシロ編石錘かと

考えられる細長い石が３個ほど出土した。杯は器体部下半Iこへラ削りを施すもので、大型のも

のは内面黒色でかつ暗文が見られる。平安時代前半と考えられる。
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重複遺構は150.151.170号住居杜であり、新旧関係は150.151号住居杜（新）→168→170号

住居:t''二（古)であった。

○169号住居杜（第128.455図）

520＋70Ｎ3,520＋65Ｎ3,520＋65Ｎ5,520＋70Ｎ5のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの一部の輪郭とカマドが確認されたにすぎない。そのため形態、規模

などは不明である。平面は方形ないし長方形が考えられる。主軸方向はＮ－１０８ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、ほとんど壁高は確認できなかった。カマドは東壁の南壁際に設置され

ている。袖部が石組カマドの形態で、両袖部とも比較的良好な残りであった。この袖石間は４７

cl7zほどを測るｏ焼土ブロック混入土が厚さl5c71z前後に認められたｏ

柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド内から出土しており、土師器坪、皿、髪などがある。杯、皿は器体部下半Iこへラ

削りを施すもののみで、杯内面には暗文が見られる。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は１５２．１５３．１７０号住居吐であり、新旧関係は152.153号住居杜（新）→169→170号

住居杜（古)であった。

○170号住居杜（第128.456図）

520＋70Ｎ2,520＋65Ｎ2,520＋65Ｎ4,520＋70Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居祉は平面プランのごく一部の輪郭が推定されたにすぎない。平面は方形ないし長方形

を呈するものと考えられるが、北側部分が他住居杜と重複しているため明確とならない。

推定できたプランは西壁と南壁の一部であったが、これも壁が確認できたものではなく、遺

物の分布状況によるものである。

遺物は細片になりながらも比較的多く残存していた。土師器杯、髪、甑などがある。坪は稜

をもつもののみで、丹塗りされている。甑は小型のものである。古墳時代後期前半と考えられ

る。

重複遺構は１５０．１５１．１５２．１５５．168.169.191号住居杜であり、新旧関係は１５０．１５１．１５２．

１５５．１６８．１６９号住居杜（新）→170号住居杜（古)であった。なお191号住居杜との直接的な関係

は不明である。

○171号住居杜（第129.457図）

520＋45Ｓ2,520＋35Ｓ2,520＋35Ｎ1,520＋45Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.777z、南北3.75ｍを測る。主軸方向はＮ－１２１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁1伽、西壁８Cl､、南壁13c77z、北壁10c71zを測る。カマドは

東壁の南壁際に設置されている。袖部が石組と考えられるが、残存するものはごく少ない。平

面にレンガ化した焼土が袖部に沿った様な帯状に認められた。またカマドの底の部分にも焼土

が認められた。
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床はほぼ平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物はカマドを中心に全面に認められた。土師器坪、髪などがある。坪は器体部下半にへう

削りを施し、かつ内面に暗文の見られるものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は178.179号住居杜であり、新旧関係は179号住居杜（新）→171→178号住居杜（古）

であった。なお178号住居杜との間にはほとんど時間差がないものといえる。

○172号住居杜（第１３０．４５７．４５８図）

520＋65Ｎ3,520＋55Ｎ2,520＋55Ｎ5,520＋65Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.15ｍ、南北3.7577zを測る。東壁から西壁に向って農耕時

の溝が走っている。主軸方向はＮ－１１０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁19c711、西壁８c7m、南壁14ｍ、北壁l3c7mを測る。カマドは

東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。袖部の左右に袖石が１個づつ残存する。

この袖石間は２７CWzほどとやや狭い。焼土混入土が15Ｃｌ､前後の厚さに認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの正面を中心に分布が見られ、土師器杯、皿、髪、須恵器髪などがある。杯、皿

は器体部下半にへう削りを施すもので占められている。なお坪の外面に墨書「大」が書かれて

いるものがある。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は176号住居杜であり、本住居杜は176号住居杜の上に主軸、規模をほとんど同じにし

て構築されている。新旧関係は172号住居杜（新）→176号住居杜（古)であった。

○173号住居杜（第131.459図）

520＋60Ｎ2,520＋55Ｎ2,520＋55Ｎ4,520＋60Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭が一部推定されたにすぎない。その一部は北壁であるが、これ

も壁等から確認されたものでなく、遺物の出土状況、焼土などから推定されたにすぎない。し

たがって形態、規模などは不明である。

カマドは北壁際で焼土が多量に認められるところから北壁に設置されていた可能性が強い。

しかし形態は全く不明である。

遺物はこの北壁際の焼土付近を中心に分布が見られた。土師器杯、塊などがある。杯はすべ

て稜をもつもので占められている。また内面に放射状の暗文の見られるものも存在する。古墳

時代後期前半と考えられる。

重複遺構は確認できなかった。

○174号住居杜（第131.460図）

520＋50Ｓ4,520＋40Ｓ4,520＋40Ｓ2,520＋50Ｓ２のグリッドに位置するｏ

平面は長方形を呈する。規模は東西2.2577z、南北2.95ｍを測る。南東コーナー付近に未掘部分

を残す。主軸方向はＮ－３１ｏ－を指す。
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を残す。主軸方向はＮ－３１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９ｍ、西壁12Cl､、南壁8.5c77z、北壁13c7nを測る。カマドは

北壁のほぼ中央に設置されている。袖部に袖石が１個残存している。焼土が厚さ５c1n前後に認

められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなった。

遺物はわずかな量であった。土師器皿、髪などがある。皿は器体部下半Iこへラ削りを施すも

のと、施さないものとの２形態が見られる。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は161.188号住居杜であり、新旧関係は161号住居靴（新）→174→188号住居杜（古）

であった。なお161号住居杜の間にはほとんど時間差はない。

○175号住居杜（第132.460図）

520＋50Ｓ3,520＋40Ｓ3,520＋40Ｓ1,520＋50Ｓ１のグリッドに位置する。

本住居靴は平面プランの袖部がわずかに確認できたにすぎない。平面は方形を呈する。規模

は東西2.777z、南北2.577zを測る。長軸方向はＮ－８２ｏ－Ｅを指す。

壁の壁高の確認できるものはほとんどなかった。カマドは確認されず、かつ設置位置を推定

するような焼土の存在も見られなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は少なく、土師器杯、高台付杯などが図示でぎたにすぎない。いずれも器体部下半Iこは

へう削りの見られないものであった。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は179.188号住居杜であり、新旧関係は175号住居杜（新）→179→188号住居祉（古）

であった。

○176号住居杜（第132.460図）

520＋65Ｎ3,520＋55Ｎ3,520＋55Ｎ5,520＋65Ｎ5のグリッドに位置するｏ

本住居杜は172号住居杜の直下から主軸方向をほとんど同一にして発見された住居杜である。

このためカマドとわずかに平面プランの輪郭が確認できなかったにすぎない。平面は長方形を

呈している。規模は東西4.6577z、南北3.55ｍを測る。東壁から西壁に向って農耕時の構が走って

いる。主軸方向はＮ－１２０ｏ－Ｅを指す。

カマドは東壁のほぼ中央付近に設置されているが、北壁の一部を農耕時の溝によって切られ

ている。袖部の正面と考えられる位置の左右に袖石が１個ずつ見られる。袖石はこれ以外の残

存を見られなかった。袖石間は４７cl7zほどを測る。焼土が厚さ５Ｃｌ､前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られているものと見られた。柱穴などは確認できなかった。

遺物はわずかに出土したにすぎない。土師器杯、皿、鉄鍍などがある。坪、皿は器体部下半に

へう削りを施すもののみに限られている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は172号住居杜であり、新旧関係は172号住居杜（新）→176号住居杜（古)となる。し

かし出土した遺物を比較すると、ほとんど時間差が認められない。主軸方向を一致するところ

－８１－



を考えあわせば、両住居杜は立替えされたものとも推定できる。

○177号住居杜（第１３３．１３４．４６１図）

520＋50Ｓ１，５２０＋40Ｓ,、520＋40Ｎ1,520＋50Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西および南北とも2.9577zを測る。主軸方向はＮ－９１ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は西壁11.5c7,,,北壁10cwzを測る。西壁、南壁は輪郭が確認でき

た程度であった。カマドは東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。袖石の石材

と考えられる操が幾つか見られるが、断定できない。焼土混入士の堆積が認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片が多い。土師器坪、蜜、置カマド、鉄製刀子などがある。杯は器体部下半Iこへラ削

りを施すものである。置カマドは正面の一部である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は166号住居杜であり、新旧関係は166号住居杜（新）→177号住居杜（古)である。

○178号住居杜（第１３３．１３４．４６２図）

520＋45Ｓ2,520＋40Ｓ2,520＋40Ｎ1,520＋45Ｎ1のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.6ｍ、南北2.55ｍを測る。主軸方向はＮ－８５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁5.5Ｃｌ､、西壁５c7n、南壁４”、北壁6.5c71zを測る。カマドは

東壁のほぼ中央に設置されている。袖部が石組の形態であるが、北側の袖部は既に抜きとられ

たものと考えらる。焼土混入土層が厚く認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの周辺に集中していた。土師器坪、鉢、蜜などがある。杯、鉢は器体部下半Iこへ

ラ削りを施し、内面に暗文を施すのを主体とする。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は171号住居杜であり、新旧関係は171号住居杜（新）→178号住居杜（古)であった。

しかしその間の時間的な差はほとんどないものといえる。

○179号住居杜（第135.462図）

520＋50Ｓ2,520＋40Ｓ2,520＋40Ｓ1,520＋50Ｓ１のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.7577z、南北2.9ｍを測る。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９Ｃｌ､、西壁16ｍ、北壁18cw2を測る。カマドは確認できな

かった。西壁の中央付近に薄く焼土の散布が見られるが、カマドの痕跡を推定するまでには至

らないものである。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、土師器杯が図示できたにすぎない。器体部下半にへう削りの施されないもの

である。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は171.175号住居杜である。新旧関係は175.179号住居杜（新）→171号住居:Lll二（古）
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である。175号と179号住居杜とは遺構の切合いからは新旧を明確にできなかったが、遺物の様相

からの新旧関係は175号住居靴（新）→179→171号住居杜（古)である。

○180号住居吐（第135.462図）

520＋70Ｎ,、520＋60Ｎ,、520＋60Ｎ2,520＋70Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するｏ規模は東西2.9577z、南北2.977zを測る。主軸方向はＮ－２６ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５c71z、西壁3.5cwz、南壁4.5c711、北壁４”を測る程度で検出

状況は悪い。カマドは北壁の中央付近に設置されている。しかし焼土が長さ75c711,幅70cl7z、厚さ

10c7n前後に認められるのみで、構造を確認できるまでに至らなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はわずがであるが、住居並の全面に見られた。土師器杯、皿、雲などである。杯は器体部

下半Iこへラ削りを施す。内面は杯、皿とも暗文が施されている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は185.186号住居杜であり、新旧関係は186.180号住居杜（新）→185号住居杜（古）

である。186.180号住居杜の新旧関係は遺構の切合いから明確にすることはできなかった。遺物

の上では一応186号住居杜が後出と考えられるものの、186号住居杜の遺物は比較資料としては

極めて難点がある。

○181号住居杜（第136図）

520＋65Ｎ１，５２０＋55Ｎ1,520＋55Ｎ2,520＋65Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.5ｍ、南北3.177zを測るｏ住居杜の北西コーナー付近を

東から西に向って農耕時の溝が走る。主軸方向はＮ－３６ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁5.5Cl､、西壁5.5C7n、南壁６c7nを測り、北壁はほんのわずか

の検出状況であった。カマドは北壁のほぼ中心付近に設置されている。しかし焼土が長さ３５c１，，

幅25c7n、厚さ３c7m前後に認められるのみで、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られているが、カマド周辺を掘り過ぎたため、カマドが浮いた様な状況を

呈している。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片がわずかに出土したにすぎない。

重複遺構は189号住居杜であり、新旧関係は181号住居杜（新）→189号住居土''二（古)である。

○182号住居杜（第１３７．１３８．４６３～466図）

520＋60Ｓ1,520＋45Ｓ1,520＋45Ｎ2,520＋60Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西7.1ｍ、南北6.8ｍを測る。主軸方向はＮ－２３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁l0c7m、西壁13”、南壁U5c71z、北壁17.5c711を測る。カマ

ドは北壁のほぼ中央付近に設置されている。袖部には袖石は全く残存していなかった。しかし

東西２本のセクションには袖石を設置していたと推定できる掘り込みが認められる。これから

すれば袖部に石を組合せた構造と考えることもできる。この袖部を形成すると考えられる掘り
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込みの間はいずれのセクションにおいても80ｍを測る。またカマドのほぼ中央と考えられる位

置には柱状の石が据えられており、支脚と考えられるものである。焼土ないし焼土を多量に混

入する土が厚さ20c,7zほどに堆積しているのが認められた。

床は南壁から北壁に向って緩やかに下って作られているようである。暗褐色土を４c7n前後の

厚さに叩き締めて床を構築している。住居の中央より西寄りには撹乱部分が見られる。南壁の

中央付近には貯蔵穴と考えられる土拡が掘られ、その外側を「．」の字形に土堤が取り巻いて

いる。貯蔵穴と考えられる士拡は東西177z、南西0.95ｍ、深さ約３０”を測るｏこの土拡から続

いて北側に東西35”、南北25c7Il、深さ１３c71Iほどのピットが見らられ、その左右にそれぞれごく

浅い小ピットが存在する。これらはおそらく入口の梯子受けのピットと推定できるものであろ

う。土堤は高いところで４”前後の比較的低い作りであった。柱穴は確認できなかった。

遺物はカマドおよびその周辺に集中し、貯蔵穴付近にもわずかに見られた。土師器杯、高杯、

小型壷、髪、甑、土玉などがある。杯には半球形と口縁部に稜をもつもの、それに口縁でわずか

に外反する形態があり、このうち半球形の杯が主体を占める。高杯は脚部の裾が段状を呈する。

蜜は球胴形の形態で占める。甑は小型の鉢形の形態である。古墳時代後期初頭ころと考えられ

る。

重複遺構は見られなかった。

○183号住居杜（第139.467図）

520＋75Ｎ2,520＋65Ｎ2,520＋65Ｎ3,520＋75Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭と、カマドの位置が確認できたにすぎない。平面は長方形を呈

する。規模は東西377z、南北3.877zを測る。北壁の際あたりを東から西へ向って農耕時の溝が走っ

ている。主軸方向はＮ－２９ｏ－Ｅを指す。

壁は東壁が高さ４ｃ１Ｉ０ほど確認された程度で、他の壁はほとんど皆無の状況に近い。カマドは

北壁の中央よりやや西壁側に寄った位置に設置されたものといえるが、焼土が厚さ１０cm,前後に

認められるのみで、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器台付杯、蓋坪などであり、内面に暗文が施されている。平安時代前半と考えら

れる。

重複遺構は151.184号住居杜であり、新旧関係は151号住居杜（新）→183.184号住居杜（古）

であった。なお183.184号住居杜との間に直接切合い関係を捉えられなかったが、位置からすれ

ば時間差はそれほどないものと考えられる。

○184号住居杜（第139.467図）

520＋75Ｎ2,520＋65Ｎ2,520＋65Ｎ3,520＋75Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.2577z、南北2.7ｍを測る。北壁沿いを東から西に向って農

耕時の溝が走る。長軸方向はＮ－８ｏ－Ｅを指す。
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壁は外傾し、確認された壁高は東壁６c7m、西壁４Cl､、南壁３Ｃｌ､、北壁１６clnを測る。カマドは

確認されず、またカマドの位置を推定できるような焼土、カーボンなどは見られなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はほとんど見られず、わずかに土師器坪が図示できたにすぎない。平安時代前半と考え

られる。

重複遺構は１５１．１５８．１６８．１８３号住居祉などであり、新旧関係は１５８．１５１．１６８号住居杜（新）

→183.184号住居杜（古）であった。このうち183と184号住居杜との新旧関係は明確にできない

が、その間には時間差はそれほど認められない。

○185号住居杜（第140図）

520＋75Ｎ,、520＋65Ｎ１，５２０＋65Ｎ3,520＋75Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドの位置が確認できたにすぎない。平面は方形を呈する。

規模は東西2.1ｍ、南北2.377zを測る。主軸方向はＮ－９１ｏ－Ｅを指す。

壁はほとんどその壁高を確認できず、床面で平面プランが確認された程度といえる。カマド

は東壁の中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されている。焼土が長さ５５c7m、幅２５ｍ、

厚さ４c77z前後に認められたにすぎず、その構造は確認できなかった。

床は平坦に作られているようである。柱穴は確認できなかった。遺物はほとんど検出されな

かった。

重複遺構は180.154号住居杜である。新旧関係は154.180号住居杜（新）→185号住居杜（古）

である。

○186号住居杜（第141.467図）

520＋70Ｎ１，５２０＋60Ｎ1,520＋60Ｎ2,520＋70Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は西壁が東壁に比べて短かく、矩形を呈する。住居杜の東壁から南壁に向って東西に農

耕時の溝が走る。規模は中央で東西2.25ｍ、南北2.877zを測る。長軸方向はＮ－３６．－Ｅを指す◎

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10Ｃｌ､、西壁８ｍ、南壁７c7n、北壁８Ｃｌ､を測るｏカマドは

確認できず、また位置を推定できるような焼土の散布も認められなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はわずかに土師器皿が図示できたにすぎない。しかしこれも細片であり良好な資料とは

いえない。しいていえば平安時代後半の所産と考えられる。

重複遺構は180号住居杜である。切合い関係は一部が重なる程度でそれほど明確にならなかっ

たが、遺物から一応新旧関係を186号住居杜（新）→180号住居杜（古）と捉えておきたい。

○187号住居杜（第141図）

520＋65Ｎ2,520＋55Ｎ2,520＋55Ｎ4,520＋65Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの一部が確認されたにすぎない。北西部に大きな撹乱が見られる。平
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面は方形ないし長方形を呈するものと考えられる。規模は南北が1.9ｍを測る小型のものといえ

る。カマドと推定できる焼土などは認められなかった。

遺物が土師器の細片がわずかに検出されたにすぎないが、一応竪穴住居杜と捉えておきたい。

○188号住居杜（第141.467図）

520＋50Ｓ4,520＋40Ｓ4,520＋40Ｓ2,520＋50Ｓ２のグリッドに位置するｏ

平面は方形ないし長方形と考えられるが、西壁は明確とならなかった。規模は南北3.15ｍを

測り、東西は現状で1.5ｍを測る。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁３c7n、南壁10c7m、北壁３５c7nを測る程度と検出状況は悪い。

､カマドは確認できず、また位置を推定する焼土などの存在も見られなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居杜の中央および北東隅から出土しているが、図示できたのは土師器皿のみであっ

た。皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は１６１．１７４．１７５．１９６号住居祉であり、新旧関係は１６１．１７４．１７５．１８８号住居杜（新）

→196号住居杜（古）であった。このうち196と188号住居杜の間にはそれほど時間差は認められ

ないようである。

○189住居杜（第142.468図）

520＋65Ｎ,、520＋55Ｎ,、520＋55Ｎ3,520＋65Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.577z、南北415ｍを測る。住居の中央を東西方向に、水

道管の埋設溝が走る。主軸方向はＮ－８ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁３Ｃｌ､、西壁３ｍ、南壁7.5c7n、北壁6.5clllを測る程度にすぎ

ない。カマドは北壁の中央よりわずかに西壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組の

形態と考えられるが、残存する袖石は左右に一個ずつあった。袖石間は４０c1nほどを測る。なお

カマド付近に４０c,7zほどの長細い石が見られ、あるいは天井部を構築した石材かとも考えられる。

焼土が厚さ１０ｍほどに認められる。

遺物は少なく、図示できたのは細片から図をおこした土師器髪ないし鉢のみである。平安時

代前半と考えられる。

重複遺構は181号住居杜であり、新旧関係は一応181号住居祉（新）→189号住居杜（古）と考

えられるが明確でない。

○190号住居杜（第143.468図）

520＋75Ｎ4,520＋70Ｎ4,520＋70Ｎ5,520＋75Ｎ5のグリッドに位置する。

本住居軸は平面プランの南東コーナー付近がわずかに確認できたにすぎず、北側に大きく未

掘部分を残す。

遺物も少なく、土師器杯、皿などが図示できたにすぎない。杯、皿ともに器体部下半Iこへラ
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削りを施すものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は191号住居杜であり、新旧関係は190号住居祉（新）→191号住居杜（古）であった。

○191号住居杜（第143.468図）

520＋75Ｎ3,520＋65Ｎ3,520＋65Ｎ5,520＋75Ｎ5のグリッドに位置する。

本住居祉は平面プランが確認できたにすぎない。平面は長方形を呈する。規模は東西4.4ｍ、

南北5.1ｍを測る。長軸方向はＮ－５ｏ－Ｅを指す。

壁はほとんど確認できなかった。カマドも確認できず、その位置を推定できるような焼土な

ども見られなかった。

柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、土師器境、髪などがある。髪は西壁際から出土している。古墳時代後期後半

と考えられる。

重複遺構は152.190.193号住居杜であり、新旧関係は152号住居杜（新）→190.193→191号

住居祉（古）であった。

○193号住居土止（第143.469図）

520＋75Ｎ3,520＋70Ｎ3,520＋70Ｎ5,520＋75Ｎ5のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭が確認できたにすぎない。平面は方形を呈する。規模は東西

3.25ｍ、南北3.25ｍを測る。長軸方向はＮ－３０ｏ－Ｗを指す。

カマドは確認されず、またその位置を推定できる焼土なども見られなかった。遺物は細片が

少量出土したのみである。土師器喪などがある。この髪は口縁部が薄い作りである。平安時代

前半と考えられる。

重複遺構は１４７．１５０．１９１号住居靴であり、新旧関係は147.150号住居杜（新）→193→191号

住居杜（古）であった。

○194号住居土止（第144.469図）

520＋55Ｎ2,520＋50Ｎ2,520＋50Ｎ4,520＋55Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドの一部が確認されたにすぎない。平面は長方形を呈す

る。規模は東西2.95ｍ、南北3.7ｍを測る。南部に浅い溝状の遺構が見られ、不明瞭な部分が多

い。主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

カマドは北壁の西壁近くに設置されている。袖石と考えられる操がわずかに残存する。また

焼土混入土が厚さ１０C7m前後に見られる。柱穴などは不明であった。

遺物は少量出土したにすぎない。土師器杯、書それに置カマドなどがある。杯はカマド内よ

り出土しており、器体部下半Iこへラ削りを施すものである。置カマドは上縁の破片であった。

平安時代前半と考えられる。

重複遺構は195号住居杜である。新旧関係は遺構の切合い関係から直接その関係を知ることは
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できないが、遺物からすれば194号住居杜（新）→195号住居杜（古）となる。

○195号住居杜（第144.469図）

520＋60Ｎ2,520＋50Ｎ2,520＋50Ｎ4,520＋60Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの一部が確認されたにすぎない。平面の形態は不明である。東壁と北

壁の一部が確認されているが、その長さは現状で東壁377z、北壁２ｍを測るｏ

壁の確認された壁高は西壁５cllz、北壁5.5”と悪い。カマドは確認されず、その設置場所を推

定できるような焼土なども見られなかった。

床は平坦に作られているようである。柱穴などは不明である。

遺物は少量であった。土師器皿がある。器体部下半を回転へラ削りするものである。平安時

代前半と考えられる｡

重複遺構は194号住居杜であり、新旧関係は194号住居杜（新）→195号住居杜（古）であった。

○196号住居杜（第145.469図）

520＋50Ｓ3,520＋45Ｓ3,520＋45Ｓ1,520＋50Ｓ１のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.677z、南北2.9577zを測る。主軸方向はＳ－１７ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁6.5”、西壁4.5Cl､、南壁６c7m、北壁5.5c77zを測る。カマド

は南壁の中央より東壁側に寄った位置に設置されている。カマドの形態は不明である。焼土混

入土が幅85ｍ、長さ５０c7m、厚さ１伽ほどに見られる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺から少量出土した。土師器杯、皿、髪などがある。坪、皿は器体部下半Iこへ

ラ削りを施すものである。カマド内より出土した髪は器壁が非常に薄く、口縁部が尖形を呈す

るものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は188号住居杜であり、新旧関係は188号住居杜（新）→196号住居杜（古）であった。

○197号住居杜（第１４６．４７０図）

520＋35Ｎ6,520＋30Ｎ6,520＋30Ｎ7,520＋35Ｎ7のグリッドに位置する。

本住居杜はカマドの位置が確認されたにすぎず、平面プランや規模は全く不明である。ただ

カマドの焼土の堆積状況や遺物の出土状況などから、カマドが北壁に設置されていたことを確

認できる。

カマドは袖部に２～３個の操を組合せる形態と考えられ、左右袖石間は３０c7mほどを測る。し

かし左袖の入口部の袖石は小型のもので、袖石としてはやや貧弱さを受ける。焼土が厚さ５c7n

ほどに堆積しているのが認められる。カマドの主軸方向はＮ－１４ｏ－Ｅを指す。

遺物はカマド内と正面付近から出土したものであり、土師器坪、喪、鉢、砥石などがある。坪

は器体部下半Iこへラ削りを施すもののみである。平安時代前半と考えられる。
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重複遺構は198号住居杜が考えられる。新旧関係は遺構の切合い関係から直接確認できなかっ

た。遺物から見れば198号住居杜（新）→197号住居杜（古）となる。

○198号住居杜（第１４６．１４７．４７１図）

520＋35Ｎ5,520＋30Ｎ5,520＋30Ｎ7,520＋35Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。しかし北東および南西コーナー付近が明確でない。規模は東西2.9ｍ、

南北285ｍを測る。主軸方向はＮ－３６ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15c7m、南壁30c7n、北壁24cllzを測る。カマドは東壁と南壁

のコーナーに位置する。袖部が石組の形態をとるものである。袖部の最も奥の左右の袖石に藤

が渡された状況が見られ、天井部を構築したものと考えられる。なお、袖石に用いた操はいず

れも部厚く、かつ偏平なものでない。焼土は６c,､前後の堆積が認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド内などから出土したが、少量であった。土師器高台付杯、蜜などである。高台

付坪は器体部にへう削りを全く施さないものである。髪の中にはへう削り状の調整をもち、か

つ胎土が比較的硬いものが見られる。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は197号住居杜であり、新旧関係は198号住居杜（新）→197号住居杜（古）である。

○199号住居吐（第146.147図）

520＋30Ｎ5,520＋25Ｎ5,520＋25Ｎ7,520＋30Ｎ7のグリッドに位置するｏ

本住居杜はカマドが発見されたにすぎない。しかしカマドは東壁に設置されたことを、焼土

などの堆積から確認できた。

カマドは袖部を石組する形態で、３個の石を組合せている。左右袖石間は３８clnほどを測る。

主軸方向はＳ－１１ｏ－Ｅを測る。焼土が８”前後に堆積している状況を確認できた。

遺物はカマド内およびその正面あたりから出土した。土師器杯、蓋杯、髪、羽釜および置カ

マドなどが見られる。しかしほとんどが細片であり図示できたものはなかった。杯は器体部下

半Iこへラ削りを施し、内面に暗文をもつものが主体を占める。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は２２．２４号住居杜である。新旧関係は本住居杜の平面プランが全く不明であり、遺

構の切合いから確認できなかった。遺物から見れば22号住居杜（新）→199→24号住居杜（古）

となる。

○200号住居杜（第148.471図）

519＋75Ｎ3,519＋65Ｎ3,519＋65Ｎ5,519＋75Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.7577z、南北3.2577zを測る。主軸方向はＮ－２３ｏ－Ｅを指

す。

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は東壁３cmz、西壁４Ｃｌ､、北壁３cllzを測り、南壁は輪郭

のみであった。カマドは北壁の中央よりわずかに西壁寄りの位置に設置されている。しかし、
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わずかに焼土、カーボンなどが確認できたにすぎず、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はごく少量で、かつ細片であり土師器喪が図示できたにすぎない。このほか杯の細片も

見られた。奈良時代ころと考えられる。

重複遺構は住居杜西側に遺構らしいプランが認められた。しかし住居杜と確定するまでには

至らなかった。

○201号住居杜（第148図）

519＋65Ｎ3,519＋60Ｎ3,519＋60Ｎ5,519＋65Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するものと考えられるが、南側が明確とならなかった。規模は東西2.25ｍを

測り、南北は現状で2.25ｍを測る。

壁は検出状況が悪く、確認された壁高は東壁４５c7m、西壁６c7n、北壁８”を測るにすぎない。

カマドは確認されず、その設置された位置を推定できるような焼土、カーボンなどの存在も認

められなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はごくわずかで、しかも細片であった。土師器坪などがある。坪は口縁部形態が玉縁の

ものであり、平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は確認できなかった。

○202号住居杜（第149.471図）

519＋70Ｎ4,519＋60Ｎ4,519＋60Ｎ5,519＋70Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は東壁が西壁にくらべて短く、矩形を呈する。規模は中央で東西27577z、南北2.6577zを測

る。主軸方向はＮ－３５ｏ－Ｅを指す。

壁は検出状況が悪く、確認された壁高は東壁５cwz、西壁３cl7z、南壁３cllz、北壁６cwzを測るに

すぎない。カマドは確認できなかったが、北壁の東壁近くに焼土が認められ、カマドの設置位

置ではないかと考えられる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、かつ細片が多い。土師器坪、鉢、喪などがある。杯、蜜はいずれも古墳時代後

期～奈良時代に属するものと考えられる。鉢は混入品と思われる。

重複遺構は見られない。

○203号住居土止（第149.472図）

519＋70Ｎ5,519＋65Ｎ5,519＋65Ｎ6,519＋70Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.53ｍ、南北3.35ｍを測る。北西コーナー付近に桃を植えつ

けるための撹乱土拡がある。長軸方向はＮ－１１１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁１１c711、西壁５cllz、南壁１１clll、北壁12.5”を測る。カマド
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は確認できなかったが、西壁中央近くに焼土が認められ、カマドの設置されていた可能性が考

えられる。

床は住居杜の中央が周囲に比べ、わずかに高くなっている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片が多く、土師器坪、塊、髪などが見られる。坪は半球形に近いもの、稜をわずかに

もつものなどがある。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は206号住居杜であり、新旧関係は203号住居杜（新）→206号住居杜（古）であった。

○204号住居杜（第150.472図）

519＋75Ｎ5,519＋65Ｎ5,519＋65Ｎ7,519＋75Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.5577z、南北3.4777zを測る。カマドの東側と、北西コーナー

付近にピットが見られる。いずれも桃の植付用の穴である。主軸方向はＮ－２５ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁５”、西壁4.5Ｃｌ､、南壁４cwz、北壁４c"zを測るに

すぎない。カマドは北壁のほぼ中央あたりに設置されているが、焼土、カーボンなどがわずか

に検出されたにすぎず、構造は不明である。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、髪などが見られる。杯は底が大きな盤状を呈するものである。奈良時代と

考えられる。

重複遺構は見られない。

○205号住居吐（第151.473図）

519＋70Ｎ5,519＋60Ｎ5,519＋60Ｎ6,519＋70Ｎ6のグリッドに位置する｡

平面は方形を呈する。規模は東西3.277z、南北3.4777zを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁７c7n、西壁５c71z、南壁４cwz、北壁７c71zを測るに

すぎない。カマドは北壁の中央よりわずかに東壁寄りの位置に設置されている。しかし構造は

袖部に石を用いたものか否か明確にならなかった。焼土ブロックが数ケ所に認められる。

床はほぼ平坦に作られている。カマド付近は掘りすぎのためカマドが浮いたような状況を呈

している。

遺物は少ない。土師器坪、髪などがある。杯は器体部下半にへう削りを施するもので、かつ

内面に暗文が見られる。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は206号住居杜で、新旧関係は205号住居杜（新）→206号住居杜（古）であった。

○206号住居吐（第152.473～475図）

519＋70Ｎ5,519＋55Ｎ5,519＋55Ｎ7,519＋70Ｎ7のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西5.5577z、南北5.65ｍを測る。主軸方向はＮ－７ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁13.5Ｃｌ､、西壁８Ｃｌ､、南壁６c71z、北壁18.5”を測る。カマド

は北壁のほぼ中央に設置されている。袖部の正面にのみ袖石を設置する形態であり、袖石より
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奥の袖部は粘土で作られたと考えられ、一部にレンガ化した箇所が認められる。この左右袖石

間は40c,nほどを測る。焼土が上下二段に渡って認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺に集中が見られ、また東壁近くに細長い長さ１０”前後の操が多数存在して

いた。土師器杯、塊、高杯、髪などがある。杯は稜をもつのに限られ、境、高杯などには丹塗り

のものが見られる。喪は４個体ほど見られ、長胴謹が主体を占める。古墳時代後期後半と考え

られる。

重複遺構は203.205号住居杜であり、新旧関係は205号住居杜（新）→203→206号住居:h'二（古）

であった。

○207号住居杜（第１５３．４７６．４７７図）

519＋70Ｎ6,519＋60Ｎ6,519＋60Ｎ7,519＋70Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.82ｍ、南北3.577zを測る。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁4.5C71Z、西壁7.5”、南壁６CW2、北壁６cllzを測る。カマドは

北壁のほぼ中央に設置されている。袖部の正面にのみ袖石を設置する形態である。袖石間は３７

c'mほどを測る。焼土が厚さ５c1mほどに堆積しているのが認められた。なおカマドの中央付近に

小型蜜が、底を上に向けて立てられたような状況で検出された。あるいは支脚かとも考えられ

る。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。なお北西のコーナー付近に粘土塊

が存在していた。

遺物はカマドを中心にほぼ全面から出土した。土師器坪、境、鉢、高杯、髪などがある。坪は

稜をもつものに限られる。蜜は長胴蜜を主体としている。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は見られない。

○208号住居杜（第154.478図）

519＋55Ｎ5,519＋45Ｎ5,519＋45Ｎ7,519＋55Ｎ7のグリッドに位置するｏ

平面は北壁が南壁に比べ短く、矩形を呈する。規模は中央で東西2.2577z、南北2.55ｍを測る。

主軸方向はＮ－９０ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高はほとんど３Ｃｌn以下を測るにすぎない。カマドは東壁

の中央よりやや南壁側に寄った位置に設置されている。しかし、焼土混入土が厚さ１０ｍ前後に

堆積しているのが確認されたのみで、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はごく少なく、土師器婆が図示できたにすぎない。蜜は口縁部が広く、胴部Iこへラ削り

ないしハケメを施したものである。奈良時代と考えられる。

重複遺構は見られない。
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○209号住居杜（第１５５．４７８．４７９図）

519＋55Ｎ7,519＋45Ｎ7,519＋45Ｎ9,519＋55Ｎ9のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.4577z、南北5.1ｍを測る。主軸方向はＮ－３６ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁3.5Ｃｌ､、西壁３ｍ、北壁6.5ｍを測るにすぎない。

カマドは北壁の中央よりわずかに東壁寄りの位置に設置されている。しかし焼土がわずかに確

認されたにすぎず、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺から集中して出土した。土師器坪、塊、鉢、喪、甑、須恵器蓋杯などがある。

杯は半球形のものと、稜をもつものとが見られ、このうち後者が主体を占める。甑と考えられ

るものは底部を失しており明確でない。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は見られない。

○210号住居杜（第１５６．１５７．４８０～482図）

519＋65Ｎ7,519＋60Ｎ7,519＋60Ｎ8,519＋65Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈すると考えられるが、西部が削平されており明確とならない。

規模は南北3.35ｍを測り、東西は現状で2.577zを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12.5Ｃｌ､、南壁18.5C7m、北壁11.5Ｃｌ､を測る。カマドは東壁の

中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されている。このカマドは２連のカマドと考えら

れるものであった。両カマドとも同一時期に構築され同時に使用されたが、まず東側のカマド

が使用されなくなった時点で、西側のカマドの右袖より東側のカマドの正面に壁が構築され、

西側のカマドのみが使用されたものと考えられる。このカマドの袖部はいずれも石組される形

態である。この袖石間は西側のカマドが38Ｃｌ､、東側が42c77zほどを測る。焼土ないし焼土混入土

が両者から認められたが、このうち西側の焼土が東側の焼土の上部に覆いかぶさっていた。ま

た西側カマドの中央付近に支柱と考えられる板状の石が据えられていた。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は西側のカマド内と、東側カマドの脇付近から集中して出土した。なお東側のカマド内

からの出土はわずかであった。土師器杯、皿、髪、羽釜、鉢、置カマド、灰袖陶器境などがある◎

杯、皿は器体部下半にへう削りを施すもののみで占められている。置カマドは細片であった。

平安時代中ころと考えられる。

重複遺構はない。

○211号住居杜（第158.483図）

519＋75Ｎ6,519＋65Ｎ6,519＋65Ｎ8,519＋75Ｎ8のグリッドに位置するｏ

本住居祉は平面プランの西壁、それに北壁、南壁の輪郭の一部が確認されたにすぎず、検出

状況は極めて悪く、形態を確定することはできなかった。北西コーナー付近、および南壁付近

の２ケ所から焼土と炭化材が検出された。
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遺物は２ケ所の焼土内などからわずかに出土した。土師器坪、鉢、髪、甑などであるが細片

が多い。坪は半球形を呈するものであるが、口縁部は内傾する。髪は球胴形のもの、口縁に横

走のハケメをもつものが見られる。古墳時代中期～後期初めと考えられる。

重複遺構はない。

○212号住居杜（第159.484図）

519＋60Ｎ5,519＋50Ｎ5,519＋50Ｎ7,519＋60Ｎ7のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.2577z、南北325ｍを測る。主軸方向はＮ－１１ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10c71z、西壁5.5c711、南壁4.5c加、北壁7.5ｍを測る。カマド

は北壁の中央よりやや東壁側に寄った位置に設置されている。袖石は全く見られなかった。し

かし抜き取られた様な状況が断面に観察され、袖部が石組の形態と考えられる。焼土ないし焼

土混入土が1伽前後の厚さで堆積しており、この幅は65叩ほどを測る。カマドの中心には柱状

の石が据えられており、支柱と考えられる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心に出土し、土師器坪、髪などであった。杯は器体部下半にへう削りを施

すものである。喪は器壁の薄い長胴護である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は224号住居杜であり、新旧関係は212号住居社（新）→224号住居靴（古）であった。

○213号住居杜（第160.484図）

519＋60Ｎ7,519＋50Ｎ7,519＋50Ｎ9,519＋60Ｎ9のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.05ｍ、南北377zを測る。主軸方向はＮ－２５ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁13Ｃｌ､、西壁8.5c71z、南壁６c771、北壁１１c7nを測る。カマドは

北壁の西壁際に設置されている。袖石などは確認できなかった。焼土混入土が１０c772前後に認め

られ、その幅は４５c7mほどを測る。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺を中心に全面から出土したが、量は多くない。土師器杯、高杯などである。

坪は半球形を呈し、底が平底に近い形態を呈するもので占められる。古墳時代中期～後期前半

と考えられる。

重複遺構は北側に何らかの遺構が存在したようであるが明確にできなかった。

○214号住居杜（第161.485図）

519＋55Ｎ6,519＋50Ｎ6,519＋50Ｎ8,519＋55Ｎ8のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.9777z、南北3.8ｍほどを測る。主軸方向はＮ－１１０ｏ－Ｅ

を指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は北壁の３”が最高であり、平面プランが確認できた

程度と言える。カマドは東壁の北壁際に設置されているが、焼土などが確認されたにすぎず、
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構造は不明である。

床は若干起伏が見られる。柱穴などは確認できなかった。

遺物は細片で、しかも少量であった。土師器髪、甑の底部である。髪は球胴形を呈するもの

で、古墳時代後期ころと考えられるが、確定することはできない。

重複遺構は見られない。

○215号住居杜（第162.485～487図）

519＋30Ｎ7,519＋20Ｎ7,519＋20Ｎ9,519＋30Ｎ9のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.0577z、南北3.1ｍを測る。主軸方向はＮ－１０４ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は西壁が13c7nを測るほかはいずれも3.5c7,未満を測るに

すぎない。カマドは東壁の南壁際に設置されている。袖部を石組する形態である。袖石間は３５

ｍほどを測る。焼土混入土が10c7nほどに堆積しているのが認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺を中心に分布が見られた。土師器坪、皿、髪、土錘などがある。坪、皿は器

体部下半Iこへラ削りを施すものがほとんどを占める。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は見られなかった。

○216号住居杜（第163.487図）

517＋30Ｎ8,517＋25Ｎ8,517＋25Ｎ9,517＋30Ｎ9のグリッドに位置するｏ

平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられるが、北側に大きく未掘部分を残す。規模

は東西2.8577zを測り、南北は現状で1.777zを測るｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁5.5ＣＴＩ、西壁15cwz、南壁４c7nを測る。カマドは確認できず

設置位置、構造は不明である。また現在確認できた壁に、カマドの位置を推定できるような焼

土なども見られなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片も多かった。土師器杯、髪などがある。坪は身の深い盤状形を呈し、みこ

みに暗文を施すものである。髪は口縁が短く、かつ肥厚する形態である。奈良時代と考えられ

る。

重複遺構は217号住居杜であり、新旧関係は本住居杜が217号住居杜を切り込んで構築されて

いることから216号住居杜（新）→217号住居杜（古）となる。

○217号住居杜（第163.488図）

517＋35Ｎ8,517＋25Ｎ8,517＋25Ｎ9,517＋35Ｎ9のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西5.577z、南北475ｍを測る。主軸方向はＮ－４ｏ－Ｗを指

す。

壁の検出状況はそれほど良好でなく、確認された壁高は東壁７c7n、西壁４cwz、南壁2.5clIz、北
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壁６Ｃｌ､を測る。カマドは北壁のほぼ中央に設置されているが、216号住居杜によって削平された

ためか、カマドの前面に見られるような焼土などがわずかに確認されたにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの正面あたりと考えられる付近に集中が見られた。土師器杯、塊、高坪、蜜、ミ

ニュチアの甑、婆、滑石製臼玉、砥石などが見られる。杯は偏平な半球形を呈するものである。

髪は長胴形が多いようである。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は216号住居杜であり、新旧関係は216号住居杜（新）→217号住居杜（古）であった。

○218号住居杜（第164.489図）

519＋60Ｎ4,519＋55Ｎ4,519＋55Ｎ5,519＋60Ｎ5のグリッドに位置するｏ

平面は方形ないし長方形を呈すると考えられるが、西側は全く不明である。また東壁、北壁

の輪郭もそれほど明確にできなかった。規模は南北が4.577zを測り、東西は3.2ｍ以上と考えら

れる。主軸方向はＮ－９８ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は極めて悪く、ほとんどの部分で壁の輪郭が確認できた程度といえる。カマド

は東壁のほぼ中央付近に設置されていた。しかし焼土などが厚さ１０c71z、幅５５c7nほどに認められ

る以外、構造は明確にできない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、かつ細片が多い。土師器高坪、鉢、蜜などがある。古墳時代後期ころと考えら

れる。

重複遺構は219号住居杜である。新旧関係は明確に捉らえきれなかったが、床面などからすれ

ば218号住居杜（新）→219号住居杜（古）と考えられる。遺物は両住居杜とも細片であり、比較

できなかった。

○219号住居杜（第164.489図）

519＋65Ｎ4,519＋55Ｎ4,519＋55Ｎ6,519＋65Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.477z、南北4.7577zを測る。主軸方向はＮ－８ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況はそれほど良好ではない。確認された壁高は東壁３Ｃｌ､、西壁5.5cmz、南壁4.5Cllz、

北壁11.5cllzを測る。カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。しかし焼土混入土が厚さ１５cmＩ

ほどに確認されたにすぎず、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。

遺物は少なく細片が多い。土師器喪が図示できたにすぎない。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は218号住居杜で、新旧関係は218号住居杜（新）→219号住居祉（古）と捉えたが、

明確でない。

○220号住居杜（第165.489図）

519＋60Ｎ7,519＋55Ｎ7,519＋55Ｎ8,519＋60Ｎ8のグリッドに位置する。
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○228号住居杜（第169.493図）

519＋35Ｎ5,519＋25Ｎ5,519＋25Ｎ7,519＋35Ｎ7のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドが確認されたにすぎない。平面は長方形を呈する。規

模は東西2.477z、南北3.25ｍを測る。主軸方向はＮ－１ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は極めて悪く、壁高の確認された部分はない。カマドは北壁の中央に設置され

ている。袖部を石組する形態であるが、右袖部が残存するにすぎない。右袖部から２５c１mほど内

側に柱状の石が据えられているが、これは左袖部の石組の一部と見るより、支柱と考えられる

ものである。焼土を少量混入した土が15c,､前後に堆積しているのが認められる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片であった。土師器高台付杯、羽釜などがある。平安時代後半と考えられ

る。

重複遺構はない。

○229号住居杜（第170.493図）

519＋25Ｎ7,519＋15Ｎ7,519＋15Ｎ9,519＋25Ｎ9のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.25ｍ、南北3.35ｍを測る。主軸方向はＮ－２４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５cwz、西壁5.5c7n、南壁7.5c7m、北壁９cllzを測る。カマドは

北壁の中央より東壁側に寄った位置に設置されている。焼土ブロックが厚さ５cwz前後に確認さ

れたが、構造は不明である。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド内などから主に出土した。土師器坪、雲、鉢などである。杯は器体部下半をへ

う削りする形態、蓋、鉢は器壁が薄い形態である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は227号住居杜で、新旧関係は229号住居杜（新）→227号住居杜（古）であった。

○230号住居杜（第171.494図）

519＋20Ｎ6,519＋15Ｎ6,519＋15Ｎ8,519＋20Ｎ8のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.05ｍ、南北３ｍを測る。長軸方向はＮ－１１０ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況はそれほど良くなく、確認された壁高は東壁５c7m、西壁６c7n、南壁6.5cmz、北壁

4.5c7nを測るにすぎない。カマドは確認できず、またカマドの位置を推定できる焼土なども確認

できなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器髪がある。古墳時代中～後期と考えられる。

重複遺構は227号住居杜であるが、新|日を明確にできなかった。

○231号住居杜（第171.494図）

519＋20Ｎ7,519＋10Ｎ7,519＋10Ｎ9,519＋20Ｎ9のグリッドに位置するｏ
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平面は長方形を呈する。規模は東西2.05ｍ、南北377zを測る。住居の中央を東壁から西壁に

向かって撹乱の溝が走っている。主軸方向はＮ－１０９ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁５c7m、西壁5.5Cl､、南壁５cl7z、北壁４cl1zを測るに

すぎない。カマドは東壁の北壁際に設置されている。しかし焼土ブロック混入土が厚さ５c7m、

幅35ｍほど認められるのみで、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片である。土師器高杯の脚の一部と土玉とが図示できたにすぎない。古墳

時代中～後期と考えられる。

重複遺構は見られない．

○232号住居杜（第172.494図）

519＋65Ｎ7,519＋55Ｎ7,519＋55Ｎ9,519＋65Ｎ9のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西４ｍ、南北4.3ｍを測る。主軸方向はＮ－１０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９ｍ、西壁６Ｃｌ､、南壁11.5c7n、北壁７ｍを測る。カマドは

北壁中央よりわずかに西壁側に寄った位置に設置されている。しかし焼土と袖部などを構築し

たと考えられる操がいくつか乱雑に残存していたにすぎず、構造は明確にならなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は各壁際に多く存在し、土師器坪、高台付杯、皿、滑石製勾玉などがある。坪は器体部下

半にへう削りを施し、内面に暗文を施すものも見られる。皿は器体部下半を回転へラ削りする

ものが主体である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は220号住居杜であり、新旧閣系は220号住居杜（新）→232号住居杜（古）であった。

○236号住居杜（第172.495図）

519＋30Ｎ8,519＋20Ｎ8,519＋20Ｎ9,519＋30Ｎ9のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈するものと考えられるが、北壁側に未掘部分を残すｏ規模は東西2.777zを測

り、南北は現状で377zを測る。主軸方向はＮ－９０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁２１ｍ、西壁17”、南壁３clmを測る。カマドは東壁の中央

より南壁側に寄った位置に設置されている。焼土ブロック混入士が厚さ１０Ｃｌ､、幅６５c7mほどに認

められるのみで、構造は明確にならない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片であった。土師器境が図示できたにすぎない。古墳時代後期後半ころと

考えられる。

重複遺構はない。

○２３７－１号住居杜（第１７３．４９５．４９６図）

519＋25Ｎ8,519＋15Ｎ8,519＋15Ｎ9,519＋25Ｎ9のグリッドに位置する。
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本住居杜は最初１軒と考えていたが、資料整理の段階で遺物の様相が東側と西側で違うこと

が分かり２軒に分括し、東側を237-1号、西側を237-2号住居杜としたものである。

平面は長方形を呈するものと考えられる。規模は東西2.377z、南北3.15ｍほどと考えられる。

主軸方向はＮ－２９ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、特に西壁と北壁は全く分からない。カマドは北壁の中央より西壁側に

寄った位置に設置されたものと考えられる。焼土混入土が厚さ２０ｍ、幅６０c7mほどに堆積してい

る。構造は明確にならないが、焼土混入土の中に柱状に石が据わっており、支脚とも考えられ

る。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドおよび西壁周辺に集中していた。土師器杯、蓋坪、喪、須恵器杯などがある。土

師器坪は内面に暗文を施す。髪は器壁の薄い長胴賓である。須恵器坪は回転糸切り未調整であ

る。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は237-2号住居祉であり、新旧関係は237-1号住居杜（新）→237-2号住居杜

(古）である。

○２３７－２号住居杜（第173.497図）

519＋25Ｎ8,519＋15Ｎ8,519＋15Ｎ9,519＋25Ｎ9のグリッドに位置するｏ

本住居杜は237-1号住居杜の西側に存在していたものである。平面の形態、規模は全く不明

である。

遺物は土師器杯、髪、甑などである。杯は稜をもつものが主体と考えられる。甑は取っ手の

取付けられた大型品である。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は237-1号住居杜であり、新旧関係は237-1号住居杜（新）→237-2号住居杜

(古）である。

○238号住居土止（第174.498図）

519＋15Ｎ8,519＋05Ｎ8,519＋05Ｎ9,519＋15Ｎ9のグリッドに位置するｏ

平面は長方形を呈する。規模は東西3.377z、南北4.5ｍを測る。なお北西コーナー付近に未掘

部分が残る。長軸方向はＮ－２８ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁19Cl､、西壁７cl7z、南壁3.5cl7z、北壁３clmを測るに

すぎない。カマドは確認されず、またカマドないし炉を推定できるような焼土などは現状では

認められなかった。

床は若干起伏があるようであった。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居の北側に多かった。土師器坪、高杯、雲、甑などがある。高杯は受部外面に稜をも

ち、脚がラッパ状に裾広がりの長脚の形態で、中に小孔を穿つものも見られる。甑は小型の鉢

形である。古墳時代中期と考えられる。

重複遺構はない。
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○239号住居杜（第１７４．４９９．５００図）

519＋15Ｓ3,519＋O5S3、519＋O5S1、519＋15Ｓ１のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.377z、南北3.95ｍを測る。主軸方向はＮ－８ｏ－Ｅを指

す。

壁の検出状況は極めて悪い。確認された壁高は西壁が６”を測るにすぎず、住居の北側半分

は平面プランの輪郭が確認されたにすぎない。カマドは確認できなかったが、北壁の西壁近く

に薄く焼土が認められ、カマドを設置した場所と考えられる。

床はゆるやかな起伏が見られる。柱穴などは確認できなかった。

遺物は南壁側に多く見られた。土師器杯、皿、髪、羽釜、灰紬陶器碗、長頚壷などがある。杯、

皿は器体部下半Iこへラ削りを施したものに限られる。坪の中の大型品には内面が黒色のものも

見られる。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は住居杜にはない。７号溝と重複するが、本住居杜が７号溝の上に構築されている。

○240号住居杜（第175.501図）

519＋10Ｓ5,519＋O0S5、519＋O0S3、519＋10Ｓ３のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西5.5577z、南北5.877zを測る。主軸方向はＮ－３０ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁６ｍ、南壁10c7mを測る。他の壁は輪郭を確認で

きるにすぎなかった。カマドは北壁の中央に設置されている。焼土混入土が厚さ１０c7n、幅８５c7n

ほどに認められた以外、付近に小喋が見られたものの構造を確認することはできなかった。

床は起伏が認められ、中央付近で高まるようである。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片が多い。土師器杯、塊、鉢、髪それに円筒形土器などがある。杯は偏平な

半球形を呈する。また坪、塊はいづれも内外面とも黒色を呈する。古墳時代後期後半と考えら

れる。

重複遺構はない。

○241号住居杜（第176.502図）

519＋O5S3、518＋95Ｓ3,518＋95Ｓ,、519＋O5Slのグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.8ｍ、南北3.2ｍを測る。主軸方向はＮ－９０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁6.5Ｃｌ､、南壁８c7n、北壁７cl7zを測る。カマドは北壁と東壁

とのコーナーに設置されている。焼土が10”前後に認められたにすぎず、構造は明らかでない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器坪、皿、髪などがある。杯、皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものと施

さないものとの２形態が見られ、前者がやや多いようである。髪は口縁の厚い形態である。平

安時代中ころと考えられる。

重複遺構はない。
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○242号住居杜（第177.502図）

519＋OOS5、518＋95Ｓ5,518＋95Ｓ3,519＋OOS3のグリッドに位置する。

平面はやや不整形であるが方形を呈する。規模は東西3.777z、南北3.8ｍを測る。主軸方向は

Ｎ－７０ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は東壁5.5Ｃｌ､、西壁3.5c77z、南壁7.5c7n、北壁５cwzを測る。

カマドは東壁のほぼ中央に設置されているが、焼土がわずかに確認できる程度で、構造は明確

でない。

床は緩やかな起伏が見られる。柱穴などは確認できなかった。なお、カマドの正面付近に直

径177z、深さ３５clmほどの土拡が見られる。その埋土中にカーボンが含まれている。本住居杜を

埋めた最下層の下に見られ、本住居杜に関係するものと考えられる。

遺物は少量であった。土師器坪、高坪などがある。杯は稜を持つ形態である。古墳時代後期

前半と考えられる。

重複遺構はない。

○243号住居杜（第177.502図）

519＋00Ｓ2,518＋90Ｓ2,518＋90Ｎ,、519＋00Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西295ｍ、南北3.8ｍを測る。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁４ｍ、西壁６”、南壁９clnを測る。北壁は輪郭が確認さ

れたにすぎない。カマドは確認できず、その位置を推定できるような焼土なども認められなかっ

た。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少量であった。土師器坪、皿などがある。杯、皿とも器体部下半Iこへラ削りを施すも
のである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構はない。

○244号住居杜（第１７８．５０３．５０４図）

519＋O0S3、518＋85Ｓ3,518＋85Ｓ1,519＋O0S1のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.5ｍ、南北4.7ｍを測る。主軸方向はＮ－４ｏ－Ｅを指す。
壁は外傾し、確認された壁高は東壁10ClIl、西壁５cwz、南壁４C7n、北壁９cwzを測る。カマドは

北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖部の正面のみに袖石を据え、
それから奥を粘土で構築する形態で、袖石より住居の外側に向かって間隔をせばめてレンガ化

した厚さ１c7nほどの壁が認められる。袖石間は４５c7nほどを測る。焼土は厚さ３C7n前後の堆積が

認められる。

床は南壁から北壁に向かって緩やかに低くなる。直径45c7n前後の柱穴が４本確認された。深

さはそれぞれP1-30c77z、P2-285cWZ、Ｐ３-31.5c7m、P4-32c7nほどを測る。

遺物はカマド北東コーナー付近から比較的まとまって出土した。土師器杯、碗、鉢、妻、円筒
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形土器、土製支脚、須恵器坪などがある。土師器杯は偏平な半球形のものと稜をもつものとの

２形態があり、後者が主体的である。髪は長胴髪である。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構はない。

○245号住居杜（第179.505図）

518＋95Ｓ4,518＋90Ｓ4,518＋90Ｓ2,518＋95Ｓ２のグリッドに位置するｏ

平面は矩形を呈する。規模は中央で東西4.65ｍ、南北4777zを測る。主軸方向はＮ－Ｏｏ－Ｅ

を指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁11.5C7n、西壁8.5Ｃｌ､、南壁5.5Ｃｌ､、北壁４c7mを測る。

カマドは確認できなかったが、北壁の中央付近に焼土が認められ、カマドの設置された位置と

考えられる。

床は南壁から北壁に向かって緩やかに傾斜している。東壁の中央付近に直径５５”、深さ１３．５

c7nのピットが認められる。このピットは位置からすれば柱穴とは考えられず、土器類などが落

込んでいる状況からすれば貯蔵穴と考えられる。

遺物はそれほど多くない。東壁中央付近の貯蔵穴内からはまとまって出土した。土師器杯、

蜜などがある。杯は稜をもつ形態に限られるようである。髪は長胴賓である。古墳時代後期前

半と考えられる。

重複遺構はない。

○246号住居杜（第180.506～509図）

518＋85Ｓ6,518＋75Ｓ6,518＋75Ｓ3,518＋85Ｓ３のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈するｏ規模は東西4.7577z、南北4.3577zを測る。主軸方向はＮ－４５ｏ－Ｅを指
す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁23”、西壁５clll、南壁18Ｃｌ､､北壁14.5c77zを測る。カマドは

北壁のほぼ中央付近に設置されている。焼土混入士が厚さ１０Ｃｌ､、幅55c7nほどに堆積している。

しかし、カマドの構造は明確にならなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの正面付近に多く見られた。土師器杯、塊、鉢、高杯、髪、須恵器喪などがある。

杯は半球形のものと稜をもつものとの２形態が見られ、後者が主体を占める。髪は６個体ほど

あり、長胴謹を主体とする。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構はない。

○247号住居杜（第181.510図）

518＋95Ｓ2,518＋85Ｓ2,518＋85Ｎ１，５１８＋95Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.277z、南北5.45ｍを測る◎長軸方向はＮ－Ｏｏ－Ｅを指

す。

－１０８－



壁は外傾し、確認された壁高は東壁８Ｃｌ､、西壁７c71z、南壁5.5c7m、北壁10cwzを測る。カマドは確

認されなかった。西壁の中央より北壁側に寄った位置に、わずかであるが焼土が認められた。

あるいはカマドの設置された位置とも考えられる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片が多い。土師器杯、皿、髪、円筒形土器、用途不明鉄製品などがある。杯、

皿は器体部下半Iこへラ削りを施するもので占められる。髪は口縁部が肥厚するものである。平

安時代前半と考えられる。

重複遺構はない。

○250号住居杜（第182図）

518＋55Ｎ2,518＋45Ｎ2,518＋45Ｎ3,518＋55Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居祉は平面プランの輪郭とカマドの位置が確認できたにすぎない。平面は長方形を呈す

るｏ規模は東西3.35ｍ、南北1.8577zを測る。

カマドは北東コーナーに設置されている。焼土ブロックが認められる以外、構造などは不明

である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少量で、しかも細片であった。平安時代と考えられる。

重複遺構は251号住居祉であり、新|日関係は切合い関係から250号住居杜（新）→251号住居杜

(古）である。

○251号住居杜（第182.510図）

518＋50Ｎ2,518＋45Ｎ2,518＋45Ｎ3,518＋50Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.6777z、南北2.8577zを測る。長軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁４Ｃｌ､、西壁６c7n、南壁４Ｃｌ､、北壁6.5clllを測るに

すぎない。カマドは確認できず、位置を推定できるような焼土も認められなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は北西コーナー付近からまとまって出土したが、量は多くない。土師器坪、髪などがあ

る。坪は盤状形ないし箱形を呈するものと考えられる。雲はやや球胴形を呈する。奈良時代と

考えられる。

重複遺構は250号住居杜であり、新旧関係は250号住居杜（新）→251号住居杜（古）であった。

○252号住居杜（第183.511図）

518＋80Ｓ2,518＋70Ｓ2,518＋70Ｓ1,518＋80Ｓｌのグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.5577z、南北3.25ｍを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15.5Ｃｌ､、西壁15.5cwz、南壁18.5cwz、北壁16.5c7nを測る。力
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マドは北壁のほぼ中央に設置されている。袖部を石組する形態と考えられるが、残存状況は良

くない。袖石間は55clnほどを測る。焼土混入土が15cw2ほどに堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片が多い。土師器杯、塊、雲などがある。坪は半球形を呈する。蜜は長胴蜜

を主体とするものと考えられる。古墳時代後期後半ころと考えられる。

重複遺構は259号住居祉であり、新旧関係は252号住居杜（新）→259号住居杜（古）である。

○253号住居杜（第184.512～514図）

518＋55Ｓ,、518＋45Ｓ,、518＋45Ｎ１，５１８＋55Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに4.45ｍを測る。主軸方向はＮ－Ｏｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁34.5c7n、西壁12.5c711、南壁22.5Cl､、北壁145”を測り、比

較的良好な状況で検出された。カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。袖部の正面にのみ

袖石を据える形態である。この袖石間は37ｍほどを測る。厚さ２c71z前後の焼土ブロックが認め

られる。

床は住居の中央に向かって低く作られている。柱穴と考えられるピットが４本確認された。

深さはP1-185c7n、P2-27c7m、Ｐ３-18ｍ、Ｐ４-31.5c711ほどを測るｏ

遺物は住居の東半分ほどに多く見られた。また北東コーナーからは轡が出土した。土師器杯、

腕、鉢、蓋、甑などがある。杯は偏平な半球形を呈するものと、稜をもつものとの２形態が見ら

れ、その比率は半々であった。雲は長胴髪が主体を占め、中に高台付のものも存在するようで

ある。甑には把手が棒状のものと環状のものとの２形態が見られる。轡は立聞部に絞具の取付

られた形態である。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は２５６．２５７．２６４．２７２号住居杜であり、新旧関係は253号住居杜（新）→２５６．２５７．

２６４．２７２号住居杜（古）であった。

○254号住居土止（第185.515図）

518＋50Ｓ3,518＋40Ｓ3,518＋40Ｓ1,518＋50Ｓ１のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.777z、南北2.577zを測る。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15.5Cl､、西壁23ｍ、南壁５cwz、北壁20.5cl7zを測る。カマ

ドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組される形態で

あり、左右の袖石間は４０ｍほどを測る。焼土混入土が厚さ２０c71z前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは明確にできなかった。

遺物は破片が多く、古墳時代と奈良時代との時期のものが混在しているようである。このう

ちカマド内から出土した坪は器体部下半をへう削りするものであり、奈良時代と考えられる。

この他にも幾つか奈良時代ではないかと考えられる遺物がみられることから、本住居祉は奈良

時代を中心とする時期のものと考えられる。

重複遺構は255号住居杜であり、新旧関係は255号住居杜（新）→254号住居杜（古）であった。
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○255号住居社（第185.516図）

518＋45Ｓ3,518＋40Ｓ3,518＋40Ｓ2,518＋45Ｓ２のグリッドに位置する。

本住居杜は254号住居杜と重複し、しかも遺物の様相からすれば新しい時期の構築であったに

もかかわらず重複部の北側部分の輪郭を明確に捉らえきれなかった。平面は方形ないし長方形

を呈するものと考えられるｏ規模は東西２ｍを測り、南北は確認できた部分で1.177Zを測るｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁８cwz、西壁15cwz、南壁13.5cmzを測る。カマドは東壁の南

壁際ないし南東コーナーに設置されている。袖部の袖石と考えられる立石が１個見られる以外、

厚さ５c7nほどに焼土をわずかに含む堆積土が認められたにすぎない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく細片が多い。土師器杯、髪などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施すもの

のみである。なお内面に暗文は見られない。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は254号住居杜であり、新旧関係は255号住居杜（新）→254号住居祉（古）であったｏ

○256号住居吐（第186.516～518図）

518＋60Ｓ1,518＋50Ｓ1,518＋50Ｎ2,518＋60Ｎ2のグリッドに位置する。

本住居杜の平面プ‘ランは、一部に輪郭のみ確認されたところも見られる。平面は方形を呈し、

規模は東西、南北ともに495Ｃｌ､を測る。主軸方向はＮ－４ｏ－Ｗを指す。

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は西壁５c7n、北壁５c7nを測るにすぎない。カマドは北

壁のほぼ中央に設置されている。カマドの用材かと考えられる篠がわずかに知られるのみで、

構造は明確にならない。焼土が厚さ５c77zほどに見られる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認できた。深さはＰ,－３１

ｍ、P2-30clm、Ｐ３-33.5cl7z、P4-31c7mほどを測る。

遺物は多く、ほぼ全面に見られた。土師器杯、高坪、境、雲、円筒形土器、須恵器蓋杯、坪な

どがある。

土師器杯は偏平な半球形のもの、半球形で底が平底のもの、稜をもつものの３形態が見られ

る。このうち底が平底のものには糸切りかと考えられる痕跡が見られる。髪は長胴髪が主体と

考えられる。須恵器蓋杯はいずれも口径の小さい形態である。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は２５３．２５８．２７２号住居杜であり、新旧関係は253号住居杜（新）→256→258.272号

住居杜（古）である。なお253と256号住居杜との間にはそれほど時間的隔たりはないものと考え

られる。

○257号住居杜（第１８７．５１９．５２０図）

５１８＋50Ｓ,、518＋40Ｓ1,518＋40Ｎ2,518＋50Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.777z、南北4.877zを測るｏ主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12Ｃｌ､、西壁l4c7m、南壁5.5Ｃｌ､、北壁９c7mを測る。カマドは

北壁のほぼ中央に設置されている。袖部の正面にのみ袖石を設置するものである。この左右の
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袖石間は３７clnほどを測る。またこの袖石より奥の壁に向かってレンガ化した焼土が壁状に認め

られる。このほか厚さ５c7n前後の焼土の堆積が見られる。

床は平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認された。このピットは直径３

０～50clmほどで、深さP1-47cln、P2-53c7n、P3-325c7n、Ｐ４-39.5cl7zほどを測るｏ

遺物はカマド付近を中心にして分布していた。土師器坪、高坪、髪、甑、手裡土器、須恵器腺

などがある。坪は稜をもつ形態をとり、髪は長胴蜜が主体を占める。甑は把手のつかないもの

のようである。なお手裡土器が多い。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は２５３．２６４．２７３．２７６号住居杜であり、新旧関係は253.264号住居杜（新）→257→２

７３．２７６号住居杜（古）であった。

○258号住居杜（第188.521図）

518＋55Ｓ2,518＋50Ｓ2,518＋50Ｎ,、518＋55Ｎ1のグリッドに位置する。

本住居杜は南壁の一部が確認された以外は、平面プランの輪郭を推定できた程度にすぎない。

平面は方形ないし長方形をとるものと思われる。規模は南北が777zほどを測る。確認できた壁

高は南壁が18c7mほどであった。

遺物は少ない。土師器杯、喪などがある。坪は稜をもつ形態であり、丹塗りのものも見られ

る。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は256.272号住居杜である。新旧関係は256号住居杜（新）→258号住居杜（古）であ

る。なお272号住居杜との直接的関係は明確でない。遺物からすれば258号住居祉が後出といえる。

○259号住居杜（第189.522図）

518＋55Ｓ3,518＋45Ｓ3,518＋45Ｓ,、518＋55Ｓ,のグリッドに位置する。

本住居杜は西側の一部が明確にできなかった。平面は長方形と考えられる。規模は南北5.55

77zを測り、東西は4.677z前後と考えられる｡主軸方向はＮ－８５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁20c7m、南壁13.5cl7z、北壁13ｍを測る。カマドは東壁の中

央よりわずかに北壁側に寄った位置に設置されている。袖部の正面のみに袖石を据えるものと

考えられるが、残存状況は悪い。厚さ３叩ほどの焼土ブロックが認められる。

床は平坦に作られている。柱穴などは明確にできなかった。

遺物は少ない。土師器坪、鉢、蓋、甑、須恵器髪などがある。杯は半球形で口縁部で外反する

形態である。髪は球胴髪である。甑は鉢形の小型品である。須恵器蜜は口縁部の直下に稜をも

つ形態をとる。古墳時代中期と考えられる。

重複遺構は252号住居杜であり、新旧関係は252号住居杜（新）→259号住居杜（古）であった。

○260号住居杜（第190.522図）

518＋40Ｓ１，５１８＋35Ｓ1,518＋35Ｎ2,518＋40Ｎ2のグリッドに位置する。

本住居杜平面プランの輪郭とカマドの位置が確認されたにすぎない。平面は南壁が北壁に比
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べて短く、矩形を呈する。規模は中央で東西2.977z、南北2.5ｍを測る。主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｗ

を指す。

壁は検出状況が極めて悪く、壁高の確認できた壁はない。カマドは北壁の中央に設置されて

いるが、焼土がわずかに認められる程度で、構造は明確でない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器皿が図示できたにすぎない。器体部下半Iこへラ削りを施さないもので、

かつ底が回転糸切り未調整である。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は261.275号住居杜である。新旧関係は260号住居祉（新）→261→275号住居杜（古）

であった。

○261号住居杜（第190.523図）

518＋45Ｓ,、518＋35Ｓ,、518＋35Ｎ,、518＋45Ｎ,のグリッドに位置する。

本住居杜の平面プランは東壁を除いて、輪郭が確認された程度にすぎない。平面は長方形を

呈する。規模は東西3.5577Z、南北24777zを測る。主軸方向はＮ－１１２ｏ－Ｅを指す。

壁は東壁が確認された程度で、その壁高は11.5c7mを測る。カマドは東壁の中央よりわずかに

南壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態であり、左右の袖石間は４５c7mを測

る。厚さ４c7nほどに焼土ブロックの堆積が見られる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの正面付近にまとまって見られたが、細片が多い。土師器坪、書などがある。

坪は大きな平底で盤状形を呈している。奈良時代と考えられる。

重複遺構は２６０．２６９．２７５号住居杜であり、新旧関係は260号住居杜（新）→261→269.275号

住居杜（古）であった。

○262号住居杜（第１９１．５２３．５２４図）

518＋35Ｓ2,518＋30Ｓ2,518＋30Ｓｌ、518＋35Ｓｌのグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.1ｍ、南北377zを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10.5c711、西壁５c7m、南壁９cwz、北壁６c7mを測る。カマドは

東壁の南壁近くに設置されている。袖部が石組される形態であり、左右袖右間は４５clmほどを測

る。また一部の袖石はカマドの内面と外面とを粘土で覆っている状態が認められた。焼土は顕

著に見られなかったが、焼土を少量含め堆積土は厚く認められた。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は比較的多く、全面に渡って認められた。土師器杯、皿、髪、灰紬陶器塊などがある。杯、

皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものと施さないものとの２形態が見られ、その比率は半々位

であった。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は263.277号住居杜であり、新旧関係は262号住居祉（新）→263.277号住居杜（古）

であった。なお263号住居祉との間にはそれほどの時間的開きはない。
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○263号住居杜（第192.524図）

518＋35Ｓ3,518＋30Ｓ3,518＋30Ｓ1,518＋35Ｓ１のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西３２５ｍ、南北3.2ｍを測る。主軸方向はＮ－９９ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15C7n、西壁８C7n、南壁６CWl、北壁１５c7nを測る。カマドは

東壁の中央よりやや南壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組の形態をとるものであ

り、左右袖石間は40c7nほどを測る。焼土がブロック状に厚さ６c7nほどに認められる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器杯、蓋坪などがある。杯は器体部下半をへう削りし、内面に暗文を施

するものも見られる。杯、蓋杯には墨書が認められるが、判読不明である。平安時代前半と考

えられる。

重複遺構は262.270号住居杜であり、新旧関係は262.270号住居祉（新）→263号住居杜（古）

であった。

○264号住居杜（第193.525図）

518＋50Ｓ１，５１８＋40Ｓ,、518＋40Ｎ1,518＋50Ｎlのグリッドに位置する。

本住居杜は北壁側の一部が確認されたにすぎない。平面は方形ないし長方形と考えられる。

主軸方向はＮ－３７ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は西壁、北壁ともに４c7nを測るにすぎない。カマドは

北壁の中央よりやや西壁側に寄った位置に設置されている。しかし焼土ブロック混入土が厚さ１

伽前後に認められる以外、構造を明らかにできない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心に分布が見られた。土師器坪、鉢、書、須恵器蓋杯、髪などがある。杯は

半球形のものと稜をもつものとの２形態が見られ、このうち後者が主体を占める。また丹塗り

されたものも見られる。髪は長胴蜜である。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は２５３．２５７．２６７．２６９．２７３．２７６号住居杜であり、新旧関係は２５３．２６７．２６９号住居杜

(新）→264→２５７．２７３．２７６号住居杜（古）であった。

○265号住居杜（第194.526図）

518＋35Ｓ1,518＋25Ｓ１，５１８＋25Ｎ2,518＋35Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.8ｍ、南北2.777zを測る。主軸方向はＮ－１４０ｏ－Ｅを指す。

壁は比較的良好な状況で検出された。外傾し、確認された壁高は東壁２伽、西壁３３clml、南壁

21c71z、北壁22cllzほどを測る。カマドは東壁の中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置され

ている。袖部が石組される形態であり、さらに上部に小型の石を積んでいる。左右袖石間は２５

c'mほどを測る。奥壁側には天井石と考えられる平石がさし渡されている。焼土混入土が厚さ１５

c1n前後に認められる。

床はほぼ平坦に造られている。柱穴などは確認できなかった。
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遺物はカマドを中心に分布していた。土師器坪、髪、灰紬陶器境などがある。杯は器体部下

半Iこへラ削りが全く施されず、底が回転糸切り未調整のものである。髪は口縁の短い球胴形を

呈する。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は277号住居杜であり、新旧関係は265号住居杜（新）→277号住居杜（古）であった。

○266号住居杜（第１９５．５２７．５２８図）

518＋30Ｓ3,518＋25Ｓ3,518＋25Ｓ2,518＋30Ｓ２のグリッドに位置するｏ

本住居杜は喫層中に構築されたものと考えられる。しかし平面プランの輪郭とカマドが確認

されたにすぎない。平面は方形を呈する。なお、南東コーナー付近に水道管埋設溝が走り未掘

となっている。規模は東西2.5ｍ、南北2.65ｍを測る。主軸方向はＮ－１３２ｏ－Ｅを指す。

カマドは東壁の中央より北壁側に寄った位置に設置されている｡袖部が石組の形態のもので、

左右袖石間は３５c7nほどを測る。焼土混入土が厚さ１０cw1ほどに堆積する。

床は本住居杜が篠層中に構築されていたため、小さな凸凹が認められた。柱穴などは確認で

きなかった。

遺物はカマドを中心に全面に認められた。土師器坪、高台付杯、皿、鉢、灰紬陶器境などがあ

る。坪、皿などは器体部下半にへう削りが全く施されず、底が回転糸切り未調整のものがほと

んどを占める。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構はない。

○267号住居土止（第196.529図）

518＋50Ｓ2,518＋40Ｓ2,518＋40Ｎ,、518＋50Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.1ｍ、南北2.8ｍを測る。主軸方向はＮ－１１ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は極めて悪く、いずれの壁も2.5ｍ未満で、平面プランの輪郭が確認された程度

といえる。カマドは北壁のほぼ中央に設置されているが、焼土などがわずかに認められた程度

で、構造は明らかにならなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、かつ細片であった。土師器髪、須恵器高台付坪などがある。奈良時代と考え

られる。

重複遺構は２６４．２６９．２７１号住居牡であり、新旧関係は267号住居並（新）→２６４．２６９．２７１号

住居杜（古）であった。

○268号住居杜（第196.529～531図）

５１８＋４０Ｓ2,518＋35Ｓ2,518＋35Ｎ,、518＋40Ｎ1のグリッドに位置するｏ

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドの位置がわずかに確認できたにすぎない。平面は方形

を呈するものと考えられ、東西、南北とも2.9ｍほどの規模を推定できる。主軸方向はＮ－１２ｏ－

Ｅを指す。
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カマドは北壁の中央よりやや東壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態で

左右袖石間は４７cWzほどを測る。

遺物は少ない。土師器坪、書、置カマドなどがある。杯は器体部下半にへう削り、内面に暗文

を施すものである。蜜は薄い口縁部形態をとる。置カマドはカマド内より発見された。髪と同

様に胎土が薄い作りである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は262.277号住居杜であり、新旧関係は262号住居杜（新）→268→277号住居杜（古）

であった．

○269号住居杜（第197.532図）

518＋45Ｓ2,518＋35Ｓ2,518＋35Ｎ,、518＋45Ｎ1のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西4.35ｍ、南北4.3ｍを測る。主軸方向はＮ－３５ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12.5c71z、西壁19”、南壁６”、北壁１２cwzを測る。カマド

は北壁のほぼ中央に設置されている。残存状況が悪く、構造は明確にならなかった。しかし袖

部と考えられるレンガ化した壁が帯状に左右に認められた。焼土ブロックなどが厚さ１０c77z前後

に堆積していた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認された。いずれも直径

50cml前後で、深さはＰ1-37.5ｍ、P2-245c7n、P3-30cWI、Ｐ４－２伽を測るｏなおＰ４の脇に直径

30c77z、深さ２５c77zの小ピットが存在する。

遺物は少ない。土師器坪、境、鉢、髪、須恵器蓋杯、杯それに土玉などがある。土師器杯は半

球形のものと、稜をもつものとの２形態が見られ、その比率は半々 であった。須恵器杯は口径

が小さい。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は２６１．２６７．２６４．２７１．２７３．274.276号住居杜である。新旧関係は261.267号住居

杜（新）→269→２６４．２７１．２７３．２７４．２７６号住居杜（古）であった。

○270号住居杜（第198.533図）

518＋40Ｓ4,518＋30Ｓ4,518＋30Ｓ１，５１８＋40Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.0577z、南北5.1577zを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指
す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15.5C1m、西壁８Cl､、南壁６ｍ、北壁13.5Ｃｌ､を測る。カマド

は東壁のほぼ中央に位置する。袖部が石組の形態で、左右袖石間は４０c77z前後を測る。焼土混入

土が厚さ１伽前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺を中心にして見られた。土師器杯、皿、蜜、羽釜などがある。坪、皿は器体

部にへう削りを施すものと施さないものとの２形態が見られるものの、後者は287-2号住居杜

との切合いから、２８７－２号住居杜に帰属するものと考えられる。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は２６３．２５４．２８７－２号住居杜であり、新旧関係は287-2号住居杜（新）→270→263。
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254号住居杜（古）であったｏ

○271号住居杜（第199.534図）

518＋45Ｓ2,518＋40Ｓ2,518＋40Ｓ１，５１８＋45Ｓ,のグリッドに位置する。

本住居杜は北側部分を他住居によって大きく切られている。平面は隅丸方形ないし隅丸長方

形を呈するものと考えられるｏ規模は東西4.2ｍ、南北は確認できる部分で3.177zを測るｏ

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は東壁３c71z、西壁５Ｃｌ､、南壁１０c71zを測る。カマドは確

認できたいずれの壁にも見られず、北側部分の壁に設置されているものと考えられる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器高杯、饗、須恵器蓋杯、坪、高杯など見られるが須恵器杯は混入品と考

えられる。髪は球胴形態を呈する。蓋杯は稜をもち、かつ口唇部に爪掻痕を有する。古墳時代

後期前半と考えられる。

重複遺構は267.269号住居杜であり、新旧関係は267.269号住居杜（新）→271号住居杜（古）

であった。

○272号住居吐（第199.535図）

518＋65Ｓ2,518＋50Ｓ2,518＋50Ｎ2,518＋65Ｎ2のグリッドに位置する。

本住居杜は南北方向の中央付近に水道管が埋設されており未掘部分となった。このため西側

部分についてはやや不明確なものである。平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられる。

規模は南北5.1ｍを測る。東西は明確にならなかった。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁８C71z、南壁７c7n、北壁１３c7nを測る。カマドは不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、髪、小玉などがある。杯は半球形で口縁部が外反する形態である。髪は球

胴形をとる。古墳時代中期と考えられる。

重複遺構は256.258号住居杜である。新旧関係は256.258号住居杜（新）→272号住居杜（古）

であった。

○273号住居杜（第200.536図）

518＋45Ｓ１，５１８＋40Ｓ1,518＋40Ｎ2,518＋45Ｎ2のグリッドに位置する。

本住居祉は住居の北東コーナー付近がごくわずか確認できたにすぎず、平面の形態、規模な

どは全く分からない。

確認された部分から土師器坪、高杯が出土した。高杯は脚部に長方形の透し孔を３ケ所穿っ

たものである。古墳時代中～後期と考えられる。

重複遺構は２５７．２６４．２６９．２７５号住居杜である。新旧関係は２５７．２６４．２６９．２７５号住居杜（新）

→273号住居杜（古）であった。
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275号住居土止（第２０１．５３６．５３７図）

518＋45Ｓ１，５１８＋35Ｓ,、518＋35Ｎ2,518＋45Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに2.55ｍを測る。主軸方向はＮ－２１ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁６cwz、西壁7.5c7n、北壁８c711を測る。なお南壁は明確に検

出できなかった。カマドは北壁のほぼ中央に位置する。袖部の正面にのみ袖石を据える形態で

ある。この袖石間は４０clnほどを測る。焼土混入土が厚さ１５c7mほどに堆積している。

床は中央に向かいわずかに低まっている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドおよび北西コーナー付近に集中してみられた。土師器杯、鉢、塊、髪、須恵器蓋

坪、腺などがある。杯は稜をもつもののみであった。髪は球胴謹と長胴髪とが見られる。古墳

時代後期前半と考えられる。

重複遺構は260.261.276号住居杜であり、新旧関係は260.261号住居杜（新）→275→276号

住居杜（古）であった。

○276号住居土止（第201.538図）

518＋45Ｎ1,518＋40Ｎ,、518＋40Ｎ2,518＋45Ｎ2のグリッドに位置するｏ

本住居杜は北西コーナー付近の輪郭が確認されたにすぎない。規模は現状で西壁が2.177z、北

壁が2.477zを測るｏ

壁はほとんど確認できなかった。カマドは不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器高坪、塊などがある。古墳時代中期と考えられる。

重複遺構は257.264.269.273．275号住居杜である。新旧関係は２５７．２６４．２６９．２７３．２７５号

住居杜（新）→276号住居杜（古）であった。

○277号住居杜（第202.538～541図）

518＋40S2,518＋25Ｓ2,518＋25Ｎ2,518＋40Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西6.577z、南北6.45ｍを測る。主軸方向はＮ－２２ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁17c7m、西壁12Cl､、南壁15cl7z、北壁l5clllを測る。カマドは

北壁の中央よりやや東壁側に寄った位置に設置されていた。袖部の正面にのみ袖石を据える形

態である。この袖石間は３５叩ほどを測り、この間に円筒形土器がさし渡される様な状況で発見

された。また袖石から奥に向かってレンガ化した焼土が帯状に認められ、袖部の壁と考えられ

る。焼土混入土が厚さ2伽ほどに堆積している。

床は中央に向かってわずかに低まって作られている。柱穴と考えられるピットが３ケ所確認

された。いずれも直径45Ｃｌ､前後で、深さはP1-37cllI､Ｐ2-5｣”、P3-43clmほどを測る。

遺物はカマドを中心にしてほぼ全面に見られた。土師器坪、高杯、塊、鉢、髪、円筒形土器、

須恵器杯などがある。土師器杯は半球形と稜をもつものとの２形態があり、後者がほとんどで

ある。杯には丹塗りされたものが見られる。雲は長胴謹がほとんどである。古墳時代後期前半
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と考えられる。

重複遺構は２６２．２６５．２６８号住居並であり、新旧関係は２６２．２６５．２６８号住居杜（新）→277号

住居杜（古）であった。

○278号住居杜（第２０３．５４２．５４３図）

518＋45Ｎ2,518＋30Ｎ2,518＋30Ｎ4,518＋45Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するｏ規模は東西4.7377z、南北5.1377zを測るｏ主軸方向はＮ－１０ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５C7n、西壁23CWz、南壁７”、北壁４Ｃｌ､を測る。カマドは

北壁の中央に設置されていたものと考えられる。しかし焼土がわずかに確認された程度にすぎ

ない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は坪、高坪、塊、鉢、雲、須恵器坪、石製紡錘車、滑石製勾玉などがある。髪はやや球胴

形を呈するものと、長胴形の２形態が見られる。古墳時代後期後半ころと考えられる。

重複遺構はない。

○279号住居辻（第204.544図）

518＋40Ｓ5,518＋30Ｓ5,518＋30Ｓ3,518＋40Ｓ３のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.5ｍ、南北2.9777zを測る。主軸方向はＮ－３１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁13c71z、西壁7.5cwz、南壁９c7n、北壁18clnを測る。カマドは

北壁の中央よりやや西壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態と考えられる

が、残存状況は良くない。この袖石間は40叩ほどを測る。焼土混入土が厚さ10c7m前後に堆積して

いる。

床はぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの前面に集中してみられた。土師器坪、高台付杯、皿、髪、砥石などがある。坪、

皿などは器体部にへう削りを施さないのを基本とする形態である。髪は外面にハケメがほとん

ど見られず、胎土のやや硬いものである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は285.286号住居杜であり、新旧関係は279号住居杜（新）→285.286号住居杜（古）

であった。

○280号住居杜（第205.545図）

518＋60Ｎ2,518＋50Ｎ2,518＋50Ｎ3,518＋60Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居杜は床の一部とカマドの位置が確認されたにすぎない。

床は黄褐色士をつきかため、ほぼ平坦に作られていた。

カマドは床に接して焼土が認められ、カマドの位置と推定できたにすぎない。

遺物は少ない。土師器髪などがある。球胴謹と長胴謹とが見られる。古墳時代後期後半と考

えられる。
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重複遺構はない。

○281号住居吐（第206.546図）

518＋45Ｎ5,518＋40Ｎ5,518＋40Ｎ7,518＋45Ｎ7のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西2.777z、南北2.65ｍを測る。主軸方向はＮ－１１５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は西壁14c7n、南壁13.5ｍ、北壁14c7nを測る。東壁は輪郭のみ確

認された。カマドは東壁の中央より北壁側に寄った位置に設置されている。袖部の正面にのみ

袖石が見られるものの、石組の形態と考えられる。左右袖石間は３５c7mほどを測る。焼土混入士

が厚さ１０”前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺に集中して見られた。土師器杯、皿、髪、羽釜、灰紬陶器皿などがある。土

師器杯、皿は器体部下半Iこへラ削りを施すもののみである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構はない。

○282号住居杜（第207.546図）

518＋45Ｎ2,518＋40Ｎ2,518＋40Ｎ4,518＋45Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は北壁が南壁に比べて短く、矩形を呈する。規模は中央で東西3.15ｍ、南北2.9577Zを測るｏ

主軸方向はＮ－３ｏ－Ｅを測る。

壁は検出状況は悪く、確認された壁高は東壁6.5ｍ、西壁４cw2、南壁４c7mを測る。北壁は輪郭

が確認された程度である。カマドは北壁のほぼ中央に設置されていたものと考えられる。わず

かに焼土の分布が確認できた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、土師器杯、蜜などであった。杯はいずれも器体部下半にへう削り、内面に暗

文を施す形態である。髪は器壁の薄い形態をとる。平安時代前半と考えられる。
重複遺構はない。

○283号住居杜（第207.547.548図）

518＋45Ｓ6,518＋35Ｓ6,518＋35Ｓ4,518＋45Ｓ４のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.5577z、南北5.45ｍを測る。長軸方向はＮ－９１．－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁57c7m、西壁17ｍ、南壁16Ｃｌ､、北壁22.5c711を測る。カマド

は確認できなかった。

床はやや起伏が見られる。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、高杯、鉢、蜜などがある。坪は半球形と稜をもつものとの２形態が見られ、

後者が主体を占める。中に丹塗りの例もある。蜜は大小で７固体ほどあり、長胴髪が主体を占

めている。古墳時代後期後半ころとみられる。

重複遺構は289号住居杜である。新旧関係は283号住居杜（新）→289号住居杜（古）であった。
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○284号住居杜（第208.549図）

518＋40Ｓ3,518＋30Ｓ3,518＋30Ｓ,、518＋40Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈するｏ規模は東西3.3ｍ、南北3.677zを測る。主軸方向はＮ－９０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁17C711,西壁17.5c71z、南壁６c771、北壁１８cl7zを測る。カマド

は東壁の中央より北壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態であり、左右袖

石間は55clmほどを測る。焼土混入土が厚さ30c１mほどに堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは不明である。

遺物はカマドを中心に分布が見られた。土師器坪、皿、蜜、大鉢などがある。坪は器体部下半

をへう削り、内面に暗文をほどこすものに限られる。皿は器体部下半を回転へラ削りする形態

である。髪、大鉢などは器壁が薄く作られている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は270号住居杜であり、新旧関係は270号住居杜（新）→284号住居杜（古）であった。

○285号住居杜（第209.550図）

518＋35Ｓ5,518＋30Ｓ5,518＋30Ｓ3,518＋35Ｓ３のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.45ｍ、南北3.35ｍを測る。長軸方向はＮ－１１５ｏ－Ｅを指

す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁７”、西壁3.5c7n、南壁４c7n、北壁９c7nを測る。

カマドは確認できず、また位置を推定できる焼土なども認められなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片であった。土師器杯、高台付坪、髪などがある。坪は器体部下半にへう削

りの施されない形態である。杯と蜜との間に時間的な開きが認められる。平安時代後半と考え

られる。

重複遺構は279号住居杜であり、新旧関係は279号住居杜（新）→285号住居杜（古）であった。

○286号住居杜（第209.550図）

518＋40Ｓ5,518＋30Ｓ5,518＋30Ｓ4,518＋40Ｓ４のグリッドに位置する。

本住居杜は西部を279号住居杜によって切られている。平面は方形ないし長方形と考えられる。

規模は南北2.2777zを測り、東西は現状で1.3777zを測るｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15c77z、南壁９Ｃｌ､、北壁14c7nを測る。カマドは検出された

壁まわりからは確認できなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく細片であった。土師器蓋、髪などが図示できたにすぎない。古墳時代後期ころ

と考えられる。

重複遺構は279号住居杜であり、新旧関係は279号住居杜（新）→286号住居並（古）であった。

○２８７－１号住居辻（第210.550図）
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518＋35Ｓ6,518＋25Ｓ6,518＋25Ｓ5,518＋35Ｓ５のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈するｑ規模は東西3.2577z、南北2977zを測る。主軸方向はＮ－７ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10c7n、西壁19cwl、南壁145”、北壁12.5叩ほどを測る。

カマドは北壁の中央より東壁側に寄った位置に作られている。焼土などがわずかに確認できた

にすぎず、構造は不明である。

床は中央がやや低まっている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器皿などがある。器体部下半Iこへラ削りを施さず、底が回転糸切り未調

整の形態をとる。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は288号住居杜である。新旧関係は287-1号住居杜（新）→288号住居杜（古）であっ

た。

○２８７－２号住居杜（第211.551図）

518＋35Ｓ4,518＋25Ｓ4,518＋25Ｓ2,518＋35Ｓ２のグリッドに位置する。

本住居杜は砂喋層中に構築されたものであり、その輪郭とカマドが明らかになったにすぎな

いｏ平面は方形を呈するｏ規模は東西３．０５ｍ、南北29577zを測る。主軸方向はＮ－１１２ｏ－Ｅを指

す。

壁の検出状況はきわめて悪く、壁高の確認できたものはない。カマドは東壁の中央よりやや

南壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組される形態と考えられるが、残存状況は良

くない。袖石間は50c71zほどを測る。中に焼土混入土が厚く堆積している。

床が砂撰層の上にあるため黄褐色土を貼っているが、それでも小刻みの起伏を見せる。全体

からすれば平坦といえる。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器杯、雲、羽釜などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りの見られない、底

が回転糸切り未調整の形態をとる。髪は口縁部が肥厚する。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は266.270号住居杜であり、新旧関係は266号住居杜（新）→287-2→270号住居靴

(古）であった。なお266号住居杜との間にはそれほどの時間的差はない。

○288号住居杜（第210.551図）

518＋35Ｓ6,518＋25Ｓ6,518＋25Ｓ4,518＋35Ｓ４のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.2577z、南北3.15ｍを測る。主軸方向はＮ－９７ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９”、西壁4.5Cl､、南壁10”、北壁１１c771を測る。カマドは

東壁の中央よりわずかに北壁側に寄った位置に設置されている。焼土がわずかに認められる程

度で、構造などは不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、かつ細片であった。土師器杯、皿などがある。坪、皿は器体部下半Iこへラ削り

を施す形態のみで占められている。平安時代前半と考えられる。
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重複遺構は287.289号住居杜であり、新旧関係は287号住居社（新）→288→289号住居杜（古）

であった。

○289号住居土止（第２１２．５５２．５５３図）

518＋40Ｓ6,518＋30Ｓ6,518＋30Ｓ4,518＋40Ｓ４のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.27ｍ、南北5.877zを測る。主軸方向はＮ－５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁13.5ｍ、西壁11.5cwz、南壁25.5c71z、北壁7.5Ｃｌ､を測る。カ

マドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖部の正面にのみ袖石

を設置し、それより奥を粘土で構築するものである。左右袖石間は５０c7nほどを測る。カマド内

の焼土の量は少量であった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心に認められた。土師器杯、高杯、髪、甑などがある。杯は稜をもつ形態の

みであり、中に丹塗りのものが見られる。髪は長胴形のものが主体のようである。甑は小型で

多孔のものである。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は283.288号住居杜であり、新旧関係は288号住居杜（新）→283→289号住居杜（古）

であった。

○290号住居杜（第213.554図）

518＋30Ｓ6,518＋25Ｓ6,518＋25Ｓ4,518＋30Ｓ４のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.25ｍ、南北3.35ｍを測る。主軸方向はＮ－２５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁１１c7m、西壁９c1n、南壁１伽、北壁12.5ｍを測るｏカマド

は北壁の中央よりやや西壁側に寄った位置に設置されている。袖部が石組される形態である。

左右袖石間は５５c7mほどを測る。焼土混入土が厚さ１５c7nほどに堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺に多く見られた。土師器杯、皿、灰紬陶器雲などがある。坪、皿は器体部下

半にへう削りを施すもののみで、坪には内面に暗文の施されるものもみられる。平安時代前半

と考えられる。

重複遺構は南東側に何らかの遺構の存在を考えられたが、明確にできなかった。

○291号住居杜（第２１４．２１５．５５４図）

518＋80Ｓ,、518＋70Ｓ1,518＋70Ｓ2,518＋80Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.3ｍ、南北3.35ｍを測る。主軸方向はＮ－５ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁４c7m、西壁４c7n、南壁６cllzを測るにすぎない。

北壁は輪郭が確認できた程度である。カマドは北壁のほぼ中央に設置されたと思われるが、わ

ずかに焼土などが確認されたのみで、構造は明らかでない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。
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遺物は少ない。土師器坪、高台付坪、喪、置カマド（？）、滑石製臼玉などがある。坪は器体

部下半Iこへラ削りし、内面に暗文を施す例も見られる。髪は器壁の薄い形態である。置カマド

は口縁部の破片であり、口縁部形態から推定したにすぎず、鉢とも考えれる形態である。平安

時代前半と考えられる。

重複遺構は292号住居杜であり、新旧関係は291号住居杜（新）→292号住居杜（古）であった。

○292号住居杜（第２１４．２１５．５５５図）

518＋80Ｓ1,518＋70Ｓ1,518＋70Ｎ2,518＋80Ｎ2のグリッドに位置するｏ

本住居杜はその大半を291号住居土1tによって切られている。平面は長方形を呈する。規模は東

西3.4577z、南北4.05ｍを測る。主軸方向はＮ－５ｏ－Ｅを指すｏ

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は東壁６CllZ、北壁５cl1Zを測る。西、南壁は輪郭が確認

できた程度である。カマドは北壁の中央より若干東壁側に寄った位置に設置されている。焼土

混入土が厚さ１０c7n前後に認められたが、袖部の構造は明確にならなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器坪、皿、鉢、蓋、鉄製刀子などがある。杯、皿は器体部下半Iこへラ削り

し、坪は内面に暗文を施す例が見られる。鉢、坪、皿と胎土、整形を同じくするものである。平

安時代前半と考えられる。

重複遺構は291.293号住居杜であり、新旧関係は293号住居杜（新）→291→292号住居杜（古）

である。なお291と292号住居杜との関係は、接近した時期と考えられる。

○293号住居杜（第214.556図）

518＋80Ｎ,、518＋70Ｎ１，５１８＋70Ｎ2,518＋80Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.05ｍ、南北3.3577zを測る。長軸方向はＮ－１８．－Ｅを指すｏ

壁の検出状況は極めて悪く、確認できた壁高は南壁の一部が8.5ｍを測るにすぎず、他の壁は

輪郭が確認された程度である。なお南東コーナー付近は切合い関係が明確にできなかった。カ

マドは確認できず、位置を推定できる焼土なども認められなかった。しかし、土器の出土状況

からすれば南東コーナー付近に可能性がある。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは明確にできなかった。

遺物は少ない。土師器杯、高台付坪、髪などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施すもの

である。内面には暗文が見られない。蓋は口縁部の肥厚する形態である。平安時代前半ころと

考えられる。

重複遺構は292号住居杜であり、新旧関係は293号住居杜（新）→292号住居杜（古）であったｏ

また291号住居杜ともごく一部が重複するものと考えられる。その新旧関係は293号住居並（新）

→291号住居杜（古）といえる。

○294号住居杜（第２１６．２１７．５５６．５５７図）
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518＋80Ｓ3,518＋65Ｓ3,518＋65Ｎ,、518＋80Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西6.5577z、南北6.7ｍを測る。主軸方向はＮ－２４ｏ－Ｅを指

す。

壁の検出状況は悪い。確認された壁高は東壁５”、西壁12.5c71z、南壁8.5c77z、北壁はその輪郭

が確認された程度である。カマドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されて

いる。袖部の正面にのみ袖石が据えられる形態で、それ以降の袖部を粘土で構築しており、粘

土のブロック化した部分が認められる。左右袖石間は５５c7mほどを測るものと考えられる。中に

焼土が５c7n前後の厚さに堆積しているのが認められる。

床は黄褐色土を貼り、平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認された。

直径50cl7z前後であり、深さはいずれも５０～65c77zほどを測る。

遺物はカマドを中心に見られた。また長さ１０c71I、直径５c77z前後の細長い磯が多数確認された。

特に北西コーナー付近、南西コーナーから南壁の中央にかけての位置に集中が見られた。この

中で南壁中央付近のものは大きさが揃っているようである。

土師器坪、高杯、腕、蓋、甑それにムシロ編石器と考えられるものなどである。杯は稜を持つ

ものに限られており、中に丹塗りの例も見られる。髪は長胴謹のものが見られる。古墳時代後

期後半と考えられる。

重複遺構はない。

○295号住居杜（第218.558図）

518＋90Ｓ2,518＋80Ｓ2,518＋80Ｎ,、518＋90Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.9ｍ、南北4177zを測る。主軸方向はＮ－１ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12.5cml、西壁18”、南壁１１cwz、北壁6.5cllzほどを測る。カ

マドは北壁のほぼ中央に設置されているが、焼土がわずかに確認されたにすぎず、構造は明確

でない。

床は中央付近が低くなっているようである。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心にして分布が見られた。また南壁側には長さ１０c,､、直径５c,､前後の長手

の篠が集中して存在している。土師器坪、高坪、境、鉢、髪などがある。杯は半球形を呈する。

髪は球胴形を呈する。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は303号住居杜であり、新旧関係は295号住居杜（新）→303号住居祉（古）であった。

○296号住居辻（第219.559図）

５１８＋85Ｓ１，５１８＋75Ｓ,、518＋75Ｎ,、518＋85Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.8ｍ、南北2.9ｍを測る。主軸方向はＮ－８ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁l2cwz、西壁４Ｃｌ､、南壁７c77z、北壁６c7nを測る。カマドは

北壁の中央から東壁側に寄った位置に設置されている。焼土が厚さ５cWz前後に確認される以外、

構造などを明らかに出来なかった。
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床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺に多く見られたが、細片である。土師器皿、雲、円筒形土器、灰紬陶器碗な

どがある。皿は器体部下半を回転へラ削りする形態である。髪は茶褐色を呈するものである。

円筒形土器としたものは、通常の円筒形土器とは違う整形であり、むしろ置カマドの整形に共

通する形態をもっている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構はない。

○297号住居杜（第220.559図）

518＋65Ｓ6,518＋55Ｓ6,518＋55Ｓ5,518＋65Ｓ５のグリッドに位置するｏ

平面は長方形を呈する。規模は東西4.2ｍ、南北3.2ｍを測る。主軸方向はＮ－１１ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁3.5c7n、西壁５cllz、南壁３c7n、北壁３c7mにすぎな

い。カマドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖部の正面にの

み袖石を据える形態である。左右袖石間は４０ｃ１１Ｉほどを測る。この袖石間には円筒形土器とそれ

に差し込んだような状況の長手の操とが存在し、左右袖石に差し渡した天井部と考えられる。

焼土が厚さ１５”前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。なお北西コーナー付近には粘

土塊が遣存していた。

遺物はカマド内およびカマド周辺からわずかに見つかった。土師器高坪、碗、髪、円筒形土

器などがある。碗には丹塗りが見られる。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は306号住居祉であり、新旧関係は297号住居祉（新）→306号住居杜（古）であった。

○298号住居杜（第221.560図）

519＋90Ｎ,、519＋80Ｎ1,519＋80Ｎ2,519＋90Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.577z、南北2.75ｍを測る。主軸方向はＳ－Ｏｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁５ｍ、西壁４c71Z、南壁６C71Zを測る。北壁は輪郭

が推定される程度である。カマドは南壁の中央より、やや東壁側に寄った位置に設置されてい

る。焼土が若干認められる程度で、構造は明確でない。カマドの左脇の南東コーナーには直径

50c7m前後、深さ１２clnほどのピットが認められる。あるいは貯蔵穴と考えられる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、かつ細片が多い。土師器皿、高台付坪などがある。いずれも器体部下半Iこへ

ラ削りの施されない形態である。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は299.301号住居杜であり、新旧関係は298号住居杜（新）→301→299号住居杜（古）

であった。

○299号住居杜（第２２１．２２２．５６０図）

518＋85Ｎ,、518＋75Ｎ1,518＋75Ｎ3,518＋85Ｎ3のグリッドに位置する。
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平面は方形を呈する。規模は東西5.45ｍ、南北5.277zを測る。主軸方向はＮ－２８ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９ｍ、南壁28cl7z、北壁5.5c71zを測る。西壁は輪郭が確認さ

れた程度である。カマドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。焼

土が厚さ10”前後に堆積していたのを認めたにすぎず、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。南西コーナー付近からは金環が出土した。土師器雲、高坪、須恵器蓋坪など

がある。蜜は長胴髪である。須恵器蓋坪は直径10ｍ未満の小型品である。古墳時代後期後半と

考えられる。

重複遺構は298号住居並であり、新旧関係は298号住居杜（新）→299号住居杜（古）であった。

○300号住居杜（第222図）

518＋90Ｓ,、518＋85Ｓ,、518＋85Ｎ2,518＋90Ｎ2のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭がわずかに確認できたにすぎない。平面は長方形を呈する。規

模は東西2.4577z、南北4.2ｍを測る。長軸方向はＮ－１７ｏ－Ｅを指す。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

床の南北コーナー付近にわずかな焼土が認められ、炉とも考えられる。

遺物はほとんど確認できなかった。時期は不明である。

重複遺構はない。

○301号住居杜（第２２３．５６０．５６１図）

518＋90Ｓ1,518＋80Ｓ1,518＋80Ｎ2,518＋90Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに3.55ｍを測る。主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12c7n、西壁４c711、南壁14c7nを測る。北壁は輪郭が確認さ

れた程度ある。カマドは不明であるが298号住居並と北壁で重複しており、北壁にカマドの存在

した可能性がある。北東コーナー付近に焼土が認められ、他住居杜のカマドと考えられたが明

確にできなかった。遺物の中にも違和感の見られるものもなく、１軒の住居杜として捉えた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは不明である。

遺物は少なく細片が多い。土師器杯、皿などがある。坪、皿は器体部下半をへう削りする。特

に皿の底は大きな平底を呈する形態である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は298号住居杜であり、新旧関係は298号住居杜（新）→301号住居杜（古）であった。

○303号住居杜（第224.561図）

518＋85Ｓ2,518＋75Ｓ2,518＋75Ｎ1,518＋85Ｎ1のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.55ｍ、南北5.477zを測る。長軸方向はＮ－１２ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁8.5c7n、西壁10.5cwz、南壁17c77z、北壁５c7mを測る。カマド
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Iま確認できなかった。確認された壁まわりにカマドの位置を推定できるような焼土などを認め

ることはできなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片が多い。土師器坪、境、高坪、髪、甑（？）、須恵器杯などがある。郷は

形骸化した稜をもつ小型品である。髪は長胴形と考えられる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は295号住居杜であり、新旧関係は295号住居杜（新）→303号住居杜（古）であった。

○304号住居杜（第２２５．５６２．５６３図）

518＋75Ｎ2,518＋65Ｎ2,518＋65Ｎ3,518＋75Ｎ3のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.15ｍ、南北3.25ｍを測る。主軸方向はＮ－９０ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁8.5Cwl、西壁14c71z、南壁12cllz、北壁17Ｃｌ､を測る。カマドは

東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。袖部に石組は認められないが、セクショ

ンの状況から袖石を抜き取られた痕跡が窺われ、袖部を石組する形態と考えられる。左右袖石

間は袖石の痕跡と考えられる位置で40c7nを測る。カマド内には焼土ブロックが幾つか見られ、

また厚さ５c,､前後に堆積する焼土が認められる。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は多く、カマドを中心にして全体に認められた。土師器杯、蓋杯、皿、雲などがある。坪、

皿は器体部下半Iこへラ削りを施すもので、内面に暗文を施す例も見られる。雲は器壁の薄い形

態である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は312.321号住居杜であり、新旧関係は304.321号住居杜（新）→312号住居社（古）

であった。なお304と321号住居杜との関係は明確にならず、また遺物もほとんど同一時期のもの

であった。

○305号住居杜（第226.564図）

518＋60Ｓ6,518＋50Ｓ6,518＋50Ｓ4,518＋60Ｓ４のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.377z、南北4.3577zを測る。主軸方向はＮ－８７ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁l5c7m、西壁1伽、南壁1伽、北壁14.5clnを測る。カマド

は西壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。焼土混入土が厚さ１５cwz前後に堆積し

ている。構造は明確にならないが、左右の袖石間は焼土混入土の範囲から８０c,､前後と考えられ

る。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心に認められたが、それほど量は多くない。土師器杯、髪、須恵器高台付

坪などがある。土師器杯は底が大きな平底で、身の浅い形態と底が平底気味で身の深い形態と

の２種類がある。前者は器体部下半を回転へラ削りし、内外面に入念なへラ磨きを施す。後者

はみこみ部を含んだ内外面Iこへラ磨きが施される。喪も口縁部の違いから３形態ほどある。須

恵器高台付坪は高台が比較的外側に付けられた身のやや浅い形態をとる。奈良時代と考えられ
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る。

重複遺構は306.316号住居靴であり、新旧関係は305号住居杜（新）→306.316号住居杜（古）

であった。

○306号住居杜（第227.565～567図）

518＋65Ｓ6,518＋55Ｓ6,518＋55Ｓ3,518＋65Ｓ３のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭が確認できたにすぎない。平面は方形を呈する。規模は東西

5.3577z、南北5.277zを測る。主軸方向はＮ－３ｏ－Ｅを指す。

カマドは北壁の中央よりわずかに西壁側に寄った位置に設置されていた。袖部の正面にのみ

袖石を据え付ける形態である。左右袖石間は３０c17zほどを測る。カマド内に喪などの土器が多量

に残存する。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドおよびカマドの前面に集中していた。土師器高杯、髪、甑、円筒形土器、土製支

脚、須恵器杯などがある。髪は球胴賓と長胴髪の２形態が見られる。甑は円筒形土器に近い形

態をみせるが、整形などで大いに異なる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は297.305号住居祉であり、新旧関係は305号住居杜（新）→297→306号住居杜（古）

であった。

○307号住居辻（第228.568図）

518＋60Ｓ4,518＋55Ｓ4,518＋55Ｓ2,518＋60Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.5ｍ、南北3.4ｍを測る。主軸方向はＮ－３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し､確認された壁高は東壁２１c7n、西壁７c7n、南壁12.5c7n、北壁１２c7nを測る。カマドは

北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。焼土が厚さ５”前後に認めら

れる程度で、構造は明確にならない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片が多い。土師器杯、雲、須恵器蓋杯（？）などがある。坪は底が大きな平

底を呈する盤状ないし箱形の形態と考えられる。内外面Iこへラ磨きが顕著である。髪は口縁部

が「く」の字状に屈曲する形態である。奈良時代と考えられる。

重複遺構は315.316号住居杜であり、新旧関係は307号住居杜（新）→315.316号住居杜（古）

であった。

○308号住居社（第229.569図）

518＋60Ｓ3,518＋50Ｓ3,518＋50Ｓｌ、518＋60Ｓｌのグリッドに位置するｏ

本住居祉は西壁側に南北に走る水道管が埋設されており未掘部分となっている。平面は方形

ないし長方形と考えられる。規模は南北4.5577zを測る。東西は現状で3.5ｍを測るｏ主軸方向は

Ｎ－１６ｏ－Ｅを指す。
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壁は外傾し、確認された壁高は東壁８c7m、南壁９C加、北壁５c7nを測る。カマドは北壁の中央

よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。焼土がわずかに認められたにすぎず、構

造は明確にならなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器杯、蜜、須恵器杯、滑石製勾玉、土玉などがある。土師器杯は稜を持つ

形態で、丹塗りされている。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構はない。

○309号住居杜（第229図）

518＋70Ｎ3,518＋65Ｎ3,518＋65Ｎ4,518＋70Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.65ｍ、南北377zを測る。主軸方向はＮ－９９ｏ－Ｅを指すｏ

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は北壁５c7nを測るにすぎない。他の壁は輪郭が確認さ

れた程度である。カマドは東壁の中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されているが、

焼土などが確認できたにすぎず、構造は不明である。

遺物は少なく、ほとんどが細片であり、土師器については図示できなかった。西壁の中央あ

たりに鉄製品が遣存していた。刃部と考えられる部分が柄部と考えられる部分から極端に屈曲

する作りであるが、どの様に使用されたのか不明である。また砥石も出土している。土師器片

は平安時代前半と考えられるものであった。

重複遺構は310号住居杜であり、新旧関係は309号住居杜（新）→310号住居杜（古）であった。

○310号住居杜（第230.569図）

518＋70Ｎ2,518＋60Ｎ2,518＋60Ｎ4,518＋70Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は西壁部に南北に走る水道管が埋設されており、未掘部分となっている。平面は方

形ないし長方形と考えられる。規模は南北3.3577zを測る。東西は現状で2.55ｍを測る。

壁は検出状況が悪く、輪郭が確認された程度である。カマドは確認できず、設置場所も不明

である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、細片が多かった。土師器杯、皿などがある。杯、皿は器体部下半Iこへラ削りを

施すもので占められている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は309.311号住居並であり、新旧関係は309号住居杜（新）→310→311号住居杜（古）

であった。

○311号住居杜（第230.569図）

518＋70Ｎ１，５１８＋60Ｎ1,518＋60Ｎ3,518＋70Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西5.15ｍ、南北577zを測る。主軸方向はＮ－１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁14.5Ｃｌ､、西壁５cllZ、南壁４c7mを測る。北壁は輪郭が確認さ
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れた程度である。カマドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されていた。し

かし焼土がわずかに確認できる程度で、構造は明確にならなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器坪、境、鉢などがある。杯はいずれも稜を持つ形態のものである。古墳時代後

期後半と考えられる。

重複遺構は３１０．３１３．３１８号住居杜であり、新旧関係は310号住居杜（新）→311→313.318号

住居杜（古）であった。なお318号住居杜との間にはそれほどの時間の開きはないものといえる。

○312号住居祉（第231.570図）

518＋75Ｎ１，５１８＋70Ｎ1,518＋70Ｎ3,518＋75Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈するｏ規模は東西29777z、南北2.4577zを測る。主軸方向はＮ－４０ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は西壁４c7n、南壁4.5C7nを測り、東壁、北壁はその輪郭

が確認されたにすぎない。カマドは北壁の西壁寄りに設置されている。袖部の正面にのみ袖石

を据える形態であるが、片側の袖石が残存するだけであった。左右袖石間は断面の状況から５０

cwzほどと見られる。中に焼土が厚さ５c7n前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの前面あたりに多く見られた。土師器杯、鉢、髪などがある。坪は半球形のも

のと稜を持つものとの２形態がある。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は304.313号住居杜であり、新旧関係は304号住居杜（新）→312→313号住居杜（古）

であった。

○313号住居杜（第２３２．５７０．５７１図）

518＋75Ｓ,、518＋60Ｓ1,518＋60Ｎ2,518＋75Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。南壁に突出部が見られる。規模は東西8.277z、南北８４ｍを測る大型の

住居杜である。主軸方向はＮ－４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁２３c71z、西壁17c711、南壁20Ｃｌ､、北壁３c7mを測る。カマドは

北壁のほぼ中央に設置されている。袖石は全くみられず焼土が厚さ５”前後に堆積している以

外、構造は明らかでない。カマドの位置と相対時した南壁の位置には、壁を外側に「．」の字形

に突出して、中に土拡が穿たれた、貯蔵穴と考えられる施設がある。この貯蔵穴はほぼ方形を

呈し東西177z、南北1.1577z、深さ５１cllzほどを測る。また貯蔵穴の北西の脇に楕円形（長軸３０c7n、

短軸２０c7n、深さ９c77z）の小ピットが穿たれており、梯子受のピットとも考えられる。貯蔵穴の

前面には土堤などの施設は見られないが、大振りの磯が数個見られる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられる直径65c71z前後のピットが４ケ所確認された。

その深さはP1-30cln、P2-40c7n、P3-42c711、P4-40c71zを測る。住居杜の東部分には柱穴と柱

穴の間に長さ2.65ｍ、幅277z、深さ１３c7mほどの長方形の窪みが見られた。この窪みの底は住居

杜の床と同様にかたく作られており、住居杜に伴うものと考えられる。
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遺物はカマド周辺と、南壁を中心とする付近に多く見られた。また南壁付近には長さl0cwz前

後の細長い操が幾つか見られ、ムシロ編石錘かと考えられる。

土師器坪、高杯、腕、鉢、髪、手土器、ムシロ編石錘などがある。杯には半球形で口縁部が

外反するものと、稜を持つものとの２形態が見られる。髪は球胴形のものが多く見られ、中に

丹塗りする例も見られる。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は３１１．３１２．３１４．３１８号住居杜であり、新旧関係は３１１．３１２．３１８号住居杜（新）→3

13→314号住居杜（古）であった。

○314号住居杜（第２３３．２３４．５７２～575図）

518＋70Ｓ3,518＋60Ｓ3,518十60Ｎ1,518＋70Ｎ1のグリッドに位置する｡

平面は方形を呈する。規模は東西5.65ｍ、南北5.6ｍを測る。主軸方向はＮ－１４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10.5ｍ、西壁７c7n、南壁9.5c77zを測る。北壁は輪郭を確認

できた程度にすぎない。カマドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されてい

る。袖石と考えられる磯は全く見られない。焼土が厚さ５c71z前後に堆積しているのが認められ

るほか、袖部と考えられる壁状にブロック化した焼土も一部に認められる。構造は明らかでな

い。なお住居杜の中央付近にも焼土、カーボンが見られ、やはり厚さ５cwzほどに焼土の堆積が

認められる。この焼土は浅い土拡状の中に堆積し、その回りにカーボンなどが見られることか

ら、カマドと共に機能していたもので、炉と考えられよう。

床は黄褐色、黒褐色土を硬く突き固めてほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられる直径４０

”前後のピットが２ケ所確認されたｏこれらのピットの深さはP1-33c7m､P2-20C711ほどを測る。

北側の柱穴は確認できなかった。

南壁のほぼ中央に貯蔵穴と考えられる長方形の士拡が穿たれている。規模は東西1.177z、南北

177z、深さ３３c7mほどを測る。この貯蔵穴の回りには高さ３～７c77zほどの土堤が回っている。

遺物はカマドおよび炉の周辺を中心にして分布していた。土師器杯、塊、高坪、蓋、甑などが

ある。杯は半球形のものに限られるが、底は丸底と小さな平底との両者が見られる。蓋は７個

体ほどあるが、ほとんど球胴形を呈するものである。１例だけ鉢形に近い形態のものが見られ

る。甑は把手を持たない鉢形の形態である。古墳時代中期後半～後期初めと考えられる。

重複遺構は313号住居杜であり、新旧関係は313号住居杜（新）→314号住居杜（古）であった。

○315住居杜（第２３５．５７６．５７７図）

518＋65Ｓ4,518＋55Ｓ4,518＋55Ｓ2,518＋65Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.4577z、南北5.1777zを測る。主軸方向はＮ－１０ｏ－Ｗを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁8.5”、南壁７c7n、北壁８c7mを測る。西壁は輪郭が確認さ

れた程度にすぎない。カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。袖部の正面にのみ、石のか

わりに土器（髪）を据えた形態である。左右袖石間は45c7mほどを測る。焼土ブロック混入土が
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厚さ２０c7,1前後に堆積していた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの前面を中心にして分布していた。土師器杯、高杯、鉢、雲、円筒形土器、土製

支脚、須恵器蓋杯、高坪などがある。坪は半球形のものと稜を持つものとの２形態がある。髪

はいずれも長胴髪である。須恵器蓋坪は直径10c7,未満の小型品である。古墳時代後期後半と考

えられる。

重複遺構は307.316号住居杜であり、新旧関係は307号住居土1ｔ（新）→315→316号住居杜（古）

であった。

○316号住居杜（第236.578図）

518＋60Ｓ5,518＋50Ｓ5,518＋50Ｓ2,518＋60Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西6.87ｍ、南北6.9ｍを測る。主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁9.5c7m、西壁14.5Ｃｌ､、南壁５Ｃｌ､、北壁7.5c7nを測る。

カマドは北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖部の正面のみに袖

石を据える形態である。左右袖石間はおおよそ70c,､を測る。この袖石間の上部に差し渡したよ

うな平石が見られ、天井部を構成した石材の一部と考えられる。中に焼土ブロック混入土が厚

さ２０ｃ１１ｚ前後に堆積しているのが見られる。南壁にはカマドと対時する位置に貯蔵穴と考えられ

るピットが見られる。この貯蔵穴は南壁を「．」の字状に突出させ、その中に穿たれており、直

径80c7n、深さ24.5c71zほどを測る。貯蔵穴の回りには土堤の設備は見られない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられる直径40c7n前後のピットが３ケ所確認された。

深さはＰ1-3伽、P2-30c77I、P3-21clnを測る。なお北東に位置するであろう柱穴は確認できな

かった。

遺物はカマド周辺に多く見られた。土師器坪、高坪、碗、鉢、髪などがある。杯は稜を持つも

のがほとんどである。髪は球胴髪と長胴髪との両者が見られる。古墳時代後期後半と考えられ

る。

重複遺構は３０５．３０７．３１５号住居杜であり、新旧関係は305.307号住居杜（新）→315→316号

住居杜（古）であった。

○317号住居杜（第237.579図）

518＋75Ｎ4,518＋65Ｎ4,518＋Ｎ6,518＋75Ｎ6のグリッドに位置する。

本住居杜は西壁側を南北に水道管埋設溝が走り、未掘となっている。規模は南北5.1ｍを測り、

東西は現状で3.2ｍを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁36c7n、南壁17c7n、北壁４c7nを測る。カマドは北壁の中央

付近に設置されている。袖部の正面のみに袖石を据えた形態である。左右袖石間は断面などか

ら５０”ほどを測る。焼土が厚さ５c711前後に認められる。

床はほぼ平坦に作られているｏ柱穴と考えられる直径35c7n、深さ２０c7nほどのピットが１ケ所
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確認された。

遺物は土師器坪、高郷、鉢、髪などがある。杯は稜を持つ形態で、中に丹塗りされた例も見ら

れる。高坪は脚に１～２段の透し孔を穿つものである。蜜は長胴賓が見られる。古墳時代後期

前半と考えられる。

重複遺構はない。

○318号住居杜（第238.580図）

518＋70Ｎ,、518＋60Ｎ,、518＋60Ｎ3,518＋70Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。なお北西コーナー付近に水道管埋設溝があり未掘となっている。規模

は東西4.8ｍ、南北4.5ｍを測る。主軸方向はＮ－１２ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁8.5ｍ、西壁10.5Ｃｌ､、南壁6.5ｍ、北壁5.5c7nを測る。カマ

ドは北壁のほぼ中央に設置されている。焼土ブロックが厚さ５c'１z前後に堆積しているのが認め

られる以外、袖石などは確認できなかった。しかし、壁の一部を構成したと考えられるレンガ

化した焼土ブロックが認められた。断面などからすれば左右の袖間は40ｍほどと考えられる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられる直径35cml、深さ１７c7nほどのピットが南東コー

ナー付近に１ケ所確認された。

遺物は少ない。土師器杯、雲などがある。坪は偏平な半球形のものと、稜を持つものとの２

形態がある。後者には丹塗りされた例や、黒色を呈する例が見られる。髪は長胴髪と球胴謹と

の２形態がある。古墳時代後期前半と考えられる。

重複遺構は311.313号住居杜であり、新旧関係は311号住居杜（新）→318→313号住居杜（古）

であった。

○319号住居杜（第239.580図）

518＋75Ｎ4,518＋65Ｎ4,518＋65Ｎ5,518＋75Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.15ｍ、南北3.2577zを測る。主軸方向はＮ－８５ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５cnl、西壁6.5ｍ、南壁7.5c71z、北壁7.5cllzを測る。カマド

は東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。袖石と考えられる藤は全く確認でき

ず、わずかに支柱ではないかと考えられる磯が据えられている。焼土ブロック混入土が厚さ２５

c'nほどに堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。住居中央付近に平石が見られ

た。

遺物は少量であった。土師器杯、置カマドなどがある。杯は器体部下半lこへラ削りを施すも

ので、内面に暗文の施された例がある。置カマドは上縁の小破片であり全体の形は不明である。

平安時代前半と考えられる。

重複遺構はない。。
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○320号住居杜（第240.581図）

518＋80Ｎ2,518＋75Ｎ2,518＋75Ｎ3,518＋80Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭が確認された程度にすぎないｏ規模は東西2977z、南北2.8577zを

測る。主軸方向はＮ－７ｏ－Ｅを指す。

カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。焼土が厚さ５”前後に堆積しているのが認めら

れる程度で、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られているが、西壁側でやや明確でない。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、かつ細片であった。土師器書、手裡土器などがある。雲は底をへう調整した

ものである。古墳時代後期後半ころと考えられる。

重複遺構は323号住居:１１tである。新旧関係は320号住居杜（新）→323号住居杜（古）と捉えた

が、やや明確性を欠く。

○321号住居杜（第241.581図）

518＋80Ｎ2,518＋70Ｎ2,518＋70Ｎ4,518＋80Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居祉は住居の南東コーナー付近の輪郭が確認されたにすぎない。規模は現状で東壁１．３５

ｍ、南壁2.7ｍを測る。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、土師器雲を図示できたにすぎない。蜜は器壁の薄い形態である。平安時代前

半と考えられる。

重複遺構は３０４．３２２．３２３号住居杜であり、新旧関係は322号住居杜（新）→304.321→323号

住居杜（古）であった。なお304号住居杜と本住居地との新旧関係は明確に捉えられなかった。

また遺物から見ても近接した時期と考えられる。

○322号住居杜（第241.581図）

518＋80Ｎ2,518＋70Ｎ2,518＋70Ｎ4,518＋80Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.1ｍ、南北3.2277zを測る。主軸方向はＮ－１０４ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁５c7n、西壁５c7nを測る。南壁、北壁は輪郭を確

認できた程度にすぎない。カマドは東壁の北壁近くに設置されているが、焼土がわずかに認め

られる程度で構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、髪、羽釜、灰紬陶器塊などがある。坪、皿は器体部下半にへう削りを施

すものである。髪は口縁部が極端に肥厚する形態である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は321.323号住居杜であり、新旧関係は322号住居祉（新）→321→323号住居並（古）

である。

○323号住居辻（第242.582図）
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518＋75Ｎ2,518＋70Ｎ2,518＋70Ｎ4,518＋75Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西6.577z、南北6.477zを測る。主軸方向はＮ－１２ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁l1cln、西壁５C7n、南壁8.5CW2、北壁７clmを測る。カマドは

北壁の中央に設置されている。袖石は全く確認できなかった。焼土ブロックが幾つか認められ、

中に袖部と考えられる状況のものも見られた。これからすると左右の袖石間は６０c,､前後と推定

できる。

床は北壁から南壁に向かってゆるやかに低くなっている。柱穴と考えられる直径７０cwz前後の

ピットが４ケ所確認されたｏ深さはPl-44cWz、Ｐ2-36.5C771、P3-33cwz、P4-365c7nを測るｏ

遺物はカマドの周辺に多く見られた。土師器坪、高杯、髪、円筒形土器などである。坪は偏平

な半球形のものと、稜を持つものとの２形態が見られる。高坪は身が坪と同様の２形態がある。

蜜は長胴賓である。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は320.321.322号住居杜であり、新旧関係は322.321号住居杜（新）→320→323号

住居杜（古）であった。

○324号住居杜（第243図）

518＋35Ｓ3,518＋25Ｓ3,518＋25Ｓ2,518＋35Ｓ２のグリッドに位置する。

本住居杜は平面の輪郭が確認された程度にすぎない。平面は方形を呈する。規模は東西3.05

77z、南北2.85ｍを測る。主軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

砂喋層に切り込んで構築されており、床は黒褐色土を貼って締固めているが小刻みの起伏は

見られる。全体的には平坦に作られている。

カマドは北壁の東壁近くに設置されていたものといえる。しかし焼土がわずかに確認された

にすぎず、構造は不明である。

遺物はほとんど認められなかった。帰属時期は不明である。

重複遺構はない。

○西１号住居杜（第244.583.584図）

518＋10Ｎ1,518＋OON1、518＋00Ｎ2,518＋10Ｎ2のグリッドに位置するｏ

平面は長方形を呈する。規模は東西3.377z、南北2.8ｍを測る。主軸方向はＮ－１１６ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５Ｃｌ､、西壁６c71I、南壁５c7m、北壁５c77zを測る。カマドは東

壁の中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態であり、左

右の袖石間は27clnほどを測る。カマド内に焼土はほとんど認められなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの前面付近を中心に分布が見られた。土師器杯、護などが見られる。坪は器体

部下半Iこへラ削りが全く施されず、底が回転糸切り未調整の形態のものに限られる。髪は大小

があり、特に小型蜜は坪と同様に外面をロクロ整形し、底が回転糸切り未調整のものである。
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大型髪は器形にやや不安定な形状を見せるものである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西24．西25．西48号住居杜であり、新旧関係は西１号住居杜（新）→西24・西２５．

西48号住居杜（古）であった。

○西２号住居杜（第245.585図）

518＋15Ｎ1,518＋05Ｎ,、518＋O5N2、518＋15Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.777z、南北3.2777zを測る。主軸方向はＮ－１４０ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７c7n、西壁11.5cwz、南壁8.5c7m、北壁8.5c7nほどを測る。カ

マドは東壁のほぼ中央に設置されている。袖部を石組する形態であるが、その残存状況は良く

ない。左右袖石間は５０c7,zほどを測るものと考えられる。焼土はわずかに混入が認められるにす

ぎない。

床は平坦に作られている。柱穴は認められなかった。

カマドの右袖脇に東壁に接して直径50cwz、深さ８clnほどの浅い土拡があり、貯蔵穴の可能性

を持つ。

遺物はカマド、貯蔵穴を中心に分布が認められた。土師器?不、皿、羽釜、置カマドなどがある。

杯、皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものがほとんどであった。杯の大型品には内面黒色の例

も見られる。置カマドは焚き口部の破片である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西14号住居杜であり、新旧関係は西２号住居杜（新）→西14号住居杜（古）であっ

た。

○西３号住居土止（第246.586図）

518＋OON6、517＋90Ｎ6,517＋90Ｎ7,518＋O0N7のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.67ｍ、南北2.8877zを測る。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｅを指す。

確認された壁高は西壁２１C7m、北壁8.5c7mほどを測る。なお東壁と南壁は他住居杜との重複部分

にあたり、輪郭が確認された程度にすぎない。カマドは北壁の中央に設置されている。袖部を

石組する形態と考えられるが、残存状況は悪い。左右の袖石間は３５c7nほどを測る。焼土混入土

が1伽前後に堆積している。床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は極めて少量で、しかも細片であった。土師器坪などがある。口縁部が玉縁状に肥厚す

る形態を見せる。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西４号住居杜であり、新旧関係は西３号住居杜（新）→西４号住居杜（古）であっ

た。

○西４号住居辻（第246.586図）

518＋OON6、517＋90Ｎ6,517＋90Ｎ7,518＋OON7のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.7577z、南北3.4577zを測る。主軸方向はＮ－１０３ｏ－Ｅを
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指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９c7n、西壁１１c711、南壁５Ｃｌ､、北壁１１cllzを測る。カマドは

東壁の北壁寄りに設置されている。袖部が石組の形態である。左右の袖石間は45ｍほどを測る。

焼土混入土が厚さ２０”前後に認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はは少なく、細片が多い。土師器坪、皿、蜜がある。杯は器体部下半にへう削りする形態

で、内面のみこみ部に暗文の施された例も見られる。蜜は器壁の薄い形態をとる。平安時代前

半と考えられる。

重複遺構は西３．西18号住居杜であり、新旧関係は西３号住居杜（新）→西４→西18号住居杜

(古）であった。

○西５号住居杜（第247.586図）

518＋10Ｎ2,518＋００Ｎ2,518＋００Ｎ4,518＋ｌ０Ｎ４のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西2.95ｍ、南北3.12ｍを測る。主軸方向はＮ－３４ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は西壁５Ｃｌ､、南壁６CWlを測る。東壁、北壁は土拡など

の重複があり輪郭が確認された程度であった。カマドは南壁のほぼ中央に設置されている。袖

部を石組する形態であり、左右袖石間は30cWZほどを測る。焼土ブロックおよび焼土混入土の堆

積が厚さ５c71zほどに認められた。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、ほとんど細片であった。土師器高台付杯、皿などであるが、覆土からの出土

であって、時期の明確な特定はできない。おおよそ平安時代前半ころかと考えられる。

重複遺構は西１５・西22号住居杜であり、新旧関係は西５号住居杜（新）→西１５．西22号住居杜

(古）である。なお西15号住居杜との間に大きな時間差はないものと考えられる。また西22号住

居杜との関係は遺物から明確にすることはできなかった。

○西６号住居杜（第248.587図）

518＋30Ｎ5,518＋20Ｎ5,518＋20Ｎ7,518＋30Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は不整形に近い長方形を呈する。規模は中央で東西2.7577z、南北3.45ｍを測る。主軸方向

はＮ－１３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９c71z、南壁５c1n、北壁１１c7mを測る。西壁は輪郭が確認で

きた程度にすぎない。カマドは北壁の中央に設置されていた。袖石は確認できなかった。この

ほか焼土混入土が厚さ２５c7mほどに認められた程度で、構造は明らかでない。

床は小刻みな起伏は見られるが、全体には平坦に作られている。柱穴などは確認できなかっ

た。

遺物は南壁側を中心にして分布が見られた。土師器杯、塊、書、甑、須恵器長頚壷などが見ら

れる。坪は偏平な半球形の形態に限られる。甑は小型の部類に入る鉢形の形態をとる。古墳時
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代後期後半と考えられる。

重複遺構は西７．西16号住居杜であり、新旧関係は西７号住居杜（新）→西６→西16号住居

杜（古）であった。

○西７号住居杜（第249.588図）

518＋25Ｎ5,518＋15Ｎ5,518＋15Ｎ7,518＋25Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西455ｍ、南北3.93ｍを測る。主軸方向はＮ－２３ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10.5Ｃｌ､、南壁22ｍを測る。西壁、北壁は輪郭が確認され

た程度である。カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。袖部が石組される形態と考えられ

るが、残存状況は良くない。左右の袖石間は４０clnほどを測る。焼土が厚さ５Ｃｌ､前後に堆積して

いる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの前面を中心に認められた。土師器坪、髪などがある。坪は半球形のものと大

きな平底を呈する盤状形のものとが見られるが、前者は混入品と考えられる。髪には長胴謹と

球胴賓の２形態が見られる。奈良時代と考えられる。

重複遺構は西６．西１６．西23号住居杜であり、新旧関係は西７号住居杜（新）→西６．西１６．

西23号住居祉（古）であった。

○西８号住居杜（第250.589～591図）

518＋10Ｎ4,518＋00Ｎ4,518＋00Ｎ6,518＋10Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.177z、南北3.2ｍを測る。主軸方向はＮ－１０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁l9Cllz、西壁８C7n、南壁15c71z、北壁16.5c7nを測る。カマド

は北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖石などは確認できなかっ

たが、袖部を構成したと考えられる粘土が東西の２ケ所に見られる。この粘土と粘土の間は３７

cwzほどを測る。焼土混入土が厚さ１０ｍほどに認められた。

床は南壁側から北壁側に向かって緩やかに低く傾斜している。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居杜の全面に認められた。土師器杯、高杯、髪、甑、須恵器坪などがある。土師器坪

は偏平な半球形のものと、稜をもつものとの２形態が見られる。高坪には脚部の大型と小型と

の形態がある。髪は球胴謹と長胴蜜とがある。甑は把手付の形態をとる大型品である。須恵器

坪は直径10c7,未満の小型品が主体を占める。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構はない。

○西９号住居杜（第２５０．５９２．５９３図）

518＋10Ｓ4,518＋OOS4、518十00Ｓ2,518＋I0S2のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.75ｍ、南北3.8577zを測る。主軸方向はＮ－２６ｏ－Ｅを指す。
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壁の検出状況は良くない。確認された壁高は東壁６”、南壁５c71I、北壁４cl7zを測る。西壁は

輪郭が確認された程度である。カマドは北壁の中央より、わずかに東壁側に寄った位置に設置

されている。操が数個カマド周辺から発見されたが、袖石と考えられる原位置を示す藤は確認

されなかった。焼土が厚さ３cwz前後に認められる程度で、構造は明確にならなかった。

床はほぼ平坦に造られている。柱穴などは確認できなかった。

北壁に設置されたカマドの右脇に長方形の土拡が穿たれている。中から本住居杜出土品と同

時期と考えられる土器が出土する。しかし本住居祉を切り込んで構築しており、貯蔵穴とは考

えられない。

遺物はカマド周辺に集中して分布が見られた。土師器髪、円筒形土器などがある。髪は大小

の違いは見られるものの、いずれも長胴謹であった。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構はない。

○西10号住居杜（第251.594～596）

518＋20Ｎ5,518＋10Ｎ5,518＋10Ｎ7,518＋20Ｎ7のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西５ｍ、南北5.6ｍを測る。主軸方向はＮ－１３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁8.5Cl､、西壁3.5c71z、南壁10.5C771、北壁７ｍを測る。

カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。袖部の正面にのみ袖石を据える形態で、この左

右袖石間は37c711ほどを測る。焼土および焼土混入土の堆積が認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認された。深さはＰ１－２１

ｃｌ７ｚ、P2-32c71z、P3-21c7m、P4-18clmを測るｏ

遺物はカマドを中心にほぼ全面にわたって認められた。土師器坪、塊、高坪、髪、須恵器蓋坪、

杯などかある。土師器坪は偏平な半球形を呈するものと、稜をもつ２形態が見られ、中には黒

色を呈するものもある。このうち前者が主体を占める。蜜は長胴謹と球胴髪の２形態がある。

須恵器蓋坪、杯はともに口径ｌ０ｃ１１ｚ未満の小型品であった。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は西23号住居杜であり、新旧関係は西10号住居杜（新）→西23号住居杜（古）であっ

た。

○西11号住居杜（第252.597図）

518＋30Ｎ2,518＋20Ｎ2,518＋20Ｎ4,518＋30Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居祉の東側部分を南北に農道が走っており、未掘となっている。平面は長方形ないし方

形と考えられる。規模は南北5.25を測る。東西は北壁の確認できる部分で2.8577zを測る。

壁は外傾し、確認された壁高は西壁7.5cl7z、南壁7.5”、北壁11.5c71zを測る。カマドは確認され

ている壁まわりからは見つかっておらず、住居杜の東側部分に設置されているものといえる。

床は平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが２ケ所確認された。直径３０c71Zほどで、

深さはP1-21c7n、P2-20clllほどを測る。貯蔵穴は確認できなかった。

遺物は少なく、土師器杯、高杯が図示できたにすぎない。坪は偏平な半球形を呈する形態で、
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黒色を呈する。高坪は身が杯同様の半球形を呈し、脚部の背の低い形態と思われる。古墳時代

後期後半と考えられる。

重複遺構はない。

○西12号住居杜（第253.597図）

518＋25Ｎ2,518＋15Ｎ2,518＋15Ｎ4,518＋25Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.25ｍ、南北4.83ｍを測る。主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５”、西壁９c7m、南壁４Ｃｌ､、北壁12.5c7nを測る。カマドは

北壁のほぼ中央に位置している。袖部の正面のみに袖石を据える形態で、左右袖石間は３５ｍほ

どを測る。焼土が厚さ５cwz前後に認められる。カマドのほぼ中央には柱状の石が据えられてお

り、支脚と考えられる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが２ケ所確認された。直径４５c7n前後

で深さがＰ1-25.5c7m、P2-10c7nほどを測るｏ東壁の北壁寄りに粘土塊が認められるｏ

遺物はカマドを中心に分布が見られた。土師器杯、高杯、饗、須恵器坪（片）などがある。土

師器杯は稜を持つものが主体と考えられる。しかし、稜を持つものにも２形態がある。高杯は

脚の背の低いものと思われる。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構はない。

○西13号住居吐（第254.598図）

518＋O5S2、517＋95Ｓ2,517＋95Ｎ,、518＋05Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.777z、南北8.777zを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５c7n、西壁4.5c7n、南壁５c7m、北壁７c7nを測る。カマドは

東壁のほぼ中央に設置されている。袖部を石組する形態であるが、片側にのみ残存する。左右

の袖石間の開きは分からない。それでも、焼土混入土が厚さ１５cwl前後、幅７０c7nほどに認められ

ることから、７０c7n前後を推定できよう。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドを中心として分布が見られた。土師器坪、蓋杯、皿、蜜などがある。杯は器体部

下半にへう削り、内面に暗文を施すものである。皿は器体部下半を回転へラ削りする。髪は大

小あるが、いずれも器壁の薄い形態をとる。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西31号住居祉であり、新旧関係は西13号住居杜（新）→西31号住居土''二（古）であっ

た。しかし時間的には大きな開きはない。

○西14号住居杜（第255.599図）

518＋15Ｎ1,518＋10Ｎl、518＋10Ｎ3,518＋ｌ５Ｎ３のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.25ｍ、南北2777zを測る。主軸方向はＮ－１０２ｏ－Ｅを指

す。
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壁は外傾し、確認された壁高は東壁12.5c71z、西壁12c7n、南壁9.5cml、北壁11.5”を測る。カマ

ドは東壁の南壁近くに設置されたものと考えられる。袖の片側のみが残存しており、袖部を石

組する形態である。焼土はほとんど認められなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器杯が図示できたにすぎない。大きな平底の盤状形を呈する器体である。

器体部下半に小刻みなへラ削りを施している。内面のみこみ部には円形の線刻が認められる。

奈良時代と考えられる。

重複遺構は西２号住居杜であり、新旧関係は西２号住居杜（新）→西14号住居杜（古）であっ

た。

○西15号住居杜（第256.599図）

518＋10Ｎ2,518＋００Ｎ2,518＋００Ｎ3,518＋10Ｎ3のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西3.35ｍ、南北３ｍを測る。主軸方向はＮ－９０ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁4.5Ｃｌ､、南壁７cllzを測る。西壁、北壁は輪郭が確

認された程度にすぎない。カマドは東壁の中央よりわずかに北壁側に寄った位置に設置されて

いる。袖部を石組する形態であり、左右袖石間は３３叩ほどを測る。焼土混入土が厚さ５c71z前後

に堆積しているが、認められた。

遺物はカマド内および周辺に主に認められた。土師器坪、皿などがある。坪は器体部下半Iこ

へラ削り、内面に暗文を施す。皿は器体部下半に回転へラ削りを施すものが主体を占める。平

安時代前半と考えられる。

重複遺構は西５．西22号住居杜であり、新旧関係は西５号住居杜（新）→西15→西22号住居杜

(古）であった。

○西16号住居杜（第257.600～602図）

518＋30Ｎ4,518＋15Ｎ4,518＋15Ｎ6,518＋30Ｎ6のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.85ｍ、南北4.95ｍを測る。長軸方向はＮ－１６ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁11”、西壁３cl7z、南壁11c71I、北壁9.5clnほどを測る。カマ

ドは現在確認されている壁まわりからは見つかっていない。北壁に設置されていた可能性が高

い。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが３ケ所確認された。直径５０cllz前後

であり、深さはPl-15c7n、P2-20cwz、P3-22clllほどを測るｏ

遺物は住居杜の南西部に集中が見られた。土師器杯、高坪、塊、髪、須恵器蓋坪、坪、長頚壷

などがある。土師器杯は偏平な半球形の杯と、退化した稜を持つものとの２形態がある。高杯

は脚部の背の低い形態と思われる。髪は９個体ほどあり、球胴護と長胴養の２形態があり、後

者が量的に多い。須恵器蓋杯は宝珠把、内面に返りを持つ形態である。須恵器杯は口径が１０ｍ

未満の小型品である。古墳時代後期後半と考えられる。
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重複遺構は西６．西７号住居吐であり、新旧関係は西７．西６号住居杜（新）→西16号住居

杜（古）であった。

○西17号住居杜（第257.603図）

518＋０５Ｎ6,517＋95Ｎ6,517＋95Ｎ8,518＋O5N8のグリッドに位置する。

本住居杜は北側に未掘部分を残す。平面は長方形ないし方形かと考えられる。規模は東西３．９

ｍを測るｏ南北は東壁の確認できた部分で2.677zを測る。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12ｍ、西壁12.5c7n、南壁5.5c7nほどを測る。カマドは確認

されている壁まわりからは見つかっていない。なお南壁の西壁寄りの床に焼土の散布が認めら

れる。しかしカマドの設置された位置と推定するには至らない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、高台杯、髪、羽釜、灰紬陶器などがある。坪には器体部下半にへう削り、内

面に暗文を持つものと、へラ削りおよび暗文を全く施さないものとが見られ、違和感をもつ。

このうち前者は覆土内からの出土であり、混入品と考えられ、後者が本住居杜に伴う坪といえ

る。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西19号住居杜であり、新旧関係は西17号住居杜（新）→西19号住居杜（古）であっ

た。

○西18号住居杜（第258.604図）

518＋05Ｎ5,517＋95Ｎ5,517＋95Ｎ7,518＋O5N7のグリッドに位置する。

平面は南壁が北壁に比べて短く、矩形を呈する。規模は中央で東西3.3577z、南北3.5ｍほどを

測る。長軸方向はＮ－３１ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁3.5c7n、南壁３ｃｍ、北壁４Ｃｌ､を測るにすぎない。

西壁は一部の輪郭が確認された程度であった。カマドは確認されている壁まわりには見られな

かった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なかったが南東コーナー付近に集中が見られた。土師器杯、髪、円筒形土器などが

ある。坪は半球形を呈するもののみのようである。蜜は球胴髪と長胴蓋の２形態が見られる。

古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は西４号住居杜であり、新旧関係は西４号住居並（新）→西18号住居並（古）であっ

た。

○西19号住居杜（第258.605図）

518＋００Ｎ6,518＋００Ｎ6,518＋00Ｎ8,518＋ｌ０Ｎ８のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形と考えられるが、西壁部は他住居杜などで切られている。規模は南

北477zを測る。東西は南壁の確認できる部分で3.2577zを測る。長軸方向はＮ－３６ｏ－Ｅを指す。
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壁の検出状況は良くない。確認された壁高は東壁５c7n、南壁3.5cwz、北壁5.5c711ほどを測る。カ

マドは確認された壁まわりには認められず、また設置位置を推定できるような焼土も見られな

かった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は東壁側に集中する傾向が見うけられた。土師器杯、皿、妻、羽釜などである。杯、皿は

器体部下半にへう削りを施すものに限られるようである。特に口縁部の肥厚が目に付く。平安

時代前半と考えられる。

重複遺構は西17号住居社であり、新旧関係は西17号住居杜（新）→西19号住居杜（古）であっ

た。

○西20号住居杜（第259.606図）

518＋15Ｓ,、518＋05Ｓ,、518＋０５Ｎ2,518＋15Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.7577z、南北3.25ｍを測る。主軸方向はＮ－１００ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁11.5c71z、西壁８c71z、南壁６Ｃｌ､、北壁４”ほどを測る。カマ

ドは東壁の南壁際に設置されている。袖部を石組する形態であるが片側のみが残存している。

焼土混入士が厚さ１０c1m前後に堆積しているのが認められる。また支脚と考えられる柱状の石が

据えられている。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は北壁側で多く見られた。土師器杯、蓋杯、皿などがある。杯、皿は器体部下半にへう削

りを施すものに限られるようである。蓋杯は大口径のものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構はない。

○西21号住居杜（第259.606～608図）

518＋00Ｎ3,517＋90Ｎ3,517＋90Ｎ5,518＋OON5のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭が確認された程度にすぎない。平面は方形を呈している。規模は

東西3.4ｍ、南北3.6ｍを測る。主軸方向はＮ－９６ｏ－Ｅを指す。

カマドは東壁の中央よりやや南壁側に寄った位置に設置されていた。しかし焼土などが認め

られた程度で、構造などは不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴は確認できなかった。カマドの南側の脇あたりに、長径

1.1577z、短径0.677z、深さ２４ｍほどの土拡が見られ、貯蔵穴かと考えられ、中から土師器皿など

が出土している。

遺物はカマド、貯蔵穴付近に集中が見られる。土師器杯、皿、髪、灰紬陶器皿、壷、滑石製臼

玉などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施すものであるが、内面に暗文を施すものとそう

でないものとが見られる。蜜は大小のものが見られ、いずれも器壁が薄く作ってある。平安時

代前半と考えられる。
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重複遺構はない。

○西22号住居杜（第260図）

518＋10Ｎ2,518＋05Ｎ2,518＋O5N4、518＋10Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.6577z、南北2.73ｍを測る。主軸方向はＮ－１２０ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、西壁が壁高４c7nほどを確認できた以外は、輪郭を確認できた程度にすぎ

ない。カマドは不明であるが、東壁の中央あたりに偏平な石が遣存しており、その状況が埋め

込まれているとことからカマドの石材と考えられる。

床はやや起伏が見られるようである。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、ほとんど得られなかった。他の住居杜との重複関係からおおよそ、平安時代

前半ころと考えられる。

重複遺構は西５．西15号住居杜であり、新旧関係は西５．西15号住居杜（新）→西22号住居杜

(古）と捉えた。

○西23号住居吐（第260図）

518＋20Ｎ5,518＋15Ｎ5,518＋15Ｎ7,518＋20Ｎ7のグリッドに位置するｏ

本住居jL1tは炭化材、カーボンなどが多量に認められ、火災住居杜と思われる。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.3ｍ、南北3.75ｍを測る。長軸方向はＮ－１３５ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁7.5Ｃｌ､、西壁４ｍ、北壁9.5clnほどを測る。南壁は輪郭が確

認された程度にすぎない。カマドは確認されている壁まわりには見られず、不明である。

床は平坦に作られている。住居杜の南東部分を中心に炭化材、カーボンなどが多量に遣存し

ている。柱穴と考えられるピットが３ケ所確認された。直径25cwz前後で、深さはP1-20c7n、P2-

20c7n、P3-24c7n、ほどを測るｏ

遺物は小破片がわずかに見られたにすぎず、図示できなかった。他の住居社の切合い関係か

ら古墳時代後期後半ころと考えられる。

重複遺構は西７．西10号住居杜である。新旧関係は西７・西10号住居杜（新）→西23号住居:h'二

(古）であった。

○西24号住居杜（第２６１．６０９．６１０図）

518＋10Ｎ1,518＋００Ｎ1,518＋OON3、518＋10Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西34577z、南北3.25ｍを測る。主軸方向はＮ－９ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁23c71Z、西壁５Ｃｌ､、南壁９Ｃｌ､、北壁15.5cllzを測る。カマド

は北壁のほぼ中央に設置されている。袖部の前面のみに袖石を据える形態と思われる。しかし

残存状況は良くなく、構造などは不明である。焼土混入土が厚さ５c7m前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。西壁の北壁寄りあたりに粘土
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塊が遣存していた。

遺物はカマド周辺と、南東コーナー付近に集中が見られた。土師器坪、髪、須恵器杯などが

ある。杯は偏平な半球形の形態をとる。蓋は長胴髪と球胴髪の２者が認められる。須恵器杯は

口径10c712未満の小型品である。古墳時代後期後半と考えられる。

重複遺構は西１号住居杜である。新旧関係は西１号住居杜（新）→西24号住居杜（古）であっ

た。

○西25号住居辻（第262.611図）

518＋05Ｓ1,518＋O0S1、518＋OON2、518＋O5N2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.4577z、南北3.777zを測る。長軸方向はＮ－１５ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁5.5c71z、西壁３ｍ、南壁3.5cwz、北壁３c加ほどを測

る。カマドは、いずれの壁まわりからも確認されず、また位置を推定できるような焼土の存在

も見られなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居杜の北西部に多く見られた。土師器坪、高台付杯、雲などがある。杯は器体部下

半をへう削り、内面に暗文を施すものと、器体部下半にへう削りを施さないものとの２形態が

ある。このうち後者は混入品と考えられる。髪は大小が見られ、いずれも器壁の薄い作りであ

る。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西１．西２４．西40・西70号住居杜であり、新旧関係は西１号住居杜（新）→西25→

西４０．西70号住居杜（古）であった。西70号住居杜は西40号住居杜より若干古出と考えられる。

○西26号住居杜（第263.612～614図）

518＋05Ｎ2,517＋90Ｎ2,517＋90Ｎ4,518＋O5N4のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西5.277z、南北4.777zを測る。主軸方向はＮ－１１５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁10.5c7n、西壁16c7n、南壁20.5c71z、北壁１６c7mほどを測る。

カマドは東壁の中央よりわずかに北壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態

である。左右袖石間は５７c71zほどを測る。焼土混入士が厚さ１５clnほどに堆積している。なお本住

居杜のカマドは西33号住居杜のカマドの前面に主軸を同じくして構築されている。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居祉の中央付近を中心に分布が見られた。土師器杯、高台付杯、皿、髪、羽釜、置カ

マド、灰紬陶器段皿などがある。坪は器体部下半Iこへラ削りを施すものがほとんどである。高

台付坪は内面黒色のものと、器体部に全くへラ削りを持たない形態とがある。後者は混入品と

考えられる。皿も坪と同様に器体部下半にへう削りを施すものが主体を占め、わずかにへラ削

りを施さない形態がある。後者は混入品と考えられる。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西33・西76．西80号住居杜である。新旧関係は西26号住居杜（新）→西33・西７６．

西80号住居杜（古）となる。なおいずれの住居杜との間にも、時間差はほとんど認められない状
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況といえる。

○西27号住居杜（第264.615図）

518＋OON1、517＋90Ｎ,、517＋90Ｎ3,518＋O0N3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.7ｍ、南北3.0577zを測る。主軸方向はＮ－１４１ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪い。確認された壁高は東壁8.5c71I、西壁2.5cllz、南壁4.5c71z、北壁4.5clnを測る。

カマドは東壁の南壁よりに設置されている。袖部は石組される形態である。左右の袖石間は入

口部で37ｍほどを測るが、置くに向かって幅を減じている。焼土混入土が認められる。

床は平坦に作られている。北壁コーナー付近に焼土が認められる。柱穴などは確認できなかっ

た。

遺物はカマド周辺に多く見られた。土師器杯、雲などがある。坪は器体部下半Iこへラ削り、

内面に暗文を施すものと、器体部Iこへラ削の全く施されないものとがある。このうち後者は混

入品と考えられる。髪は器壁の薄い作りのものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西38．西71号住居杜である。新旧関係は西27号住居杜（新）→西38→西71号住居杜

(古）であった。

○西28号住居杜（第264.616図）

518＋10Ｎ3,518＋00Ｎ3,518＋００Ｎ5,518＋l0N5のグリッドに位置する。

平面は不整形な楕円形を呈する。規模は長軸5.3ｍ、短軸4.8577zを測る。長軸方向はＮ－８５ｏ－

Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁で16”、西壁で４Ｃｌ､、南壁で８c77z、北壁で１６clnほどを測

る。炉の位置は明確にならず、また位置を推定する焼土なども見られなかった。

床はわずかに起伏を認められる程度である。柱穴、貯蔵穴などは確認できなかった。

遺物は少なく、住居杜の中央あたりに蜜の破片が見られた。縄文時代中期初頭ころの土器と

考えられる。本遺構を一応住居靴として捉えたが炉が確認できず、住居杜としての明確‘性を欠

く。

重複遺構はない。

○西29号住居杜（第265.617～619図）

518＋15Ｎ5,518＋05Ｎ5,518＋０５Ｎ7,518＋ｌ５Ｎ７のグリッドに位置するｏ

平面は長方形を呈する。規模は東西4.2577z、南北3.55ｍを測る。主軸方向はＮ－１１ｏ－Ｅを指

す。

壁の検出状況は比較的良好であった。確認された壁高は東壁28.5c7n、西壁４ｍ、南壁35.5cWz、

北壁20.5c7nほどを測る。東壁と南壁の一部に幅25～40c77I、深さ５c71z前後の周溝が回る。カマドは

北壁の中央に設置されている。袖部の前面にのみ袖石ないし袖石の代わりとして長胴髪を据え

る形態である。この左右の袖石間は５５c7nほどを測る。なお左右袖石間には長胴賓が３個ほど連
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なった状況で残存しており、袖石間に差し渡して天井部を構築したものといえよう。また袖石

から奥に向かって袖部は粘土で構築されたものと考えられる状況が断面において確認された。

焼土混入土の堆積が見られる。

床は平坦に作られている。柱穴と考えられる直径20c77z前後のピットが４ケ所確認され、深さ

はＰ1-18.6cllz、Ｐ2-9.7c711、Ｐ３-8.7c7n、Ｐ４-23ｍを測るｏカマドの東脇には楕円形の貯蔵穴と

考えられる土拡がある。長さ1.1577z、幅0.65ｍ、深さ７cwzを測る。また西壁の北壁近くにも楕円

形の土拡が見られる。長さ1.577z、幅0.85ｍ、深さ20c71zを測る。これも貯蔵穴と考えられる。

遺物はカマドを中心として分布が見られた。土師器坪、境、鉢、雲、手土器、須恵器蓋坪な

どがある。杯は偏平な半球形のもののみであった。蜜には長胴賓、球胴髪などのほかに、小型

の台付謹が見られる。須恵器蓋坪は口径が11ｍほどの小型品である。古墳時代後期後半と考え

られる。

重複遺構は西58号住居杜であり、新旧関係は西29号住居杜（新）→西58号住居杜（古）であっ

た。

○西30号住居杜（第266.620図）

517＋95Ｓ2,517＋90Ｓ2,517＋90Ｎ1,517＋95Ｎ1のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.55ｍ、南北4.2577zを測る。主軸方向はＮ－１０１ｏ－Ｅを指

す。

壁の検出状況は比較的良好である。確認された壁高は東壁28.5c7n、西壁４c7Iz、南壁35.5c7n、北

壁20.5ｍを測る。カマドは東壁の北壁寄りに設置されている。袖部を石組する形態であり、左

右の袖石間は４０cWzほどを測る。中央には柱状に石が据えられており、支脚と考えられる。焼土

混入土が厚さ１０c7Iz前後に堆積する。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺に多く認められた。土師器坪、皿、喪などである。杯は器体部下半をへう

削り、内面に暗文を施すものと、器体部下半にへう削りのみを施すものとが見られる。前者は

混入品と考えられる。皿は器体部下半Iこへラ削りを施すものを主体とする。蜜は口縁部にやや

肥厚が認められる形態である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西47．西５３・西68号住居杜であり、新旧関係は西30号住居杜（新）→西４７．西53→

西68号住居杜（古）であった。

○西31号住居杜（第267.621図）

518＋05Ｓ2,517＋95Ｓ2,517＋95Ｎ1,518＋O5N1のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.3ｍ、南北４ｍを測る◎長軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪い。確認された壁高は東壁2.5Ｃｌ､、南壁３C7n、北壁３c7mを測る。西壁は輪郭

が確認された程度にすぎない。カマドは確認されている壁まわりには見られず、また位置を推

定させる焼土なども認められなかった。
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床はやや起伏が見られる。柱穴などは確認できなかった。

遺物は杯、髪、羽釜などである。坪は器体部下半Iこへラ削りを施し、中には内面に暗文を施

す例がある。なお内面黒色の杯は口縁部形態が著しく違い、混入品と考えられる。髪は器壁の

薄い作りである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西13号住居並である。新旧関係は西13号住居杜（新）→西31号住居杜（古）であっ

た。しかし遺物から見た場合時間的にはほとんど差がないものと考えられる。

○西32号住居杜（第２６７．６２２．６２３図）

517＋90Ｓ3,517＋80Ｓ3,517＋80Ｓ１，５１７＋90Ｓ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2477z、南北3.3577zを測る。長軸方向はＮ－７ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９ｍ、西壁12.5C71Z、南壁７”、北壁６c711ほどを測る。カマ

ドは東壁と南壁の接する南東コーナーに設置されている。袖部を石組する形態である。左右の

袖石間は２５c7mほどと狭い。焼土ブロックはわずかであったが、焼土混入土は厚さ１５cl7zほどに堆

積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居杜の東側部分に多く見られた。土師器坪、高台付杯、髪などがある。杯は器体部

下半Iこへラ削りを施さないのを基本とする。高台付杯は内面が黒色を呈する。髪には大小が見

られ、小型品はロクロ整形による稜が顕著に認められる。平安時代後半と考えられる。

重複遺構はない。

○西33号住居杜（第268.623図）

518＋05Ｎ2,517＋95Ｎ2,517＋95Ｎ4,518＋O5N4のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形を呈する。規模は南北2.5ｍを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅを指す。

東西は西壁が明確にならず、南壁の確認できる部分で1.25ｍを測る。

壁の検出状況は悪い。確認された壁高は東壁3.5c7n、南壁３Ｃｌ､、北壁３cl1zを測るにすぎない。

カマドは東壁に設置されている。なおカマドの正面に主軸と同方向に西26号住居並のカマドが

設置がされている。袖部を石組する形態で、左右の袖石間は50ｃ１Ｉｌほどを測る。焼土混入士が厚

さ１０c１mほどに堆積している。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、髪などがある。杯、皿は器体部下半をへう削りするものである。なお坪

の中には内面黒色の例も見られる。髪は口縁部に肥厚化が見られる形態のものが認められる。

平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西26号住居杜であり、新旧関係は西26号住居杜（新）→西33号住居杜（古）となる。

○西34号住居杜（第269.624図）

518＋00Ｓ1,517＋90Ｓ1,517＋90Ｎ2,518＋O0N2のグリッドに位置する。
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平面は方形を呈する。規模は東西３３ｍ、南北３２ｍを測る。主軸方向はＮ－９２ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁U5cllI、西壁8.5Ｃｌ､、南壁７ClIZ、北壁10.5cwzほどを測る。

カマドは東壁の中央よりわずかに南壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態

で、左右の袖石間は44c77zほどを測る。焼土が厚さ１０c7nほどに堆積する。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認されなかった。

遺物はカマドおよび南壁側に多く見られた。土師器杯、皿、雲などがある。杯、皿は器体部下

半Iこへラ削りを施すものに限られる。髪は口縁部が肥厚し、かつ器壁も厚い作りである。平安

時代前半と考えられる。

重複遺構は西71号住居杜であり、新旧関係は西34号住居靴（新）→西71号住居杜（古）であっ

た。

○西35号住居杜（第270.625図）

517＋85Ｎ3,517＋75Ｎ3,517＋75Ｎ5,517＋85Ｎ5のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西4.177z、南北3.8ｍを測る。主軸方向はＳ－４４ｏ－Ｗを指す。

壁の検出状況は悪い。確認された壁高は東壁６”、南壁４cl7z、北壁４cwzを測る。西壁は輪郭

が確認された程度にすぎない。カマドは南壁の東壁寄りに設置されている。袖部を石組する形

態で、左右の袖石間は40c77zほどを測る。焼土混入土が厚さ１０c7n前後に堆積している。

床はほとんど平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが2ケ所確認された。直径４５c7m前

後で、深さはＰ１－１５ｍ、P2-23c7nほどを測る。

遺物は少なく土師器坪、髪などがある。両者の間には時間差が大きく見られるものであり、

後者の蜜はカマドの形態などからすれば混入品と考えられる。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西46号住居杜であり、新旧関係は西35号住居杜（新）→西46号住居杜（古）であっ

た。

○西36号住居杜（第271.625図）

518＋90Ｎ4,518＋85Ｎ4,518＋85Ｎ6,518＋90Ｎ6のグリッドに位置するｏ

本住居杜は平面プランが確認されたものではなく、土器の分布状況から平面プランを推定し

たもので、壁、カマド等が全く不明であり、住居杜とするにはやや難点があるかもしれない。

土器はほぼ同程度の高さから出土しており、この分布状況からすれば平面は方形を呈し、規

模は東西2.35ｍ、南北265ｍほどを推定することができる。

遺物は土師器坪、皿、高台付坪などがある。いずれも器体部に全くへラ削りが認められず、

底が回転糸切り未調整のものである。杯には底部が台状を呈する例も認められる。高台付坪の

高台は足高台である。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は周囲より土師器の出土が認められ、何らかの遺構の存在を想定できるが明確にで

きなかった。
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○西37号住居杜（第２７１．６２６．６２７図）

517＋95Ｓ4,517＋85Ｓ4,517＋85Ｓ2,517＋95Ｓ２のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プラン、カマドが確認されたにすぎない。平面は長方形を呈する。規模は東

西2.377z、南北3.45ｍを測る。主軸方向はＮ－１１２ｏ－Ｅを指す。

壁はほとんど検出されなかった。カマドは東壁のほぼ中央に設置されている。袖部を石組す

る形態であるが、片側の袖は大きく壊されている。左右の袖石間は５４叩ほどを測る。焼土混入

土が厚さ１５cwz前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、蜜、須恵器坪、髪などがある。土師器坪はいずれも盤状形ないし箱形の形

態をとるが、内面に暗文を持つものと持たないものとが見られ、暗文を持つものは概して身が

深い。髪は球胴髪といえよう。須恵器杯は底が回転糸切り未調整のものである。坪（図版第718-

９）の底には「十二月」なる墨書が認められる。奈良時代と考えられる。

重複遺構は西52号住居杜であり、新旧関係は西37号住居杜（新）→西52号住居杜（古）であっ

た。

○西38号住居辻（第272.628図）

518＋０５Ｎ,、517＋95Ｎ1,517＋95Ｎ3,518＋O5N3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.377z、南北3.4577zを測る。主軸方向はＳ－１３ｏ－Ｗを指すｏ

壁の検出状況はあまり良くない。確認された壁高は東壁４Cl､、西壁４c77Z、南壁６c7n、北壁５

”ほどを測る。カマドは南壁の中央に位置する。カマドの用材と考えられる石が散乱する。袖

部を石組する形態と考えられるが、明確な構造は分からない。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、皿、髪などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施し、内面に暗文の見ら

れる例もある。皿は器体部下半を回転へラ削りする。蜜は器壁の薄いつくりである。平安時代

前半と考えられる。

重複遺構は西２７．西４４．西６４．西71号住居杜であり、新旧関係は西４４．西２７．西64号住居杜

(新）→西38→西71号住居杜（古）であった。

○西39号住居杜（第２７３．６２９．６３０図）

517＋90N3,517＋80N3,517＋80N6,517＋90N6のグリッドに位置するｏ

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドの位置が確認された程度にすぎない。特に北壁は全く

確認できず、東壁もわずかに推定できたにすぎない。平面は方形ないし長方形と考えられる。・

規模は東西5.3577zを測る。南北は確認できる範囲で3.777zほどを測る。主軸方向はＮ－１０５ｏ－Ｅ

を指す。

壁の検出状況は極めて悪く、確認できた壁高は南壁が５c7nほどであった。カマドは東壁の中

央あたりに設置されたものと考えられる。焼土、カーボンなどが東西1.1ｍ、南北0.8ｍの範囲
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に散布しており、カマドの設置位置と考えられる。しかし焼土が厚さ５c7mほどに堆積している

のが認められた以外、構造を明確にはできなかった。

遺物はほぼ全面に見られた。土師器坪、高坪、蜜などがある。坪は小さい平底をもつ半球形

で、身の深いものと浅いものとが見られる。髪はすべて球胴喪である。古墳時代中期後半～後

期初頭ころと考えられる。

重複遺構はない。

○西40号住居杜（第274.631図）

518＋Ｏ５Ｓ１、517＋95Ｓ1,517＋95Ｎ2,518＋O5N2のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.2577z、南北3.8577zを測る。主軸方向はＮ－１７ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁８Ｃｌ､、西壁４Ｃｌ､、南壁10師ほどを測る。北壁は輪郭が確

認された程度である。カマドは北壁の中央に設置されている。焼土混入土が10c1m前後に堆積し

ているのが認められる以外、袖石などは見られず、構造は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器杯、蓋坪、髪、土玉などがある。坪は器体部下半にへう削り、内面に暗

文を施すものを基本としている。蓋坪は坪に比べて口径が大きい。髪は大小見られるが、いず

れも器壁が薄く作られている。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西１．西２４．西２５．西４４．西70号住居杜である。新旧関係は西１．西４４・西25号住

居杜（新）→西40→西７０．西24号住居杜（古）であった。

○西41号住居杜（第275.632～635図）

517＋90Ｓ2,517＋80Ｓ2,517＋80Ｎ１，５１７＋90Ｎ1のグリッドに位置する。

平面は北壁が南壁に比べ短く、矩形を呈する。住居土11北西部の検出状況は悪く、不明瞭であ

る。規模は中央で東西6.177z、南北4.9577zを測る。主軸方向はＮ－３６ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は良くない。確認された壁高は東壁４”、南壁３c7n、北壁4.5c7mを測る。西壁は

輪郭が確認された程度である。カマドは北壁の中央よりやや東壁側に寄った位置に設置されて

いる。袖部の正面のみに石の代わりに蓋を据えた形態と考えられる。この袖部の髪の脇には、

他の蜜の破片が直線状に散乱しており、あるいは天井部を構成したものが落下した可能性もあ

る。焼土混入土が厚さ５”前後に堆積している。

床は平坦に作られている。柱穴などは認められなかった。

遺物はカマド周辺と、住居祉の北西コーナー付近に多く見られた。土師器坪、高坪、境、蜜、

甑、円筒形土器、土製支脚などがある。坪は偏平な半球形のものを主体とし、内面黒色のもの

も見られる。蕊は大小で９個体が見られる。球胴賓と長胴雲とが見られるが、両者の間には違

和感を認めざるを得ない。本住居杜の年代は古墳時代後期前半と考えられる。なお蓋のうちの

球胴謹は古墳時代後期の中でも測るものと考えられ、他の遺物とは開きがある。この球胴賓の
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出土した付近は西67号住居杜と重複する部分があり、西67号住居杜の遺物の可能性もある。と

すれば本住居杜の東西の規模が幾分縮小されることになる。

重複遺構は西67号住居杜であり、新旧関係は西41号住居土1ｔ（新）→西67号住居杜（古）である。

○西42号住居杜（第２７６．６３７．６３８図）

517＋80Ｎ3,517＋70Ｎ3,517＋70Ｎ4,517＋80Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は南東コーナー付近をわずかに確認したにすぎない。平面は方形ないし長方形を呈

するものと考えられる。規模は確認できる部分で東壁、南壁ともに1.477zを測る。

カマドは確認できなかった。

柱穴と考えられる直径35ｍ、深さ23.5cwzほどを測るピットが１ケ所検出された。

貯蔵穴と考えられる長方形のピットが南東コーナー付近に見られる。このピットは長さ０．８５

ｍ、幅0.677z、深さ２０c7nほどを測る。また貯蔵穴の西側全面に幅30c7m、高さ７c77z前後の土堤が設

けられている。

遺物は貯蔵穴内やその周辺に見られ、土師器杯、高坪、髪などがある。杯は小さな平底をも

ち、かつ口縁部が外反する半球形の形態をとる。書は球胴髪である。古墳時代中期ころと考え

られる。

重複遺構は西60号住居杜であり、新旧関係は西60号住居杜（新）→西42号住居杜（古）であっ

た。

○西44号住居杜（第２７６．６３７．６３８図）

518＋00Ｎ１，５１７＋95Ｎ1,517＋95Ｎ2,518＋OON2のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランを遺物の出土状況から推定したにすぎず、北壁側に存在する他住居杜

との切合いも明確にできなかった。平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられる。規模

は東西方向で3.8ｍ程度が考えられる。

カマドは不明である。

遺物は土師器杯、高台付杯、蓋杯、髪、羽釜などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施さず、

底がわずかに台状を呈する形態が主体を占めている。髪は口縁部、胴部が共に厚く作られてい

る。羽釜はやや雑な作りを思わせる。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西３８．西６４・西70号住居杜である。新旧関係は切合いからは明確にならなかったｏ

遺物からすれば西44号住居杜（新）→西38．西64・西70号住居杜（古）となる。

○西45号住居杜（第277.639図）

５１７＋95Ｓ１，５１７＋85Ｓ１，５１７＋85Ｎ2,517＋95Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西32577z、南北2.55ｍを測る。主軸方向はＮ－１２９ｏ－Ｅを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁11.5ｍ、西壁4.5cllI、北壁7.5c71zほどを測る。南壁は輪郭が
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確認された程度である。カマドは東壁のほぼ中央に設置されている。袖部を石組する形態であ

るが残存状況は良くない。この左右の袖石間は48叩ほどを測る。中に焼土混入土が厚さ１０c7mz前

後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺と、西壁側に多く見られた。土師器坪、皿、高台付杯、雲、羽釜、鉄製紡錘

車などがある。坪、皿は器体部下半にへう削りを施すものと施さないものとの２形態が、ほぼ

同数認められる。しかし底部形態では、回転糸切り未調整のものがほとんどを占めている。髪

は口縁部が肥厚する形態である。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西６８．西69号住居杜であり、新旧関係は西69号住居靴（新）→西45→西68号住居土''二

(古）である。

○西46号住居辻（第278.279.640～644図）

517＋90Ｎ,、517＋75Ｎ,、517＋75Ｎ4,517＋90Ｎ4のグリッドに位置するｏ

平面は方形を呈する。規模は東西９ｍ、南北９４７７zの大型住居杜であるｏ西壁の中央付近に東

西方向に水道管埋設溝が走る。又南壁の東壁際には馬入れによる撹乱部分が見られる。主軸方

向はＮ－１２ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁19C71z、西壁５C7n、南壁９Ｃｌ､、北壁６ｍを測るｏカマド

は北壁の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。袖石などは全く確認できな

かった。焼土混入土が厚さ10c71z前後、幅45c77z、長さ1.477zほどに認められた程度で構造は不明で

ある。

床は平坦に作られている。柱穴と考えられる直径20c7nほどのピットが４ケ所確認された。そ

の深さはいずれも７０c77z前後を測る。

カマドの東壁側の脇には楕円形の土拡があり、貯蔵穴と考えられるｏ長径1.8ｍ、短径1.177z、

深さ２伽ほどを測る。また南壁の中央付近にも方形の土拡が見られ、これも貯蔵穴と考えられ

る。東西0.9ｍ、南北0.977z、深さ２２clnを測る。

粘土塊が南西コーナーの柱穴の近くに認められた。また南壁と西壁際に焼土などの散布が認

められた。

遺物はカマド周辺、南壁側の貯蔵穴を中心とする付近に多く見られた。土師器杯、碗、高杯、

鉢、髪、須恵器、雲、銅鍍、管玉などがある。杯は小さな平底をもつ半球形の形態をとるが、

口縁部が内湾気味のものと外反する２形態がある。高杯は脚部のみの確認であるが、やはり、

裾部が有段のものと、ラッパ状に広いものとの２形態がある。蜜は６個体ほど見られ、ほとん

どが球胴謹である。１例のみ台付髪の台が認められる。須恵器腺は頚部が細く、胴部中央に細

かい波状文が施されている。髪は口唇部直下に稜をめぐらすものである。胎土は共にセピア色

を呈する。古墳時代中期と考えられる。

重複遺構は西35号住居杜であり、新旧関係は西35号住居杜（新）→西46号住居杜（古）であっ

た。
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○西47号住居杜（第280.645図）

518＋OOS2、517＋90Ｓ2,517＋90Ｓ1,518＋O0S1のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.45ｍ、南北3.25ｍを測る。長軸方向はＮ－８４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７c77z、西壁３”、南壁6.5cwz、北壁５c7mを測る。カマドは

南北コーナー付近に焼土などが認められ、カマドの設置された場所と考えられる。しかし、伴

出土師器との関係でこれまで考えられている設置位置と違い違和感をもつ。袖石らしき藤とそ

の周辺にカマド構築用材と考えられる操が散乱している程度で、構造は不明である。焼土混入

土が厚さ５cWI前後に堆積している。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺と北壁近くに多く見られた。土師器坪、皿、髪などがある。杯は器体部下

半にへう削り、内面に暗文を施すものがほとんどである。皿は器体部下半を回転へラ削りする。

髪は器壁の薄い作りのものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西30号住居杜であり、新旧関係は西30号住居杜（新）→西47号住居靴（古）であっ

た。

○西48号住居杜（第２８１．６４６．６４７図）

518＋ＯＯＳ１、517＋90Ｓ,、517＋90Ｎ2,518＋O0N2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西６ｍ、南北5.9577zを測る。ただし、西半分位は他住居杜との

切合いで明確性を欠く。なお炭化材などが多く見うけられた。長軸方向はＮ－１１８ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁８ｍ、南壁３c7n、北壁9.5cwlを測る。カマドは確認できた

壁まわりには見られなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居祉の東半分からことごとく出土を見た。土師器杯、碗、高坪、髪、甑などがある。

坪は小さな平底で半球形を呈するものがほとんどである。髪は球胴髪、長胴謹とが見られるが、

後者は混入品と考えられる。甑は底部の破片であるが、小型の鉢形を呈するものと考えられる。

古墳時代中期ころと考えられる。

重複遺構は西３４．西６８．西71号住居杜である。新旧関係は西３４・西68号住居杜（新）→西４８．

西71号住居祉（古）である。西71号住居杜との新旧関係は切合い関係からは明確にならなかった。

遺物からみれば西71号住居杜が先行する形態といえる。

○西49号住居杜（第282.648図）

５１７＋７５Ｓ3,517＋65Ｓ3,517＋65Ｓ,、517＋75Ｓ,のグリッドに位置する。

本住居杜は南壁側に未掘部分を残す。平面は方形ないし長方形と考えられる。規模は東西４．３

ｍを測る。南北は確認できる範囲で3.477zを測る６主軸方向はＮ－１０３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７c7n、西壁3.5c77z、北壁４cwzほどを測る。カマドは東壁の

中央付近に設置されているものと考えられる。袖部を石組する形態と考えられるが、残存状況

－１５９－



は悪い。焼土混入士が厚さ１０c7n前後に堆積する。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺と、西壁側に多く見られた。土師器坪、皿、蜜、置きカマド（片）、須恵器

四耳壷（片）、灰紬陶器塊などがある。土師器杯、皿は器体部下半にへう削りを施すものを基本

とし、口縁部が玉縁を呈する。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西59号住居杜であり、新旧関係は西49号住居祉（新）→西59号住居祉（古）であっ

た。

○西50号住居杜（第283.649図）

517＋70Ｎ2,517＋65Ｎ2,517＋65Ｎ3,517＋70Ｎ3のグリッドに位置するｏ

平面は北壁と西壁の輪郭の一部、それにカマドが確認あるいは推定できたにすぎない。東壁

側は南北に走る溝に切られ、南壁部は輪郭も明確にできなかったｏ規模は東壁が3.577z、西壁が

2.377zほどを推定できたにすぎない。主軸方向はＮ－８ｏ－Ｅを指す。

カマドは北壁の西壁近くに設置されていた。しかし焼土がわずかに確認できる程度で構造は

不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドおよびその周辺に見られた。土師器杯、雲などがある。坪は器体部下半に不鮮

明ながらへラ削り、また内面にも暗文を推定できる痕跡が認められた。髪は器壁の薄い作りで

ある。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西65．西75号住居杜であり、新旧関係は西65号住居杜（新）→西50→西75号住居杜
(古）であった。

○西51号住居杜（第284.649図）

517＋70Ｎ2,517＋60Ｎ2,517＋60Ｎ4,517＋70Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西4.6577z、南北4.2577zを測る。主軸方向はＮ－１０７ｏ－Ｅを指
す。

壁の検出状況は悪い。確認された壁高は南壁が４５c71zを測るほかは、輪郭が確認された程度に

すぎない。カマドは東壁の中央やや南壁側に寄った位置に設置されていたものと考えられるが、

焼土の残存がわずかに認められた程度で、構造は不明である。

床は南壁寄りに一部明確に認められたが、その他はやや不鮮明であった。ほぼ平坦に作られ

ているものと考えられる。柱穴などは明確にできなかった。

遺物は東壁と南壁際に多く見られた。土師器杯、皿、鉄製品などがある。皿は器体部下半を

回転へラ削りするものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西75号住居杜であり、新旧関係は西51号住居杜（新）→西75号住居杜（古）であっ

た。
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○西52号住居杜（第284.649図）

517＋95Ｓ4,517＋85Ｓ4,517＋85Ｓ2,517＋95Ｓ２のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.6ｍ、南北2.5577Zを測る。主軸方向はＮ－２２ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁32”、西壁２１c71z、南壁33.7c7mを測る。北壁は明確になら

なかった。カマドは北壁の東壁際に設置されている。袖部の袖石と考えられる石が１個残存し

ているにすぎず、構造は明確にならなかった。焼土混入土が厚さ１５c7mほどに堆積していた。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器杯、髪などである。杯は底が大きく、身の深い形態をとる。器体部下半に底か

ら続く回転へラ削りが見られる。外面にタテ方向のへラ磨きが施されている。また内面黒色の

ものも見られる。髪は球胴蜜である。奈良時代と考えられる。

重複遺構は西37号住居杜である。新旧関係は西37号住居並（新）→西52号住居杜（古）であっ

た。

○西53号住居杜（第285.650図）

517＋95Ｓ2,517＋85Ｓ2,517＋85Ｎ,、517＋95Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.777z、南北3.377zを測る。主軸方向はＮ－３０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁15.5cwz、南壁５cwi、北壁５”ほどを測る。西壁は一部輪郭

が確認された程度である。カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。焼土混入土が厚さ１５c,,Ｚ

ほどに堆積し、その中に支脚と考えられる石が据えられている。袖の構造は明確でないが、一

部に粘土で構築したと考えられる部分が認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少なかった。土師器杯、鉢、饗などがある。杯にはやや大型で稜を持つ形態と、器体部

下半にへう削り、内面に暗文を施す形態とが見られる。蓋は口縁部を肥厚する形態である。遺

物には新旧２相が認められるが、カマドの構造などからすれば１，２，６が本住居杜に伴うも

ので、他は混入品と考えられる。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は西３０．西41号住居杜であり、新旧関係は西30号住居杜（新）→西53→西41号住居杜

(古）であった。

○西54号住居杜（第286.651図）

517＋65Ｓ3,517＋55Ｓ3,517＋55Ｓ1,517＋65Ｓｌのグリッドに位置する。

本住居杜は南壁部に未掘部分を残す。平面は方形ないし長方形を呈するものと考えられる。

規模は東西3.777zを測る。南北は確認できる範囲で3.377zを測る。長軸方向はＮ－１２０ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７c7n、西壁５c71z、北壁５c7nほどを測る。カマドは確認さ

れず、確認されている壁まわりに位置を推定するような焼土などは認められなかった。

床はやや起伏が見られる。柱穴などは確認できなかった。

遺物は住居杜の中央付近に多く見られた。土師器坪、皿、灰紬陶器境などがある。杯、皿は器
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体部下半をへう削りするものがほとんどである。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西72号住居杜の平面の位置からは重複するものと考えられるが、明確にならなかっ

た。遺物からすれば西54号住居杜（新）→西72号住居杜（古）となる。

○西55号住居杜（第286.652図）

517＋70Ｎ3,517＋65Ｎ3,517＋65Ｎ4,517＋70Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は東壁と南壁の一部の輪郭が確認された程度にすぎない。平面は方形ないし長方形

を呈するものと考えられる。規模は東壁が3.5ｍ、南壁が2.5ｍほどまで推定できた。

床は住居杜の南東コーナー付近に比較的しっかりした床が認められた。

遺物は土師器杯、蓋坪、蜜、ガラス製小玉などがある。坪は器体部下半をへう削りするもの

がほとんどであり、中には内面に暗文を施す例も見られる。しかし暗文を施す例は混入品と考

えられる。髪は口縁部がやや肥厚するものと、胴部をへう削りする小型の髪とが見られる。平

安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西５７．西６１．西75号住居杜などである。新旧関係は西57号住居杜（新）→西55→西

61→75号住居杜（古）であった。

○西56号住居杜（第287.653図）

517＋70Ｎ1,517＋60Ｎ１，５１７＋60Ｎ3,517＋70Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居杜は平面の輪郭とカマドが確認された程度にすぎない。平面は長方形を呈する。南東

コーナーと南西コーナーとは溝などにより切られており、明確でないｏ規模は東西4.1577z、南

北4.7577zを測る。主軸方向はＮ－６８ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は東壁３cl1l、南壁４C71Zを測ったにすぎない。カマドは

東壁の中央より南壁側に寄った位置に設置されている。焼土が厚さ５cwlほどに堆積している以

外、構造は明確にできなかった。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。なお住居杜の中央西寄りに焼土が

認められた。

遺物は少ない。土師器坪、髪、須恵器坪などがある。土師器坪は底がやや大きく、器体部下半

をへう削り、内面およびみこみに暗文を施す形態である。須恵器杯は底の大きい盤状に近い形

態である。底は回転糸切り未調整である。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構はない。

○西57号住居杜（第288.653図）

517＋70Ｎ3,517＋60Ｎ3,517＋60Ｎ5,517＋70Ｎ5のグリッドに位置するｏ

本住居杜はカマドとその前後の壁の輪郭が確認できたにすぎない。平面は方形ないし長方形

を呈するものと考えられる。規模はおおよそ4.577z前後かと推定される。主軸方向はＳ－１７ｏ－

Ｗを指す。
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カマドは南壁のほぼ中央に設置されたものと考えられる。焼土混入土が厚く堆積しているが、

構造は不明である。

床はカマドの前面に一部良好に認められた。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器坪、羽釜などがある。坪は器体部にへう削りを全く施さないものが主体を占め

るようである。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西５５．西６１．西78号住居杜であり、新旧関係は西57号住居杜（新）→西55→西６１．

西78号住居杜（古）であった。

○西58号住居杜（第288.654図）

518＋15Ｎ6,518＋05Ｎ6,518＋O5N7、518＋l5N7のグリッドに位置するｏ

本住居杜は北壁側に未掘部分を残し、かつ平面の輪郭が確認された程度にすぎない。平面は

方形ないし隅丸方形を呈するものと考えられる。規模は東西４ｍを測り、南北は確認できる部

分で2577zを測る。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は南壁３ｍを測れたにすぎない。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴、炉などは確認できなかった。住居杜の中央付近に炭化

材が認められる。

遺物は全面に見られた。土師器雲、土製紡錘車などがある。髪は口縁部Iこへラによる刺突文

を施すものと施さないものとがある。底はすべてへラ整形されている。弥生時代末期ころと考

えられる。

重複遺構は西29号住居杜であり、新旧関係は西29号住居杜（新）→西58号住居並（古）であっ

た。

○西59号住居杜（第289.655図）

517＋70Ｓ3,517＋60Ｓ3,517＋60Ｓ１，５１７＋70Ｓ,のグリッドに位置する。

本住居杜は南壁部側に未掘部分を残す。平面は長方形を呈する。規模は東西4.1ｍ、南北4.85

77zを測る。長軸方向はＮ－２３ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪く、確認された壁高は北壁５c77zを測るにすぎず、他の壁は輪郭が確認され

た程度である。カマドは確認できなかった。また確認された壁まわりにカマドの位置を推定す

るような焼土などは認められなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器坪、皿などがある。杯は器体部下半をへう削りする形態である。皿は

大きな平底から器体部下半までを回転へラ削りするものである。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西49号住居杜であり、新旧関係は西49号住居杜（新）→西59号住居杜（古）であっ

た。

○西60号住居杜（第290.655図）
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517＋80Ｎ2,517＋70Ｎ2,517＋70Ｎ4,517＋80Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居祉は平面の輪郭とカマドが確認されたにすぎない。平面は長方形を呈する。規模は東

西577z、南北3.4ｍほどを測る。主軸方向はＮ－１３３ｏ－Ｅを指す。

カマドは東壁のほぼ中央に位置する。袖部を石組する形態であるが、片側の袖だけが残存す

る。焼土混入土が厚さ10c１mほどに堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はすぐない。土師器杯、皿、髪などがある。坪は全て器体部下半Iこへラ削りを施さない

形態である。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西42．西62・西63号住居杜であり、新旧関係は西60号住居杜（新）→西63・西６２・

西42号住居杜（古）であった。

○西61号住居杜（第291.655図）

517＋75Ｎ3,517＋65Ｎ3,517＋65Ｎ5,517＋75Ｎ5のグリッドに位置するｏ

本住居杜は南東コーナー付近とカマドが確認された程度であり、北側には東西に走る水道管

埋設溝が見られる。平面は方形ないし長方形と考えられる。規模は確認できる範囲で東西、南

北とも2.3ｍほどを測る。主軸方向はＮ－１０６ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁８Ｃｌ､、南壁４cllzほどを測る。カマドは東壁に設置されて

おり、南壁から1.5c7mほどの距離にある。袖部を石組する形態であり、左右の袖石間は５０c7n前後

を測る。焼土ブロック混入士が厚さ１５c7n前後に堆積している。またカマドの中央よりやや北寄

りに支脚と考えられる柱状の石が据えられている。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド内およびカマドの脇あたりに多く見られた。土師器杯、蓋坪、皿などがある。

杯、皿は器体部下半にへう削りを施し、内面に暗文を施された例が見られる。平安時代前半こ

ろと考えられる。

重複遺構は西55．西57．西62号住居杜である。新旧関係は西５７．西55号住居祉（新）→西61→

西62号住居杜（古）であった。

○西62号住居杜（第291.656図）

517＋75Ｎ3,517＋65Ｎ3,517＋65Ｎ5,517＋75Ｎ5のグリッドに位置する。

本住居祉は南東コーナー付近が確認できた程度にすぎない。平面は方形ないし長方形と考え

られる。規模は確認できる範囲で東西2.45ｍ、南北2.5ｍほどを測る。

壁の検出状況は悪く、確認できた壁高は東壁３Ｃｌ､、南壁3.5c１m程度であった。カマドは確認で

きなかった。また位置を確認できる焼土なども認められなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器坪が図示できたにすぎない。偏平な半球形の形態である。古墳時代後

期ころと考えられる。
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重複遺構は西55．西60．西61号住居杜である。新旧関係は西55・西６０．西61号住居杜（新）→

西62号住居杜（古）であった。

○西63号住居吐（第292.656図）

517＋75Ｎ2,517＋65Ｎ2,517＋65Ｎ4,517＋75Ｎ4のグリッドに位置する。

本住居杜は南半分を他住居祉によって大きく切られている。平面は方形ないし長方形を呈す

る。規模は東西が377zを測り、南北は確認できる範囲で1.777zを測る。主軸方向はＮ－１２ｏ－Ｅを

指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁11.5cllz、西壁6.5Ｃｌ､、北壁8.5c71zほどを測る。カマドは北壁

の中央よりわずかに東壁側に寄った位置に設置されている。焼土ブロック混入土が厚さ１０c7mほ

どに堆積している。構造は不明である。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は土師器坪、髪などがある。坪は大きな平底の盤状形を呈する。みこみに放射状のへラ

磨き（暗文）の施された例もある。またこの杯には外面に「井」の線刻が見られる。蜜は器壁の

厚さが均一な長胴髪である。奈良時代と考えられる。

重複遺構は西60・西６５・西75号住居杜である。新旧関係は西６０．西65号住居杜（新）→西63→

西75号住居祉（古）であった。

○西64号住居杜（第292.657図）

518＋05Ｎ１，５１７＋95Ｎ１，５１７＋95Ｎ3,518＋O5N3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに2.75ｍを測る。主軸方向はＮ－１１６ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５c71I、西壁９c7n、南壁９c71z、北壁８c7mほどを測る。カマド

は東壁のほぼ中央に設置されているが、焼土混入土などがわずかに確認された程度で、構造は

明確にならなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は南壁側に多く見られた。土師器杯、皿、髪、羽釜などがある。杯、皿は器体部下半にへ

う削り、内面に暗文が施されるものが主体を占める。髪は器壁が薄手のものである。平安時代

前期ころと考えられる。

重複遺構は西３８．西44号住居:tltであり、新旧関係は西44号住居並（新）→西64→西38号住居杜

(古）であった。

○西65号住居杜（第293.658図）

517＋75Ｎ2,517＋65Ｎ2,517＋65Ｎ4,517＋75Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西3.25ｍ、南北3.1577Zを測る。主軸方向はＮ－１０３ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁６ｍ、西壁５CWl、南壁７c711、北壁8.5c7mを測る。カマドは

東壁の中央よりやや南壁側に寄った位置に設置されている。袖部を石組する形態と考えられる
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が、残存状況は良くない。左右の袖石間は35c7nほどを測る。焼土を少量含んだ堆積土が認めら

れる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

土師器杯、皿、髪、置カマド、灰紬陶器塊、長頚壷などがある。杯、皿は器体部下半にへう削り

を施し、口縁部が玉縁を呈する。雲には大小が見られる。このうち大型の蓋の口縁部は肥厚す

る形態である。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西５０．西６３．西75号住居杜であり、新旧関係は西65号住居祉（新）→西５０．西６３．

西75号住居祉（古）であった。

○西66号住居杜（第２９４．６５９．６６０図）

517＋80Ｎ,、517＋70Ｎ,、517＋70Ｎ3,517＋80Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西３２７７z、南北2.9ｍを測る。主軸方向はＮ－１００ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁12.5ｍ、西壁９cllz、南壁１０c7m、北壁13.5”を測る。カマ

ドは東壁の中央よりやや南壁側に寄った位置に設置されている。おそらく袖部を石組する形態

と考えられるが、残存状況は良くなく、袖部の左右に袖石が１個づつ残存しているにすぎない。

この左右の袖石間は50cwzほどを測る。焼土を少量含む堆積土が認められる。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はほぼ全面にわたって見られた。土師器坪、皿、蜜、羽釜、置カマド、有孔円盤などがあ

る。坪、皿は器体部下半Iこへラ削りを施すもので、口縁部が玉縁を呈する。蓋は口縁部が肥厚

する形態である。置カマドは基底部と正面の庇の部分の破片である。平安時代前半ころと考え

られる。

重複遺構は西73号住居杜であり、新旧関係は西66号住居杜（新）→西73号住居杜（古）であっ

た。なお両住居杜の間にほとんど時間差は認められない。

○西67号住居杜（第295.660図）

517＋90Ｓ1,517＋80Ｓ１，５１７＋80Ｎ2,517＋90Ｎ2のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西、南北ともに３ｍを測る。主軸方向はＮ－５ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁６CWZ、西壁７CWz、南壁10C腕、北壁7.5c71zほどを測る。カマ

ドは北壁のほぼ中央付近に設置されているが、焼土混入土がわずかに認められる程度で、構造

は不明である。

床はほぼ平坦に作られている。焼土の散布や、炭化材が認められる。また南壁の中央付近に

は粘土塊が見られた。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器坪、鉢、高堺（？）などがある。杯は半球形を呈するが、小型品である。

古墳時代後期ころと考えられる。なお西41号住居杜の出土遺物のうち球胴髪は本住居杜に伴う

可能性がある。

重複遺構は西41号住居杜であり、新旧関係は西41号住居j止（新）→西67号住居杜（古）であっ
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たｏ

○西68号住居杜（第２９５．６６１．６６２図）

517＋95Ｓ,、517＋90Ｓ,、517＋90Ｎ,、517＋95Ｎ,のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。東西2.7577z、南北2.65ｍを測る。主軸方向はＮ－２２ｏ－Ｅを指すｏ

壁は外傾し、確認された壁高は東壁l4c77z、西壁12Ｃｌ､、南壁18C77z、北壁10.5C7nを測り、比較的

良好に検出された。カマドは北壁のほぼ中央に設置されている。袖部に袖石が左右に１個づつ

見られる。おそらく石組の形態をとるものと考えられるが、残存状況は良くない。左右の袖石

間は50c7nほどを測る。焼土混入土が厚さ１０c7,,前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマド周辺と西壁側に多く見られた。遺物は土師器坪、蜜などである。坪は小さな平

底をもつ半球形の形態である。蜜は長胴賓であり、中には胴下半部に小刻みのへラ削りを施し

ているものも見られる。遺物は杯と髪との間に大きな時間的違いが認められる。杯は古墳時代

中期ころと考えられ、髪は奈良時代前後かと考えられるものである。本住居杜は後者の時期が

該当するものであろう。前者は西48号住居杜との重複部分であり、西48号住居杜に帰属するも

のであろう。

重複遺構は西３０．西４５．西48号住居靴である。新旧関係は西４５．西30号住居杜（新）→西68→

西48号住居杜（古）であった。

○西69号住居杜（第296.663図）

517＋95Ｓ,、517＋85Ｓ,、517＋85Ｎ2,517＋95Ｎ2グリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西3.15ｍ、南北3.7ｍを測る。主軸方向はＮ－９１ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７Cl7Z、南壁６C77Z、北壁３c7mを測る。西壁は輪郭が確認さ

れた程度である。カマドは東壁の南壁近くに設置されている。袖部が石組される形態と考えら

れるが、残存状況は良くない。焼土混入土が厚さ１伽前後に堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少量であった。土師器杯、高台付坪、髪などがある。杯類は器体部にへう削りの全く

施されない形態である。髪は小型の髪で、胴部にロクロによる整形痕が横方向に走っている。

平安時代後半と考えられる。

重複遺構は西45号住居杜である。新旧関係は西69号住居並（新）→西45号住居杜（古）である。

○西70号住居杜（第297.663図）

518＋O5S1、517＋95Ｓ1,517＋95Ｎ2,518＋O5N2のグリッドに位置する。

平面は方形ないし長方形と考えられるｏ規模は東西3.3577zを測り、南北は確認できる部分で

2.8ｍを測る。主軸方向はＮ－１０８ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁７c7m、西壁6.5cwz、南壁４c77zを測る。北壁は確認できなかつ
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た。カマドは東壁の南壁際に設置されている。袖部を石組する形態であるが、片側のみ残存し

ている。焼土混入土が20c１mほどの厚さに堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器杯、蓋坪などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施す。平安時代前

半ころと考えられる。

重複遺構は西44号住居杜であり、新旧関係は西44号住居杜（新）→西70号住居並（古）であっ

た。

○西71号住居杜（第298.664～669図）

518＋00Ｎ１，５１７＋90Ｎ,、517＋90Ｎ3,518＋O0N3のグリッドに位置するｏ

本住居杜は他住居杜との重複関係などから東壁側の平面プランの輪郭の一部が確認されたに

すぎない。東壁の確認できる長さは2.5ｍほどを測る。

カマドは確認されず、位置を推定できる焼土なども検出できなかった。

床はほぼ平坦に作られている。

遺物は多量で、しかも集中して発見された。土師器杯、高坪、蓋、腺、鉢、甑、須恵器腺など

が見られた。このうち土師器腺と須恵器腺とは10c71zほどの近接した地点から出土した。この回

りに髪、高坪などが、その外側に杯などが集中して遣存しているような感を見せる。坪は小さ

な平底の半球形を呈するものと、口縁部が外反するもの、それに小さな平底の見られない半球

形のものとの３形態があり、前２者がほとんどを占める。高杯は受部の外面に明瞭な稜を持つ

ものと持たないもの、脚部に段を持つものと持たずにスカート状に開くものとの２形態がある。

髪は６個体ほど見られるが、いずれも球胴蜜である。このうち35の胴部には木葉文のような線

刻が見られる。甑は小型の鉢形を呈する。須恵器坪腺は口縁部下半に稜を持ち、頚部の細い形

態で、胎土はセピア色を呈する。土師器の腺は須恵器賑を模倣したものといえよう。古墳時代

中期後半と考えられる。

重複遺構は西27．西34．西38・西44．西64・西77．西80号住居杜である。新旧関係は本住居杜

がいずれの住居杜よりも古い時期の所産といえる。

○西72号住居吐（第298.670図）

517＋65Ｓ2,517＋55Ｓ2,517＋55Ｓ1,517＋65Ｓ１のグリッドに位置する。

本住居杜は若干の焼土と土器の存在で住居杜と推定したにすぎず、平面プランは明確になっ

ていない。

遺物は土師器高坪、饗、灰紬陶器腕などがある。高杯の接合面には糸切りないしへラ切りの

ような痕跡が見られる。古墳時代後期、それに平安時代中ころ２時期が見られるが、量的には

前者が多く、この時期を住居杜の年代と考えておきたい。灰紬陶器は混入品と考えられよう。

重複遺構は西54号住居杜である。新旧関係は遺構からは明確にならなかったが、遺物からす

れば西54号住居並（新）→西72号住居社（古）であった。
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○西73号住居杜（第２９９．６７１．６７２図）

517＋80Ｎ1,517＋70Ｎ1,517＋70Ｎ3,517＋80Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドの位置が確認できた程度にすぎない。平面は方形を呈

し、規模は東西4.977z、南北4.95ｍを測る。主軸方向はＮ－１０３ｏ－Ｅを指す。

カマドは東壁の北壁際に設置されている。袖石の一部と考えられる石が据えられている。焼

土混入土が厚さ５”前後に認められる。構造は明確にならない。柱穴などは確認できなかった。

なお南東コーナー付近にも焼土と藤とがみられるが、‘性格を捉えられなかった。

遺物はカマド周辺および南西コーナー付近に多く見られた。土師器杯、皿、髪、羽釜、灰紬陶

器碗などがある。杯、皿は器体部下半にへう削りを施すものに限られるようである。饗は大小

の形態が見られ、口縁部に肥厚がわずかに認められる。平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西66．西74号住居杜である。新旧関係は西66号住居杜（新）→西73→西74号住居杜

(古）であった。なお西66号住居靴との間の時間差はわずかなものと考えられるｏ

○西74号住居吐（第299.672図）

517＋80Ｎ１，５１７＋70Ｎ1,517＋70Ｎ3,517＋80Ｎ3のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭とカマドの位置が確認できた程度にすぎない。平面は方形ない

し長方形と考えられる。規模は南北3.3577Zを測る。東西は確認できる範囲で２ｍを測る。主軸

方向はＮ－１１ｏ－Ｅを指す。

カマドは北壁の中央付近にあったものと考えられる。土師器髪が倒立した状態で据えられて

おり、その埋土には焼土が混入している。袖部に据えられたものと考えられるが構造は不明で

ある。

柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器饗が２個体ある。１つは長胴髪であるが口縁部を欠いている。１つは

底部片であり、小刻みなへラ削りが認められる。古墳時代後期と考えられる。

重複遺構は西73．西79号住居杜であり、新旧関係は西73号住居杜（新）→西74→西79号住居杜

(古）であった。

○西75号住居杜（第３００．６７３°674図）

517＋70Ｎ2,517＋60Ｎ２５１７＋60Ｎ4,517＋70Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西6.35ｍ、南北６ｍを測る。主軸方向はＮ－２０ｏ－Ｗを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９cl7z、西壁10.5c7n、南壁8.5c7n、北壁10Cl､などを測る。カ

マドは確認できず、また位置を示す焼土なども認められなかった。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所確認された。直径５０c'､前後

で深さはP1-39cwz、P2-47c77z、P3-44c71z、P4-52c77zほどを測る。南壁の中央よりやや西壁に

寄った位置に貯蔵穴と考えられる土鉱が見られる。長さ９５c71z、幅９０cwz、深さ２７c71z前後を測る。

また貯蔵穴の前面には「．」の字状にごく低い土堤が作られている。なお南西コーナー付近に
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焼土の散布が認められる。

遺物は北壁と、南壁の貯蔵穴付近に多く見られた。土師器杯、高杯、雲、壷、須恵器などがあ

る。杯は小さな平底の半球形を呈するものと、口縁部がわずかに外反する形態との２形態があ

る。高杯は脚部がラッパ状に開く形態が知られる。蜜は球胴饗である。須恵器は把手の部分だ

けであるが、セピア色を呈する胎土のものである。古墳時代中期と考えられる。

・重複遺構は西50．西５１．西55．西63．西65号住居杜である。新旧関係は本住居杜が最も古い時

期の所産である。

○西76号住居jt止（第301.675図）

518＋00Ｎ3,517＋90Ｎ3,517＋90Ｎ4,518＋OON4のグリッドに位置する。

平面は方形を呈する。規模は東西2.877z、南北3.05ｍを測る。主軸方向はＮ－６９ｏ－Ｅを指す。

北西コーナー付近を井戸杜によって切られている。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁９c7n、南壁１１c7n、北壁９ｍほどを測る。西壁は平面プラ

ンが確認された程度にすぎない。カマドは東壁のほぼ中央に位置している。袖部を石組する形

態と考えられるが、残存状況は悪い。焼土混入土が厚さ20c7nほどに堆積している。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの前面に多く見られた。土師器杯、髪、灰紬陶器塊などがある。杯は器体部下

半にへう削りを施すものを基本とする。髪は口縁部にわずかな肥厚の認められる形態である。

平安時代前半ころと考えられる。

重複遺構は西26．西80号住居杜である。新旧関係は西26号住居杜（新）→西76→西80号住居杜

(古）であった。なおいずれの住居杜との間にも、それほどの時間的差は認められない。

○西77号住居杜（第302.676図）

517＋95Ｎ2,517＋85Ｎ2,517＋85Ｎ3,517＋95Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は長方形を呈する。規模は東西2.377z、南北1.95ｍほどを測る小型の住居杜である。主軸

方向はＮ－４ｏ－Ｅを指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁５C7n、西壁６cwz、南壁５cWZ、北壁３c71zを測る。カマドは北

壁の中央付近に設置されている。袖部が石組の形態である。左右の袖石間は５７ｍほどを測る。

焼土混入士が厚さ１５c71zほどに堆積している。

床は平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物はカマドの前面あたりに多く見られた。遺物は土師器坪、高台付杯、皿、鉢などがある。

杯は器体部下半にへう削りを施すものと全く施さないものとがあり、前者が主体を占める。皿

は器体部下半Iこへラ削りを施す形態である。鉢は口縁部が肥厚する。平安時代前半ころと考え

られる。

重複遺構はない。
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○西78号住居杜（第302.677図）

517＋65Ｎ3,517＋55Ｎ3,517＋55Ｎ5,517＋65Ｎ5のグリッドに位置する。

本住居吐は南西コーナー付近の平面プランの輪郭が確認されたにすぎない。規模は確認でき

る範囲で東西5.777z、南北4.7577zほどを測る。

カマドは確認できず、位置も不明である。

床は平坦に作られ、硬く締められていた。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器杯、皿、髪などがある。１～５が本住居杜に伴うものと考えられ、６～

10は混入品と考えられる。本住居杜に伴う杯は小さな平底で半球形を呈するものであり、口縁

部が外反している。髪は球胴雲と考えられる。古墳時代中期ころと考えられる。

重複遺構は西57号住居杜であり、新旧関係は西57号住居並（新）→西78号住居杜（古）であっ

た。

○西79号住居杜（第303.678図）

517＋85Ｓ,、517＋75Ｓ１，５１７＋75Ｎ2,517＋85Ｎ2のグリッドに位置する。

本住居祉は平面プランの輪郭とカマドの位置とが確認された程度にすぎない。東壁部を溝で

切られている。平面は長方形を呈する。規模は東西5.177z、南北4.2ｍほどを測るｏ主軸方向はＮ－

３３ｏ－Ｅを指す。

カマドは北壁の東壁側に寄った位置に設置されている。袖部は明確にならず、焼土が厚さ５

C7n前後に認められた程度で、構造も明確にならなかった。

床はやや掘り過ぎて、カマドがやや浮いた状況となってしまった。

遺物はカマドを中心に認められた。土師器坪、髪、鉢、高杯、管玉などがある。坪は小さな平

底をもつ半球形のものである。小型の鉢ないし壷なども見られる。古墳時代中期～後期ころと

考えられる。

重複遺構は西74号住居並であり、新旧関係は西74号住居杜（新）→西79号住居杜（古）であっ

た。

○西80号住居杜（第303.679図）

518＋００Ｎ2,517＋90Ｎ2,517＋90Ｎ4,518＋OON4のグリッドに位置する。

平面は長方形ないし方形を呈するものと考えられる。規模は東西4.5ｍを測る。南北は確認で

きる部分で377Zを測る。長軸方向はＮ－７４ｏ－Ｅを指す。

壁の検出状況は悪い。確認できた壁高は西壁９c71z、南壁10ｍほどを測る。東壁は輪郭が確認

できた程度である。カマドは確認されず、また位置も不明である。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴などは確認できなかった。

遺物は少ない。土師器坪、鉢、髪などがある。杯は器体部下半Iこへラ削りを施すものである。

雲は口縁部がわずかに肥厚する形態である。平安時代前半と考えられる。

重複遺構は西２６．西７１・西76号住居杜である。新旧関係は西26号住居杜（新）→西76→西80→
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西71号住居杜（古）であった。なお西76号住居杜との間にはほとんど時間差は認められない。

○西81号住居杜（第304.680～682図）

517＋75Ｎ4,517＋65Ｎ4,517＋65Ｎ6,517＋75Ｎ6のグリッドに位置する。

本住居杜は平面プランの輪郭もカマドの位置も確認できなかったものである。同形体の遺物

が同一レベルで、しかもある程度の範囲の中に見られることから住居靴とした。平面は方形を

呈するものと考えられるｏ規模はおおよそ東西4.677z、南北4.2577zほどが考えられるｏ

遺物は量が多い。土師器坪、高台付坪、皿などがある。坪は器体部外面にへう削りを施さず

底が回転糸切り未調整の形態とするものがほとんどを占める。平安時代後半と考えられる。

重複遺構は明確にできなかった。

○西82号住居吐（第305.683図）

517＋35Ｎ2,517＋25Ｎ2,517＋25Ｎ4,517＋35Ｎ4のグリッドに位置する。

平面は楕円形を呈する。規模は東西5.1777z、南北6.1577zを測るｏ主軸方向はＮ－１１ｏ－Ｗを指

す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁１１c7n、西壁28.5ｍ、南壁７Ｃｌ､、北壁９c7nほどを測る。

床はほぼ平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが２ケ所検出された。直径３０c7m前後

で、深さはP1-17C7Iz、Ｐ2-27.5Clmほどを測るｏ炉が住居杜のほぼ中央に設置されているｏ地床

炉であり、枕石が２個据えられている。焼土範囲は東西63c7m、南北58cmlほどを測り、厚さ７c7n

ほどの堆積が認められる。カマドの西脇には直径30ｃ１１ｚ前後の平石が見られる。このほか、南壁

側に直径65cwz、深さ１３c1nほどのピットが認められ、中より土器が出土した。南東の壁にも一辺

55Ｃｌ､、深さ２伽ほどのピットが見られる。

遺物は少ない。台付謹である。口縁部および底の底縁はいずれも折返して帯状に作られてい

る。ハケメが内外面に多用されている。弥生時代末ころと考えられる。

重複遺構は西83号住居杜であり、新旧関係は西82号住居杜（新）→西83号住居杜（古）であっ

た。

○西83号住居杜（第306.683.684図）

517＋30Ｎ1,517＋20Ｎ1,517＋20Ｎ3,517＋30Ｎ3のグリッドに位置する。

平面は隅丸長方形を呈する。規模は東西6.3577z、南北5.5ｍを測る。主軸方向はＮ－７ｏ－Ｗを

指す。

壁は外傾し、確認された壁高は東壁13c77z、西壁23.5Ｃｌ､、南壁9.5cllz、北壁27c7nを測る。

床は平坦に作られている。柱穴と考えられるピットが４ケ所検出された。直径４０c'､前後で、

深さはＰ1-38.5c7m、P2-63c7m、P3-43c7m、P4-55clllほどを測る。

住居祉の中央よりやや北寄りに炉が設置されている。地床炉であり、焼土ブロックとなって

いる。枕石が「L」字状に据えられている。大きさは東西35c711、南北5伽ほどを測るが、西側を
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桃の植樹による際の穴で切られている。炉の西脇に直径30c,,zほどの平石が遣存する。住居杜の

南北コーナー付近に長さ50c71z、幅45C7m、深さ17.5Cllzほどのピットが認められる。

遺物は少ない。土師器髪、壷、土製紡錘車などがある。髪は長胴の形態で口唇部に刻目、胴部

にハケメ調整を施す。小型の壷の口縁部には小孔が１個穿ってある。弥生時代末期ころと考え

られる。

重複遺構は西82号住居杜であり、新旧関係は西82号住居杜（新）→西83号住居杜（古）であっ

た。

○西井戸吐（第３０７．３０８．６８４図）

517＋95Ｎ3,517＋85Ｎ3,517＋85Ｎ5,517＋95Ｎ5のグリッドに位置する。

西76号住居杜の一角を切って構築されている。平面が方形を呈する石積の井戸杜である。規

模は中央で東西が上端1.977z、下端1.777z、南北が上端1.577z、下端1.577z、深さ1.577zを測るｏ掘

り方は底部近くまで逆台形状に、底部付近がほぼ垂直に掘られ、底は平坦である。その後四周

に30～70c7n前後の河原石を積み上げている。その積み上げ方法は石の横口面を内側に向けて積

み上げる野面積みで空隙には小さな石を入れて塞いでいる。また壁と壁とのコーナーは両壁か

ら鎚状に組込む部分も見られる。壁の遣存状況は東壁、南壁、北壁が旧態を呈し、西壁には大

きな崩れが認められる。中には土砂、石などが堆積しており、土師器などが出土した。

井戸並の北西コーナーから北西方向に向かって溝が認められる。この溝は井戸杜の掘方から

連続して掘られたものであり、かつ井戸靴の北西コーナー付近には溝の石積とも考えられる状

況の石が溝の掘り方に沿うように北壁側に認められるもので、井戸杜の排水溝と考えられる。

長さ5.277z、幅65c7m、深さ20c7nほどを測る。

遺物は土師器坪、手裡土器などがある。坪は器体部下半にへう削りを施すもので、内面に暗

文を施す例も見られる。平安時代中ころと考えられる。

重複遺構は西76号住居杜であり、新旧関係は西井戸吐（新）→西76号住居杜（古）であった。

しかし時間的にはきわめて近接している。

○西.1号溝状遺構（第309図）

518＋10Ｎ2,518＋00N2,518＋00N4,518＋10N4のグリッドに位置するｏ

楕円形を呈する士鉱で、長軸6.477z、短軸4.277z、深さ35c71zほどを測る。南壁側にはさらに長軸

85c7m、短軸65c7n、深さ25cwzほどの楕円形の小ピットが見られる。土拡内には焼土あるいはカーボ

ンなどの遺存は見られず、また堆積した土の中にも焼土、カーボンは認められなかった。覆土

中より土器類が出土している。土師器の高杯、蜜、甑などがある。古墳時代中期ころを主体と

する所産と考えられる。

重複遺構は西５．西１５．西２６．西33号住居並である。新旧関係はいずれの住居杜よりも先行

する時期である。
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住居杜番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

11

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

第１表住居吐一覧表

時期

古墳時代末期１～２

〃 後期２

奈良・平安時代Ⅵ

〃 Ⅶ

〃戸、ジⅧ ～

〃 )Ⅲ〆～Ⅲ

〃 】Ⅲ

〃 Ⅶ

〃 Ⅲ

古墳時代後期２～３

奈良・平安時代皿～Ⅲ

(平安時代中ころ）

古墳時代前期後半

奈良・平安時代Ⅳ

〃 】Ⅲ

〃 】Ⅲ拝、ヴⅢ

〃 ～】Ⅲ

〃戸～】Ⅲ

〃 皿ノ

〃拝～】Ⅲ

〃 Ⅲ

〃 】Ⅲ～ Ⅲ

〃 XＶ

古墳時代後期２

奈良・平安時代Ⅷ～

〃 】Ⅲ～Ⅲ

古墳時代後期３～後期４

奈良・平安時代Ⅲ～Ⅲ

〃 皿 ～

〃 】mﾉー

1７

住居杜番号

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

4１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

時 期

奈良・平安時代Ⅲ～

〃 】Ⅲ戸、ゴ

〃 ～

〃 )Ⅲ～

〃 Ⅲ～

(平安時代中ころ）

古墳時代～後期２

奈良・平安時代Ⅷ

〃 Ⅲ

古墳時代後期４～

〃 末期１

古墳時代

皿

Ⅲ

Ⅲ

奈良・平安時代皿～Ⅲ

〃 Ⅲ以降

古墳時代～奈良時代

古墳時代末期１～末期２

平安時代末期

奈良・平安時代Ⅲ

〃 Ⅲ

欠番

奈良・平安時代Ⅸ～

〃 Ⅲ ～

古墳時代後期３

〃 後期３ 戸、彰後期４

奈良・平安時代ＸＶ

〃 Ⅲ

欠番

古墳時代後期１～後期２

奈良・平安時代Ⅳ

古墳時代後期４～



住居杜番号 時 期 住居杜番号 時 期

6１ 古墳時代後期２～後期３ 9３ 奈良・平安時代Ⅲ

6２ 〃 後期３ 戸、ヴ 9４ 古墳時代～奈良・平安時代

6３ 奈良・平安時代 拝、ゴⅧ 9５ 奈良・平安時代Ⅳ

6４ 古墳時代後期３ 9６ 古墳時代後期２

6５ 〃 末期３ 9７ 奈良・平安時代Ｉ

6６ 奈良・平安時代Ⅲ 9８ (古墳時代後期ころ）

6７ 古墳時代末期１ 戸～ 9９ 奈良・平安時代Ⅷ

6８ 〃 前期後半～中期前半 100 古墳時代末期１

6９ 〃 末期１ 1０１ 奈良・平安時代Ⅲ

7０ 〃 後期１ 102 古墳時代末期１

7１ 〃 前期前半 103 〃 後期２

7２ 〃～後期２ 拝～ 104 奈良・平安時代 戸～】Ⅲ

7３ (古墳時代後期ころ） 105 〃 】Ⅲ

7４ 古墳時代前期前半 106 古墳時代後期４～末期１

7５ 奈良・平安時代Ⅱ 戸～ 107 〃 後期３～後期４

7６ 古墳時代末期１～末期２ 108 奈良・平安時代 ～ )Ⅲ

7７ 〃 後期３～後期４ 109 古墳時代後期２

7８ 〃 後期４～末期 110 末期３～奈良・平安時代１

7９ 〃 後期１ 戸～後期２ 1１１ 古墳時代後期３～末期１

8０ 〃 後期１～後期３ 112 〃 前期後半

8１ 奈良・平安時代Ⅳ 113 〃 後期３ 宍、ゴ ４

8２ 古墳時代中期後半～ 114 古墳時代後期

8３ 奈良・平安時代Ⅳ～Ⅳ 115 古墳時代～後期４～

8４ 〃 Ⅲ ヘジ】Ⅲ 116 〃拝～後期２～

8５ 〃 XＶ 117 〃 後期３ 拝、〆

8６ 〃 〆～Ⅳ 118 〃 後期２ ～ ３

8７ 〃 XＩ 119 奈良・平安時代Ⅲ～Ⅳ

8８ 〃 XＷ 120 古墳時代後期２ 戸～

8９ 〃 Ⅳ 1２１ 〃 前期後半～中期前半

9０ (平安時代後半ころ） 122 奈良・平安時代 戸～】Ⅲ

9１ 奈良・平安時代Ｉ 戸～ 123 古墳時代後期２ 津～

9２ 〃 Ⅲ 124 欠番
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住居杜番号 時 期 住居杜番号 時 期

125 奈良・平安時代Ⅲ 157 古墳時代前期前半

126 〃 ～Ⅵ 158 奈良・平安時代 ヘヴ XＷ ～

127 〃 Ⅷ 159 〃 拝～ XＷ

128 古墳時代～後期４ 160 〃 )Ⅲ拝～Ⅲ

129 〃 中期後～ 161 〃 】Ⅲ～ Ⅲ

130 〃戸～後期３ ～ 162 古墳時代末期３ ～

1３１ 〃 中期前 163 〃 後期４～末期１

132 〃 後期４～末期１ 164 不明

133 〃 後期２～後期３ 165 不明

134 奈良・平安時代Ⅲ～Ⅲ 166 奈良・平安時代～Ⅲ～Ⅲ

135 〃 】Ⅲ 167 〃 Ⅲ 戸～】Ⅲ

136 〃 皿 168 〃 戸～Ⅲ ～

137 〃 Ⅲ 169 〃 ～Ｘ

138 古墳時代中期 170 古墳時代後期２～後期３

139 奈良・平安時代 戸～ 】Ⅲ 171 奈良・平安時代Ⅷ〆、ジ

140 ノノ )Ⅲへ〆Ⅲ 172 〃 Ⅲ

141 不明 173 古墳時代後期３～後期４

142 古墳時代～中期 174 奈良・平安時代Ⅲ～Ⅲ

143 〃 末期１ 175 〃 〆～Ⅲ戸～

144 〃 後期３ 176 〃 ～Ⅲ

145 〃 後期３ 戸～ 177 〃 )Ⅲ戸～

146 (平安時代？） 178 〃 Ⅷ

147 奈良・平安時代～Ⅲ～ 179 〃 Ⅳ

148 古墳時代末期１ ～ 180 〃 Ⅷ

149 〃 後期１ ～ 181 (平安時代）

150 奈良・平安時代 戸、ジⅢ 182 古墳時代後期Ｉ

151 奈良・平安時代 ～Ⅲ～ 183 奈良・平安時代Ⅶ

152 〃戸～Ⅳ 184 〃 律～Ⅶ ～

153 〃 ～】Ⅲ 185 不明

154 〃 Ⅷ 186 奈良・平安時代Ⅳ

155 〃 】Ⅲ 187 不明

156 欠番 188 奈良・平安時代Ⅲ～Ⅲ
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住居杜番号 時 期 住居杜番号 時 期

189 奈良・平安時代（Ｘ～Ⅲ） 221 欠番

190 〃戸～】Ⅲ 222 ﾉノ

191 古墳時代末期Ⅲ 223 〃

192 欠番 224 古墳時代～後期４～

193 奈良・平安時代Ⅶ 225 奈良・平安時代Ｖ

194 〃戸～Ⅲ 拝～ 226 〃 Ｖ

195 〃 Ⅷ 227 古墳時代中期後半～後期Ｉ

196 〃 Ｘ 228 奈良・平安時代Ⅳ～XＷ

197 〃 )Ⅲ 229 〃 Ⅶ ～

198 〃 XＷ 230 古墳時代中～後期

199 不明 231 〃 中～後期

200 奈良・平安時代（Ⅲ～Ⅳ） 232 奈良・平安時代Ⅷ

201 〃 】Ⅲ～ 皿 233 欠番

202 古墳時代後期～奈良時代 234 〃

203 古墳時代末期Ⅱ～ 235 〃

204 奈良・平安時代Ⅱ～Ⅲ 236 古墳時代末期Ｉ

205 〃 Ⅵ 戸～Ⅶ 237-1 奈良・平安時代Ⅶ

206 古墳時代後期４～末期１ 237-2 古墳時代～末期１ 戸、ｰ

207 〃 後期４～ 238 〃 中期前半～中期後半

208 奈良・平安時代Ⅱ～Ⅲ 239 奈良・平安時代 戸、ヴ】Ⅲ

209 古墳時代後期４～末期１ 240 古墳時代～末期Ⅱ

210 奈良・平安時代Ⅲ 241 奈良・平安時代Ⅲ～、

211 古墳時代～後期１ 242 古墳時代～後期４

212 奈良・平安時代Ⅶ 243 奈良・平安時代 戸～】Ⅲ

213 古墳時代中期後半～後期前半 344 古墳時代末期Ｉ

214 〃 後期１ 245 〃 後期４

215 奈良・平安時代Ⅲ戸～ 246 〃戸、ゥ末期Ｉ 戸～

216 〃 ～Ⅲ～ 247 奈良・平安時代Ⅲ～

217 古墳時代～末期Ⅱ 248 欠番

218 古墳時代後期～末期 249 〃

219 〃 後期 250 (平安時代）

220 奈良・平安時代Ⅳ～XＷ 251 奈良・平安時代Ⅲ～Ⅳ
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住居杜番号

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

時 期

古墳時代後期４～末期Ｉ

〃戸、プ末期２ 〆～

奈良・平安時代～Ⅲ～Ⅳ

〃へゴ)Ⅲ

古墳時代～末期２～

〃 ～後期４

〃 末期Ｉ

〃 中期後半

奈良・平安時代Ⅳ

〃 Ⅲ～

〃 )Ⅲ～

〃 Ⅶ 戸～

古墳時代後期４ へ〆

奈良・平安時代Ⅳ

〃 】Ⅲ〆～

〃 Ⅲ ～

〃 Ⅷ

Ⅲ

Ⅷ

Ⅲ

Ⅳ

古墳時代末期～末期２

奈良・平安時代Ⅲ

古墳時代～後期３

〃 中期後半

〃 後期２～後期３

欠番

古墳時代後期４～末期Ｉ～

〃 中期後半～後期Ｉ

〃 後期４ ヘジ末期Ｉ

〃 末期１ 拝～末期２

奈良・平安時代Ⅳ

古墳時代～末期１

奈良・平安時代Ⅲ

〃 Ⅸ

古墳時代末期１ 〆、ヴ

住居杜番号 時 期

284 奈良・平安時代Ⅷヘジ

285 〃 Ⅲノ〆～刃Ｉ

286 (古墳時代後期）

287-1 奈良・平安時代Ⅳヘヴ

287-2 〃 】Ⅲ岸、ジ 、

288 〃 ～】Ⅲ

289 古墳時代後期３

290 奈良・平安時代Ⅲ戸、〆

291 〃 Ⅷ

292 〃 Ⅷ

293 〃戸～Ⅲ

294 古墳時代末期１

295 〃 後期３．４～末期１

296 奈良・平安時代～Ⅸ～

297 古墳時代末期１～末期２～

298 奈良・平安時代Ⅳ戸～

299 古墳時代末期２

300 不明

301 奈良・平安時代～Ｘ

302 欠番

303 古墳時代後期３～後期４

304 奈良・平安時代Ⅷ戸～

305 〃 Ⅲ へザ

306 古墳時代後期２～後期３

307 奈良・平安時代Ｉ ～ Ⅱ

308 古墳時代～後期４

309 (平安時代）

310 奈良・平安時代Ⅲ

311 古墳時代～末期１ ヘジ

312 〃岸～〃～

313 〃へゴ後期３ ～

314 〃 中期後半～後期１
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住居杜番号

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

西１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

時 期

〃 末期１ 戸～末期２

古墳時代後期４～末期１

〃〃ヘゴ〃

〃 後期２～後期３

奈良・平安時代 戸～Ⅸ

古墳時代末期３以降

奈良・平安時代Ⅷ～Ⅸ

〃〆～)Ⅲヘプ

古墳時代～末期３

不明

奈良・平安時代Ⅳ

〃 Ⅲ 戸～

〃 】Ⅲ～

〃 ～Ⅶ～Ⅷ

〃 Ｘ

古墳時代～末期２～３

奈良・平安時代Ⅲ

古墳時代末期２ 戸～

〃 末期２

〃〃

〃〃

〃 末期１

奈良・平安時代 〆、〆Ⅸ

〃 ～Ⅲ岸～

〃 ～Ⅸ

古墳時代末期２～末期３

奈良・平安時代皿～Ⅳ

古墳時代末期２

奈良・平安時代Ⅲ

〃 Ｘ

〃 Ｘ 〆～Ⅲ

（〃 Ⅸ以前）

住居杜番号

西2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

4１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

179

時 期

(古墳時代末期２以前）

古墳時代末期３

奈良・平安時代Ⅷ～Ⅸ

〃 Ⅲ ヘゴ】Ⅲ

〃 ～Ｘ

縄文時代

古墳時代末期２～末期３

奈良・平安時代（Ⅷ）Ⅲ

〃 Ⅷ

〃～Ⅲ～

〃津、ゴ】Ⅲ

ﾉノ Ⅲ 戸～)Ⅲ

(平安時代）

奈良・平安時代Ⅲ

〃 Ｖ

〃 Ⅷ 戸～Ⅸ

古墳時代～後期１

奈良・平安時代 ～ Ⅷ

古墳時代後期３ 戸～

〃 中期後半３～

奈良・平安時代Ｘ～Ⅲ

〃 Ⅲノ

〃 】皿・Ｎｒ

古墳時代中期後半

奈良・平安時代Ⅸ～Ｘ

古墳時代中期後半～

奈良・平安時代皿～

〃 ～Ⅷ 戸～

〃 Ｘ

〃 Ⅲ ヘジⅣ

古墳時代ラ
(奈良・耳

ﾐ期１～末期２
z安時代Ｘ～Ⅲ）

奈良・平安時代Ⅲ
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第２節各時代の概要

縄文時代

遺構として捉えられたのは、西28号住居並１軒のみであった。しかし、これも住居杜として

は中心施設である炉の確認が見られず、やや明確性を欠くものといえる。

土器は西28号住居杜の中期前葉の五領ケ台式以外にも、遺跡内より僅かであるが確認されたｏ

たとえばＳＴＡNo.519＋15Ｎ8地点からは早期の土器と考えられる繊維混入、底部尖形の土器がほ

ぼ完形に近い状況で出土した。口縁部に修理孔が見られ、前面に擦痕が施されているものであっ

た。このほか細片であるが前期の時期を中心として幾片かが採集されている。

石器類も遺構伴出品でないが打製石斧、磨製石斧それに石錨などが見られる。

弥生時代

本時代の遺構としては弥生時代末期の住居杜が３軒ほど確認され、遺跡の西側に集中する傾

向が認められた。住居杜形態は基本的に隅丸方形を呈するものと考えられる。

出土遺物は口唇部に刺突文を施す髪形土器を主体とするものであり、このほか台付髪、小型

壷などが見られる。また西82.83号住居社などからは土製の紡錘車が確認された。

遺構外からも土器片の出土を確認できたが、量的には僅かであった。

住居祉番号 時 期 住居杜番号 時 期

西5５ 〃～】Ⅲ 西7０ 奈良・平安時代Ⅷ〆～

5６ 奈良・平安時代Ⅶ 7１ 古墳時代中期後半

5７ 〃 ～XＶ 7２ 〃 後期４

5８ 弥生時代末期 7３ 奈良・平安時代Ⅲ

5９ 奈良・平安時代Ｘ～ 7４ 古墳時代後期４（？）

6０ 〃 Ⅲ 7５ 〃 中期後半

6１ 〃 Ⅷ 7６ 奈良・平安時代 へ〆】Ⅲ

6２ 古墳時代後期２又は末期２ 7７ 〃 】Ⅲ～

6３ 奈良・平安時代Ⅲ～Ⅳ 7８ 古墳時代 に

(奈良・平２
.期後半
そ時代Ⅲ

一
一 Ⅲ）

6４ 〃拝～Ｘ 7９ 古墳時代～後期１

6５ 〃～】Ⅲ 8０ 奈良・平安時代皿戸～

6６ 〃 Ⅲ ～ 】Ⅲ 8１ 〃 Ⅲ「

6７ 古墳時代後期１ 8２ 弥生時代末期

6８ 〃 (中期後半)末期２～末期３ 8３ 〃〃

6９ 奈良・平安時代 ～ XＶ 井戸祉 奈良・平安時代Ｘ～Ⅲ



遺構外からも土器片の出土を確認できたが、量的には僅かであった。

古墳時代

本期は本遺跡において平安時代とともに、集落杜隆盛の１つの頂点といえる。古墳時代前期

の住居杜が遺跡の東部と姥塚遺跡に偏在して分布した以後は、遺跡の全体に渡って住居杜の存

在が確認され、その数も徐々に増加を見せ、古墳時代後期～末期にかけて最も多くなり、本集

落杜の隆盛の頂点を示している。

住居祉形態も幾つかの要素に渡って変遷が捉えられるようである。まず住居杜の中心的設備

である炉は、中期後半の時期に確実にカマドヘと変わっていく。壁際に焼土が認められ、カマ

ドの設置を確認できるが、その構造については検出された住居杜から明確にできるものはなかっ

た。それでも袖部に石が全く検出されなかったことから、総粘土造りの構造を推定できる。次

に貯蔵穴であるが、これも後期後半～末期になるとほとんど姿を消していく施設のようである。

また住居杜の規模も時期の下降するに従って小規模化していく状況が窺える。

遺物は西４６．西71号住居杜に見られる初期須恵器の存在が注目される。いずれも中期後半の

時期（５世紀後半代）に該当するものであり、本県における古墳および住居杜のいずれも出土

品として最古に位置付けられるものであり、かつ伴出土師器の年代推定にも大いに役のあると

ころといえよう。本期の住居杜は総数157軒の多きにのぼっており、出土した土師器もむろん多

数あることから、須恵器などを介在として、土師器編年が細かく把握できるものと考えている。

土師器の中で後期後半になると底部に回転糸切りではないかと考えられる例（例えば256号

住、図版第516）が見られる。このような例は姥塚遺跡においても数例見られ、土師器生産にお

ける技術論として大いに注目されるところかもしれない。

鉄製品、銅製品などで確実に住居杜に伴う例は、８６例ほどで、それほど多くはない。西46号住

居杜からは銅嫉（図版第722）の出土が見られ、本県２例目の出土であった。253号住居杜出土の

馬具（轡）は、本県後期古墳のなかで後半頃の時期の古墳から多く出土が認められ、住居杜出

土例としては本県最初のものである。また古墳の副葬品と共通するものであることから、古墳

被葬者との関係が注目されよう。このことは金環（図版第722）を出土した299号住居杜や、鉄鍍、

鋤先、勾玉、石製品などを出土した住居:tltにも言えよう。

このほか鉄鎌、刀子なども少量であるが確認されている。

石器類としては６８．１１７．２０６．２９４．２９５号住居杜などから藁などを使って敷物を編むための重

しに使われたのではないかと考えられる長さ10cwz前後の長手の石が出土している（図版第730～

同第741）。これらは住居杜から10個前後まとまって発見されたものが多い。その中で294号住居

祉例は同形態の細長い石が相当量確認できた。この手の石の他住居杜出土例には石の側縁の中

央左右に扶りを入れた例が認められるものが多いのに対し、294号住居杜の例にはそれほど明確

な例は見られない。このため294号住居吐出士のものが全て重しであると推定することはできる

が断定はできない。

これ以外には砥石が知られる。
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石製品類には滑石製の有孔製品（図版第７４４－２．４）が１０．２２号住居杜、勾玉（図版第745-

28.29）が232.278号住居杜より出土している。

紡錘車（図版第７４４－１．５．６）は１０．７２．２７８号住居杜などから出土が確認される。土製品

（５）と石製品（１．６）の両者が見られる。石製品のうち（１）は滑石製品で、鋸歯状に線刻

が認められるものである。

玉類には管玉、丸玉（土玉を含む）、臼玉などが認められ、比較的量も多いように思われる。

奈良時代

本期の住居吐数は24軒と前代に比べて極端に少なくなる。また住居杜自体も前代に比べて総

体的に小規模のものが顕著となる。カマドは袖部が全て石組される例も見られてくる。

出土遺物は土器類以外ほとんど知られない。土師器、須恵器など見られるが、総体的に量は

少ない。

平安時代

本遺跡における集落杜の隆盛の第２の頂点に達する時期であり、総数198軒の住居杜が確認さ

れ、隆盛した様子を窺うことができる。住居杜は総体的に小規模のものとなってくるが、その

中にあっても大型住居杜と小型住居杜との存在が見られるようである。住居杜に取り付けられ

るカマドは袖部が全て石組のものとなり、その取り付け位置に大きく見れば時期による変遷が

捉えられるようである。

出土遺物は土師器、須恵器、灰粕陶器、石器、鉄製品などが知られる。

土師器類はほとんどがいわゆる「甲斐型」の杯、皿、書類で占められており、他地域からの流

入品はほとんど認められないようである。

須恵器には坪、謹類などが見られ、特に杯は１０世紀代で灰粕陶器類に取って代られる状況と

いえる。しかし灰紬陶器類の出土は検出住居祉数に比べて量的にごく僅かな状況を捉えること

ができ、本県の北巨摩郡地方の在り方とやや趣を異にしているようである。

墨書、あるいは刻書の出土例は、周辺に見られる「国衝」の地名の予想に反し、極めて少量で

あった。遺跡全体で12点という数であり、隣接する姥塚遺跡にも顕著でないところから、少な

いことが本遺跡では一般的なことであったものと考えられよう。

鉄製品類には刀子、鉄鎌、紡錘車、鉄鍍、馬具、銅製八稜鏡などが知られる。このうち刀子、

紡錘車と鉄鎌との間にはやや分布地域に違いが見られるようである。

馬具は８９．西31号住居杜などから引手あるいは街などの部分が出土している。

八稜鏡は83号住居杜の覆土中よりの出土で、特別な施設ないし附属品に供なっているような

状況は認められなかった。

石器類としては砥石が確認された。
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第４章各説

第１節集落杜の変遷

二之宮遺跡より検出された約400軒の住居杜について、時期別の集落杜の変遷状況について触

れてみたい。

時期区分は弥生時代末期、古墳時代前期（前期～中期前半）、古墳時代中期後半、古墳時代後

期前半（後１～２期）、古墳時代後期後半（後３～４期）、古墳時代末期（末１～３期）、奈良

時代前期（奈・平Ｉ～Ⅲ期）、奈良時代後期（同Ⅲ～Ｖ期）、平安時代前期１段階（同Ⅵ～Ⅷ期）

、平安時代前期２段階（同Ⅸ～Ｘ期）、平安時代前期３段階（同Ⅲ期）、平安時代前期４段階

(同皿期）、平安時代後期１段階（同皿期）、平安時代後期２段階（同Ⅲ～刑期）、平安時代後

期３段階（同Ⅲ～Ⅲ）、平安時代後期４段階（同】､､～皿）の16段階とした。おおよそ50年単位の

区分を基本としたが、これ以上の場合あるいは逆に未満の例もある。これは土器編年の進展状

況や変化を捉えるのに適切な期間に合わせたためである。

なお分布状況を明確にするため分布地域をおおよそＡ・Ｂ・Ｃ。Ｄの大ブロックに区分し、

さらにそれぞれの大ブロックの下に幾つかの小ブロックの形成が見られるため、この小ブロッ

クをａｌ、ａ２……ｂ、ｃ、ｄｌ、ｄ２……ブロックとした（第10図参照）ｏ

１．弥生時代末

本時期に確実に該当する住居杜は極めて少ない。西58．西８２・西83号住居杜のわずか３軒に

すぎない。西48号住居祉について当初は弥生時代末頃と考えていたが、住居杜形態から一応混

入品として処理した経過を持つｏしかし土器の分布状況からすれば西48号住居杜付近に一軒ほ

どの存在を想定できるｏだがこれを加えてみても４軒ほどで、しかも西８２．西83号住居杜は重

複しており、同時存在はあり得ない。従っていずれにしても調査区域内においては稀少な時期

ということになろう。

その分布状況は二之宮遺跡の西端、ＳＴＡＮｏＬで示せば517＋20地点から同518＋20地点のＡブロッ

クに見られ、それ以東の遺跡内や、姥塚遺跡に明確な存在は知られない。しかし弥生土器と考

えられる破片の分布には、７５号。257号。294号。303号。316号住居杜の覆土中より出土が見られ、

さらに杭NO518＋65地点からも出土が確認されており、これらは特に杭No.518＋70地点付近に集中

的に分布しているようである。これ以東においては75号住居杜の覆土中に認められた１例のみ

で、稀薄な地域となり、姥塚遺跡においてもほとんど見られず、本遺跡における弥生時代末の

時期はそれほど顕著なものではなかったといえよう。この中で遺跡の西に向かうに従って濃厚

になる傾向が捉えられ、Ａブロックあるいはそれ以西に集落の中心を想定することもできよう。

この傾向はこれまで知られている町内の弥生時代遺物の分布の状況とほぼ合致しているようで

ある。
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２．古墳時代前期～中期後半

本時期は、いわゆるＳ字状口縁台付蜜の使用された時期を当てたために、時間的には古墳時

代中期のうちの前半部まで含んでおり、やや長期に渡ることになる。

本遺跡において確認された住居杜は、弥生末期の時期と同様にそれほど多くなく、１１軒を数

えるにすぎない。これ以外で本時期の土器片を出土する地点の分布を見ると247号。127号。１１６

号。167号・西７１．西34号住居杜の覆土中、それに杭NoL519＋35Ｎ7、同517＋60Ｓ1グリッドなどに

確認できる程度であり、やはり少ない状況を捉えられる。

このうち住居杜の分布地域はＤブロックの杭NoL520＋40から同521＋10の間に全て存在し、かつ

比較的密な状況を呈す。一方、土器片の分布状況を見ると先の住居杜と重複する地域を除いた

西側にも、分布を認めることはできるものの、極めて散見的な状況を呈する。従って本時期の

中心は遺跡の東端にあることを捉えることができ、更にその東方の広がりは道路を隔てた姥塚

遺跡の東限まで達する。この間において本期の住居杜の消長がなされたことになる。

Ｄブロックにおける住居杜の存在状況を見れば、数の上からすればｄ５ブロックに最も集中し、

このほかｄ6,.4,.7,.2,.3ブロックなどに見られ、小ブロック化が捉えられるｏしかし小ブロッ

ク化は見られるものの、その中における住居杜の規模は比較的均一な状況が強いようである。

弥生時代末期の集落杜が本遺跡の西端を中心に展開されていたのに対し、本時期の集落杜が

全く反対側である東端を中心に展開されたことになり、そこに大きな変化を捉えることができ

る。

３．古墳時代中期後半

本期は、いわゆる和泉式土器の使用された５世紀後半の時期で、時間的には前代に比べ50年

と短い。また本県において須恵器が確認できる最初の段階でもある。

本期に該当する住居杜は前代とほぼ同程度の13軒ほどであり、数量的にそれほど多いとはい

えない。なお、本期に該当する土器片の分布状況は、次に述べる住居杜の分布状況にほぼ一致
する状況である。

住居杜の分布状況はＡ～Ｄの全てのブロックに認めることができ、さらに細かく見れば各ブ

ロック中の小ブロックに存在していることから、全体的には点々 とした状況で分布しているこ

とになる。

本期の分布状況は前代の分布が遺跡東端のＤブロックおよびそれ以東にあったのに対し、遺

跡全体に拡散した状況を見いだせる。しかし、その拡散の状況は前代のような群集的ではなく、

小ブロック状でしかも点々 とした状況であり、この点に前代の分布状況との上に大きな違いを

見いだせる。また前代の住居杜規模に比べて大型の住居杜が認められるところとなる。Ｄブロッ

クでは129号住居杜、Ｂブロックでは272号住居杜、Ａブロックでは西46号住居杜といった具合で

あり、このうち特に西46号住居杜は一辺９ｍ強を測る最も大型の例である。

このような小ブロック状で、しかも広域に拡散し、かつ大型住居杜の存在する点は前代の共

同体の枠が崩れ、その中から自立した家父長層の出現のあったことを意味するものと捉えるこ

ともできよう。
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この中で最も住居祉数の集中するブロックはＡブロックであり、しかも本期最大規模の西４６

号住居杜を含むばかりでなく、その回りに存在する他の住居杜も総体的に規模の大きいものの

ようであり、有力な家父長層の１つといえよう。さらに西46号住居杜からは銅鑑、管玉など古

墳の副葬品と共通する遺物の出土も確認でき、西46号住居並がＡブロックの中心であるばかり

か、本期の集落全体における最も有力な家父長層の１つであったことを想定できよう。

なお集落の広がりは西端、東端ともに更にその先の地域まで及ぶものであろうと考えられる。

４古墳時代後期前半

本時期は土師器坪に須恵器坪の模倣が認められる時期で、おおよそ５世紀末～６世紀前葉

(６世紀第１四半世紀）の時期にあたる。

本期に該当する住居杜は29軒ほどで、前代に比べ大幅な増加率を示す。これらの分布状況を

見ると、前代と同様に小ブロックごとに、かつ拡散する傾向が強い。しかし、この中で東側と

西側の区域とに若干の違いが見られる。ＡおよびＢブロックが、ほぼ前代の占地を継承してい

るのに対して、これより東側の特にＤブロックにおいては、中に小ブロック化の現象が顕著に見

られるようになり、さらにＣブロックの一角をも取り込むような大ブロック化を形成した状況

を捉えられるｏこの大ブロックはＣ２ブロック（２１１．２１３．２１４住)、ｄｌブロック（37住)、ｄ２ブ

ロック（24住)、ｄ3ブロック（58住)、ｄ4ブロック（182住)、ｄ5ブロック（６１．７０･７２．１０３．１０

９．１２３．１３３．１４９住)、ｄ6ブロック（９６．１１６．１２０住)、ｄ7ブロック（７９．８０．１７０住）の７小ブ

ロック、２１軒よりなる。

前代の分布状況が西側の地区にやや多く傾斜して見られたのに対し、本期になるとその様相

を逆転する。すなわち東側が21軒の住居杜よりなる大ブロックを形成したのに対して、西側は

前代の占地を引き継いだ２小ブロック４軒が存在するにすぎない。さらにこのような傾向は住

居祉間の規模においても認められ、東側の大ブロック中には３７．７９．８０．７２．１８２号住居杜など

の大型住居杜を含んでいるのに比べ、西側ブロックの中にはそれらに比肩する住居杜の存在は

全く認められず、分布の濃淡に加えて規模の上にも明らかな差違を見い出せることになる。東

側の大ブロックはさらに姥塚遺跡にも及ぶことになるから、この傾向は一層際立つことになり、

この大ブロックが集落杜において優位に立っていたことを捉えることができる。

一方、本期ごろより小ブロックの中に大型住居靴と小型住居杜とが組み合う例が明確になっ

てくる。たとえばｄ5ブロックの72号住居杜とそれ以外の住居杜とに見られるような状況で、こ

のほかｄ6,.7､ａｌブロックにも認められる。またｄｌとｄ2,.4とｄ３というような小ブロックが２

つ組あって大、小の関係を想定できるようなものもある。このような住居祉間の格差は家父長

層の自立と共に、その中において上下関係を顕在化させてきたものと捉えることもできよう。

５．古墳時代後期後半

本時期は６世紀の中頃から６世紀後半代を中心とした時期にあたる。総数47軒が該当し、集

落の大きな成長を捉えられる時期といえる。

分布状況を見ると、遺跡の東側の区域は前代と同様に８小ブロックからなる大ブロックを形

成している。これに対し西側の区域は基本的に前代の状況を受け継ぐ部分も見られるが、Ｂブ
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クにおいて大きな変化を捉えることができる。それはＢブロックが前代において２軒よりなる

小ブロックであったのに対し、本期に至ると総数16軒と急激な増加を見せる。Ｂブロックの中

も幾つかの小ブロック化を捉えられるが、Ｄブロックに見られた程明瞭な状況は見られず、む

しろ１つの小ブロックがそのまま大きなブロックに成長してきたと捉えられる。Ｂブロックは

さらにその西側のＡブロックを含めて東側のＤブロックに対抗するような勢力に成長してきたよ

うに思われる。

Ａブロックは４軒ほどの住居杜の存在が見られるものの、ブロックの中心はぼけてしまい、

むしろＢブロックに吸収された様な状況を呈する。古墳時代中期後半に本遺跡最大規模の住居

杜を構えた勢力の急激な衰退を捉えることができる。

本時期には東西にやや異質であるが２つの大ブロックが形成されたことになる。これらの状

況を見ると住居杜の数の上ではＤブロックがＢブロックを凌いでいる。しかしその内容におい

てはＤブロックの住居杜規模がやや小振りになった状況を捉えられるのに対し、Ｂブロックは

本期が最も規模の大きくなった時期にあたり、313,316号住居杜がこれにあたる。しかも313号

住居杜は本期最大規模の住居祉であり、Ｂブロックに急激に勢力を伸長した家父長を想定でき

る。だが急激な勢力の伸長を捉えられるものの、総体的に見ればＤブロックの住居杜の規模は

大きなものが多く、かつ姥塚遺跡にまで及ぶものであり、いまだ健在な状況を想定できる。た

だＤブロックの分布状況に集中性の薄らいだ状況が捉えられることから、Ｄブロックの指導力

にかげりの見られる時期といえよう。

本期において小ブロックの中に、大型住居杜と小型住居祉との存在する状況が前代より一層

明確になる。313号住居杜を中心とするＢブロックはその最たるものといえる。

６．古墳時代末期

７世紀代を中心とする時期である。本期はやや長期に渡る期間であるが、そのおおよその傾

向を窺うことはできよう。本期に該当する住居杜は57軒と前代に引き続き多く、集落の安定し

た状況を捉えることができる。

分布状況には大きな変化が見られる時期といえる。まず東側のＣ・Ｄブロックを見ると小ブ

ロックを残しながらも前代に比べて僅か19軒といった極端なまでに住居祉数を減少させ、かつ

集束力の無くなった状況を呈し、もはや大ブロックとして捉えられるような状況ではなく、大

ブロックとしての機能を失い、むしろ小ブロック単位による機能が想定される。

これに対し西側のＢブロックは前代に比べ一層濃密な分布状況を呈し、しかも前代のＡブロッ

クを完全に吸収した状況を見せ、総数36軒を数える大ブロックを形成する。なおその分布状況

には前代と同様に小ブロック化を明確に捉えられない状況である。

このように分布状況は東西の２ブロックとして捉えられるが、その内容は数の上でＤブロック

の解体が進みＢブロックの家父長の優位性が指摘できる状況といえる。この点はさらに住居杜の

規模においても捉えることができる。すなわちＢブロックに大型住居の存在が多く認められ、

かつ馬具あるいは金環などの出土が合わせて確認され、そこにはＢ、Ｄブロックの力関係の逆

転を見い出すことができる。
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小ブロック内における大型住居杜と小型住居杜の存在状況は、前代同様に多い。しかし住居

杜規模は前代に比べ総体的に小規模化を見せており、外的規制の働いた可能性を想定すること

もできよう。

７．奈良時代前半

本期は土器編年の中に明確な区別のできないものが見られ、奈良・平安Ｉ～Ⅲ期を前半、同

Ⅲ～Ｖ期を後半として、Ⅲ期をいずれの側にも重複させてある。

本期に該当する住居杜は21軒である。住居祉数の急激な減少に加えて、分布状況の上からも

大きな変換期と考えられる。まずＡブロックを含めたＢブロックの地は、全く前代の面影を残

さない。総数10軒と前代に比べ４分の１程度となり、大ブロックとしての形態は捉えられず、

小ブロックが顕在化する。１つの小ブロックに１～４軒の分布が見られる程度で、閑散とした

状況である。

この傾向は東側のＣ・Ｄブロックにも当てはまり、さらにＣ・Ｄブロックは明確に分れる状

況にある。総数11軒でＣブロックが４軒、Ｄブロックが７軒である。Ｄブロックは姥塚遺跡が

含まれることからさらに増加するが、その位置は遺跡の東端に位置し、Ｃブロックとの間に大

きく空白地域を挟み、Ｃ・Ｄブロックが明確に２つの地域に分かれる。

いずれにしても本期における集落の衰退を捉えることができる。これは住居杜の規模にも投

影され、前代のような大型住居杜はほとんど見られない。かわって小規模の住居杜が小ブロッ

ク化と共に顕在化してくる。特に前代のＢブロック地域の消長が著しく、Ｂブロックの解体が

急激に進行した状況を捉えられる。この中で小ブロック内に見られる大型住居杜と小型住居祉

といった存在の関係は、ほとんど見られなくなる。

８．奈良時代後期

本期は奈良時代後半といっても、平安時代の初めを含んでいる。本期に該当する住居:1211二は総

数18軒ほどで、前代とほぼ同様な状態を示す。

住居杜の分布は西側のＡ・Ｂブロックに総数10軒ほどが見られ、規模および分布状況は前代

とほとんど変わらない状況を呈しているといってよい。

東側の前代に分離したＣ・Ｄブロックにおいては、Ａ・Ｂブロックに比べやや変化を捉える

ことができるようである。すなわち前代において新たに明確な占地を見せたＣブロックは６軒

ほどの存在が見られ増加へと転じている。逆にＤブロックにおいては総数わずかに２軒ほどと

なり、かつ小ブロックのｄ６ブロックに確認できるだけとなるｏこのＤブロックは東側の姥塚遺

跡を含めても、急激に減少をたどったブロックと考えることができる。従って集落全体からす

れば、西側に集中する傾向を捉えることができる。

住居杜の規模は前代同様に小規模なものがほとんどを占めている状況といえる。また小ブロッ

クにおける大型住居杜と小型住居杜の存在関係はほとんど見られない。

９．平安時代前期（１）

本期はおおよそ９世紀中頃から末頃までの期間である。

本期に該当する住居杜は総数38軒であり、前代に比べ約倍に近い増加を見せる。
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集落全体における状況は前代とあまり変わらないが、遺跡の東側において変化が認められる。

西側のＡ・Ｂブロックは住居祉数は増加するもののいずれも２軒前後の住居杜からなる小ブロッ

クが数個見られる程度で、どちらかといえば小ブロック的存在といえる。Ａブロックは３小ブ

ロック８軒、Ｂブロックは２小ブロック７軒である。

中間のＣブロックは東西に小ブロックの認められるもので、総体で５軒ほどが存在する。

東側のＤブロックの地域は、前代に比べ住居祉数の上で急激な増加を見せる。総数18軒ほど

が６小ブロックに分かれ、かつ再び大ブロック化の現象を示し始める。

住居土1tの規模は前代とほぼ同じであるが、住居祉数からすれば本期において、集落が再び大

きくなってきたことを捉えられる。この中にあって，ブロックの住居杜の増加は極めて大きな

ものであり、Ｄブロックの伸長が著しい。

小ブロック内における大型住居杜と小型住居杜との存在の関係はほとんど認められず、かつ

住居杜規模は均等化している状況といえる。

10．平安時代前期（２）

本時期はおおよそ10世紀前半の時期にあたる。

本期に該当する住居:tltは18軒を数え、前代に比べ減少傾向を見せる。この中で大きな変化が

東西の両地区において見られる。西側のＢブロックは総数４軒と前代より減少傾向を見せる。

これに対しＡブロックは総数９軒を数え、前代より増加しＢブロックを凌ぎ、西側の地区におけ

る中心的ブロックを形成している状況といえる。

東側は西側に比べ大きな変化を見せる。Ｃブロックでは今のところ存在した住居杜は確認さ

れず、全くの空閑地的状況である。また前代に急激な増加の認められたＤブロックにおいては、

逆に急激な減少を見せ、わずか３軒が確認できるのみである。従って西側の地域が前代の規模

を踏襲してきたのに対し東側は、急激な変化を見せ閑散とした状況に陥り、集落の中心が遺跡

の西側にあったことを捉えられる。

住居杜の規模は前代と同様に、ほぼ均一的な状況といえる。このため小ブロック内において

は大型住居杜と小型住居杜の存在関係は認められない。

11．平安時代前期（３）

本時期はおおよそ10世紀後半代のうちの、その前半部（10世紀第３四半世紀）にあたり、期間

的には約25年前後の幅とした。これは50年前後として分布状況を見ると、細かな変化が捉えら

れないためである。

本期は総数30軒と、幾分盛り返した状況といえる。特に大きな変化が東側の地区に認められ

る。

西側のＡ・Ｂブロックは総数９軒と、前代よりやや少ない状況にある。特にこの中でＡブロッ

ク中のａ２ブロックは大幅な減少を見せている。

これに対して東側では前代と一変した状況にあり、１９軒と大幅な増加を見せている。おおよ

そ７小ブロックに分かれ、これらが集まって大ブロックを形成している状況である。

両者の中間地区であるＣブロックには、わずかに１軒の存在が確認できるにすぎない。従っ
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て、これらからすると本期は東側のブロックにその優位性を捉えることができる。

本期は前代と比べ住居杜の規模にも変化が認められるようである。すなわち前代までがほぼ

同等の規模をもった住居杜で構成されていたのに対して、本期にはＡブロックの西26号、西７３

号住居杜、Ｄブロックの４９°６６．１２５．１５１号住居杜といった一回り規模の大きな住居杜が見られ

るようになり、かつその回りにやや規模の小さな住居杜の存在が再び確認できるようになる。

これは集落内における身分や力関係の上に変化が生じてきたことを反映しているものと受け取

れよう。

12．平安時代前期(4)

本時期はおおよそ10世紀末（10世紀第４四半世紀）の時期にあたり、２５年前後と短期間であ

る。

本期に該当する住居杜は総数65軒を数え、本遺跡において住居祉数の上では最も集落の伸長

が著しい時期で、前代に比べ飛躍的な増加といえる。

西側のＡブロックは総数12軒ほどを数え、前代を上回る。４つほどの小ブロックを形成し、中

には大型住居杜と小型住居杜の存在関係が認められる。

Ｂブロックでは総数13軒を数え、前代の住居祉数を飛躍的に越え急激な増加を見せたブロッ

クといえる。Ａブロックと同様に、４つほどの小ブロックから成るが、やはり中に大型住居と

小型住居杜の存在関係が明確に捉えられるブロックもある。

ＣブロックはＣ２ブロック側に２軒ほどの存在が見られる程度といえる。その位置関係からす

れば、むしろ次のＤブロックに含まれるものといえる。

Ｄブロックは前代同様に８小ブロックが集まり、かつＣブロックを含めた形で、１つの大ブ

ロックを形成する。小ブロックは４軒前後の数から成るものが多く、総数40軒を数える。東側

の姥塚遺跡を含めれば、一層その数を伸すであろうｏまたｄ４．．２．．５の各ブロックなどに大

型住居杜と小型住居杜の存在が認められる。

本期は総体的にみて集落の大きな成長期と位置付けることが可能であろう。さらに住居杜規

模の違いが小ブロック内に顕著に捉えられる時期でもあるといえる。

13．平安時代後期（１）

本期は年代的には前代に含まれるものであるが、土器の変化の上で以降に引き継がれる大き

な節目にあたり、後期として分離した。おおよそ10世紀末（10世紀第４四半世期）の時期にあた

る。

総数24軒ほど知られるが、内容的には前代の時期と重複する住居杜が多くを占めている。

本期の全体的な傾向としては総数において半数以下に激減していることがまず上げられ、総

じて衰退傾向に向かっている状況を捉えられる。その傾向の最も大きな部分が西側のＡ・Ｂブ

ロックに見られる。ａ4ブロックに１軒、ｂｌブロックに３軒の合計４軒の存在が確認できるのみ

であり、減少率が実に85％を示しく前代の面影を認めることはできない。これに続くＣブロッ

クも僅かに１軒の存在を確認できるのみで、集落の西側は極めて閑散な状況を呈する。

東側のＤブロックは本期の中では活発な状況を呈する地域である。それでも７つの小ブロッ
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クに分かれ、総数24軒と減少率40％ほどであり、Ａ・Ｂブロック同様な大きな衰退を見せるｏ

前代に見られた小ブロック内における大型住居杜と小型住居杜との存在関係は認められるも

のの、わずかに認められる程度でその傾向の薄れてきている状況を捉えられる。

14．平安時代後期（２）

本期はおおよそ11世紀前半（11世紀第１～第２四半世紀）にあたる。

本期に該当する住居杜は総数31軒を数え、ほぼ前代の状況を保っている。この中で西側に再

び住居杜の増加が見られる。１４軒ほどで、Ａ・Ｂブロック合わせて５つの小ブロックよりなり、

３軒前後の存在するものが多い。特にＡブロックとＢブロックの内のＡブロックに近い側に住

居杜の集中が見られる。

ＣブロックではＣ,ブロックに１軒の存在を知るにすぎない。

東側のＤブロックにおいては７ブロックにおいて総数16軒が存在する。Ｄブロックにおいて

は、農道の北側にあったｄ５ブロックに１軒確認できる程度で、本期以降住居杜の存在は見られ

なくなる。

本期の住居杜の規模はほとんどが平均化したものとなっており、小ブロック内において大型

住居杜と小型住居杜の存在は認められなくなる。また前代同様に遺跡の中間地域にほとんど住

居杜が確認できず、閑散とした状況になる。

15．平安時代後期（３）

本期はおおよそ11世紀後半（11世紀第３～第４四半世紀）をあてる。

本期に該当する住居杜は５軒ほどにすぎない。かつ本期に属すると考えられる土器片の出土

状況も極めて少なく、集落並の衰退が急激に進行したことを捉えられる。

本期の住居杜の分布状況を見ると、確認された住居杜の５軒が全て遺跡の東側に位置するＤ

ブロックに見られる。ｄ2,.4,.6,.7の４ブロックに存在するが、これらは大きなブロックとし

て捉えられるものではなく、むしろ小ブロックごとの存在といえる。

Ｄブロックの西側のＣ・Ｂ。Ａブロックにおいては全く住居杜が確認されず、かつ土器片の

分布も明確でない。従って本期の中心は東側のＤブロックにあったものと考えられる。

住居杜の規模は例数が少なく、やや不安な面もあるが現状では前代と同様に平均化した規模

であり、かつ小ブロックに複数の住居杜の存在する例はほとんどなく、大型住居杜と小型住居

杜との存在関係は全く認められない。しかし、平均化したとはいえ、前代に比べ一層の縮小化
を捉えられる。

16．平安時代後期(4)

本時期はおおよそ12世紀代が想定される時期である。

確認された住居祉はわずかに１軒と少ない。遺跡の東側のＤブロック中のｄ４ブロックに存在

する。規模は前代とほぼ同一の大きさであり、住居杜としては小規模なものといえる。これか

らすれば集落自体の存在が危うい状況にあろう。しかし本期と考えられる土器片の分布地域を

見れば、点々と広範囲に及んでいることが捉えられる。特にＣブロックとＢブロックとに比較

的多く見られ、さらに517＋20地点まで及ぶ。
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本期の住居杜が比較的浅い位置から発見される傾向があり、実際には今以上の存在するとこ

ろとなろう。

以上、各期（25～100年）にわたって集落の消長を見てきたが、次にこれらを全体的に捉え、

かつ関連事項について触れてみたい。

弥生時代末期の住居杜は遺跡西部に集中する傾向は認められるものの、一部分の確認であり

集落の様相は推測の域をでない。しかし、おおよそ次の古墳時代前期～中期前半の様相に近い

ものと考えられるｏ本遺跡の東端部を含めた姥塚遺跡に古墳時代前期～中期前半にかけての分

布が見られ、これと同様なブロック状であったものと考えられる。そこには住居杜の規模の大

小は存在するものの、住居杜が小ブロック状に存在する明確な状況は捉えられない。塩山市西

田遺跡も古墳時代前期の大集落跡であるが、それほど明確な小ブロック化は捉えられない。一

つの大ブロック的な集落杜といった状況を呈している。

このようにその集落杜としての内容には大きな違いは見られないようであるが、占地の上で

は遺跡の西端と東端というように、明確な違いを見せている。このため両者が同一集落として

の動きであるのか否か明確な判断は下せない。しかし次の古墳時代中期後半の住居杜の占地か

らすれば、同一集落としての動きと見ることもできよう‘）

古墳時代中期後半の時期は、前代に比べて大きな変化を捉えられる。すなわち検出された住

居祉数は前代とほぼ変わらないものの、その占地には大きな特徴が捉えられる。前代の集落が

その中に小ブロック化を明確に捉えられない大ブロック状で存在していたのに対し、本期の集

落は遺跡の東から西といった極めて広範囲に拡散し、かつ小ブロック化の顕在化が明確に捉え

られるようになる。おおよそ４つのブロックに分かれ、姥塚遺跡を含めればさらに数を増す。

この拡散しかつ小ブロック化する状況は既に述べたように、共同体の枠を破って家父長層の自

立、台頭がなされたものと捉えることができる。この中で西46号住居杜は本時期における最大

規模の住居杜であり、最も有力な位置にあった家父長と推定できよう。

このような状況は造墓形態においても捉えることができる。すなわち、この時期（５世紀中

頃以降）は、本県の前期古墳の分布状況において最も変化の大きな時期にあたる。本町の亀甲

塚古墳、八代町狐塚古墳、中道町かんかん塚（茶塚）古墳、豊富村王塚古墳、三珠町大塚古墳な

どに見られるように、古墳の規模は前代に比べて規模を縮小するが、数は最も多くかつ分布範

囲の拡散を明確に捉えられる時期であり、集落における住居杜の変化と対応するようである。

この変化は次の古墳時代後期前半の時期に一層際立ってくるようである。検出された住居杜

は前代に比べ約２倍ほどに増加し、集落自体の成長過程を捉らえる中で小ブロック化が明確化

してくる。この小ブロックの中に前代に比べ、大型住居祉と小型住居杜との配置されている例

が多く見られるようになり、自立した家父長層の中に階層分化の現象を捉えられることになる。

本期は５世紀末から６世紀初め（６世紀第１四半世紀）のころであり、本県においても墓制の

上に横穴式石室を採用する中小の古墳の築造が開始され、今まで以上に数を増しかつ広範な地

域に認められるようになる時期にあたっており、集落内における住居杜のありかたと対応する

状況を示している。
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古墳時代後期後半は古墳時代の中で、集落の最も充実した時期と考えられ、４７軒の住居杜が

確認されている。本期は前代の趨勢を受け継いでおり、小ブロック化の中における大型住居靴

と小型住居杜との存在が顕在化する時期と考えられる。最も明瞭な例は、後期の中で最大規模

を誇る313号住居杜の存在するＢブロックであろう。313号住居祉を取り巻くように小型の住居

杜が点在する状況を汲みとれる。

本期の含まれる古墳時代後期は、錦生古墳群の主に形成された時期と考えられ、そのうち本

集落杜に近接して存在する姥塚古墳は直径45ｍ、横穴式石室長17.5ｍを測り、盟主墳といえるも

ので、おおよそ６世紀の終りごろに近い時期の築造と考えられている。この時期は次の時期と

共に集落杜の動向における隆盛期の時期にほぼ合致しており、本集落杜が姥塚古墳を直接築造

した共同体の中核を占めていたものと捉えることができよう。

古墳時代末期の７世紀代を中心とする時期は前代の傾向を受け継ぎ、数の上では総数57軒と

最も隆盛を見せた時期といえよう。その内容は小ブロック化の中に大型住居と小型住居との存

在関係のみを見れば、顕著であり変化の見られないところといえよう。しかし住居杜が相対的

に小型化してくる状況、すなわち格差が縮まり平均化へと向かう様子を読みとることができ、

そこに家父長層の輩出、分化の一段と進んだ状況および大化改新による身分制度の変化が徐々

に惨透してきた状況を捉えることができよう。また小規模化してきた時期の住居杜から馬具の

出土したことは、もはや住居杜の規模の大小ではその力関係を単純に比較することのできない

背景が生じてきた時期といえよう。

奈良時代になると集落の様相が一変する。検出された住居杜は約21軒と、前代に比べて大幅

に減少する。そこには前代の隆盛した姿をもはや捉えることはできず、さらに前代に比べ一段

と住居靴規模の縮小する状況が認められる。また小ブロック化は認められるものの、それらが

集中する傾向は見られず、かつ小ブロック中の大型住居杜と小型住居杜との存在関係には明確

に認められず、平均化した姿を捉えることができる。そこに律令制度下の身分制度の投影を、

読みとることもできよう。

この傾向は次の奈良時代後半ないし平安時代初めの時期にも受け継がれる。

平安時代の前半代のうちの９世紀後半代～10世紀前半代になると、住居杜は増加傾向に転ず

る。これら住居杜は小ブロック状に分布し、その中に複数の住居杜の存在が見られる。しかし

住居杜の規模には大きな隔たりは見られない。

平安時代の１０世紀後半代になると、小ブロック状に分布する住居杜の中に、大型住居社と小

型住居祉との存在関係が再び捉えられるようになり、この傾向は10世紀後半代一杯続くようで

ある。特に細かくみれば10世紀末頃に59軒という数の住居杜が検出され、数の上では本集落杜

の最も隆盛した時期と捉えることができる。またこの時期が小ブロックにおける大型住居杜と

小型住居杜との存在が最も顕在化する時期でもある。

県内における平安時代の遺跡の消長は、遺跡によって多少の違いは見られるものの、おおよ

そ本時期の10世紀後半代において、県内一円に最も隆盛した状況を捉えられるようである。こ

のように１０世紀後半代になると再び集落が隆盛の方向に向かい、かつ小ブロック内における住
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居吐規模の大小の存在は、集落内における社会構造の変化を捉えられ、あるいは集落内におけ

る田堵の成長などとの関連を考える必要もあろう。

平安時代後半代の11世紀代以降は、前代の傾向が急激に消滅し、かつ集落の縮小化が急速に

進み、やがて本集落の終駕となる。

次に集落内における住居杜の動きについて触れてみたい。これは遺跡の中に検出された住居

杜が無秩序に存在するのではなく、あるブロックごとに1o軒、２０軒といったように重複して築

造されており、既に述べた小ブロックがそれであり、このブロックの中に見られる住居祉がど

のような時代的変遷を見せるのかということである。

第２表は集落の変遷におけるＡ～Ｄブロックと、その中に包括される小ブロックにおける住

居杜がどの時期に存在したのかを示したものである。各丸印は該当する時期の住居靴の存在を

示しており、これを見るとＡブロック内のａ２小ブロック、Ｂブロック内のｂｌ小ブロックのよう

に古墳時代中期後半から平安時代後半代までといった、非常に長期に渡って存在する例が見ら

れる。またこれ以外の小ブロックにおいても断続的ではあるが、一定期間の住居杜の存在を確

認できるものが多い。これらの状況を見ると住居杜が、それぞれの小ブロックの存在する地域

に拘束されて作られた様子を捉えることができ、そこに同系列と考えられる家族の存在を想定

できる。古墳時代から平安時代に渡る長期間であり、かつ奈良時代において断続する例も見ら

れるようであるが、少なくともその前後においては前述のような状況を捉えてもよいのではな

いだろうか。

次にこれらの住居杜の規模と継続期間の関係を見てみると以下のようになる。丸印の中の数

字が各ブロック内における住居祉の規模の順序を示しており、Ａブロックにおいてはa2小ブロッ

ク内に最も大型住居靴の住居並が２時期に渡って存在する。その後はＢ～Ｄブロックに比肩す

るほどの住居杜は見られないものの、ａ２小ブロックがＡブロックの中で最も長期に渡って住居

杜の確認できるものである。

Ｂブロックではｂｌ小ブロックに最初の大型住居並が見られ、１時期おいて次の段階ではｂ２ブ

ロックに移って大型住居杜が存在する。Ｂブロックにおいては、このｂｌ、ｂ２小ブロックが長期

に渡り、かつ住居杜の存在頻度の最も高い例である。

Ｃブロックは全期間を通してＡ、Ｂ、Ｃブロックに比肩するような大型住居杜の存在は、全

く見られない。Ｃブロックに限ればＣｌ小ブロックに比べてＣ２小ブロック側に規模の大きな住居

祉が存在する。しかしＣブロックにおけるＣｌ、Ｃ２小ブロックの住居杜の頻度は均衡している状

況といえる。

Ｄブロックにおいてはｄ７小ブロックが、古墳時代中期後半～後期後半ないし末ごろまで、最

も大型住居杜の作られたブロックといえる。またｄ７小ブロックにおける住居祉の存在する頻度

は、Ｂブロックの中でｄ４小ブロックと共に最も高いブロックであるｏ

このように長期に渡って、あるいは存在頻度の高い小ブロックの中に各ブロックにおける最

大規模の住居並の存在していることを捉えられる。従って小ブロックにおける同系列の家族の

継続性を考えることが、一層可能性を高くしよう。
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第２表ブロック別住居土止存在状況表

集落内における住居杜の占地に、以上のような同系列の家族の継続性が捉えられるならば、

住居並の構築にあたっては極めて拘束性の強い点が抽出でき、ひいては人間への拘束性を示す

ものと捉えることができる。この拘束性の強いエリアで勢力の消長を展開したことになろう。

※丸内の数字は各ブロック内における住居祉の規模の大きさの順位

第２節鉄製品

本遺跡から出土した鉄製品（含む銅製品）は総数58点であった。その内訳は鉄鍍28点、銅鍍１

点、馬具２点、刀子21点、紡錘車２点、不明５点であり、鉄鑑、刀子がその大半を占め、かつ曲

刃鎌の明確な存在は知られない。これら鉄製品について時期別の推移などについて検討を加え

てみたい。

古墳時代

鉄鍍３点、銅鍍１点、馬具１点、刀子６点、不明１点の計11点が見られる。鉄鑑は後期前半に

－２１２－

時期
軒
数

有
無

住
居
地
大
小
組
合

プロツク

Ａ Ｂ Ｃ ，

ａｌ ａ２ ａ３ ａ４ ａ５ ｂ０ ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ Ｃｌ C２ ．１ ．２ ．３ ．４ ．５ ．６ ．７ ．８

弥生時代末 ３

古墳時代 前 期 1１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 中期後半 1３ ○ ① ① ○ ○ ② ①

ﾉノ 後期後半 2９ 有(少） ① ○ ① ○ ③ ○ ○ ③ ② ○ ①

〃 後期後半 4７ 有(多） ○ ○ ○ ③ ① ④ ② ○ ① ② ○ ○ ○ ○ ○ ①

〃 末期 5７ 有(多） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ① ① ③ ② ①

奈良時代
前半（Ｉ～Ⅲ期）

2１ 有(少） ○ ○ ○ ○ ○ ① ○ ○ ○ ①

ﾉノ

後半（Ⅲ～Ｖ期）
1８ ○ ○ ○ ① ○ ① ○ ① ○

平安時代
前半（Ⅵ～Ⅶ期）

3８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃

(Ⅸ～Ｘ期）
1８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃

(Ⅲ期）
3０ 有(少） ○ ① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ① ○

〃

(皿期）
6５ 有(多） ○ ○ ○ ○ ○ ① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ① ○ ○ ○ ○

〃

後半 (】皿期）
2９ 有(少） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾉノ

0mV～XV期）
3１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾉソ

(XW～Xm期）
５ ○ ○ ○ ○

ノノ

(Ⅲ～皿期）
１ ○

ブロック別住居存在数 ８ 1１ ３ ７ ４ １ 1２ ８ ５ ５ ２ ７ ９ ７ ８ ６ 1２ ９ 1１ 1０ ３





２点、末期に１点、銅鍍は中期後半に１点である。その分布は鉄鍍がＤブロックに集中する｡銅

鍍はＡブロックの本遺跡最大規模を誇る西46号住居杜からの出土であった。

刀子は中期後半２点、後期前半２点、後期後半１点、末期２点と各期に確認できた。分布状

況はＤブロックに２点、Ｃブロックに１点、Ａブロックに４点と特にＡブロックに集中しているよ

うである。Ａブロックには西46号住居杜も含まれている。

馬具は253号住居杜から１点出土している。絞具立聞素環鏡板付轡であり、７世紀代の中小古

墳から主体的に出土する形式の馬具といえる。古墳に埋葬された家父長層との関係を知る資料

となろう。すなわち253号住居杜付近の272号住居杜からはガラス製丸玉、323号住居杜からは金

環などの出土があり、これら出土品は中小古墳に見られる副葬品の様相と共通するものであり、

古墳被葬者と集落を結び付けるものとなろう。

奈良時代

本時代は検出された遺構が少なく、確認された鉄製品は２点と少ない。その内訳は鉄鍍１点、

不明１点であり、出土地はＤブロックであった。

平安時代

鉄鍍24点、馬具１点、刀子14点、紡錘車２点、不明３点であり、遺跡より出土した鉄製品の７５

％を占める。遺跡における鉄製品の保有は、本時代の初ころより急激に高まり、１１世紀代まで

続くが、本時代における時期別の占有率を見ると次のようになる。

平安時代前期１段階-13.6％

〃〃２段階-15.9％

〃〃３段階－９．０％

〃〃４段階-31.8％

〃後期１段階-18.1％

〃〃２段階－８．６％

特に前期４段階にピークがあり、さらに後期１段階は時期的には前期４段階に含まれるもの

であり、その占有率は一層大きくなる。この時期は本集落並の最も伸長した時期にあたり、鉄

製品が何らかの役割を果たしたことが考えられる。各期における武器類（鉄鍍、馬具）と農工

具類（刀子、紡錘車）との比率を時期別に見ると次のようになる。

前期１段階武器類３３％農工具類６６％

〃２段階〃４２％〃５７％

〃３段階〃100％〃０％

〃４段階〃５７％〃２８％

後期１段階〃６２％〃２５％

〃２段階〃６０％〃４０％

これを見ると前期３段階にやや問題を残すが、次の前期４段階の時期になるとそれ以前は農

工具類が武器類を上回っていたのに対し、逆に武器類が農工具類を上回り、逆転したことが捉

えられ、鉄製品の占有率の最も大きな時期と一致することになる。鉄製品の内容の変化の裏に
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は、集落内における人的構成・性格に変化のあったことを想定できる。武器類のみの変化を見

れば前期３段階ごろより増加を見せ、前期４段階を境に再び減少傾向を見せるが、この中で前

期３段階より後期１段階で58％を占める。この期間の集落内における住居杜の変化には住居祉

数の増加のほかに、小ブロック内における大型住居祉と小型住居杜との存在が再び明確に捉え

られる時期にあたっており、鉄製品目、武器類の変化と軌一にすることになり、集落内に大き

な変貌を捉えることができよう。

次に武器類を時期別およびブロック別に見てみる。

前期１段階Ｄ＝100％

〃２〃Ｄ＝100％

〃３〃Ｄ＝７５％Ａ＝25％

〃４〃Ｄ＝７７％Ａ＝１１％Ｂ＝11％

後期１〃Ｄ＝100％

〃２〃Ｄ＝100％

これらの数字には偶然性も作用するであろうがＤブロックに強い傾斜の見られることを捉えら

れよう。全体的にみてもＤブロックが80％を占めており、特にＤブロックの集落内における異質

性を指摘できるものなのかもしれない。

第３節墨書・刻書土器
本遺跡から出土した墨書・刻書土器は、それほど多くない。住居祉別に列挙すると次のよう

になる。

墨書

263号住居杜坪の底部外面と蓋の外面とのそれぞれに認められるが、いずれも判読不可能で

ある。時期は９世紀第４四半世紀（Ⅷ期）。

288号住居杜杯の底部外面に認められるが、判読不可能である。時期は10世紀第４四半世紀

(皿期）。

172号住居杜杯の器体部外面に「大」の墨書が認められる。時期は10世紀第３四半世紀（虹

期）。

西37号住居祉坪の底部外面に「十二回?」の墨書が認められる。時期は８世紀第４四半世

紀～９世紀第１四半世紀前半（Ｖ期）。

西井戸祉坪の底部外面に認められるが、判読不可能である。時期は10世紀第２～第３四半

世紀（Ｘ～Ⅲ期）。

グリット

518＋4OＳ坪の底部外面に認められるが、判読不可能である。時期は９世紀第４～10世紀第

２四半世紀（Ⅷ～Ｘ期）。518＋４０杯の底部外面に認められるが、判読不可能であるｏ時期は１

０世紀第３～第４四半世紀（Ⅲ～皿期）。

表採品
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杯の器体部外面と底部外面とに認められるが、判読不可能である。時期は９世紀第４四半世

紀（Ⅷ期）と10世紀第４四半世紀（皿期）。

刻書

西63号住居:tll二坪の器体部外面に「井」の刻書が認められる。時期は８世紀第３～第４四半

世紀（Ⅲ～Ⅳ期）。

グリット

518＋20Ｎ８坪の底部外面に「麿万」の刻害が認められる。時期はみこみ部に暗文の施される

形態であり、９世紀第３四半世紀以前（Ⅶ期以前）と考えられる。

以上が本遺跡出土の墨書、刻害土器である。そして上限を西63号住居祉例の８世紀中頃、そ

の下限を518＋40グリットの10世紀末頃に求められ、その中で９世紀第４～10世紀第４四半世紀

(Ⅷ～Ⅲ）の時期にやや集中する傾向を認めることができる。

なお刻害については箆書の中で文字として判読できたもののみを取り上げており、記号類に

ついては他の土器の中にも見られる。

ここで本県出土の墨書土器の時期別比率を見るとおおよそではあるが次のようになる。

Ⅲ期0.8％

Ⅳ期1.7％

Ｖ期0.8％

Ⅵ期Ｏ

Ⅶ期5.1％

Ⅷ期19.5％

Ⅸ期7.6％

Ｘ期１６％

Ⅲ期16.9％

Ⅲ期30.5％

Ⅲ期0.8％

この内Ⅵ期については該当資料がなく不明であるが、その前後の状況から１～５％の間の比

率になるものと考えられる。また皿期については該当する住居杜が見られるものの、墨書数は

極めて少なく、本時期あたりに明確な形で盛衰の下限を求めることができるのではなかろうか。

この比率は時期の判定にも問題は残ると思われるが、おおよそではその傾向を表しているも

のといえよう。とすれば、墨書、刻書土器の盛行時期の開始をⅦ期前後に求めることができよ

う。あわせてⅦ期～皿の期間において墨書、刻書と土器の96％が集中することから、特にこの

期間（９世紀第３四半世紀～10世紀第４四半世紀）に盛行した現象と捉えることができよう。

二之宮遺跡も数値的には大小の差のあるものの、Ⅷ～皿期にその80％ほどの集中を見ることか

ら、ほぼ県下の大勢に沿った状況にあり、墨書・刻害の風潮が確実に本遺跡にも及んでいるこ

とを確認できる。
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Ⅲ
Ⅲ
一
一
Ⅳ
Ⅲ

出される。

西
麿
八
長
魚
王
真
田
主
安
井
十
太
貞
生
永
寺
本
南
古

Ⅲ
Ⅶ
Ⅲ
皿

一
一
一
一

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

皿
Ⅲ
一
一
Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
皿
Ｘ
Ⅲ

一
一
一
一

Ⅷ
Ｘ
Ⅷ
Ⅸ

次の墨書・刻害の内容について検討を加えてみたい可墨書・刻書土器は個々の遺跡の中にお

いても(I川された文字にバラエティーが認められることから、県内全体を通してみた場合、一

段と変化に富んだ状況が窺える。これまで確認された墨書・刻害の文字には人名、地名を除い

て西、麿、大、八、池、山、保、生、木、長、魚、三、中、王、客、内、九、真、田、庄、送、

主、価、令、斐、元、平、高、井、十、下、太、矢、貞、生、神、五、黒、天、倭、永、寺、寅、

倉、本、南、丙、毛、仁、禾、立、古、千、東、吉、夫、幸、成など約60種ほどが時期の確認で

きる例である。これらを時期別に分けてみると、幾つかは長期に渡る時期に使用された例が抽

Ⅲ～】Ⅲ

Ⅲ
Ｘ
皿
Ⅲ
Ⅲ

一
一
一
一
一

Ⅷ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅸ

皿
Ⅲ
一
一
Ⅲ
Ⅲ

以上の20種が長期間に渡って見られるものであるが、これらの中にも出現時期が大きく３段

階ほどに見られるようである。すなわちⅢないしⅣ期に初現を求められるもの（井・十）、Ⅷ

期頃に初現を求められるもの（西・麿など10種）、Ⅲ期頃に初現を求められるもの（魚・王など

５種）などである。これらのことからあるいは時期によって使用される文字の種類に差のある

ことが窺われるようでもある。

次に長期間に渡る種類の内容について、例えば「西」、「八」、「真」、「本」、「I黄」を使っ

て検討してみたい。

「西」は須玉町大豆生田遺跡、大泉村豆生田第３遺跡、長坂町柳坪遺跡に見られるｏ「八」は
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山梨市日下部遺跡、須玉町大豆生田遺跡、一宮町北堀遺跡、長坂町柳坪遺跡に見られる。「真」

は山梨市日下部遺跡、一宮町北堀遺跡、長坂町柳坪遺跡に見られる。「本」は都留市堀ノ内原遺

跡、甲西町村上古墳に見られる。「震」は一宮町勝沼バイパス280地点、同319地点、同慈眼寺遺

跡、長坂町柳坪遺跡、須玉町豆生田第３遺跡に見られる。これらの中には「西」のようにやや狭

い範囲に分布の知られる例や、「八」、「麿」のようにやや広範囲に分布の見られる例、又「本」

のように郡内地域と国中地域とに分布の見られる例といったように、一住居杜あるいは一集落

杜の中で完結できる例は全くみられない。なおこの傾向は他の長期に渡る種類の大勢にも認め

られるところである。

この様に長期に渡り、かつ広範囲に認められるという点を考慮すれば、墨書・刻害土器の'性

格として所有形態あるいは家族構成といった一住居杜あるいは一集落並で完結する性格を想定

する部分もあろうが、その多くは吉祥句、符号を介在とする信仰関係の性格を想定することの

意義を追求できるのではないだろうか。

次に墨書・刻書土器の出土率を遺跡間において捉えた場合、本遺跡はどのような位置付けが

できるのであろうか。方法は単純に遺跡全体から出土した墨書・刻書の総量と、遺跡における

Ⅲ～皿期に該当する住居杜総数の比率を検討材料とした。やや粗い方法といえるが、おおよそ

の遺跡における傾向は捉えられるのではないかと考えている。まず地域別に列挙するとおおよ

そ次のようになる。

東八代郡地域

一宮町北堀遺跡20.5％、同両ノ木神社遺跡２０％、同勝沼バイパス269地点175％、同280

地点100％、同282地点３０％、同313地点４４％、同319地点11.1％、大和村田ノ平遺跡２５％・

山梨市地域

日下部遺跡６５％

北巨摩郡地域

大泉村東姥神B遺跡７１％、同豆生田第３遺跡137％、木ノ下、大坪遺跡３７％、小測沢町上

平出遺跡７１％、同前田遺跡３６％、長坂町柳坪遺跡８６％、武川村宮問田遺跡２６％。

韮崎市

坂井南遺跡２５％、中田小学校遺跡３０％

都留市

堀ノ内原遺跡８３％

地域別に出土率を挙げてみたが、この中で勝沼バイパス269地点、同280地点、豆生田第３遺跡

は他の遺跡に比べて、すば抜けた集中傾向を認められるところであり、性格上の違いを考える

必要があるかもしれない。その他は30％～80％の数値の範囲にあり、このあたりに平均的な状

況を窺えるものといえよう。しかし、この数値の中にも地域によって大きな違いを認められる

ようである。それは特に東八代郡地域と北巨摩郡地域であり、東八代郡地域の平均25％に対し、

北巨摩郡地域は平均48％という高率を示し、北巨摩郡地域が約２倍の集中度を見せることにな

る。
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このように一般的傾向ではあるが、やや稀薄な地域である東八代郡下における本遺跡の状況

を比べてみると、164軒の住居杜に対して僅か11例の墨書・刻害が知られるのみで、比率的には

６％程度となる。このことは稀薄地の中にあっても平均を大きく下回るものであり、本遺跡に

おいては盛行した状況を認めることはできない。

二之宮遺跡は『和名抄』に見られる国簡所在推定地から、おおよそ300メートルの近距離にあ

り、かつ本遺跡が古墳時代より連綿と継続している状況が窺えることを加味すれば、国荷の成

立過程における本遺跡の性格を反映しているものと捉えることができるものかも知れない。

おわりに

二之宮遺跡（含む二之宮西）の概要と若干の考察を加えてきた。縄文時代１軒、弥生時代３

軒、古墳時代157軒、奈良時代24軒、平安時代198軒、時期不明９軒、合計392軒の竪穴式住居杜

と井戸杜１基の大集落靴であり、特に古墳時代と平安時代に属する時期の住居:1211二が大半を占め、

この時期に隆盛を見せた集落杜といえる。

大きな２時期の隆盛を見せる本集落杜は、さらに時期を細分して集落変遷を検討してみると、

若干の濃淡はあるものの弥生時代から平安時代まで連綿と続いた伝統的集落杜であったと位置

付けができ、郡郷制へそのまま移行されたものといえる。その中で時期によって集落の収縮、

拡散、移動などの行われた状況が捉えられるようである。特に弥生時代から古墳時代初めにか

けて、大きな動きが見られる。この動きが何によって生じたかは明確にできないが、あるいは

支配体制強化をめざすための動きとも考えられる。また各時期の検討を通して、その中に住居

杜の大・小の組合わされた状況の存在する時期が捉えられた。古墳時代と平安時代中ころの10

世紀代に見られ、その置かれていた体制の内容は違うものと考えられるが、いずれも集落内に

おける階層の変化と見ることができよう。

集落内における住居杜の占地にも大きな流れが認められる。すなわち古墳時代後期ころより

平安時代末ころまでの間、住居祉が幾つかの小ブロックごとに繰り返し、構築されていること

が捉えられ、このことから土地に対する保守性の強さが窺える。

本遺跡の所在地は平安時代における山梨郡井上郷とする説が有力であるが、国簡の存在する

関係から八代郡であっても、さ程無理はないものともいわれている。しかし集落内から出土し

た墨書土器などに、これを明確にする資料は確認されなかった。むしろ国筒所在地の集落杜で

あるところから、「多量の墨書土器」の出土を期待していたのに反し、ごく微量の墨書土器な

どが確認されたにすぎず、国簡との係り具合が注目され、また国簡の移転時期とも係りがある

ものかもしれない。

以上、若干のまとめをしたが、たとえば土器の検討、底部に回転糸切り様の痕跡を持つ古墳

時代の土器など、まだまだ検討を加えなければならない問題が多々存在する。これらの点につ

いては後日に期したい。

最後に調査に際し、指導、助言あるいは援助をいただいた関係各位ならびに機関、および発

掘調査、整理作業に従事した各位に、誌上をかりて厚くお礼申し上げたい。
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第３表遺物観察表（二之宮）
1号住居杜

器サ 器稀

ｋ師
１

杯

ｔ師
２

杯

ｔ師
３

坪

ｔ師
４

坪

ｔ師
５

坪

上師
６

坪

上師
７

坪

Ｌ師
８

坪

ｔ師
９

坪

上師
1０

坪

ｔ師
1１

杯

士師
1２

杯

士師
1３

坪

l：師
1４

杯

ｔ師
1５

高坪

上師
1６

i宛

土師
1７

i宛

土師
1８

境

法岐（c､）

(１１）１２．６
(尚）４．０
(底）

14.0

3.6

13.0

4.3

12.0

14.6

3.2

13.0

3.5

12.7

11.8

11.9

3.5

13.0

3.6

12.6

3.9

11.6

2.7

10.8

12.3

11.8

1６．０

14.0

8.9

5.4

調 轄

器体部 底部

ヘラケズリ

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ (内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ (内）ヘラケズリ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ (内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ (内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ ヘラケズリ

ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

ヘラケズリ
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胎|:、焼成、色調

(胎）徴密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）褐色

密
良好
褐色（内）蝋色

密、赤色粒含む

良好
褐色

密、赤色粒含む

良好
賠褐色

密、赤色粒含む

黄褐色

やや粗い
良好
褐色

密
良好
黒褐色

密
良好
褐色

密、赤色粒含む

良好
赤褐色

密、赤色粒含む

良好
黄褐色

徴密、赤色粒含む

良好
褐色

密
良好
黒褐色

織密
良好
黄褐色

織密
良好
亦褐色

やや粗い、赤色粒含む

良好
赤褐色

密
良好
(外、内）丹途り

粗い､赤色砂粒含む

良好
暗褐色

織密
良好
暗褐色

備蓄

反転

反転

反転
焼きむら

反転

反転

反転

反転

反転

反転
焼きむら

反転

反転

反転

反転



2号住居杜

－２２２－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎止、焼成、色調 備考

１

土師

杯

２
２
２
４
１，

Ｊ
、
ｊ

口
高
く
く
(底）

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

(胎）綴密
(焼）良好
(色）明褐色

反転

２

土師

杯

13.0 横ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ

綴密
良好
褐色

３

土師

坪

12.3

3.9

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
暗褐色

４

土師

杯

1２．１

4.0

ヘラケズリ

(内）横ナデ

綴密
良好
淡褐色

５

土師

杯

12.5

4.1

ダ、ラミガキ、ヘラケズリ

(内）横ナデ

綴密
良好
暗褐色

６

須恵器

蓋

12.4 織密
良好
灰白色

反転

７

土師

喪

ハケメ、ヘラケズリ

(内）横ナデ

ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1９

土師

饗

６
７
３

１
２
９

２
３

１
″
１
１

口
高
底

く
く
く

ハケメ

(内）ハケメ

ヘラナデ (胎）密
(焼）良好
(色）褐色

2０

土師

小型翌

9.0 ヘラナデ 密、赤色粒含む

良好
褐色

反転

2１

土師

饗

30.3 ハケメ

(内）ハケメ

密
良好
黄褐色

反転

2２

土師

饗 9.0

ヘラケズリ

(内）ハケメ

密
良好
褐色

焼きむら

2３

土師

饗

16.6 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
赤褐色

反転

2４

土師

饗

20.3

(内）ハケメ

やや粗い
良好
褐色

反転

2５

土師

饗

16.0

31.3

６．４

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕、ヘラケズリ 粗い
良好
褐色

2６

土師

喪

25.1 ハケメ 密、赤色粒含む

良好
褐色

焼きむら

2７

土師

翌

25.2 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
褐色

2８

土師

支柱 4.7

やや粗い、石英含む

良好
暗褐色



3号住居杜

5号住居杜

4号住居祉

－２２３－

番号 器種 法鐘（皿）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(１１）１０．１
(高）４２
(底）６４

機ナデ、ヘラケズリ

(内）陪文

(胎）織密
(焼）良好
(色）黄褐色

赤色粒子含む
反転

２

士師

饗

23.4 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
赤褐色

番号 器種 法量（cm1）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

士師

杯

(１１）１１．４
(高）４．１
(底）６．６

横ナデ、ヘラケズリ

(内）賠文

ヘラケズリ (胎）織密
(焼）良好
(色）茶褐色

赤色粒子含む

２

ｔ師

杯

11.0 ヘラケズリ

(内）暗文

綴密
良好
茶褐色

赤色粒子含む
小片反転

３

土師

坪

1０．１ ヘラケズリ 回転糸切り､ヘラケズリ 織密
良好
黄褐色

反転

４

土師

坪

10.4

４．２

４．８

横ナデ、ヘラケズリ

(内）暗文

回転糸切り､ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色

赤色粒子含む
底部スス付着

５

止師

杯

10.4

４．３

５．１

ヘラケズリ

(内）暗文

全面へラケズリ 織密
良好
黄褐色

６

土師

杯

10.8

４．０

５．１

横ナデ

(内）暗文

ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色

７

土師

杯

10.5

４．６

５．０

ヘラケズリ

(内）暗文

全面へラケズリ 織密
良好
茶褐色

反転

８

土師

杯 7.7 (内）暗文

削出高台 密
良好
赤褐色

赤色粒子含む
反転

９

土師

杯

16.3

６．１

８．０

線刻

(内）暗文

削出高台 密．
良好
赤褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

ｔ師

坪

(11）１２．２
(尚）５．２
(底）７．３

I|】１船前後の横位へラミガキ

(内）賠文

ヘラケズリ (胎）綴密
(焼）良好
(色）赤褐色

赤色粒子含む
反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
上、焼成、色調 備考

８

土師

円筒

(I]）
５
６
４
９
４１

１
高
底
く
く

ヘラケズリ

(内）ハケメ

木葉痕 (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）赤褐色



6号住居杜

－２２４－

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎止、焼成、色調 備考

１

土師

杯

２
７
３

２
３
５

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

横ナデ 回転糸切り １
１
胎
焼
く
く
帯、赤色粒含む

良好
(色）褐色

２

土師

坪

10.7

１．９

５．２

横ナデ 回転糸切り やや粗い、赤色粒含む

良好
黄褐色

３

土師

坪

13.4

2.15

ヘラケズリ 回転糸切り 密、赤色粒含む

良好
褐色

反転

４

土師

喪

24.6 やや粗い
良好
茶褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1０
師
杯
上
高

４
０
０

1２

５
６

１
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ 削出高 (胎）綴密
(焼）良好
(色）黄褐色

反転

11

土師

Ⅱ

15.5

１．８

１．１

横ナデ ヘラケズリ 密
良好
褐色

反転

1２

土師

Ⅲ

15.5

２．５

６．５

横ナデ、回転へラケズリ

(内）不鮮明な陪文

ヘラケズリ 密
良好
赤褐色

1３

土師

杯

15.6

３．５

５．４

横ナデ

(内）横ナデ

ヘラケズリ 綴密
良好
褐色

1４
師
Ⅱ付
土
台

15.0

４．１

８．６

横ナデ

(内）ヘラミガキ

帝
良好
赤褐色

1５

土師

喪

21.8 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
暗褐色

金雲母含む

1６
土師

饗

16.0 横ナデ、ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
賠褐色

金芸慨含む

1７

土師

饗 8.5

不鮮明なハケメ 木葉痕 やや粗い
良好
茶褐色

要母多Ｍ〔に含む

1８

土師

喪 9.5

ハケメ 木葉痕 やや粗い
良好
茶褐色

反転
母多雌に含む

1９

土師

饗 7.8 (内）ハケメ、ヘラケズリ

木葉痕 粗い
良好
暗褐色

金雲母、イi英含む

2０
土師

置カマド

粗い
良好
茶褐色

2１

灰軸

壷 8.7

ヘラケズリ 織密
良好
灰褐色

内､外面１部同然軸



－２２５－

8号住居杜

9号住居吐

7号住居杜

番)』 器諏 法峨（c､）
淵 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

１

l：師

坪

(１１）11.6
(１１．１j）４２
(底）４．９

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）織密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

２

|：師

岬

11.8

４．３

４．４

ヘラケズリ ヘラケズリ 、
ｆ
ｒ
Ｊ

密
府
〃
《

徴
良
亦色粒含む

赤褐色

３

|：師

jbf

1１．６

４．４

４．８

ヘラケズリ Ｍ転糸切り、周辺へラケズリ 、
ノ
ト
Ｊ

密
府
″
《

徴
良
黒色粒含む

茶褐色

４

|：師

杯

1１．８

４．０

４．０

ヘラケズリ 1111挺糸切り、周辺へラケズリ 織密
良好
茶褐色

反転

５

ｌ師

坪

1２．７

３．８

６．２

横ナデ '''1転糸切り 密、赤色粒含む

良好
暗褐色

反転

６

l：師

杯

12.3

３．３

６．１

横ナデ ''１１転糸切り 繊密
良好
茶褐色

７

ｌ師

岬

12.9

４．０

５．８

横ナデ '''1転糸切り 密、赤色粒含む

良好
赤褐色

８

|：師

邸

1４．３

４１

６．９

横ナデ '''11陸糸切り 織密
良好
赤褐色

９

士師

坪

1４．５

4.8

織密
良好
褐色（内）黒色

反転

番号 器穂 挫雌（c､）
淵 整

器体部 底部
胎lき、焼成、色調 伽考

１

ｔ師

坪

(１１）11.5
(I的）４３
(底） (内）賠文（不鮮明）

ヘラケズリ (胎）密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

２

|：師

坪

1０．０ ヘラケズリ

(内）賠文（不鮮Iﾘl）

、
ク
ト
Ｊ

密
』
〃
《

織
良
赤色粒含む

黄褐色

反転

３

Ｉ師

坪

10.9 ヘラケズリ

(内）賠又（不鮮明）

徴密、

良好
赤色粒含む

黄褐色

反転

番号 器種 挫蛾（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1

l：師

羽釜

(11）２６．０
(商）
(底）

ハケメ

(内）ハケメ

(胎）やや籾い､石英含む
(焼）良好
(色）暗褐色

２

灰軸

饗 9.4

織密
良好
灰褐色



10号住居杜

－２２６－

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備若

１

土師

坪

(口）１４０
１
１
高
底
く
く

ヘラケズリ (胎）密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）（内、外）丹溌り

反転

２

土師

杯

12.9

４．１

ヘラケズリ やや粗い、赤色粒含む

良好
(内、外）丹塗り

３

土師

杯

14.0

４．１

ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色（内）丹塗り

４

土師

杯

13.8

4.1

ヘラケズリ やや粗い
良好
(内、外）丹塗り

５

土師

杯

14.6

2.9

ヘラケズリ 密、赤色粒含む

良好
(内、外）丹塗り

反転

６
土師

坪

13.5

4.1

ヘラケズリ 密
良好
褐色（内）丹塗り

７

土師

杯

13.6

3.7

ヘラケズリ やや粗い、石英含む

良好
(内、外）丹確り

８
土師

杯

15.2 ヘラケズリ やや粗い、赤色粒含む

良好
(内、外）丹雄り

反蛭

９
土師

坪

9.8 ヘラケズリ 綴密
良好
赤褐色

反転

1０

土師

高杯

12.0

８．８

９．３

ヘラケズリ 密、赤色粒含む

良好
褐色

11

須恵器

蓋

12.1

5.3
綴密
良好
青灰色

1２

須恵器

杯

13.5

4.5

ヘラケズリ ヘラケズリ 綴密
良好
青灰色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1０
土師

杯

15.2

４．７

７．６

ｊ
１
１

口
高
底

く
く
く

回転糸切り (胎）綴密
(焼）良好
(色）黄褐色

11

土師

邸

13.0

2.7
ヘラケズリ 織密、赤色粒含む

良好
赤褐色

1２
土師

杯

11.0

２．６

５．４

横ナデ 回転糸切り 織密
良好
褐色

反転

1３

土師

饗

16.6 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い、雲母含む

良好
茶褐色

反転

1４

土師

喪

31.0 ハケメ

(内）ハケメ

､、雲母含む
良好
茶褐色

反転



11号住居吐

－２２７－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

０
１
４

３
４
３

１１
１
／
、
ｊ

口
高
底

く
く
く

横ナデ、ヘラケズリ 回転糸切り (胎）綴密
(焼）良好
(色）暗褐色

反転

２

土師

杯

12.0

３．８

４．５

横ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ

ヘラケズリ 密
良好
褐色

赤色粒子含む
スス付着

３

土師

杯

18.2 横ナデ、ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色(内)黒色

1／6片反転

４

土師

杯

16.6

５．１

６．９

横ナデ、ヘラケズリ ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色

一部焼きむら

５

土師

杯

13.5

３．８

６．５

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 織密
良好
赤褐色

赤色粒子含む
スス付着

６

土師

杯

13.2

４．０

５．５

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 綴密
良好
赤褐色

赤色粒子含む

７

土師

杯

12.4

3.45

5.6

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 綴密
良好
赤褐色

赤色粒子含む

８

土師

杯

12.8

３．８

５．８

回転糸切り 綴密
良好
茶褐色

反転

９

土師

坪

14.0

４．３

５．８

横ナデ

(内）横ナデ

回転糸切り 織密
良好
茶褐色

赤色粒子含む

１０

土師

杯

12.1

3.45

5.3

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 綴密
良好
赤褐色

赤色粒子含む

1１

土師

杯

12.8

３．６

６．３

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 綴密
良好
褐色

赤色粒子含む

1２

土師

杯

11.6

3.75

6.0

やや粗い
良好
暗褐色

1３

土師

杯

12.3

３．８

５．１

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 密
良好
褐色

赤色粒子含む

1４

土師

杯

13.0

３．２

６．８

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 綴密
良好
赤褐色

赤色粒子含む

1５

土師

杯

15.6 横ナデ やや粗い
良好
褐色

赤色粒子含む
反転

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1３

土師

壷

(口）２２．０
１
１
高
底
く
く

ハケメ

(内）ハケメ

(胎）やや粗い､砂粒石英含む
(焼）良好
(色）褐色

1４

土師

壷 8.5

ヘラケズリ 密
良好
褐色



12号住居祉

－２２８－

番器 器穂 法量（c､）
淵 轄

器体部 底部
胎l竜、焼成、色調 伽考

１

土師

郷

(11）１３．３
(高）
(底）

ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）赤褐色

２

士師

坪

1２．３

３．５

４．８

ヘラケズリ 回転糸切り、周辺へラケズリ やや籾い、赤色粒含む

良好
黄褐色

３

ｔ師

妹

1４．０

3.9

ヘラケズリ ヘラケズリ 密
良好
褐色

反転

４

l：師

杯

16.3

５．２

７．０

ヘラケズリ 側転糸切り、周辺へラケズリ やや粗い、赤色粒含む

良好
赤褐色

Ⅸ

５

|を師

坪

1４．５

４．７

６．７

ヘラケズリ Ｍ転糸切り やや粗い、赤色粒含む

良好
褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
洲 耀

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

1６

l：帥

台付塊

２
４
５

６
５
０

１
１

１
１
１

口
高
底

く
く
く

横ナデ (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）黄褐色

反転

1７

土師

高台付境

1４．４

５．５

７．８

横ナデ

(内）ナデ

やや粗い､赤色粒f全体に含む

良ｉｆ
茶褐色

反拡

1８

士師

高台付碗 9.5

やや粗い
良好
黄褐色

1９

Ｌ師

尚杯

1２．５ 横ナデ 密、赤色粒ｒ含む

褐色
反戦

2０

ｆ師

台付腕 7.3

やや粗い
良好
茶褐色(内)黒色

焼きむら
反転

2１

土師

坪 5.8

Ｍ転糸切り 綴密
良好
褐色（内）黒色

2２

土師

坪

12.8

３．１

５．３

横ナデ

(内）ナデ

Ｍ転糸切り 綴密、赤色粒ｆ含む

良好
赤褐色（内）黒色

2３

ｔ師

饗

16.0 横ナデ、ハケメ

(内）不鮮明なハケメ

綴密
良好
茶褐色

反転

2４

止師

Ⅱ

14.0

２．３

６．５

ナデ

(内）ナデ．

Ⅲ転糸切り やや粗い
良好
茶褐色

2５

土師

羽釜

23.4 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い､塞母多ｉｆに含む

良好
暗褐色

1／8片反転

2６

土師

Ⅲ

12.6

２．３

６．１

回転糸切り 綴密
良好
茶褐色

反蟻

2７

灰軸

饗 16.1

横位へラケズリ後ナデ

(内）ナデ

織密
良好
灰[41色

反転



13号住居祉

－２２９－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

蓋

(口）
(高）
(底）

ヘラケズリ (胎）密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）茂褐色

２

士師

:鎧

15.7 密
良好
褐色

３

l：師

鎧

13.3 やや

良好
暗褐色

、

４
師
邸

土
一
筒

9.5 ヘラケズリ 密、赤色粒含む

良好
褐色

５
師
郷

土
一
局

25.0 ヘラミガキ 綴密
良好
赤褐色

６

土師

高杯

23.7 ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

密、赤色粒含む

良好
(内、外）丹塗り

反転

番号 器種 法量（qn）
調 整

器体部 底部
胎上、焼成、色調 備巻

６

j：師

杯

13.1

３．７

５．５

ｊ
ｊ
ｊ

ｎ
高
底

く
く
く

横ナデ Ｍ転糸切り (胎）やや粗い､赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

７

土師

坪

12.2

３．５

５．０

横ナデ 1m転糸切り 密、赤色粒含む

良好
亦褐色

８

土師

坪

14.0

４．１

６．４

横ナデ 111転糸切り やや粗い
良好
暗赤褐色

９

止師

坪

12.0

2.75

密、赤色粒含む

良好
褐色

反転

1０

上師

坪

12.6

２．２

５．２

横ナデ lUl転糸切り 密、赤色粒含む

良好
錨褐色

1１

土師

坪

12.7

２．４

３．６

ヘラケズリ ヘラケズリ やや籾い、赤色粒含む

良好
鼓褐色

1２

ｔ師

ｌｌｌｌ

13.4

１．９

４．８

ヘラケズリ やや糊い、赤色粒含む

1典好
赤褐色

1３

土師

坪

12.0

２．６

５．２

横ナデ 1，
守■由

糸切り やや粗い、赤色粒含む

良好
赤褐色

焼きむら

1４

土師

杯

12.6

２．７

５．８

横ナデ 回転糸切り 密、赤色粒含む

良好
茶褐色

反転

1５

土師

饗

30.0 ハケメ 密、石英含む
良好
暗褐色

1６

上師

饗 9.6

木葉痕 やや粗い
良好
暗褐色

反転



14号住居祉

－２３０－

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

８
５
０

３
４
Ⅵ

１１
１
７

口
高
底

く
く
く

横ナデ 回転糸切り (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）茶褐色

２
土師

杯

15.2

５．３

７．０

ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

反転
焼きむら

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

７
師
杯
士
高

(口）１８．０
１
１
高
底
く
く

ヘラミガキ

(内）ハケメ

(胎）綴密
(焼）良好
(色）黄褐色

８
師
杯

土
一
局

22.6 やや粗い
良好
茶褐色

反転

９
師
杯

士
一
局

縦位へラミガキ やや粗い
良好
赤褐色

1０
師
杯
土
高 8.8

密
良好
茶褐色

1段３孔

1１
師
杯

士
一
局

やや粗い
良好
黄褐色

2段６孔

1２
土師

塊 2.7 ケズリ

ヘラケズリ
ヘラミガキ

（内）ヘラ

ヘラケズリ やや粗い、石英含む

良好
丹塗り

1３
土師

小型蜜

11.6 ハケメ

(内）ハケメ

密、赤色粒含む

良好
褐色

1４
土師

壷

1２０ ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
褐色

沈線が一対ある

1５
師
蜜付
土
台

14.7 ハケメ

(内）縦指頭掻痕

やや粗い、雲母含む

良好
暗褐色

反転
くびれ
回す
の所に沈線を

1６
土師

壷

15.6 やや粗い
良好
褐色

1７
土師

台付喪 9.2

ハケメ ヘラケズリ やや粗い
良好
黄褐色

1８
土師

蜜

15.5

(内）ヘラケズリ

やや粗い、赤色粒含む

良好
褐色

反転

1９
土師

蜜

29.0 ハケメ

(内）ハケメ

密
良好
茶褐色

反転

2０
土師

饗 8.9

ヘラケズリ ヘラケズリ やや粗い
良好
暗褐色

2１
土師

壷 5.0

ヘラケズリ ヘラケズリ やや粗い
良好
黄褐色



15号住居吐

－２３１－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１４．９
１
１
高
底
く
く

ヘラケズリ (胎）細密､砂粒赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

２
師
杯付
土
台

16.5

5.95

7.3 (内）ヘラミガキ

やや粗い
良好
赤褐色（内）黒色

反転

３

土師

杯

13.6

2.65

6.2

ヘラケズリ 綴密、砂粒赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

４

土師

杯

14.0 やや粗い、砂粒含む

良好
褐色

反転

５

土師

翌

28.8 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
赤褐色

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

３

土師

杯

(口）
８
１
３
５

７
Ｊ
高
底
く
く

横ナデ 回転糸切り (胎）綴密
(焼）良好
(色）茶褐色

４

土師

杯
3.4

7.0

横ナデ 回転糸切り 綴密
良好
暗褐色

５

土師

杯

11.6

２．４

６．４

横ナデ 回転糸切り 綴密
良好
暗茶褐色

６

土師

杯

10.6

２．２

５．２

回転糸切り 綴密
良好
赤褐色

７

土師

Ⅲ

12.0

2.05

5.5

横ナデ 回転糸切り 綴密
良好
黄褐色

反転

８

土師

杯

８
２
２

８
２
４

横ナデ 回転糸切り やや粗い
良好
茶褐色

９

土師

小型蜜

5.8

4.15

３．９

ヘラケズリ やや粗い
良好
暗褐色

1０

土師

高台付杯 7.3

綴密
良好
黄褐色

１１

､土師

鉢

21.6 綴密
良好
茶褐色

1２

土師

喪

38.6 ハケメ やや粗い
良好
茶褐色

1３

土師

羽釜

34.0 ハケメ

(内）ハケメ

綴密
良好
茶褐色



－２３２－

17号住居杜

16号住居祉

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(、）１１．６
１
１
高
底
く
く

ナデ、 ヘラケズリ (胎）織密
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

２

土師

杯

13.2

４．０

５．６

ナデ、ヘラケズリ 回転糸切り後周辺へラケズリ 密
良好
明黄褐色

３

土師

杯

12.7 ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

全面へラケズリ 繊密
良好
赤褐色

反転

４

土師

杯

1２．４

３．９

４．７

ナデ、 ヘラケズリ 全面へラケズリ 綴密
良好
赤褐色(内)黒色

５

土師

杯

13.2

4.05

5.05

横ナデ、ヘラケズリ 回転糸切り後周辺ヘラケズリ 織密
良好
赤褐色

番言号 器種 法量（q､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

上師

杯

１
７
７

２
３
４

１，
Ｊ
、
ｊ
、
ｊ

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ 回転糸切り、周辺へラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）褐色

赤色粒子含む

２

土師

杯

14.4

４．３

５．９

ヘラケズリ 回転糸切り、周辺へラケズリ 綴密
良好
褐色

赤色粒子含む

３

土師

坪 7.4

横ナデ 回転糸切り未調整 密
良好
褐色

赤色粒子含む

４

土師

杯

15.6

５．０

６．９

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 織密
良好
赤褐色

赤色粒子含む
反転

５

土師

坪

16.7 横ナデ 綴密
良好
赤褐色

赤色粒子含む
反転

６
師
釜
上
羽

25.0 い
好
粗
良
暗赤褐色

７

土師

杯

12.6

２．４

４．４

ヘラケズリ

(内）ナデ

回転糸切り後へラケズリ 密
良好
赤褐色

赤色粒ｒ含む

８

土師

羽釜

ハケメ

(内）ハケメ

い
好
粗
良
暗赤褐色

９

土師

坪

12.4

２．６

３．５

ヘラケズリ

(内）ナデ

回転糸切り後へラケズリ 密
良好
黄褐色(内)赤褐色

赤色粒ｆ含む
焼きむら

1０

土師

坪

12.0

２．６

４．８

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り未調整 密
良好
赤褐色

赤色粒子含む

1１

土師

饗

31.6 ハケメ

(内）不鮮明なナデ

やや粗い
良好
暗赤褐色

金実母含む



－２３３－

番号 器種 法越（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

６

土師

杯

(口）１．４
(高）
(底）

横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

(胎）繊密
(焼）良好
(色）赤褐色

赤色粒子含む

７

土師

杯

13.8 ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

織密
良好
赤褐色(内)黒色

反転

８

土師

杯

1２．７ ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

織密
良好
赤褐色

砂粒赤色粒子含む

９

|：師

坪

13.9

４．３

５．５

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

回転糸切り後周辺へラケズリ 綴密
良好
赤褐色

反転

1０

士師

杯

14.0

3.95

5.8

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

Ｍ転糸切り後胤辺へラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

反転

1１

土師

杯

1４．４

5.1

6.45

ナデ、 ヘラケズリ 全面へラケズリ 綴密
良好
赤褐色

1２

土師

杯

13.8

４．０

５．３

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

Ｍ転糸切り後周辺へラケズリ 密
良好
明黄褐色

反転

1３

士師

坪

1５．１

３．９

５．４

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

全面へラケズリ 織密
良好
赤褐色

反転

1４

士師

杯

1７．１

５．３

ナデ、 ヘラケズリ Ｍ転糸切り後周辺へラケズリ 織密
良好
赤褐色(内)黒色

反転

1５

士師

杯

11.6

2.4

横ナデ ヘラケズリ 織密
良好
暗褐色

焼きむら

1６

上師

杯

12.8

２．６

４．６

横ナデ、ヘラケズリ 全面へラケズリ 織密
良好
褐色

1７

Ｌ師

坪

11.8

2.95

4.3

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

全面へラケズリ 織密
良好
暗褐色

1８

土師

坪

1２．２

２．５

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

やや粗い
良好
赤褐色

赤色粒子含む

1９

ｔ師

坪

12.8

２．４

５．０

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

ヘラケズリ 織密
良好
赤褐色

反転

2０

師土

坪

13.5

３．８

６．０

ナデ、 ヘラケズリ

(内）ナデ

ヘラケズリ 織密
良好
赤褐色

反転

2１

土師

杯

12.4

2.55

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

ヘラケズリ 織密
良好
黒褐色

2２

土師

杯

15.0

３．１

６．６

横ナデ 凹転糸切り やや粗い
良好
赤褐色

反転

2３

土師

喪

13.3 ハケメ

(内）ハケメ

い
好
粗
良
暗茶褐色

砂粒子、石英含む
反転

2４

灰利１

壷 8.3

ヘラケズリ 織密
良好
灰褐色



18号住居祉

20号住居杜

19号住居祉

－２３４－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１２．２
１
１
高
底
く
く

(胎）密、黒色粒含む
(焼）良好
(色）黄褐色

反転

２
土師

杯

14.0 ヘラケズリ 密
良好
茶褐色

反転

３

須恵器

鉢

28.0 綴密
良好
灰色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

４
７
０

２
３
５

１，
Ｊ
、
ｊ
、
ｊ

口
一
局
底

く
く
く

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

２
土師

杯

1２．１

３．８

４．４

ヘラケズリ ヘラケズリ やや粗い、赤色粒含む

良好
赤褐色

３

土師

杯

12.2

３．７

５．４

ヘラケズリ 回転糸切り、周辺へラケズリ やや粗い
良好
茶褐色

４

土師

坪

12.9

３．８

４．８

ヘラケズリ ヘラケズリ やや粗い、赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

５

土師

鉢

18.8

６．８

７．７

ヘラケズリ 回転糸切り、周囲へラケズリ やや粗い､砂粒赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

１
１
口
一
局

く
く
(底）・４．６

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

２

土師

杯 4.5

ヘラケズリ 回転糸切り､ヘラケズリ 密、砂粒含む
良好
茶褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

2５

土師

蜜

(口）１４２
(高）
(底）

ハケメ

(内）ハケメ

(胎）粗い
(焼）良好
(色）暗茶褐色

砂粒子含む
反転

2６

土師

蜜

32.8 ナデ、ハケメ

(内）ナデ、ハケメ

粗い
良好
暗赤褐色

砂粒子、石英含む

2７

土師

羽釜

21.3 横ナデ

(内）ハケメ

粗い
良好
暗赤褐色

砂粒子、石英含む



21号住居祉

22号住居杜

－２３５－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

13.2

３．７

５．１

７
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）綴密、黒色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

２

土師

坪

11.8

3.7

ヘラケズリ 回転糸切り 織密、赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

４
１
６

1２

４
４

１
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）綴密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

２

土師

杯

12.8

２．３

５．１

ヘラケズリ ヘラケズリ 綴密
良好
褐色

３

土師

饗

33.4 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い､雲母含む

良好
茶褐色

反転

４

土師

羽釜

22.0 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い、金雲母含む

良好
暗褐色

反転

番号 器種 法量（C､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

６

土師

杯

(口）１７．６
１
１
高
底
く
く

ヘラケズリ (胎）綴密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

７

土師

杯

13.2

２．５

５．２

ヘラケズリ 織密、赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

８
土師

杯

14.2 ヘラケズリ 密
良好
赤褐色

反転

９
土師

杯

13.5 密、
良好
赤色粒含む

暗褐色

反転

１０

土師

蜜

16.6 ハケメ 密
良好
暗褐色

1１

土師

蜜 8.0 (内）ハケメ

木葉痕 粗い、石英含む
良好
暗褐色

1２

土師

喪

31.0

(内）ハケメ

粗い､雲母砂粒含む

良好
暗褐色

1３

土師

喪

38.4 やや粗い
良好
暗褐色

1４

灰軸

脚付皿

綴密
良好
灰白色

底部は無軸



－２３６－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

３

土師

杯

８
３
０

２
３
６

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ (胎）綴密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

４

土師

杯

14.8

５．３

４．２

ヘラケズリ

(内）陪文

ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色（内）黒色

反転

５

土師

杯 5.7

横ナデ 回極糸切り 徴密、赤色粒含む

良好
茶褐色

６

土師

杯

15.3

４．５

７．８

横ナデ 、転糸切り 織密
良好
茶褐色

反転

７

土師

杯

12.9

４．０

５．４

横ナデ Ｍ転糸切り 綴密、

良好
赤色粒含む

暗褐色

８

土師

坪

13.1

３．９

５．０

横ナデ 回転糸切り 織密
良好
赤褐色

反転

９

土師

杯

13.6

４．６

４．７

横ナデ 回転糸切り やや粗い、赤色粒含む

良好
黄褐色

反転

1０

土師

杯

12.6

３．８

５．６

横ナデ Ｍ転糸切り 徴密、赤色粒含む

良好
茶褐色

反転

11

土師

杯

12.8 綴密
良好
茶褐色（内）黒色

反転

1２

土師

杯

12.8

２．２

７．０

ヘラケズリ 綴密、黒色粒含む

良好
茶褐色

反転

1３

土師

杯

1２．４

３．０

３．７

ヘラケズリ ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色

1４

土師

坪

13.1

２．３

５．６

ヘラケズリ ヘラケズリ 織密、赤色粒含む

良好
茶褐色

1５

土師

杯

12.0

２．６

４．２

ヘラケズリ 回転糸切り、周辺へラケズリ 綴密
良好
黄褐色

1６

土師

坪

12.0 ヘラケズリ やや粗い、赤色粒含む

E4好
赤褐色

反転

1７

土師

杯

12.0

３．０

６．０

横ナデ 、転糸切り 赤色黒色粒含む

赤褐色

反継

1８

土師

坪

1１．２

２．５

４．８

横ナデ lml転糸切り 密、照色粒含む
良好
茶褐色

反転

1９

土師

坪

11.8

２．４

３．２

横ナデ Ｍ転糸切り 密、黒色粒含む
良好
茶褐色

反I種

2０

士師

坪 7.4

削出高台 綴密、蝋色粒含む

良好
茶褐色

2１

土師

饗

ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

反転



－２３７－

24号住居祉

23号住居並

番号 器種 法騒（cmI）
調 整

器体部 底部
胎上、焼成、色調 備考

１

土師

坪

(11）１０．０
(高）
(底）

(胎）織密
(焼）良好
(色）黄褐色

反転

２

止師

饗

13.5

８．４

６．５

ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

ヘラケズリ 密
良好
暗褐色

３

上師

翌

27.2 密
良好
暗褐色

４

上師

饗

29.6 ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色

焼きむら

５

土師

翌 10.0

ヘラケズリ 木葉痕、ヘラケズリ やや粗い､石英含む

良好
赤褐色

６

土師

喪

24.0

(内）ヘラケズリ

密
良好
暗褐色

番器 器種 法雌（c､）
調 整

器体部 底部
胎上、焼成、色調 備砦

１

止師

杯

(１１）１１．１
(高）４．０５
(底）５．３

ヘラケズリ

(内）賠文

１回l転糸切り、周辺へラケズリ (胎）綴密
(焼）良好
(色）赤褐色

２

土師

坪

15.0

３．５

５．４

横ナデ 回転糸切り未調整 やや粗い
良好
暗赤褐色

３

ｔ師

坪

１１．２

２．８５

4.7

横ナデ 回転糸切り未調整 密、赤色粒含む
良好
赤褐色

４

上師

坪

10.3

３．９

４．８

横ナデ IUl転糸切り未調整 密
良好
赤褐色

５

ｔ師

邸

12.0

３．０

４．２

横ナデ 、転糸切り未調整 密
良好
赤褐色

６

ｔ師

坪

10.4

２．８

４．５

横ナデ 回転糸切り未調整 やや粗い、亦色粒含む

良好
褐色

７

士師

鉢

19.4

８．１

７．６

回転糸切り未調整 、
好

密
良
赤色粒含む

赤褐色

８

灰軸

高台付碗

1５．１

６．２

７．８

織密
良好
灰白色

９

灰軸

台付坪 6.0

回転糸切り 織密
良好
灰色

10

灰軸

高台付i宛 7.2

回転糸切り 織密
良好
灰白色



25号住居祉

27号住居祉

26号住居杜

－２３８－

番号 器種 法量（c､､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

４
２
６

２
４
５

１、
ｊ
蕊
ｊ
、
ｊ

口
高
底

く
く
く

ナデ、ハケメ ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）茶褐色(内)黒色

反転

２
土師

杯

12.8 横ナデ 密
良好
黄褐色

３
土師

杯

12.0

1.9
横ナデ、ヘラケズリ 密

良好
赤褐色

赤色粒子含む

４

土師

杯

12.8 横ナデ、ヘラケズリ やや粗い
良好
黄褐色

赤色粒子含む
反転

５

土師

喪

32.0 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

反転

６
土師

蜜 10.0 (内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１２．８
(高）３．１
(底）

ヘラケズリ (胎）綴密
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

番号 器種 法量（qn）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１１．２
１
１
高
底
く
く

ヘラケズリ

(内）暗文

(胎）密
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

２
土師

杯 5.8

ヘラケズリ

(内）暗文

ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色（内）黒色

反転

３
土師

杯 6.8

ヘラケズリ 密
良好
茶褐色

反転

４

土師

蜜 7.0

指頭痕 木葉痕 やや粗い
良好
茶褐色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

７

土師

蜜

１
７
口
高
く
く
(底）７．５

木葉痕 (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）暗褐色

８

須恵器

壷

17.2 綴密
良好
緑灰色



28号住居杜

29号住居祉

－２３９－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

５
６
７

２
３
５

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り (胎）密
(焼）良好
(色）褐色

赤色粒子含む

２

土師

杯

14.8 ナデ やや粗い
良好
暗褐色

赤色粒子含む
反転

３

土師

杯 7.6

回転糸切り 密
良好
褐色

赤色粒子含む

４

土師

杯

11.6

３．７

５．２

横ナデ 回転糸切り やや密
良好
暗褐色

反転

５

土師

杯

11.8

３．５

５．３

横ナデ 回転糸切り やや粗い
良好
赤褐色

砂粒含む

番号 器種 法量（cmq）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

小型蜜

(口）１２．４
１
１
高
底
く
く

(胎）密
(焼）良好
(色）暗褐色

赤色粒子含む
反転

番号 器種 法量（qn）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

２

土師

杯

(口）１２．４
１
１
高
底
く
く

(胎）綴密
(焼）良好
(色）暗褐色

反転

３

土師

杯

13.2 ナデ、ヘラケズリ 密
良好
暗褐色

反転

４

土師

杯

15.4 やや粗い
良好
茶褐色

５
師
杯
士
高

15.4 横ナデ、ヘラケズリ

(内）ハケメ

ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色

反転

６

須恵器

高杯

密
良好
青灰色

７

土師

小型翌

11.8 横ナデ、ナデ 密
良好
茶褐色(内)黒色

８

土師

饗

18.1 横ナデ、ハケメ

(内）ハケメ

粗い
良好
褐色

９

土師

喪 7.0

ヘラケズリ 木葉痕 粗い
良好
茶褐色

鮒
廠
子含む

1０

土師

支柱
20.0

やや粗い
良好
茶褐色

焼きむら



30号住居祉

－２４０－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備巷

１

土師

杯

７
２
７

２
４
４

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

横ナデ

(内）横ナデ

回転糸切り (胎）綴密
(焼）良好
(色）赤褐色

赤色粒子含む

２

上師

杯

14.3 横ナデ 繊密
良好
黄褐色

３

土師

杯

13.2

４．３

７．６

ナデ 回転糸切り後へラケズリ 綴密
良好
茶褐色

反転

４

土師

杯

13.0 綴密
良好
黄褐色

５

土師

杯 5.6

回転糸切り 密
良好
褐色

６

土師

鉢

18.2

６．０

７．６

回転糸切り未調整 織密
良好
暗褐色

反転

７

土師

杯

10.8

２．２

６．１

横ナデ 回転糸切り やや粗い
良好
黄褐色

一部焼きむら

８

土師

坪

11.0

２．９

４．５

横ナデ 回転糸切り未調整 織密
良好
黄褐色

９

土師

杯

２
３
９

９
２
４

横ナデ ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

反転

1０

土師

杯

11.0 ナデ やや粗い
良好
黄褐色

番号 器種 法量（C､）
調 整

器体部 底部
胎上、焼成、色調 備考

６

土師

Ⅱ

７
１
６

１
２
４

１、
ｊ
、
ｊ
、
ｊ

口
高
底

く
く
く

ナデ 回転糸切り (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）赤褐色

赤色粒子含む

７

土師

皿

12.0

２．２

５．８

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り 密
良好
赤褐色

８

土師

皿

13.0 密
良好
褐色

９

土師

Ⅱ

12.5 密
良好
褐色

1０

土師

高台杯 6.6

密
良好
赤褐色

赤色粒子含む
反転

11

灰紬

坪

13.0 綴密
良好
灰白色

口縁部に灰軸

1２

灰軸

台付塊 6.5

織密
良好
灰白色



31号住居祉

32号住居吐

－２４１－

番湯 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

ｔ師

坪

３
０
０

２
３
６

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）密、赤色粒子含む
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

２

ｔ師

坪

14.1 ヘラケズリ ヘラケズリ 密、赤色粒子含む

良好
赤褐色

３

ｋ師

杯

16.8 ヘラケズリ 密、赤色粒子含む

良好
赤褐色

反転

４

|：師

杯

16.3

５．３

７．４

ヘラケズリ 密、赤色粒子含む

良好
暗褐色

反転

５

|：師

坪

12.6

３．３

５．６

Ｍ転糸切り 密、赤色粒子含む

良好
赤褐色

反転

６

l：師

杯

13.8

３．９

５．９

回転糸切り やや粗い赤色粒子含む

良好
赤褐色

反転

７

止師

杯

13.4

３．７

６．０

同転糸切り 密、赤色粒子含む

良好
褐色

反転

８

土師

Ⅲ

12.3

2.65

4.3

ヘラケズリ 回転糸切り 密、赤色粒子含む

赤褐色

９

止師

Ⅲ

1２．２

３．１

４．３

回転糸切り 裕、赤色粒子含む

良好
褐色

1０

止師

Ⅲ

11.3

２．２

５．０

回転糸切り 密、赤色粒子含む

良好
赤褐色

番)； 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

1

|：師

坪

(１１）１３．８
(高）３８
(底）６．６

横ナデ (胎）やや密
(焼）良好
(色）褐色

２
師
岬
止
訂

ユ
雫
Ｉ
伽

16.5 やや密､砂粒含む

良好
褐色

反転

３

ｔ師

坪

10.2

２．６

３．８

ヘラケズリ やや密
良好
茶褐色

反転

番号 器種 法量（cm1）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

11

土師

大饗

(口）３２．０
ｊ
ｊ
高
底
く
く

ハケメ

(内）ハケメ

(胎）粗い
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

1２

士師

小型喪

13.0 ハケメ

(内）ハケメ

い
好
粗
良
赤褐色

石英含む
反転



33号住居杜

35号住居祉

34号住居祉

－２４２－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

皿

５
６
５

２
２
４

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）暗褐色

２

土師

杯 7.0

回転糸切り 密、赤色粒子含む

良好
褐色

３
土師

杯 7.0

回転糸切り 密、赤色粒子含む

良好
褐色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

皿

(口）１１８
(高）２．２
(底）５．８

回転糸切り未調整 (胎）密
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1

土師

杯

(口）１２．６
１
１
高
底
く
く (内）ナデ

(胎）綴密
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

．２

土師

杯

13.6 横ナデ

(内）ナデ

綴密
良好
赤褐色

反転

３

土師

杯

14.2 横ナデ

(内）横ナデ

綴密
良好
茶褐色

反転

４

土師

杯 5.0

回転糸切り 綴密
良好
暗褐色

反転

５

土師

杯 6.0

回転糸切り 綴密
良好
赤褐色

６
土師

喪 7.8

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕 砂粒多量に含む
良好
暗褐色

番号 器種 法量（c､）．
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１１

士師

皿

２
０
２
６

１
１
１

口
高
底

く
く
く

回転糸切り １
１
胎
焼
く
く
(色）

密、赤色粒子含む

良好
褐色

反転

1２
軸
皿付
緑
台

13.4

２．４

７．４

綴密
良好
内外面、全面緑紬



39号住居祉

38号住居杜

40号住居杜

37号住居杜

－２４３－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１
師
皿付
土
台

８
０
３

９
２
５

１
１
１

口
高
底

く
く
く

横ナデ

(内）ナデ

回転糸切り未調整 (胎）綴密
(焼）良好
(色）茶褐色

赤色粒子含む
反転

２

土師

羽釜

32.1 横ナデ

(内）ヘラケズリ

やや粗い
良好
暗褐色

番号 器種 法量（cml）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

０
６
３
３
１１

１
口
一
局

く
く
(底）

横ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ

(胎）綴密
(焼）良好
(色).黒褐色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

０
４
７

３
４
５

１１
、
Ｊ
１

口
高
底

く
く
く

回転糸切り未調整 (胎）密
(焼）良好
(色）赤褐色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

０
０
５
４
１１

Ｊ

口
一
局

く
く
(底）

ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）赤褐色

２

土師

杯

13.2 ヘラケズリ 密
良好
茶褐色

３

土師

塊

15.4

5.9

ヘラケズリ 密、赤色粒子含む

良好
褐色

４

土師

塊

11.1

6.1

ヘラケズリ 密
良好
茶褐色

外面底部焼きむら

５

土師

翌

25.0 やや粗い
良好
茶褐色

反転

６

土師

喪

13.4

(内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

反転

７

土師

甑 7.0

やや粗い､赤色粒子含む

良好
黄褐色

反転

８

須恵器

高杯 7.6

綴密
良好
灰色



41号住居並

－２４４－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

士師

杯

２
５
２
５
１
３

、
Ｊ
１

口
一
局

く
く
(底）

ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）暗褐色

２

ｔ師

坪

11.6

4.0

ヘラケズリ、ヘラミガキ 綴密
良好
黒色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

２

土師

杯

７
７
１
３
１，

Ｊ
、
ｊ

口
高
く
く
(底）

横ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ

(胎）綴密
(焼）良好
(色）褐色

３

土師

坪

13.0

3.7

横ナデ、ヘラケズリ 綴密
良好
褐色

４

土師

杯

13.2

3.7
横ナデ、ヘラケズリ 密

良好
暗褐色

赤色粒子含む

５

土師

坪

10.6

3.9

横ナデ、ヘラケズリ 綴密
良好
黒褐色

６

土師

高郷

1４．４ 横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

密
良好
赤褐色

７

土師

高坪

12.3

9.0

10.3

横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

綴密
良好
黒褐色

８

師

高郷

11.8

８．８

９．５

横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ、ハケメ

綴密
良好
黒褐色

９

土師

高杯

13.8

12.2

11.9

ナデ、ヘラケズリ 織密
良好
黒褐色

1０

土師

喪

19.4

34.1

５．１

横ナデ、ハケメ

(内）ナデ、ハケメ

木葉痕？ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色

焼きむら

1１

土師

饗

21.3

27.5

(内）ハケメ

木葉痕 やや粗い
良好
茶褐色

1２

土師

饗

17.2

21.8

10.2

ナデ、ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕 粗い
良好
茶褐色

反転

1３

土師

鉢

8.3

7.3

ヘラケズリ 密
良好
褐色

1４

土師

鉢

21.2

10.1

９．２

横ナデ、ヘラケズリ ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色

反転

1５
師
裡
土
手

０
５
５

６
４
５

密
良好
黒褐色

1６

土師

甑

12.3

６．２

６．５

ハケメ、ヘラケズリ

(内）ハケメ､ヘラケズリ
良好
黒褐色



42号住居土止

43号住居杜

－２４５－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

ｔ師

杯

９
３
９

１
４
３

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

回転糸切り､ヘラケズリ (胎）徴密
(焼）良好
(色）暗褐色

２

ｔ師

杯

12.2 横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

綴密
良好
茶褐色

反転

３

土師

杯

14.0 綴密
良好
黄褐色

反転

４

土師

杯

12.8 横ナデ、ヘラケズリ 織密
良好
褐色

反転

５

土師

杯

13.8 ナデ 織密
良好
茶褐色(内)黒彩

赤色粒子含む
反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

１

士師

坪

３
２
３

２
４
５

１７
１
１

口
高
底

く
く
く

Ｍ転糸切り (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）茶褐色

２

上師

杯

12.6

3.25

4.4

横ナデ 回転糸切り やや粗い
良好
褐色

３

土師

浅鉢

50.7 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

４

土師

饗

16.6 横ナデ、ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
暗褐色

５

土師

坪

11.0

3.2

J、 フ ミガキ 、 ヘラケズリ 織密
良好
明褐色

６

須恵器

台付杯

15.9

３．６

１１．５

織密
良好
吉灰色

番号 器種 法量（cIn）
調 整

器体部 底部
胎|:、焼成、色調 備考

３

土師

杯

6.8

3.6

１
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラミガキ、ヘラケズリ (胎）織密
(焼）良好
(色）暗褐色

４

ｔ師

杯

6．９１

4.1

ヘラミガキ、ヘラケズリ 織密
良好
暗褐色（内）黒色

５

土師

塊

16.9

7.5

横ナデ、ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

密
良好
茶褐色

６

土師

翌

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕、ヘラケズリ やや粗い
良好
茶褐色



45号住居杜

46号住居杜

－２４６－

番号 器種 法量（cmm）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１３．０
１
１
高
底
く
く

(胎）密
(焼）良好
(色）赤褐色

赤色粒子含む

２

土師

杯

11.8

3.5
横ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ

綴密
良好
褐色

反転

３
師
坪

土
一
局

14.0 横ナデ 密
良好
赤褐色

番号 器種 法量（cnm）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

喪

１
５
２

７
３
９

１
２

１
１
、
ｊ

口
高
底

く
く
く

ハケメ

(内）ハケメ、指頭痕

木葉痕 (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）茶褐色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

６

土師

杯

３
８
２
３
１１

１
口
一
局

く
く
(底）

(胎）密
(焼）良好
(色）赤褐色

赤色粒子含む

７

土師

杯

12.6

３．５

６．１

横ナデ 回転糸切り やや粗い
良好
茶褐色

８

土師

皿

12.8 横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

９

土師

皿

11.6

(内）ナデ

綴密
良好
茶褐色

赤色粒子含む

1０

土師

皿

11.9

2.5

横ナデ 密
良好
茶褐色

赤色粒子含む
反転

1１

土師

杯

17.4 横ナデ やや粗い
良好
黄褐色

赤色粒子含む
反転

1２

土師

蜜

27.2 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

白色粒子含む

1３

土師

小型喪

11.6 やや粗い
良好
褐色

反転

1４

土師

羽釜

22.8 横ナデ､ハケメ後ナデ不鮮明

(内）ハケメ

密
良好
暗褐色

金雲母含む

1５

土師

羽釜

21.4 ケズリ後ナデ、ハケメ 密
良好
褐色

金雲母含む
反転

1６

灰紬

壷 11.3

綴密
良好
灰白色

自然軸



49号住居杜

47号住居吐

48号住居杜

51号住居杜

－２４７－

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

０
０
７

３
４
４

１１
１
″
１

口
高
底

く
く
く

横ナデ、ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）褐色

２

土師

杯

14.0

４．１

４．２

横ナデ ヘラケズリ 綴密
良好
褐色

線刻

３

土師

杯

０
８
７

８
３
４

回転糸切り､ヘラケズリ 密
良好
褐色

４

土師

杯

14.4

５．２

４．８

ヘラケズリ 回転糸切り､ヘラケズリ 綴密
良好
褐色

５

土師

皿

13.0

２．２

３．８

横ナデ ヘラケズリ 密
良好
褐色

６

土師

蜜

33.0 ハケメ 密
良好
褐色

金雲母含む

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

４

土師

塊

(口）１６．０
１
１

－
局
底

く
く

不鮮明なヘラケズリ

(内）横ナデ

(胎）密
(焼）良好
(色）赤褐色

番号 器種 法量（皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

11.8

４．０

６．０

１
１
１

口
一
員
底

く
く
く

横ナデ、ヘラケズリ

(内）暗文

(胎）綴密
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

番号 器種 法量（c皿）
調

器体部

整

底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１８．０
１
１
高
底
く
く

ヘラケズリ

(内）暗文

(胎）綴密
(焼）良好
(色）赤褐色(内)黒色

２

土師

饗

2.9 ハケメ、ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

金雲母含む

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

喪

(口）３２．４
１
１
高
底
く
く

(胎）密
(焼）良好
(色）暗褐色

反転



52号住居吐

－２４８－

番号 器種 法量（cmm）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１１．６
１
１
高
底
く
く

横ナデ、ヘラケズリ (胎）綴密
(焼）良好
(色）茶褐色

反転

２

土師

杯

12.2 横ナデ、ヘラケズリ 繊密
良好
茶褐色

反転

３

土師

杯

13.0 横ナデ、ヘラケズリ ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色

赤色粒子含む

４

土師

翌

15.2 横ナデ、ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

金雲母全体に含む

５

須恵器

翌

27.0 綴密
良好
灰色

少破片
反転

６

灰紬

長頚壷 (内）横ナデ

･

綴密
良好
灰軸

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

２

土師

杯

６
１
Ｌ
４

，
Ｊ
、
ｊ

口
一
局

／
ｌ
／
１

(底）

横ナデ、ヘラケズリ (胎）粗い
(焼）良好
(色）茶褐色

３

土師

杯

11.5

4.15

4.0

ヘラケズリ 全面へラケズリ 密
良好
赤褐色

赤色粒子含む

４

土師

杯

11.2

4.25

4.9

横ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

全面へラケズリ 密
良好
赤褐色

赤色粒子含む

５

土師

皿

12.6

2.45

4.6

ナデ、回転へラケズリ 回転へラケズリ 綴密
良好
褐色

赤色粒子含む

６

土師

皿

12.9

２．７

５．９

ナデ、回転へラケズリ

(内）ナデ

回転へラケズリ 綴密
良好
褐色

赤色粒子含む

７

土師

Ⅲ

12.4

２２

５．５

横ナデ

(内）横位へラミガキ

回転へラケズリ 綴密
良好
褐色

赤色粒子含む

８

須恵器

台付杯

横ナデ 削出高台 密
良好
灰色

反転

９
土師

饗

25.6 ハケメ

(内）ハケメ

粗い
良好
茶褐色

反転

1０

土師

饗

34.2 ハケメ

(内）ハケメ

粗い、砂粒含む
良好
赤褐色

反転



－２４９－

53号住居杜

番号 器種 法量（c､）
調

器体部

整

底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

14.0

３．４

１
１
１

口
高
底

く
く
く

(胎）密、砂粒含む
(焼）良好
(色）（内外）丹塗り

２

土師

杯

０
９
２
２
ｌｊ

ｊ
口
高
く
く
(底）

ヘラケズリ (胎）やや粗い､赤色粒含む
(焼）良好
(色）褐色

反転

３

|：師

坪

15.4 粗い
良好
褐色

反転

４

士師

杯

13.8

2.8

やや粗い、赤色粒含む

良好
暗褐色

５

土師

杯

15.8

3.7

やや粗い
良好
(内外）丹塗り

６

土師

杯

15.0

3.4

ヘラケズリ やや粗い
良好
(内外）丹塗り

反転
赤色顔料

７

土師

杯

1４．４

3.8

やや粗い、砂粒含む

良好
（内外）丹塗り

８

土師

杯

ヘラケズリ やや粗い、赤色粒含む

良好
褐色

９

土師

杯

14.4 ヘラケズリ 綴密
良好
(内外）丹塗り

1０
師
杯
士
筒 １１．０

ハケメ ヘラケズリ やや粗い
良好
黄褐色（内）黒色

反転

１１

l：師

鉢

16.4 ヘラケズリ 粗い
良好
赤褐色

反転

1２

土師

高杯

17.2

9.8

10.5

ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色（内）丹塗上

1３

土師

饗

16.6 ハケメ 粗い
良好
黄褐色

1４

土師

壷

16.8 織密、砂粒含む

良好
黄褐色

1５

土師

蜜

13.9

15.0

７．４

ハケメ

(内）ハケメ、ヘラケズリ、指頭痕

木葉痕 綴密、砂粒含む

良好
褐色

1６

土師

甑

15.5

10.5

８．３

ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

ヘラケズリ やや粗い､石英含む

良好
暗褐色

1７

土製品

褐色

径15.8ｃｍ
厚２．０cｍ



－２５０－

54号住居土止

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１４．８
１
１
高
底
く
く

ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）赤褐色

反転
焼きむら

２
土師

杯

12.4 ヘラケズリ 織密、砂粒、石英含む

良好
(内、外）丹塗り

反転

３

土師

杯

12.4 ヘラケズリ 密
良好
褐色（内）黒色

可
・
も
●

４

土 師

杯

13.4

3.95

11.7

ヘラケズリ やや粗い．
良好
赤褐色

反転

５
土師

杯

12.8

ａ９

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
(内、外）黒色

反転

６
土師

杯

13.5

3.7

ヘラケズリ 綴密、赤色粒含む

良好
赤褐色

反転
焼きむら

７

土師

杯

12.0 ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
赤褐色（内）黒色

焼きむら

８
土師

杯

15.0 ヘラケズリ 綴密
良好
赤褐色

９
土師

杯

12.3

5.7

ヘラケズリ 織密、赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

１０
師
杯

土
一
局

11.6

８．６

８．０

ヘラケズリ 綴密
良好
褐色

1１

士師

高杯

15.8 ヘラケズリ 織密、赤色粒含む

良好
赤褐色

1２
土師

杯

15.5 ヘラケズリ 綴密、赤色村含む

良好
明褐色

反転

1３
土師

塊

20.0

8.8

ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

反転
焼きむら

1４

土師

塊

9.4

7.7

ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

綴密
良好
茶褐色

1５
土師

甑

19.0

12.5

ヘラケズリ 粗い
良好
暗褐色

反転

1６
土師

饗

16.4 ハケメ

(内）ハケメ

密
良好
赤褐色

1７

土師

喪

15.5 ヘラケズリ やや粗い
良好
黄褐色

焼きむら

1８
土師

蜜

18.0 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い、

粒含む

良好
褐色

赤色極、妙



55号住居杜

－２５１－

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１３４
１
１
高
底
く
く

ヘラケズリ (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）褐色

２

土師

杯

18.2

３．２

５．８

ヘラケズリ 密
良好
褐色

反転

３

土師

皿

14.4

３．４

５．３

ヘラケズリ やや粗い
良好
暗褐色

４
師
杯付
土
台

11.0

４．５

６．５

密、
良好
赤色粒含む

赤褐色

５
師
杯付
土
台

10.6

４．５

５．８

やや粗い、赤色粒含む

良好
褐色

反転

６
師
皿付
土
台 4.5

やや粗い
良好
暗褐色

一部反転

７
師
皿付
土
台 5.9

やや粗い
良好
褐色

８
師
皿付
土
台

13.4

3.8

10.2

粗い
良好
褐色

焼きむら

９

土師

喪

16.6 ハケメ
祖い、
含む
金藍博簿、砂極

良好
暗赤褐色

１０

土師

蜜

31.0 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
茶褐色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1９

土師

翌

(口）１８．０
１
１
高
底
く
く

ハケメ

(内）ハケメ

(胎）密、砂粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

2０

土師

翌

14.5 ハケメ
やや粗い、１～1.5粥の

砂粒含む

良好
黄褐色

2１

土師

饗 7.0

ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

2２

土師

翌選

12.7

14.3

７．２

ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

ヘラケズリ やや粗い、４樫含む

良好
茶褐色

2３

土師

円筒 9.5

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕 やや粗い
良好
赤褐色



－２５２－

58号住居杜

56号住居土止

番号 器種 法量（cnl）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

1鷺師

塊

(1-1）１２．３
(高）５．０
(底）

ヘラケズリ (胎）織密
(焼）良好
(色）暗褐色

２

土師

杯

13.8

5.2

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

綴密
良好
赤褐色

３

上師

坪

1２．６

5.0

ヘラケズリ 繊密
良好
灰褐色(内）熟色

焼きむら

４

ｔ師

境

14.7 ヘラケズリ 綴密
良好
茶褐色

５

ｔ師

坪

14.0 横ナデ、ヘラケズリ

(内）横位へラミガキ

密
良好
黒褐色(内)蝋色

反転

６

lも師

坪

11.8 横位へラミガキ、ヘラケズリ

(内）横位ダ、 フ ミガキ

綴密
良好
黙褐色(内）・部M1彩残

反転

番号 器種 法量（cmq）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

坪

２
３
２

２
４
４

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎） 蕊
、

(焼）良好
(色）褐色

亦睦極、恕巴粒

反転

２

止師

坪

12.0 ヘラケズリ 徹密
良好
褐色

反転

３

士師

杯

11.8 ヘラケズリ 綴密
良好
黄褐色

反転
焼きむら

４

|：師

坪

13.6 ヘラケズリ 蕊
、亦哩和i，黒色粒

良好
茶褐色

５

士師

杯 5.8

ヘラケズリ ヘラケズリ 綴密
良好
褐色（内）黙色

反転
焼きむら

６

北師

Ⅲ

13.2

２．５

５．０

ヘラケズリ ヘラケズリ 綴密
良好
褐色

７

北師

饗

16.0 横ナデ
下部へラケズリ

綴密
良好
褐色

８

士師

饗

36.0 ハケメ

(内）ハケメ

密
良好
暗褐色

９

土師

饗

27.9 ハケメ

(内）ハケメ

粗い、砂粒含む
良好
暗褐色

反転

1０

士師

饗 １１．０

ハケメ

(内）ヘラケズリ

やや粗い
良好
暗褐色



－２５３－

番号 器種 法最（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

７
師
杯
士
高

13.7

８．６

９．６

１
１
１

口
高
底

く
く
く

ケズリ後ミガキ (胎）綴密
(焼）良好
(色）黄褐色

赤色粒子含む

８
土師

高杯

13.6 密
良好
茶褐色

反転

９
師
坪

土
一
局 10.8

横ナデ、ヘラケズリ 綴密
良好
黄褐色(内)黒色

内面焼きむら

１０

土師

高杯 10.5

ナデ

(内）ナデ

綴密
良好
黄褐色、丹塗り

表面赤色顔料

11

土師

ﾉ」、 鉢

10.4 ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色丹塗り〔内)肌色

反転

1２

止師

饗

17.8 横ナデ、ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

綴密
良好
褐色

反転

1３
土師

小型蜜

13.4 ハケメ

(内）ハケメ後ナデ

粗い
良好
黄褐色

反1転

1４

須恵器

蓋

綴密
良好
灰色

1５

土師

蜜

32.2 やや粗い
良好
白褐色

砂粒子、石英含む

１６

土師

饗

26.6 やや粗い
良好
赤褐色

砂粒子含む

1７

土師

壷

ハケメ

(内）ハケメ

綴密
良好
黄褐色

1８

土師

圭
寧

ハケメ後ナデ不鮮明

(内）ヘラケズリ

粗い
良好
赤褐色

赤色粒子含む

1９

土師

饗

ヘラケズリ やや粗い
良好
黄褐色

赤色粒子含む

2０

土師

饗

18.6 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
黄褐色

反転

2１

土師

喪 8.4

ハケメ

(内）不鮮明なナデ

木葉痕、ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色

2２

士師

饗

16.6 ハケメ

(内）ハケメ

粗い
良好
黄褐色

2３

土師

壷 9.0

ヘラケズリ やや粗い
良好
黄褐色(内）白褐色

赤色粒子含む

2４

土師

円筒

ハケメ

(内）輪積み

やや粗い
良好
褐色



－２５４－

60号住居杜

59号住居杜

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

４
７
２
３
１１

１
口
高
く
く
(底）

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）横位へラミガキ

(胎）密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色

反転

２

須恵器

蓋

13.4 ヘラケズリ 綴密
良好
灰白色

反転

３
師
杯
士
高

13.4

15.4

11.7

ヘラケズリ 指頭痕、ハケメ 綴密、砂粒含む
良好
赤褐色（脚部外）黒色

４
師
杯

土
一
局

15.4

17.65

１１．９

ヘラケズリ、ハケメ 指頭痕、ハケメ 綴密、砂粒含む
良好
黄褐色（脚部外）黒色

５
師
杯

士
一
局

13.25

16.0

14.1

ヘラケズリ 指頭痕、ハケメ 織密
良好
赤褐色

６

土師

鉢

15.4

7.4

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

綴密、赤色粒含む

良好
赤褐色

７

土師

鉢

17.2

10.2

８．３

ヘラケズリ ヘラケズリ 密
良好
暗褐色

反転
の

８

土師

喪

23.0 ヘラケズリ、ハケメ

(内）輪積み

密
良好
茶褐色

焼きむら

９

土師

壷

23.9 ハケメ 、 ヘラミガキ

(内）ハケメ、ヘラケズリ

密
良好
茶褐色

1０

土師

饗

14.0

22.7

７．０

ハケメ、ヘラケズリ

(内）ハケメ、ヘラケズリ

木葉痕？ヘラケズリ やや粗い
良好
茶褐色

11

土師

翌 8.2

ハケメ 、 ヘラケズリ

(内）ハケメ

ヘラケズリ やや粗い
良好
褐色

反転
焼きむら

番号 器種 法量（cnn）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

８
８
８

６
６
６

１１
１
７

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ ヘラケズリ (胎）密、赤色粒含む
(焼）良好
(色）赤褐色(内)黒色(吸着）

反転

２

土師

杯

16.2

６．０

７．０

ヘラケズリ ヘラケズリ 密、赤色粒含む
良好
赤褐色(内)黒色(吸着）

反転

３
師
杯付
土
台

15.3

6.8

10.6

やや粗い、赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

４
師
杯付
土
台

11.2

５．４

７．２

やや粗い、赤色粒含む

良好
赤褐色

反転

５

土師

小型翌

12.1

９．４

６．２

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕 粗い
良好
褐色



61号住居杜

62号住居並

－２５５－

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１３．８
(高）４．６
(底）

ヘラケズリ後ナデ (胎）綴密
(焼）良好
(色）赤褐色

底部焼きむら
反転

２

土師

杯

14.1

4.2

横ナデ、ヘラミガキ

(内）横ナデ、ヘラミガキ

綴密
良好
暗赤褐色

金雲母を含む

３

土師

杯

15.3 ヘラケズリ

(内）横ナデ、横位へラミガキ

綴密
良好
暗褐色

反転
内外黒彩

４

土師

杯

14.2

4.3

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

綴密
良好
赤褐色

金雲母を含む

５

土師

杯

12.8

3.6

横位へラミガキ

(内）横位へラミガキ

綴密
良好
暗褐色

反転

６

土師

杯

1４．２ 横ナデ、ヘラケズリ 綴密
良好
丹塗り（内)黒色

反転

７

土師

杯

12.0 ハケメ、ヘラケズリ 織密
良好
黄褐色

反転

８
師
坪
士
高

13.2

11.8

ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ、ヘラミガキ

綴密
良好
赤褐色(内)暗褐色

金雲母を含む

９
師
杯
士
高

13.4

9.1

11.8

ヘラケズリ、ヘラミガキ 綴密
良好
褐色

1０
師
杯
土
高

13.2

9.0

10.0

ナデ、ヘラケズリ、ミガキ

(内）ナデ

織密
良好
赤褐色(内)暗褐色

１１

土師

蜜

21.0

33.4

７．０

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕、ヘラケズリ 粗い、砂粒含む
良好
褐色

番号 器種 法量（cmm）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

(口）１６．５
１
１
高
底
く
く

(胎）密
(焼）良好
(色）（内外）丹塗り

反転

２

土師

坪

13.9 ヘラケズリ 密
良好
(内外）丹塗り

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1２

土師

壷

１
１
口
一
局

く
く
(底）９．０

ヘラケズリ

(内）ハケメ

ヘラケズリ (胎）やや粗い､砂粒含む
(焼）良好
(色）茶褐色

1３

土師

円筒

ハケメ

(内）輪積み

木葉痕 密
良好
赤褐色

反転



63号住居祉

64号住居杜

－２５６－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

坪

５
４
４
３
１１

１

口
一
局

く
く
(底）

ヘラケズリ後ナデ

(内）ナデ

(胎）密
(焼）良好
(色）（内外）丹塗り

２

士師

杯

13.8 ヘラケズリ後ナデ

(内）ナデ

密
良好
褐色(内外〕丹蛾り

３

土師

坪

13.5

4.3

ヘラケズリ 密
良好
黒褐色(内外)黒彩

４

須恵器

坪

11.0 綴密
良好
灰白色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

６
９
５

０
３
５

１，
Ｊ
７
１

口
高
底

く
く
く

ヘラケズリ、暗文

(内）暗文

回転糸切り､ヘラケズリ (胎）綴密
(焼）良好
(色）暗褐色

反転

２
土師

杯 6.4

ヘラケズリ

(内）暗文

回転糸切り､ヘラケズリ 密
良好
褐色

反転

３
土師

杯 5.2

ヘラケズリ 全面へラケズリ 密
良好
黄褐色

赤色粒子含む

４

土師

饗

21.0 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
褐色

金雲母含む
反転

５
師
鉢
士
大

37.2 ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
暗褐色

金雲母含む

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1２

土師

饗

０
０
８

Ｑ
２
Ⅵ

２
３

１
１
、
ｊ

口
高
底

く
く
く

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕 (胎）粗い
(焼）良好
(色）暗褐色

砂粒子を含む

1３

土師

饗

1３．５ ハケメ

(内）ハケメ

やや粗い
良好
赤褐色

反転

1４

土師

翌 6.5

ハケメ

(内）ハケメ

木葉痕 綴密
良好
暗褐色

1５

土師

饗 7.6 (内）ヘラケズリ

木葉痕 やや粗い
良好
赤褐色

1６

土師

饗

16.0 不鮮明なヘラケズリ やや粗い
良好
茶褐色

1７

土師

甑

27.0

28.2

８．８

横ナデ、ヘラケズリ 粗い
良好
褐色



65号住居杜

66号住居杜

－２５７－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

杯

９
１
０

１
４
４

１１
、
Ｊ
１

口
高
底

く
く
く

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

ヘラケズリ (胎）やや粗い
(焼）良好
(色）黄褐色

砂粒子、赤色粒子含む

２

土師

杯

11.8

３．０

３．８

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

'1'１転糸切り やや粗い
良好
褐色

赤色粒子、砂粒子含む

反転

３

士師

坪

14.8

５．６

５．４

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

回転糸切り後へラケズリ 密
良好
褐色

砂粒子、赤色粒子含む

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

１

|：師

饗

(口）２５．７
１
１
高
底
く
く

ナデ、ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

(胎）やや粗い
(焼）良好
(色）褐色

焼きむら

２

ｔ師

饗

19.8 横ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ、ヘラケズリ

織密
良好
茶褐色

３

l：師

饗

25.6 ハケメ

(内）ハケメ、ヘラケズリ

やや粗い
良好
黄褐色

焼きむら

番号 器種 法量（qn）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

５

須恵器

杯

８
０
２
４
１１

Ｊ
口
高
く
く
(底）

(胎）綴密
(焼）良好
(色）灰白色

６

土師

翌

14.4

26.5

7.0

不鮮明なヘラケズリ

(内）ハケメ

ヘラケズリ 密
良好
暗褐色

７

止師

玉.ｆざ

tIIi

14.8 ハケメ後ナデ

(内）横ナデ、ハケメ

やや粗い
良好
赤褐色

赤色粒子含む
反転

８

|：師

饗

17.0

33.2

６．２

不鮮明なハケ、ヘラケズリ

(内）ハケメ

木葉痕 密
良好
暗褐色

９

ｔ師

饗

18.0

35.5

６．０

ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

木葉痕 やや粗い
良好
暗褐色

1０

士師

翌

14.5

30.5

５．５

ヘラケズリ

(内）ナデ、輪積み

ヘラケズリ 密
良好
暗褐色

11

ｔ師

饗

12.0

29.5

ナデ 木葉痕 やや粗い
良好
褐色

1２

ｔ師

■
ｃ
ｃ
つ
■
。

ｆ
加
並

一
・
毎
毛
巳
。 8.3

ヘラケズリ後ナデ

(内）ナデ

ヘラケズリ やや粗い
良好
赤褐色

1３

ｔ師

．ー&_ざ

露ｆ

1７．５ ナデ

(内）ヘラケズリ

密
良好
赤褐色



67号住居祉

68号住居祉

－２５８－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

４

土師

皿

０
４
０

３
２
４

１１
１
１

口
高
底

く
く
く

ナデ、ヘラケズリ

(内）ナデ

ヘラケズリ (胎）密
(焼）良好
(色）褐色

赤色粒子含む

５

須恵器

壷

綴密
良好
青灰色

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎士、焼成、色調 備考

１

須恵器

杯

(口）１２．６
１
１
高
底
く
く

(胎）綴密
(焼）良好
(色）灰褐色

反転

２

土師

高杯

15.2 横ナデ、ケズリ

(内）横ナデ

綴密
良好
暗褐色（黒色）

反転

３

土師

小型壷

9.2 横ナデ、ヘラケズリ

(内）横ナデ、ヘラケズリ

綴密
良好
暗褐色

反転

４

土師

塊

12.2 ヘラミガキ、ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
暗褐色

反転

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

１

土師

台付饗

(口）１３．８
１
１

－
局
底

く
く

ハケメ

(内）指頭痕

(胎）やや粗い､金雲母含む
(焼）良好
(色）黄褐色

２

土師

饗

12.8 ヘラミガキ

(内）ヘラケズリ

綴密
良好
(内外）丹塗り

３

土師

増

18.0 ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

密
良好
赤褐色

反転

４

土師

増

ヘラケズリ、ヘラミガキ 密
良好
褐色（内）丹塗り

５

土師

喪

26.0 ハケメ

(内）ハケメ

織密
良好
褐色

６

土師

翌 22.0

ハケメ 密
良好
褐色

７

土師

壷

密
良好
褐色

反転

８
師
杯

土
一
局 13.0

綴密
良好
(内外）黒彩

９
師
杯

土
一
局

密
良好
褐色



69号住居祉

－２５９－

番号 器種 法量（c皿）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1

北師

派

６
０
２
４
１１

１
口
高
く
く
(底）

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

(胎）綴密
(焼）良好
(色）赤褐色

２

士師

杯

12.2 ヘラケズリ 密
良好
赤褐色

３

止師

杯

12.3

3.8

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

綴密
良好
灰褐色

４

土師

坪

12.8

3.9

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

織密
良好
赤褐色

５

土師

杯

12.6

3.7

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） ヶ、 フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） ダ、 フ ミガキ

織密
良好
(内外）黒彩

６

土師

坪

12.4 密
良好
暗褐色

７

土師

杯

12.5

3.8

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

繊密
良好
黒彩

８

土師

杯

13.0

4.1

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

織密
良好
(内外）黒彩

９

土師

杯

11.7

3.5

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） ゾ、 フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） グ、 フ ミガキ

綴密
良好
(内外）黒彩

１０

土師

杯

12.8

3.8

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） グ、 フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

織密
良好
暗褐色

11

土師

杯

12.5

3.7

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

綴密
良好
暗褐色

1２

上師

坪

13.2

3.85

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） グ、 ラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

織密
良好
暗褐色

1３

土師

坪

13.0

3.6

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） グ、 フ ミガキ

織密
良好
(内外）黒色

1４

土師

杯

1２．７

3.9

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

織密
良好
赤褐色

1５

土師

坪

13.0

3.85

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

綴密
良好
(内外）黒色

1６

土師

坪

12.0

3.6

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） 〃、 フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

織密
良好
(内外）黒彩

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1０
師
杯
土
高

ｊ
１
口
高
く
く
(底）１０．０

ヘラケズリ (胎）織密
(焼）良好
(色）褐色



－２６０－

番号 器種 法量（c､）
調 整

器体部 底部
胎土、焼成、色調 備考

1７

土師

杯

(口）１２２５
(高）３．９
(底）

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） プ、 フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） ダ、 フ ミガキ

(胎）織密
(焼）良好
(色）（内外）黒彩

1８

土師

邸

13.0

3.9

ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
(内外）黒彩

1９

土師

杯

12.3

4.4

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

繊密
良好
(内外）黒彩

2０

土師

杯

12.5

3.8

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
(内外）黒彩

2１

土師

杯

11.9

4.3

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
黒彩

2２

土師

杯

12.4

4.3

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
赤褐色

2３

土師

杯

13.2

4.8

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） 〆、 フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） ダ、 フ ミガキ

綴密
良好
(内外）黒彩

2４

土師

杯

13.35

4.9

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） グ、 フ ミガキ

綴密
良好
(内外）黒彩

2５

土師

杯

11.3

3.6

ヘラケズリ 綴密
良好
暗褐色

2６
師
坪
土
高

1１．１ ヘラケズリ、ヘラミガキ 密
良好
(内外）黒彩

2７

土師

碗

10.8

7.4

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内） ダ、 フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

織密
良好
赤褐色

2８

土師

塊

10.0

5.0

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）へ フ ミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
赤褐色

2９

須恵器

蓋

12.4

4.7

綴密
良好
灰色

3０

須恵器

蓋

12.8

3.8

綴密、小石含む
良好
青灰色

3１

須恵器

坪

1０．４

3.8
綴密、ノＮｉ含む
良好
青灰色

3２

須恵器

杯

1０．３

3.5

織密、小石含む
良好
青灰色

3３

須恵器

壷

8.8

14.8

綴密
良好
灰色､中間に自然紬

口緑にブタのような
ものをのせて焼成し
た痕跡がある

3４

土師

鉢

18.2

7.0

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

ヘラケズリ、ヘラミガキ

(内）ヘラミガキ

綴密
良好
赤褐色

3５

土師

喪

15.4

16.7

８．６

ヘラケズリ

(内）ヘラケズリ

木葉痕、ヘラケズリ 密、砂粒含む
良好
褐色














































































































































































































































































































































































































	第２３集表紙１002
	作業中001
	作業中002
	作業中003
	作業中004
	作業中005
	作業中006
	作業中007
	作業中008
	作業中009
	第２３集表紙１001

